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建 築 と 社 会

建築ピリクリエーション特集
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r? サ 3. 2鳴，304. 8弘 X 304. 8"Ym 規格寸法

2，300円 - 4，8( 刈 lj 材よ共3. 3、f- h 米価格

三星のタji 性床タイルは何れも製法の

日本の多湿多雨の気専売特許品で、

舶未品の候でも{ 長れた '1性能をもっ、

追随を許さない製品です。

徴

施工後故障が少い ・工期が早い

価格が手ごろである ・手入掃除が簡単

色彩が自由に選沢出未る ・永持ちする

- 屋外には使用出米ません

. . ; キ製品4止のカタロク比牛;

技術特i子FJ? を御 u，'j; 1( ドき L 、

三 星 ル ー フ イ ン グ の

田昌応用化工株式会活

工 場 小 台 営 業 所 東 京 都 足 立 区 小 台 町 6 3  3  T  E  L  (911)  1  1  8  1  ( 何

本 社神 国営業所 東京都千代田区神田岩本町 1 3  T  E  L  ( 866)  6  1  4  8.  {'勺

大 阪 出 強 所 大阪市西区京町層上過 1 - 1  4  T  E  L  ( 44)  5  9  5  1付。

夜 間 管 理 人 室 用 T E L  臼4) 9 9 1 0 (代)

@特

p  

， 



自家絡め新進紋

ク 床 材

:::J I-${I/'  

ツ
美 し く 丈 夫 な プ ラ ス チ

r -' 7 一一ー・ー? ー-一… 守- -
4・. ‘ ' 苦 、

丈 夫 で 明 る い 採 光 材 の 決 定 板

ＷＷｾ Ｑｉ［Ｇ＠
ネ土

A

曾式株績紡東日

屯 (202) 1  3  0  1  

氾 (74) 8  9  9  2  

大 阪 支 盾 大 阪 市 東 区 日 1111防 5 - 1  

福 岡 出 張 所 前 岡 市 筒 口 町 1 5  - 1  

東 京 本 社 東京郎中央区八' 1 " ( 洲 6 - 1 '; I!: (281) 0 2 1 1  

名古屋営業所 名古屋市中区御幸本町通 リ9 - 8 ';I!: (13) 0945 ・44 14

リノリ :1. - 6

皆様の設計と施工に東洋の床材

イ ｊｾリノ

1::ヲートqイル

スポンジシート

9  

東洋リノリユーム株式会社

本 社 工 場 兵 庫 県 伊 丹 市 伊 丹 5 5 8  

電 話 伊 丹 代 表3531 ・大阪⑬4490

東 京 都 中 央 区 銀 座 4 三和 ビル

電話 (561) 1  7  0  1 ・2 5  6  4  

大 阪 市 東 区 瓦 町 2 三和ピノレ

電話 ( 23) 0  3  7  5  - 0  3  7  9  

oソフトな感触

。優秀な耐久力

。 美 し い 色 彩

東 京 支 信

大阪事務所

カ

タ

ロ

グ

進

呈



新 時 代 の 建 設 に は 新 時 代 の 形 鋼

NKK- T 形鋼

用 圃 各 組 1 ，H ， T 形 鋼 用

圏 各種オープンクエフ材用

途 圃 非 対 称 断 而 形 鋼 用

特 園 出 桜 が 存 易

長 田 サ イ て が 11 宮

日 本 室岡
炉笥

ー
本 ド1: ＭＧｉｾ＠ ，J;{ Kji 下代f E I ! >< : 大下 111]

大阪引業J9r 大 阪 リj 束 区 今 稿 5 の 23

重 油 災 許 可 な し で

伝熱面積 ＵＰ Ｑｬｬｾ 以下で

蒸 発 孟 3. 5 Ton 以 上

ボ イ ラ 効 率 85 96 以 上

七年間研究劫牒

⑪主主宰川銭エ所 iW L U
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. あ な た の 忠 実 な ・

ド ア ー ボ ー イ /

米 銭 絞 寝 渇E に輝〈米

日 ・ 米 ・ 笑 ・ 独 . 各 国 特 許

昌 ・ 哩 由 宇

1ii 7 ・亭Z 噌 q

E 本 金 具 製 作 所

敏 造 元 少' ( / (ヲ工業橡武雪栓

ｉ ｾ 鉛鍍金の上に 塗 装し士

キ ン グ ス プ リ ン グ シ ヤ y タ ー

ｊｊ え令い断まぜ ＧＯｾＧ をく ｩ わた・・・

. ス プ リ ン グ シ ヤ y タ - . 重 量 ス プ リ ングシヤ y ター

. 自 動 ゾ ヤ y タ - ・ 手 動 屯 到 スチ ー J レゾヤ y ター

製 1犬 優 美

故 隊 絶 無

東羊 、ー タ 糾 」 ゐ
} ゾ ヤ ツ ー↑ 木] : . ¥，古

， 詳 細 カ タ ロ グ 呈 上

島川 M 川川……車 京 宣 L日杭l円) 東l瓦! l申;， ｲＮ ｾＩＧＺｉｉｬＢ新井『布百 Ｕ ノ ＵＴＷ ｔｅｌ ＨσＷＷ ηＱ Ｉ 一 ｬ日 Ｑ Ｗη 1  

名古昆宜L抗町 i名v乃a占尽巾 E中1ド' 民干 n 白町2 T円uげ7品j地由 T E L @59; ; . ト6ω32剖4  

J出!H1 f弧品 1同'明H 歯岐主 t月;、 中 間、 神 い. 1品，1 <. i I ' 、福間

その他，' ¥! ，.]t . ，'li1 'r炉'JI'; は1' LrL l 宮市，1，にあり

1  
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A  E t空号待)材4守点区全iTE
一一ふる-4217il凶)7071 ぽ船 車出 張 所 電 話 E京 1)  2  
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藤 森 建 材 株 式 会 社

東 京 本 社 東 京 都l中央区日本橋通l ー 2(大倉ヒソレ) T E L  (271)  6432- 5 

大阪営業所 大阪市東区博労 UIJ 2  - 65(藤森 ヒソレ) T E L (27)3191- 5・7385

福 岡 営 業 所 福 岡 市 楽 院 大 通 2 ー 73 T  E  L  (74)  1945 (75)  3473 

札幌営業所 札 幌 市 南 二 条 西 10 丁 目 T E L (4)  2511- 3  



B・

アスヲアルト防水ほ年限保鐙す3

，日本アスブアルト防水エ業会の仕様による

経験ど技術のエ業会員ヘ

日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 会 員 名 簿 (イ ロノサl国)

地 区 会 社 名 {主
百Ti 電 話

北 市 道 地 区 | 日 本 ス レ ー ト K K I 札幌市北三条束 4 ー 1 |②3458.4426 

東 北 地 区 | 大 和 工 業 K K 仙台出張所 | 仙台市二 日町 1 ー 2
| ③7790 ②閃

井 上 遷 青 工 業 K K 東京都 中央区銀雄東 2 - 13 (541) 1974- 5  

伊 藤 建 材 K  K  東京都台東区浅草 田島町77 (871) 5311( 841) 5729 

北 条 涯 膏 工 業 K K 東京都 中央区湊H汀3 ー 7 (551) 2676・4382

Y  K  金 岡 興 業 東京都新宿区柏木 5 - 1172 (361) 5947・( 371) 1337 

高 山 工 業 K  K  東京都千代田 区中11出IJ¥}II IUJ 1 - 8  (251) 0161- 3・1301 ‘ 2

関 東 地 区

渥 青 建 材 K  K  東京都中央区銀凶束 3 - 11 (541) 6945・7834

桑 原 建 材 K K  東京都文京区新諏訪11汀6 (921) 0448・0647

大 和 工 業 K K  東京都荒川区南千住 6 - 42 (891) 1144- 6・7155- 7

マ サ ル 渥 膏 工 業 K K 東京都台東区新坂本町61 (841) 8501・(871) 2851

藤 井 ヱ 業 K  K  東京都文京区林町94
(941) 0271 ・2582

K  K 三 相 商
34e3.E • 

東京都千代田区神間同朋町 3 (251) 8867・7517

K  K  金 港 商 庖 横浜市西区高島町 1- 1 @7846・8476- 7

東 海 地 区 日 本 建 材 興 業 K K 名古屋市西区南押切町 5 - 12 

l @0496 …。
@i 6860・2574・0415

日 新 工 材 K  K  大阪市西区新町北通 1 ー17 @3785-6・2721

マ ル エ ス 工 業 K K 大阪市福島区上福島南 1 ー152 @2360・2030

近 E民 地 区 K  K  新 光 商 庖 大阪市南区梅 111] 通 2 - 13
⑧7195- 7・4467

高 山 工 業 K K 大阪営業所 大阪市北区老松町 2 - 19 @5976- 8 

清 7)( 興 業 K  K  大阪市北区鶴野町34
@0251-3  

| 豊 永 建 材 K K l 一 四103
中 園 地 区 束 中 国 防 水 工 業 Y K 岡山市磨屋町22

③2211・6302

一
工 業 K ｾ ｉ 高… 酌

K  山 本 商 会 松山市萱町 2 - 95
②2717・8422

日 新 興 業 K  K  延岡市本小路74
4305 

大 同 工 業 K K  宮崎市橋通 6 - 82
8155- 6  

九 州 地 区 K  K  工 材 ネ土 門司市大里束通10丁 目
⑧1468-9  

安 藤 工 事 K K  福岡市大浜 1丁 目新町95
②6968・③5765

K K 北 原 建 材 商 会 鹿児島市上之園町62
④0001- 2  

日本アスフアルト防水工業会関西事務所

大阪市西区新11汀北通 1- 18 日新工業 K K大阪営業所 ( 53) 5281- 3  



. 明 日 の 日 本 を 礎 く ・ ・

H 形 鋼

- 構 造 用 H 形 鋼

・ 基 礎 杭 用 H 形 鋼

E 軍習

・ 基 礎 杭

- 1反言支

- 地 下 鉄

建 築

ビ J レ

工主義

発 電 所

学 校

そ の 他

- 隆 道

- 橋 梁

・ 鉄 塔 、 鉄 柱

・; 巷; 膏

・ 桟 橋

・市宮崎自

・ 機 械

4  

、.
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府臥n

打 抜 き 金 網

. カ タ ロ グ 進 呈 .

協 和 産 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 東 区 本 町 5 丁 目 1 1 番 地

ｾｉｔＺ話Ｈ代表 Ｉ 大 阪 25 - 5978 番

東 京rH張 所

エ 場

(御 堂 筋 本 町 4 丁目 交 叉 占 西へ半 丁 北側 )

東 京 都 千 代 田 区 六 番 目T 1  5 番 地

電 話 ( 代 表 ) 東 京 301 - 0624 :ffi' 

(国 111四 谷 駅 南 目 玉 総 迎 合 会 結 束 隣 )

大 阪 市 都 島 区 内 代 田T 4 丁 目 1 養 地

電 話 ( 代 表) 大 阪 33 - 4431 番

新 製 品

富士印ピニココI . J - J L

ビ ニ ー ル レ ー ル の 革 命

折 れ な い グ

曲らない. ゲ

釘 頭 が 出 な い . ゲ

ゴ 卜 ゴ 卜 音 が し な い

E冨冨冨冨盟園Z 置冨E・
牢 J 工 S 規 格 の 一 級 材 を 使 用 し て お り ま す の で 品 質 が均 一 で 折 れ

ま せ ん 。

本 釘 頭 が 全 く 外 に 出 な い の で 、 コ 卜 コ 卜 不 愉 快 な 音カ、 し ま せ ん 。

* 温 度 変 化 に 対 し て 、 闘 っ た り 折 れ た り し ま せ ん 。

牢 耳 豆 付 は 至 っ て 簡 単 で す 。

申 色 彩 カ ず 優 雅 で と こ に で も こ使 用 に な れ ま す 。

製 造 元 総 発 売 元

株 式 会 社 藤 本 鋳 造 鉄 工 所 大 阪 鋼 材 株 式 会 社

T E L  大 阪 ( 30 1) 2 5 3 ワ

T E L  東 京 ( 33 1) 5 3 ワ6

代 表 ( 54 ) 1  1  6  1  T  E じ

オ ー ル プ ラ ス チ ッ ク 製

二 枚 羽 根 丸 型

レ ヂ ス タ

協 和 実 用 新 実 C F 4

防 臭 周 ダ ス ト シ ュ ー ト

新 実

? 屋玉付シ リ ン ダ ー 錠

箱 型

レ ー ル 周 ド ア ー ハ ン ガ ー



オ レ ン ジ

色 の ・ ・H ・H ・. . .

静 か で

くさらず
規 格 寸 法 4重 類

25弘 ( 8  鉄枠メLT-

永久に

30'ル ( 1  寸) イモノ枠丸平袖

36"仇 ( 1寸 2 分) ナ イ ロ ン 枠 丸 平

43"Ym ( 1寸 4 分) ご種類アリ

_ 1 1 1  i  ｛ＮＮＮＮＮ｟ｾ冨骨盲ＮＮＮＮｾｾｾＮ＼＼＾＾ . . .  

-

一レイヨつl P P O N W O N S |

II! : : J手レ 注 目

1- 7" ' . 拘ー' 、。噌・-

日 本 レ イ ヨ ン 株 式 会 社 f手

手 軽 に 買 え る

豪 華 な 品 質 . ノ

- ， '¥イ ル は ナ イ ロ ン 1 0 0 % で す

か ら 、 摩 耗 に 対 し て 強 〈 、 示 持

ちして事至;斉 的 で す 。

・裏 は 特 製 ス ポ ン ジ で す か ら 、 心

I也 よ い ク ッ シ ョ ン が あ り ま す 0

・染 色 は 鮮 明 で 美 しく、 堅 牢 染 で

す か ら 、 日 光 や 洗 ，濯に 対 し で も

変 ・ 槌 色 し ま せ ん 。

- 軽 く て 取 扱 い が 簡 単 で す 。 ゴミ

は 電 気 掃 除 機 で は 勿論 、 ふ つ う

の ほ う き で も 簡 単 に と れ ま す 。

・施 工 方 法 は 簡 単 で す か ら 、 容 易

に お 好 み の 寸 法 に 仕 上 げ ら れ ま

す 。

ゐ念、、 5!.々 ｾ ・ ーー

恥じ・ ブE :;円じ フじ

藤 高 株 式
. . 0. .  

τｾ＠ キ土

#  
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ti> 
最新の設備 優秀の製品

建 設 大 臣 常 録

( ト) 4  0  8  2  

甲 種 ・乙 種 防 火 シ ャ ッ タ ー

電 動 式・手動式・スプ リン グ 式

其 他 の シ ャ ッ タ ー 全 般

山政誌l I I ! l I I 総 11養 護 . 問 問 川 山 総 郎 総 ! 誌 辺 川 川 川 川 山 川|

l  i 怒 縁 側 繋 I i 務 機 酬 泌 総 出 山 山 山 川 自 制 川ν111

嗣担問時輔帯輔輔購韓

璽檀欝麺蹄鞍轡綴隷穂綿瞳磁欄繊欝

購鱒鶴鱗融鞠錨鞍融謂麗

輯輯輯輔輔融踊轍鞠滋韻語語

臨摺符時掲特却明智蹴拘融朝時特塑懸

一 一
-一一四一一一戸時4 品世吋明白型野明由時間電

一 側
、a

醒鞠鶴蝿蹄醐醐臨磁購臨時睡説明暗端踊詩書誌

一一- 一一一 一
論鶴繍婚翻時線開時場特糠蝦鱗榔轡由

F ヲ田守噴出竺鵬縄問噛i I I I I 醐

額欝醐鵠軍曹 濁関脇

三10;;11 ':J 司・練武怠1ft

本 庖 j 己111，:1 'oI i 久 々 知 こ が コ エ 2 3 氾 l i: 1< (40)  5  3  4  1  

キL 慢 支 底 十L 純 di 斗 fJ:( 町 中 似 5 2  2  '，0: ( 3  ) 7438 ( 5 )  1519. 6873  

旭 川 営 雛 所 担l 川 di 市 住 i泊 三 1・ 11 屯 5  0  9  7  

帯 広 出 強 所 Ｇ Ｚｉｾ Ｚ＠ Jj: rI j 州 2 :t: ，¥i 7  T  11 ' 6  ・丘 3 8 5 6  3 8 5 7  

東 北 支 庖 fJh  -(i ，1; I・ 1岨 1  1  2  ・0: ( 3 ) 3 2 9 6 . 9 6 1 8

秋 田 営 聾 所 快 川 ， f i f'丹 111 1，'1. ノ J J 外 ';J < tl r 町 h 屯 2  7  8  3  

新 沼 営 県 所 m ，Ｈｾ＠ rl i  (;; 11 IIIf J同 2  r  11 ・正 (  3  )  1  4  4  3  

盛 岡 営 諜 所 市 l叫 rlj ＺＺｴ ｾ＠ I令l 哨 ヶ 町 1 T  11 1  4  '，0: (  2  )  7  4  0  7  

東 京 支 底 W: J;'; ra; _m i ;'j 1.0( m li'j 1  T  11 6  0  ・! e( 制1) 2478・3696 剖 7S (却 )9226

神田官接所 Ｊｊ［Ｇ Ｚ ｾ Ｂ f'f¥: IIII ><: T/ ' 川松 fi 町 12 山 ポ ピ ル ぽ (25 1) 6278 ( 29 1) 3841 - 4  

4前 浜 2 拠 所 間 浜 市 中 l壬 11" ｊｾ 泊 Ｓ T  11 4  5  '，[よ ( 2 )  7  2  7  8  

高崎営! r C ，所川 崎 Tli 下 fll 111 関r 4  2  9 ・[，: 2  1  6  6  

宇 都 宮 営 架 所 こj-: 目1; H  111 氾 町 1 丁 口 3 4  2  8  ・[，: 7  7  2  2  

甲 府 営 梁 所 中 l(.f rli 紅 梅 町 2 1 正 2  • 4  2  

名 古 屋 支m ｲｊ ，ｾ， ｨ ｾ 市中 Ｑ Ｎ Ａ ｉＧＺ ｉｉＺ ｊｴＭ ｦｦｩｲ 2  T  n 46八 洲 ピル 屯 ( 54) 2 8 4 6 ( 55) 9 7 8 6

府 間 営 Z住所 l'lft Il.' i li  t i' ;J; J  町 1  8  8  :，0: (  3  )  2  8  4  6  

長 野 営 採 所 1< ｾ ｈ＠ rli ')J; n 伺f 7  3  9 屯 ( 2 )  5  2  9'  2  

松 本 出 弧 所 松 本 r1i  !占 Hlf 1  4  9 丘 2  4  9 7 ・4 7  4  4  

四 日 市 出 弧 所 IJlI 11 ili ili 川 ''/ 1';' 析 ffi f 2  8  2  3 正 2  4  4  3  

大 阪 支 庖 尼 崎 市 久 々 知 サ コ エ 2 3 ・[，: ｦｾ Ｇε Ｈ Ｔ Ｐ Ｉ＠ 5  3  4  1  

大阪商主主謀所 大 阪 d，I訓J ｦｩｾ＠ ｾｉ ＨＧ ｉ Ｎ ｏＨ 一 ｬ り ｬ 町 Ｑ T  11 22 ノ 3 屯 (77)  8  2  1  7  

大 阪 北 営 県 所 大 阪 市 大 j:i:: I-<: J . ! .仲 tt:; ii7.i 8 r l l  2 3  ・lよ ( 35)  9  8  0  0  

神 戸 営 巣 所 仲 } i  di :n 介 1<: 悦 川 町 3 T  11 2  3 正 ( 2 )  0  1  8  9  

京 部 営 按 所 以目/j r!iq' ;; .;[.l . 1I t聞f; 創刊 池 上 ル 中之 町 4 2  '，[よ ( 22)  0  9  0  0  

金 沢 営 諜 所 全 ｾｽｴ＠ r1 i  栄 町 6  5  '，[，: (  3  )  3  1  3  0  

彦 被 ｾ梨所以 m di  IJ lI 酢 町 8 8 正 2  0  5  3  

高 松 営 製 所 同 松 rli 出 上 回f 8  0  9 ι  ( 3 )  4  2  9  0  

高 知 念 諜 所 内 知 di 1l ! ! 町 3 T  11 5  0 正 (  2  )  1  5  7  6  

1君 島 営 究 所 得 1::， 山 鈴 川 町 2 T  ;1 1  2  '，0: ( 2 )  0  6  5  9  

広 島 営 諜 所 ι 1，: ，山 f' 111 町 3 T  11 8  5  6 屯 ( 4 )  3  7  5  6  

九 州 支 庖 11，¥ 附 di ，I'l. 辺 泊 5 T  11 9  2 正( 75) 5  1  8  1  ( 75)  6  9  0  1  

熊 本 営 県 jiJi ｾｦ ｾ＠ J ド rli ItJ -r- J:i.. 知1 町 1 6  2 江 ( 2 )  0  8  9  3  

1主世 fl ，1e : 揮所 (1，-: '1It f恥 rli 1::) 湖 町 1  4  0  '， [，: 5  5  1  3  

m児 島 営指 所 j血 ｾｉｬ＠ 1:.' j  di ｾ ｉ ｾ＠ ｾｉＧｻＭ mr  1  1  9 江 ( 2 )  6  7  6  2  
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堅室、議勾配屋根氏

軽快た道代建築枚

Ｘｾｩ ヌー ＢｏＭ ｪＧ ｉｾ ソイド
Ｘｩ｝Ｇｾｉｌ テン ｬｩＭＷ イ》タ

伸 縮 白 地 校 工 キ ヌ J ¥0ンタイト

包 ロ タ イ ト

コーギンク本会シールセ〆ント

日 施 化 学 工 業 株 式 会 祖

本 社 東 京 都 中 央 区 八 重 洲1- 3

T  E  L  (271)  7000 ・5463- 5

営業所及東京工場 東京都荒川区尾久町 6- 101

T  E  L  (807) 代表 0161- 5

大阪営業所及大阪工場

大阪市東淀川区掘上通り 3 - 3 9

T E  L (39) ω2 4 - 5 ・2045 ・2079



の街生陶器ヒ付属金具

L - 2 2 0  

オ パ ー ル

定 価

陶 器 ( 1級) L  .220.lf 2，750 

金 具 ( 抗予由U 印)

立 水 絵 T 2  0  5  Y  

@￥ 600 ( 2 1困) ￥ 1，200

止 水 位 T 4 A Y

@￥ 670 ( 2個) ￥ 1，340

排水金具 T 6 P 干し 210

ピル ・アパートはもとより 一般住宅

パ y クハンガ

ｾ付木ネ ゾ ｔ L  2200 ￥ 200 

st ￥ 6，100 

ミコ句5お た る 御愛用頂いていた製品

参 考 定 価

東 洋 陶 器 株 式 会 社

陶 器 ( 並 級) L 2包O￥ 2，200

金 具 ( ，7. 71<. . 叩)

立 水 栓 K 2  0  5  Y  

@￥ 510 ( 2 個) ｾ＠ 1，020 

本 社 茅ケ崎工場

小倉市篠崎町 4 5 8  大阪営業所 大阪市東区i t : i Gia，'号 5 - 32 T E L ⑫ 4518  - 9 神奈川県茅ヶ崎市

T E L ⑤ 2481- 5  各地営業所 東京・名古屋・小企・広島・高松・札申流・仙台・富山 T E L 2105- 8 

止 水 位 K 4 A Y

@￥ 570 ( 2 個) 等 1，140

ロ ン プ レ ー ト

網 入 等 各 種 類 そ ろ っ た 極 ピ 波 紋

ニューロンプレート

laいやすい、 トタ ン 小 法 の 普 及 品

ロ ン ガ ラ ス

用 途の広い 、透明 ・半透明広ピ平板

ロンフィックス

丈夫で汚れない最新のｾ・襖 ｈ 占 材

ロ ン リ ウ ム

品 質 随 ー と 定 評 の あ る 床 張 材

ロ ン タ イ ル

あらゆる 床に マ ソチする美しい床材

緋ホ金具 K 6 P C ￥ 1，030 

床 材 の 主 主 /

ロシヲイルK
30 cm X  30 cm '. 厚き 2 mm 

ロシリウムK
182  cm巾 ・厚 さ 2mm、3mm . 長尺

従来の ロンリウぶ ・ロン タイ ルの姉妹品と して、川口

ゴム の最新の設備で完成 したビニル新床材で、色調・

摩 耗性 ・ 而 ｴ ［ｴＡＺｾ｜Ｇｉ生 ・ 耐 ｩ 山性な ‘ ど格段と優秀 ｬ 生 を有 します 。
ロンリウム K . ロンタ イル K ' iL 、ずれも 全層肉質で耐

摩耗が強化され、 然もソフ トな質感 'i 公共建築・ビル・

車輔の床にピ ッタ リとし価格も一層経済的になってい

ます。

ロ ゴ ム 工 業 株 式 会 社

本社工場 東京 ｭ 時飾区本問問 ｹ 木町 Ｕ ‘ ｾｉ Ｎ ｾ 車京(691)6141( 代書 }

蒲生工場 ｊｾｪ ｩ 以飽符 ｲ ｬ ｩ k 本 舗 も 2740 ，屯ぷJ;r. 加(0811)2033蒲主11 2

升 関 節 車京r . H 代凶! ; ( 神川鈴柏町 2- 16 包訴 東 京 { 四 1) 3588- 9  

神自営揖所 募E京都千代凶E竜神m鍛i f ，町 2 - 16 :n:吉 東京 (291 ) 師03:-: 4. '  • 1  

大陣営緩所 大 阪 ifil 例区 ;t 脱 届 町 3 3 世話 大阪 (21) 4358- 29  
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白蟻

の駆除予防工事専門

諸官庁・諸会社御指定

-・E 彊E 軍司Eヨ・・

調 査 無 料 グ 22t; す

和歌山市小松原通四丁目一番地 ( 日赤病院前)

前 田 白 蟻 研 究 所

電 話 ( 和 歌 山 ) ② 1 3 8 9 番



建 物 樹 木 の 害 虫

白 蟻

"_マ‘

和歌山市小松原通四丁目一番地 (日赤病院前 )

前 田 白 蟻 研 究 所

電 話 (和歌山) ② 1 3 8 9番



昭 和 36 年 9 月

毎日 放送千里丘総合本土屋

と千里丘呉羽寮見学会

「建築か らみた照明」

公 開 座 談 会

毎 日 放 送 千 里 丘 総 合 社 屋

と 千 里 丘 呉 羽 寮 見 学 会

( 大阪府建築士会 ・共催 )

1.  日 時 9)-j 22 1J ( 金) 午後 11侍30分 ( 集合) 一- 5 1時 ( 解散)

1  集 合所 大阪駅凶口パ ス駐車湯，目標 ・京阪観光パス

1  申 込 電話で20 IJ までに願います。貸切パス I 台 ( 60名) で締切

ります。

1  建物様要

毎日放送千里丘総合本土屋

位置 吹田市山田 下 297 番地

工 Ｉ ｾｉ I胤和35{ド10月~昭和36年 8 月

設計 監理 口建設計工務総式会社

胞工 株式会 社 大 林 組

4' jJ { n所ブ ロック 鉄筋 コンク リー ト造 4 階建 延 3，545 . 17m2

スタジ オブ ロック 鉄筋 コンクリート 造 ・1部鉄骨造 4 階建 ・土谷屋

付 延 5 ，431 .83m2

イ也』こ別f札 機 械 室，大道具室，車庫など

呉羽紡綴株式会社千里丘呉羽寮

位置 吹田市大字山田字北原

工 ｊｾ ｉ 昭和35年11 月~昭和36年 8 月

設 計 東 畑 建 築 事 務 所

監理 呉 羽 紡 紡 株 式 会社営繕諜

施工 株式会社J!再呂組大阪支 J;5

鉄筋 コンクリ ート 造 3 階建 延 1，050， 705m2  

付属延物 2
階建鉄筋 コンク リート造 (食堂 ・浴場 ・洗濯所( 官J!J ! 人

室) 609 ，235m2
延 1，659 .94m2

本 会後 援 公 開座談会

「建 築 か ら み た 照 明」開 催 通 知

1. 主 催 関 西 照 明 普及委員会

1  • LI I時 9j-j 22u ( 金) 1  I時30分より

1  会 窃 関電ホ ーノレ( 中之砧 ・関電 ビJ レ地下)

1. 講 師 KK 竹中工務庖 小川 正氏

坂倉準三建築事務所 西沢文隆氏

自建設計工務KK 生方文次氏

上回垣太郎氏

その他 関西照明普及委員会委員数氏



日 本 生 命 中 之 島 ビ ル 見 学 会

( 大阪 府 池 築 士 会 ・ 共 催 )

1  . 日 時 9月 27 口( 水) 午後 3 時( 集合) - 5 時( 解散)

1  . 集 合 所 標記建物正面玄関

1.  申 込 屯話で25 口までに昨夏います。定員 150 名

1.  建物概要

設計 ・監理

施 工

所 在 地

主土地面右i

延面，f J 'i

構造，規模

使 用 概 要

口. - 1 ，生命保険相互会社不動産部

株式会社竹中工務応設al'部

株式会社竹中工務応

大阪布北区常安町27

3，558. 085m2  

14 ，724，181m2  

鉄骨鉄筋コンクリート進地下 2 階 z 地上101結

塔毘 Ｓ Ｑｾ 皆

研修用教室，研修生個宅宿舎 231 室，集会所，

大講堂，食常，喫茶室，決; 化研究所などの施設

あり。社日の再教育を主たる目的とする。

工 期 i沼1可1341，下 12月"""II?{ 柄1361，下9 JJ

E里 事 の 辞 任 と 逝 去

このたび次のとおり理事に異動がありましたのでお知るせr ! l します。

記

理 事 諌早信夫君 東京転任のため砕( 1 :

理 事 市川治男君 病気のため 8 月29 n 逝去

以上

会 告 2

日本生命中之島ピ ル

見学会

理事の辞任と逝去
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乙のたび下記のとおり，関係同体述!E' の上それぞれ要望書をt Ql I ¥致し

またので，お知らせrll します。

提書望要
要 望 書 提 出

官公立大学工学部建築学科拡充に関する要請書

ｦｬｩ 近の日本経済の成長は，各 ｾｬｩ［ＡＡＡｾ 術の ｉＨｩ 析を糊として ， そのＮｩＡｬｬ J!t を加速度的に高めてお

り， したがってその経済成長を物段的に主主える狙設r . r ; 動も段近ますますその大税鋭化と技術

的高度化の! . i ( r ，] を強めております。強策の分" I ! : 限ってみてもその傾向1; ) ，例外でほと正しした

がって高度なi I ! 築技術と: : JUh能力とを備えた高級i I ! 築技術者および. i l ! 築伎術の分野鉱大と専

門分化R 凶l応するi I ! 策関係研究者に対する; r ，p g 近年若しい色のがあります。きら民主E設活動

の活発化していく現状のゆで. If"市，11 嗣の総合性と企画性とを欠いたi l ! 設がかえって都i I i の悶

乱を助長しているとき ， 伺 ｬｩｬ ｩＮｈ両技術朽の必要性と主 ｉｉ 築家の郎 ＱＱｭ 同への積板的 ｾｊｾｉ が強くＲｬＡ

Ｑ 白書れております。しかる ｉｾ Ｎ それらの伺川￮ＮＱｴＭ ｾｨｩＮ 王監築関係の技術者および研究者を長成すべ

き教育体制が浪花そのＧｬｬＡ ｊｉｾｉｾ 応ええず ， それら技術おの不足が痛切に国 ｬ ばれている ζ とは ， 政

府、当局をはじめ各界イｾＧＺＮｉＮｮの，日本経済 ｬＧ 占める郎市計両および雄策のm要性に吋する認識の

施弱きを物J耳石色のであり ，まζ とに巡生& R仔ずるとと{ ， I三，そのr . :l 閣が符米11 . - 1>: の経済活展

のひとつの大きな硲路と fc りかねない状勢を安うる次節であります。

段近円ＭＱ＾ＺｩｬＡｾ語学会教育委 ｮ 会が行なった官公立大学の辺築学科別民計画に ｩ 測する調布結束に

おいても，その73パーセントが ζ の 1. 2年の聞に7E只を細貝したい希望をもっており ， その

ｬＡＧｬｴｊＮ総数千百名を数えております。 ｅ の数は現庄の ｬｾｾ 舎における最小限の血自民治割数とみ付さ

れる色のであれしたがって当局I ! : おかれましては，少なくとも mf Eでている ζ れらl ! ' l m十両

の実現K は特別の配慮をはされますとともに，当XJ におけるu ! 築学科拡充計画を随立されます

乙とを ｅζ に ｾｊＢｬ いたす次第であります。

伝おそれら噌民計画の尖現には，それに即応する科大学の施設の訟充と現在の建築技術の高

度化rc伴なう教科内科の同悩成が必ず行勾われはければならない点をこ恕議の上そのための適

正Ｂ処円を Ｑ 日も引くとられます ζ とを併せて盛 ［ｩｾ 日いたすｾｷ，であっます。 以上

l昭事13MI' 8月 8 日

前 川 l司 卯

木 村 幸 一 郎

大 林 芳 磁

石 井 姥

竹 中 戯 れ 衛 門

尼 崎 久 助

会 長

会 長

会 長

会 長

PV. 'II 長

会 長

社開法人 日本建築家協会

社 団 法 人 日 本 建 築 学 会

社団法人全問主J ! 設業協会

社団法人日本建築七会迎合会

財 団 法 人 総 築 業 協 会

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

荒木万)J- 犬搬

水回二宮9 J 殴

三 木 武 夫 殿

挺 11¥先

文 部 大 巨

大 級 大 図

科学校術庁長宵

建 築 設 備 の 専 門 科 設 置 に 関 す る 要 望 書

平 ｫｩ ｩｬＡ築教育 ｉｾ っき多大のご配慮をいただき感謝の至 ｉｾ 干 ｦ じます。

近年産業界の各万簡において伎持:j . r ，' の不足が強〈訴えられておりますが，建築界におきまし

でも全〈どうようで. 1 : . とに戦後急速に発展をみました建築設備関係K おきましてはとくに E

の慢を深くするものであります。

と高承のとおり段近江おけろ建築設備の向上進歩と設備工事の発展は: 廷に目をみはるものが

あり ，その互II物総工' / ! I I亡占める設備S. 'IJ :ul の書Il f，- I:t . Il!l¥断115%純度でありましたものが，市1後

Ｑ ＱＮ ＳＰＭＵＰＥ の比古を示す ｉｾｾ 臣う ， その ｌＧ ｝ｬ Ｗｾ 総額は近年 Ｑ 千億円を大きく超える状 ｲｭ であうま

す。

しかる ｲ｣ ＱＺＮれ ｉｾ 従 Ｇｈ ずる銭術者の数は ｬ 土佐はだ少数でその相良行成は熊町の急と培えられて

おりますが. 1 : . れらの技術技術者の教fl 施設としては . i I ! 築設備に関する専門科を設 il

Y

l してあ

る学校はｾＨ司で数校を数える ｉｾ すぎず，ため ｉｾ 技術者の多くは他の Ｓ 車内科目の修 ｬＡｽ 者を再教 ｦｦ

の ＱＺ 転 ｭ せざるをえ低い災状であります。かかる恒怖のため優秀ＧＢ人材を恐備 ｧｾｲ ｲＮ迎える ｅ と

がはなはだ悶般であり ， ζ れは ζ ん C 社会の進歩に伴なってさら 11:-- 闘の発展を期待される恐

I崎!JI- にとってはま ζ と托恋うべき 'H悠であるとと{ ， ｉｾ Ｎ 他の専門科目修得者を転川のために再

教行をするという人物不終怖を解消するため ｉｾ も急速な噂門教育俄 ｉｙｊ の ｉ 自殺が姉崎せられる次

第であうます。

灰附すると乙ろ ｉｾ よれば，昭和 ＳＸ 年度 Ｑｾ Ｑｩ府下に Ｕ 校の工業向等学絞が新設せられる組でと

ざいますが，上おの組ｦｩＧ Ｑｾ より，な ｬ 三とぞ ζ の僚会 ｉｾＮ 乙の新恐の工業高校に主 ｅ 築設備に閲す

る呼門科を，溢l i "t下さいますよう特別のこ高砲を賜わりたく要' 1 l i 1 i し l げます

昭［ｦＡ ＱＳＶｾ ｦＮ 8 月2411

社団法人 u 本 i l ! 策 協 会

-I 1:fH法 人 大 阪 府 組 築 士 会

大 阪 i l ! 世 業 協 会

社団法人 日本建築学会近畿支部

祉関法人日本位3臣家協会関同支部

大 阪 府 管 1 : 'Il . l ! 協同紹介

大 阪 府 Hl ス工' I i 仁 J位協同組t n

助

問

川

郎

勲

科

二

郎

ト

A

久

万

雌

磁

他

的

辺

林

良

野

間

本

尼

波

大

r

山

村

石

山

会 良

会 長

会 長

支部長

支8I I k

ｐｾ Ｇｬｬ良

PM' H良

大阪附教行委H会殿



大 阪 そ と う 光 り 天 井

すき とおる 美 しい光のプ ラスチ ァクス .ノ

人アワリヲイト

三菱 レイヨン株式会社

本 広 東 J;(/田中央区点的2の8 ( 新光ヒツレ) T E L  (281)  5551 ( 代ぷ)

支 底 大阪 市 北区中之 Ｑ Ｚ ｾ Ｒ の Ｒ Ｒ ( 新朝日 ピル) T  E L  (202) 2241  ( 代表)

名古屋市中村区姻内町4の1 ( 毎日会館) T E L  ( 55 )  7131  (代表)

カタログ進呈 ・品名 eJ u入の上c J; 'i求下 さい。

七大特色

・飽くて強靭である 。

• hil てが自由，特 I qlh面Jm工曲、容妨である。

. 光学的に光線透過率が優れている。

- 光学的K ヱツヨラ イテイン グ ・ハイプ ラテイ

ングの効果を有する。

.m気絶I i 性が良行である。

・耐1./<，耐熱，耐化学説品性が俊れている

' .l! 色が自由である 。

用 途

サトリウム ，サンルーム その他の: 害ガラス に

ホール ，工 場 ， 術的 ｭ 等の 採光川に・ー・ 特ｾ

iIJi 'i' i アク リライトドア ー ( アヲ リド アー)

間仕切に ，階段手指，腰仮，嬰[日，経鮪i{主，

カウンタ ート ップ に，各Ui m:"1綴械総只お よ

び部品，ルーパー，!照明器具カバーに，屋内

表示板 ， 屋外右 晶ＱＮ 広 告Ａ照明 ｾｲ ， 山 内 装 飾

1: 。

'  

宝

塚

劇

場

ル

l

バ

i



鉄骨鉄筋コンクリー卜構造設計実例集・ 会員特価注文書

会員特価2，900円 送料200円 定価3，500円 送 料200円

冊 数 | 金額( 送料を含む) I 支 ム 十 川

送 附 先

( 所在地 ・会社名)

注文者名 勤務先名 ・所在地

電話 ( )  番
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鉄 骨 鉄 筋

号. n. . .

日又 言十

発 刊 の 乙 と ば

コ ン ク

実

石 崎 滋 雄

建築構造l C 関し て出版された審物は多いが，実際に建

てられた建築物の構造やその設計過程を明らかにしたも

のは少なし〉。 しかも ，鉄骨鉄筋 コシク Y ート 造の場合な

どは，でき上っている建物を見ても ，主たる構造は コン

クリ ート を被っているために ，乙れを知る ζ とができな

ｾＩｯ＠

木容は実在の建物の構造とその設計方法を示すため

に，長近つくられた代表的なピノレディングの構造図而と

計算書 lζ 施工中の写真をそえたものである。 ζ れにより

鉄骨鉄筋 コジクリ ー ト構造の詳細を知り，それに用いら

れる種々の手法を見る乙とができる。従ってE与門の建築

構造技術者にとっ て役立つと同時に， 現代の建築構造を

示しているという意味で ，専門外の方々でも ，多少とも

建築総造 lζ 関心のあるプ' 5 1 Cは ，よい参考資料になると思

う。 ( 図告案内より)

日 本 建 築 協 曾 ・新刊図書案内

発刊・ 10 月 下 旬

トキ蕎 i宣

例 集

鉄骨鉄筋 コジクリ ート 構造設計

実{9J J集 編 集 委 員 会

(50音順〉

編取委只長 石崎滋雄 ＯＩｪｦ 都大学 ・ 教授 ・ 工Ｎ，［ｾ樽 一 七

幹 'Il 倉石秀夫/ 竹中工務広

ｬｾ 川達郎Ｏ口組 設計工務

力武利夫/ 清水建波大阪支町

安 只 戸 III; 向、直/ 大成I J ! 設大阪支1 i 1i

石 田 正 / 竹 中I 務応

木町l幸夫/ 大林組

小 泉 昇 / 竹 中 工 務 庖

陶浪貞彦/ii'/ 水主s股

多聞英之 / 目述般計工務 ・工学時士

竹森逮郎/ 大成主s殺

長岡正雄/ 大阪建築rll 務所

附川陽一/ 村野量拒絶策事務所

レイ 7 ウト 山本敏郎/ I . I J ! 設計工務



| 編集 ・発行 社団法 人 日 本 建 築 協 ジ 元 町 孟 函 伝 己 記7制ヌ面記It 問 問8・9臼9・9 ω 吉1

総 目 次

新 大 阪 ビ ル デ ィ ン グ

地下 2 階 ・地上 9 階 ・搭屋 4 階 ・延而積 27，953m"

設青|・・村野森建築事務所

施工 ・株式会社 大林組

関 電 ビ ル デ ィ ン グ

地下 3 断 ・地上12階 ・撚尽 4 隣 ・延而t ' f 36， 826m e  

設計 ・施 工 株 式 会 ネl 竹11
1
工務問

阪 神 ビ ル デ ィ ン グ

地下 Ｒ 附 ・ 地上 ＱＱ 階 ・ 延而硲 ＴＷ ， ＳＲＷ ｭ ｾ

設計 ・施 工 株 式 会 社 大 林 組

千 代 田 生 命 ビ ル デ イ ン グ

地下 3 階 ・地上 9 階 ・搭屋 3 階 ・延而W 12，875mつ

設計 ・施 工 大 成 長II 設株式会社

輸 出 繊 維 会 館

地下 3 併 ・地上 8 附 . l'{¥:屋 3 1経 ・延而t ' i 15， 260m"  

設計 ・村野森建築事務所

大 阪 建 築 事 務 所

施工 ・体 式 会 社 戸Fn組

大 阪 国 際 貿 易 セ ン タ ー

ヌド館 ・地下 l 階 ・地上 5 1llキ ・延Hii f.i
l

( 13， 145m e  

設計 ・EI建設百|工務株式会社

施工 ・株 式 会 ネ | 大 林 組

大 阪 東 映 会 館

地下 1 階 ・地上 8 階 ・撚屋 3 ｾ持 ・ ｀而積 Ｘ ， ＸＴＵｭＢ

設計 ・施工 汗1" 7 J < 建設株式会社

鉄 骨 鉄 筋 コン ク リート 梢 造 設 計 実例 集

ＱＮ 桃巡 ｊ ｉＮ ｴＱ＿ｾ 2.構造設庁|図而

くダンボ ーノレ発送関入>

1. 構造計算書

ｂＵ 判＼ タテ Ｒ ＵＷ ｸ ヨコ Ｑ ＸＲ ｾ 係＾

総500頁 写真 ・図版1000余点

8 ポイシ ト活字 1段横組

アー ト紙 ・上白紙使用

表紙 ・特クロ ース製本 ・m仰 ・特上白紙カパー付

2. 構造設計図而

B 4 半IJ<タテ257x ヨコ364務 >

総200頁 ・平版印刷美麗仕上げ

特上質紙使用

表紙 ・特クロ ース製本 ・符i抑 ・特上質紙カバ ー付

お 申 込 み

J決込みの会員特fiIl ii t : 文書( 切下不安) をど利用下さ

いの発刊次第お聞けいたします。

会員特価 2，900円

一般定仰i 3，500円

内 容 見 本

送料 200円

送料 200円

建築と社会J Ｘ 月号 ＸＴ 頁 ｾ ＸＵ 頁の問 ｩζ ， 内容見木

を挟込んでおります。ど参1¥( ¥下さい 。

v  
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2  

'二 ，

)， ll 8 1  

松 下 電 械 産 業 株 式 会 社 本 社 社 l : i

段 計 本館 ・第一 別 館 日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

第 二 別 館 株 式会 社 双 星 社 竹 腰 辿 築 事 務 所

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 l苫

'I:Ollll{ I1 !I， :J O， 21Z. :J 111"  (日，ＱＴ ｾＮ＠ UOlj".) 

ｾｾ，唱 ＱｻＱＱ ".. 5，751. 25mロ ( 1. 81  1. 63門)

ｾ＠ 1{11 ".. 20. 210. 95111"  (6， 113. 82門〕

ｴｲｙｉｊ［ＧＡ ｊＮ｜ｬ ｦｬ ，ｾ＠ H 防 コ ン ク リ ー 1. .l ii ＮｲｾＺ ￮Ｚ ＧＩｾＧｬＧｬＧ＠ ｦ ｬ ｾ 筋

コンク '1 ート Jilz

P哩J : 11 J1il ｲｾＱ＠ 3  6  :， 8  )J 1  11 

玄 関 ホ ー ル

'"、

lLl h  tを ! した' ' J f 他認を
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松 下 電 器 産 業 株 式 会 社

本 社 社 尾

ι  

"" 

室

事 務 室 の 一 部

購 堂



• 

阪 興室長ビノレ
設 計 山下寿郎股計事務所

施 工 株 式 会 社 大 林 組

4  



ロ ビ ー

興 銀 ビ j  レ

そ' -
う 大 阪 庖

家 具 装 飾 部



外 装 タ イ ル ( 磁 器 25 角)

有 ル 株タ イ国

硝 子 工 事

株 式 会 社 泊 商
. 6.  

コヨt

式
.6ー

τD :  

シ ヤ タ ア 工 事 全 般

飼 i
ノ 、

1

4

d

、

E

E

Z
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外

宮

山

F

ノレピ

社

株 式 会 社 鈴 木 シ ヤ タ ア 商 会



T J ν ミ別パネル引{ 午 小林，'i (J J&.H:

日 本 軽 金 属 株 式 会 社 大 阪 事 務 所

日 軽 ア ル ミ ニ ウ ム 工 業 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

株 式 会 社 大 阪 ア ル ミ ニ ュ ー ム 製 作 所 大 阪 営 業 所

同iIl
ノ 、

制4

2  1粁 ?: t 栄 木 A )1  

ビ ノレ

11 11時 泌 J主 主

/  



明q S良 ビ ノレ

II ，{ 三板硝子 の新しい且線吸収ガラス

グ レ ー ペ ー ン

山r<!¥i'l の ド.LJ師ガラス

サ ー モ ペ ー ン 使 用
日 本 板 硝 子 株 式 会 社

タ イ ル 工 事

ゲルカセメン卜防水工事

株 式 会 社 平 田 タ イ ル

ゲ ル カ 工 業 株 式 会 社

アスフ アルト防水工事

株 式 会 社 久 保 商 庖



興 銀 ピ ノレ

マ ー ベ 口 ン

総 発 光 JC ) L *1 飯 川

フロ アー

塗 装 工 事

株 式 会 社 中 村 塗 装 庖 大 阪 出 張 所

日 本 触 媒 化 学 工 業 株 式 会 社

大11，<l j ' Ii L-<: 川副: 陥 5 - 1  興mピ ル 6Wi

判 長 室

“ マ ーベロン " は n本触妹のポ リエステル WI

HHをl J j( 料に してれ られます。ノ、然六月 fi と比較

すると ， 円 ｾＧｉＧ ， 光沢 ， 色彩の Ｑ ＧＱ ＱＱＱ ， 軒鼠とｊ，くの

良 ＱＹ ｩ をも っていま す 。 ＱＱ 本触煤 の ＮＮｪ，Ｚ判 ｉｃ も多ｾ I  t  

IC f，ji fll(._ ， If- "i 'を同 しています。



斉 図 式 非 常 用 救 命 袋 設 備 工 事

国 l
ノ 、 5良 ビ

}-ll ーl没(i iiil ;:f. 1、H! Jl JII!J'I!¥iIG

上 回 消 防 建 設 株 式 会 社

室 内 設 備 給 料i 状 況
某ピノレ JI]i ＱＺ 北訓 ｾｩ 状 ￬ｊ ｇ

ｾ＠
回置 「

10 

ノレ



9理 j N 

鋼 材

ビ ノレ

各階事務所内部・スプレ ッ ドサテン使用

石 産

大 洋 商 事 株 式 会 社

商 事 株 式 "'"与

τ'" 
社

S K 式t降i11鉄' 白天井下地「ネールロ ックJ @  

S K式終111鉄 骨 肉 仕 切 「ネールロ ックJ @

<IJ .先特i井 幹 ( 99788)

株 式 会 社 満 点 製 作 所

ステンレス製作金物

その他建築装飾金物

株 式 会 社 上 野 製 作 所

鉄 鋼 一 式

大 阪 鋼 材 株 式 会 社

11 
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阻

ノ 、 ｾｾ＠ ビ

ノ ン タ ッ チ 自 動 扉

ノレ

11 本で: ; 1じめて! t ' Ul! ピル IC採川 された II 動脈は lfx 下IC下をj[I づける

とIi i ¥がAi ' ri ｽｪ ｲｩ ， ｪＯ ｣ ｲｩ ， ｪ っ てド ｬ 動的 ｉ｣ｬ 聞きＮ通過した後 ｉｾｬ ります 。

町: が1111きかけているとき ， 反対側か ら扉 ;ι 近 づ くと 扉は反転します

か ら邸にたたかれる心配はありません 。

日 本 エ ヤ ー ブ レ ー キ 株 式 会 社

ニ ッ ト ー タ イ ル

日 東 紡 績 株 式

. A.  

=  
本土



理研分胴式防火引戸 ( ヒューズ付) 理研式自閉防火ドア ( ヒューズ付)

亀

理 研 鋼 機 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

明l 主良 ピ

天井・壁 : クロース張り

床 リ ノ タ イ ル

井 株 式

大 理 石 工 事

A .  

=  

ノレ

宇土

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 底

13 



Ji.i! l  
ノ 、

衡 生 設 備 工 事

主具 ピ ノレ

鉄 骨 工 事

株 式 会 社 春 本 鉄 工 所

14 

須 賀 工 業 株 式

間 仕 切 ・天 井

日進式ボード下地採用

.c.. 

=  
ネ土

株 式 会 社 奥 村 重 兵 衛 商 庖



2 併 銀 行 存 討1i 中 央 政 視 制 御 室

電 気 工 事 近 畿 電 気 工 事 株
. 6.  

=  
社

打

川

、

山

H
ノ

割4 ビ ノレ アスフ ァル卜防水工事

日 本 涯 青 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 底

セ メ ン 卜

磐 城 セ メ ン 卜 株 式 会 社

.. 

耐 火 煉 瓦 工事材工一式

樫 山 耐 火 煉 瓦 営 業 所

家 具

株 式 会 社 高 島 屋 装 飾 部

15 



1'.  :  J I:. i(li 外 1(; 日

一 昨 ドi i

下。 j茶 屋

丸 善 石 油 本 社 ピ ル 1・

股 計 K K 石 本 建 築 事 務 所

施 工 鹿 島 建 設 株 式 会 社

16 



丸 善 石 油 本 社 ピノレ

アルミサ ッシ・ドアー・カーテンウオール

不 サ

‘コ

ソ 工 業 株 式

b .  

τ'" 
ネ土

外装タイル磁器小口 平使用

有 国 タ イ ル 株 式 会 社

アスフ ァル卜防水工事

内 外 工 業 株 式 会 社

17 



丸 善 石 油 本 社 ビ ノ レ

エレベータホール各階床 :

ソフトンタイル 2粍厚使用

事務室各階床 :

P タ イ ル 2 粍 厚 使 用

階段全階踏面

ソフトンタイル 2粍厚使用

田 島 応 用 化 工 株 式 会 社

18 



丸 善 石 川 ! 本 社 ビ ノレ

大 理 石 工 事

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

家 具 ・ 造 作

内 外 木 材 工 業 株 式 会 社

a

レレン
一アカ

型

型

型

型

A

B

C

D

 

s

 

o

 

級高

H 料 ステンレス ， アルミ ， プラス ， スチ

- J レ， ビニール

岡 田 装 飾 金 物 株 式 会 社

サ ッ シ 工 事 全 般

本 田 工 業 株 式 会 社
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Ｑ 乙似われている ヒ ν クーノレＨ然ｾｾｦＱＩ ｺｬｬ ｪＨ ｬｩｦＧ￭ n は，ぶ防からの
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家 具 お よ び 造 作

株 式 会 社 高 島 屋 装 飾 部

塗 装 工 事

建 装 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

装 飾 用

製 作 金 物

建 築 用

日 本 装 建 工 業 株 式 会 社

コンクリー卜ブロ ック 、

厚 型 ス レ ー 卜 j

コンクリート 歩道平板 〉製造販売責任施工

セ メ ン 卜 タ イ ル 1

プ レ カ ス ト ノ 1 151<'1、A 吋 u劫

和 歌 山 完7J 製 造 株 式 会 社

大 阪 営 業 所
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ホテノレ ・パ ν フ イ ック

外 装 タ イ ル 工 事

弁 上 窯 業 株

一ー-一一一ー一一

先t ) J の ポ イ γ ト

式
"'"‘ =  

タ フ ラ イ 卜

日 本

社

ド ア ー

板 硝 子 株 式

ｾ＠
コ0 ;

ゲルカセメント防水工事

ゲ }I，.. カ 工

テ ラ ゾ ー 工 事

岡 田 石 材 エ

大 理 石 工

株式会社 矢 橋

業 株 式

ｾ＠

=  

業 株 式 会

大 阪 営 業

事

大 理 石 商

本土

社

社

所

庖
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ホ テ ノレ ・ パ ν ブ ィ ッ ク

電 灯 設 備 施 工

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

ロビー・食堂・客室 家具造作

エ レ ベ ー タ ー

〆 電気設備工事全般

リフト・コンベヤー

株 式 会 社 高 島 屋 装 飾 部 河 南 電 気 機 械 株 式 会 社

24 



ホテノレ ・ パ ν ブ ィ ッ ク

大

大

大 ｲｾ 場

冷 却 椛

オイノレサービスタ γ ク

冷 暖 房 設 備 工 事

阪

阪

電

暖

気 商

房 商

. 6.  

τ: 0;  

4益.

τ: 0;  
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厚 型 ス レ ー ト F

コンクリー卜 歩道平板〉製造販売責任施工

セ メ ン ト タ夏イ ル 1

プ レ カ ス ト J J  ｛ ｓ ｩ＼ Ｇ ｊ Ｂ ｾ ，， ｲ＠ I  助

社

所

会

業

式

営

阪

株

大

造製
卜

ク

一

ツ

レ

ロ

ス

ブ

山

円歌和

26 



床 材 料 の 販 売 工 事 ( 責 任 施 工 )

岱 >r<昔日

大 阪 市 大 法 区 天 満 杭 筋 6 - I  2  

大 11垣 市 天 王 寺 区 上 本 田T 3 丁 目 2 3  

近 代 人 の 感 覚 tニ マ ッ チ す る

2 ・トピ? 叩

{ 中心吊自由開型)

鎌式会社桂商会

T E L 大 阪 ⑮ 6 6 2 5 需

T E L (7S)  0 6 9 5  ( 直通) ・8 9 0 6 (27) 6 4 0 9

( ピポ ット・ヒンヂ持出し吊り型)

Ｈカタログ御入用の節は御申込下さｾＮ )  

製 造 元

敷 島 金 物 株 式 会 社

布 施 市 横 i西町 l 丁 目 46 番 地 電話 布 施 (72) 7713  ( 代) i7 L4 帯

東京都千代 田区神田三崎町 2 ノお 電話 東 京 (3011 0403  (332)S:lI O書
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• フ T ンシ ー ラフ グ発売元一丸紅飯田( 株 )
東 レカ ーペ ット 発 売 元 →株 )辻田文平高底( 大阪市住吉区南住吉町 4 の5 9)

- ・・・・・・圃阻・・・・・・・圃-

ｬｾｾ 三拝 ｊ トライドｼ

耐火・断熱・軽量骨材

-圃・・・・・・・・・・・・・・・・圃-

〆ぐー ラ イ ト は 真珠 岩 を 急 速 に 加 然 、 膨

脹 せ し め た も の で 主 成 分 は 砥 阪 で あ り

小さな ｮ ｾ 状 のガラス質の巣のＱＮＱＮＧ， りで

形 成 さ れ て 居 り ます。

パーライト は非首 ｴ に ［ｾ Ｑ < 耐 火 的 で あ る

の で プ ラ ス タ ー に 混 じ 耐 火 、 断 熱 }羽壁

仕 上 に 又 、 コ ン ク リ ー ト と し て は 砂 の

代 り に 使 っ て断熱、 *J 盆 コ ン ク !J ー 卜

と し て 使 用 さ れ ま す 。

特 性

軽い セメントモル タルの ｍ 以下Ｈ蹴比 ｩｦ￭ ｏＮＰ ＴＭＰＮＲＰ 、砂の ｭ ｌＱＺの ＾＼ｯ Ｍ ｾ Ｉ
耐 火 性 が 大 で あ る 七 メ ン トモ ルタノレの 4 fl 1 i の効力がある ( 燃 融 温 度 1000: C以 上 )

断 罪高効 果 が 大 で あ る 七メン トモルタ ルの 2 仇 以 J c ( (王熱 係 数 λ = 0 . 03- 0. Q5k岨 l / m".Cl ， ••. ー

亀 裂 予 防 に な る 殆 ん ど ru裂がよれない ( ハ ー フ イ ト を 使 用 し た 国連 ピ ル )

遮 音 吸 音 効 果 が 大 七〆ン トモ ル タ ル の 2 倍 以 上

! 1i エ が 容 易 で あ る 仙 の軽量t 骨 材 に 比 し路 工 が 容 易 である =  

化 学成分 ｓｩｏ ， ］ＷＵＮ Ｕ 、 ａｨＰ Ｓ］ ＱＵＮ Ｓ 、 ｆｾ Ｎｯ Ｓ］ ＰＮ Ｙ C a O = 0 . 12、K . O = 4  N a，O= 3 . 5 三 パ ー ラ ゴ ト セ J ン ト モ ル タ J レ

有 線 不 純 物 揮発分な〈 、長 Jt 月保存す るも 変 質 しなわ 言 問 含 そ のf也 ・ パ ー ラ ぜ ト プ ラ

三スターの ｉｉｾ 合鶴田 ｒ ・ ｒ ・呈

用 途 の 一 例

(1 ) 軽 E コ ン ク リ ー ト用 細 骨 材

(2) 在 官材 料 ( セメン ト・ プラスター伺 材)

(3 ) 保 温 断 熱 材

(4 ) 油 井 用

(5)  iJ ，革Jl!!! DjJ 幸オ

ネ土株 式

東 京 (241 ) 4101 - 9 ・2371 - 9  

大 阪 t44 )  3  7  3  1 ・ 3 7 5 1  

東 京 (241 ) 4 1 0 1 - 9 ・2 3 7 1 - 5  

笹 島 ( 54 ) 3  1  7  1  - 5  

中 局 ( 4 ) 9  3  3  6  - 9  

A

2

 

業井 金 属

本 信 東 京 都 中 央 区 日 本 締 室 田T 2 の !

大 阪 支 唐 大 阪 市 北 区 中 之 島 3 の 5

東 京 営 難 所 東 京 都 中 央 区 日 本 編 室 町 2 の l

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋市 中 村区 広 小 路 西 通 2 の 2 6

福 岡 営 業 所 樋 岡 一市 天 神 田T 3 '  9  

鉱
--圃 個 圃 圃 .

⑥ 



参

リクリェーシ冶ンと建築特集

，、

9  6  1 年・ 筒 4 2 集 ・ 9 月 号 ・ 目

J  

' 作 品 作 風

大 阪 興 銀 ピ ノ レ ・・ H ・H ・....・ H ・. .. ・H ・.. .・ H ・鮫計監理: 山下寿郎般骨十事務所・・・31

錨 エ : k k 大 林 組

丸 善 石 油 本 社 ピ ル … γ ・・ H ・H ・-… …役計監理 : kk 石本建築事務所・ :' 36

施 工 : 鹿 島 建 股 k -k

建 簸一 の 眼.…….日…...日…….. ….日.. …… .. ….川.. …….川…...…….. ….日.. …… .. ….川.. …….日….日.. …….日….日...…….日ι.ι.. γ.日…….. …… .. ….H.1γ;  

担当 (5ω0音)1順l頃蹟) : 中村 発 . 能勢蕃樹 . 早川和男 . 山下信夫

ー 本 文

第 1部 「箇J

生活iζ お砂るレクリェ ーν" y... .. .... ・H ・---- L u--~- ---- 今 和 次 郎 … 41

9 クD ェージョシ開発のマスタ ープラーy ・H ・H ・.. .... 二……三村 浩史… 43

国民休暇村の構想… .. .・H ・ ・ H ・.... ・H ・....・ H ・... ・H ・- …糸賀 型車… 48

国民宿舎の設計について…・…… .. …… .. ….日.. …… .. …...…… .. …'"…… .. ….リ.. …… .. ….い.. 日…….. ….. .日….日...….. よ永嶋 正{信言.….いι'54

日本のユ- スホステJルレ. ...… ，九，て.

筒 2  部 T書欝草引」

びわ湖観光開発計画・. . . . . . . ... ... ..... ... ...， ....... ... .. .. .・京大西山研究室・・.61

1.  !J ク9 :r. - v ョシ生活の発展と観光計画. . ... .. .・ H ・. .... .・ H ・... ・H ・.61

ーーびわ湖の全体計画一一

ｉｉ Ｎ 都市発展の中における観光開発計画 … ＮＮ Ｎ Ｎ ・ ｈ ・ Ｎ ＮＮ ＮＮＮＮ・ ｈ ・ ｲ ・ Ｎ ｾ ＮＮＮＮＮＮ ＶＸ

一一大浄地区観光開発計画一一

8  
、.，_:K一地区レゾ一 ト関発. 口…….. ….口.. …….川….. …  .. …  .. 品 .口….日.. …...….日.. ….リ.. …….い….. .….日.. ….. .…… .. …….日….日….日.り山....….. 日. 大久保昌一.. ….. 7刊

立山観光関発計薗 .に.. …….日…...…….. ….リ.. .…….. ….. .…….日….. .…….. …  .. γ 二.... .... γ --JL・H ・H ・宇野 佐・・ :86

大阪放公園の計画 ｬζ つｾ［て・・ ｈ ・ ｈ ・ ＮＮＮ Ｎ ・ ｈ ・Ｍ… Ｎ ｲ … ｾＢｌ ・ ｈ ・ Ｍ国治 六郎"' 90

トータノレ ・9 ク9 :r. - v ョジ ・ゾーシ

.，.. ・H ・-・小島将志 ・太 悶 隆 信 . 1中国' 裕生… 92

第 3部 「個J

1. 国 民 . 宿 舎 小 ・ ・ 玉 野 $ " ・H ・... ・H ・"， ..・ H ・. . …棚橋 . 諒… 97

2. ユースホステル… … 小豆島ユースホステ11/

…連合設計社市谷建築事務所 100

3. 観 光 ホ テ ル … …

:f"--' "" _， ザ '

A . 志摩観光ホテル・・ H ・H ・...… ム..... .. . . …村野 ・森建築事務所 104

ｂ ｾ＠ ホテル ・ーノミν フィッタ. . . . ・ H ・...... ・H ・.. .…渡辺皇室築事務所 108

4. 官公庁厚生施設… ・・観 潮 荘. . .. ・H ・ピ.. .・ H ・- 松山郵政局建築部 113

弐5. 遊 園 地・…・・ドリ ームラシド…・・・村野 ・森建築事務所他 116

近代建築調査委員会報告21

奈良県庁本館 ・奈良国立文化防研究所 ・奈良ホテノレ…浅野 清 121

.  ー僻… ・・・ 「消費革命とレジア産業」・・ H ・H ・H ・H ・ ・住田 昌二 125

会 報 Ｈ Ｙ 月分Ｉ・・…・ＮＮ， … ｈ ・ ｈ ・Ｍ… コ ・ 古 Ｎ ［ ｲｩ ｈ ・ ｈ ・Ｍ… ｈ ・ ｈ ・ Ｍ… ｾ 126 



表紙デザイン : 表紙デザイン小要員会

S Mデザイングループ

売 価 1 部 1 5 0 円 ・送 料 共

昭 和 3 6、年 9 月 2 0 日 印 刷

昭 和 3 6 年 9 月 2 5 日 発 行

編 集 人ー 松 井 昭 光

発 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

大 阪 市 東 区 北 浜3 丁 目37

電 路 大 阪@ 9ω8・9649よ%ω 番

綴 替 口 座 大 阪 39975 番 '

発 行，人 沖 民 誠 ' ー

印 刷 所 株 式 会 社 研 文 社

大 阪 市 北 区 堂 山 町 6 6

電信 ｾ ＲＰＹＱＭＳ 番

印 刷 者 網 野 鳥 嫌 。



御 堂 筋 に 面 し た 外 観
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建 築 工 事 株 式 会 社 大 林 組

電 気 段 備 工 事 近畿電気工事株式会社

空気調和怨備工事 日 立 工 事 株 式 会 社

衛 生 役 備 工 事 須 賀 工 業 株 式 会 社

株 式 会 社 目 立 製 作 所

自家発電段備工事 池 貝 鉄 工 株 式 会 社
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前 面 ア ー ケ ー ド
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前面アーケー ド詳細 コリンシ 7 式本l 頭がおかれている

所イ' E J由 大阪市 'E区 高00崎五丁 II I iff 地

政 j也而 W 3.179.  418m
2  

(  961. 77斤)

Al ! 寝泊i h'i 2. 724.43  m"  (  824. 14坪)

Al ! 築延 IhiW 29.454. 59 mロ (8. 910.01伴)

J : 開l 附 11134年 9 }j - 11日1"1136年 7 月

ￆｬＡｾ品ｻ校

配 i?l: 見 ｈｩ 日御 Ｎｾｴ￭ 日 ， 向而 向腐儲筋 ， 両市

御宮7筋 ，北I師i宇11十小針? を刻する

情 ，E  鉄tt . 鉄筋コ ンクリート 泊

附 数 j也干 3 附 . J也1: 9  P.' i .  J;¥I ，!  3 附

よ: ，さ 事l 川 31∞m

Ａｾｫｻ 刈 Ｔ Ｓ ＮＰＰｭ

1.' 艇 鉄筋コ y クリ ート 34，抗コンクリ

ート . : If ( /砂利地 1(>

外 枝 l 陪，{ . : I符 IEI刈(i l4! i. ステンレス

・シ ャ γ ター ( 一四; 政; ' i ' f タ

イ J レ'}R り)

Ｒ 附以上磁質タイル ｩｊｬｾ • アルミ

サァシ ， グレーペーン倒 T

窓( 印刷一部人 J古μ 洗/ [¥)



l 階 ピ ロ テ ィ 式 の 駐 車 場

興 銀 ピ ル 設 計 者 の こ と ば 山 下 寿 郎

E のたびでき J った大阪興銀ピルの敷地は . ｣Ｎれまで ｉｉ ａＧ 興 業 ｾＱ ｩＩ 、 ｬ 奴 胤 えません。

支山市、ｾっておった場所であります。ｬＧｊ ｬｪｩｬ のｾ物は ， 払の時敬する先引の 乙 の ｾ物 では ， 似Ｑｩの大切な＿専業京を ｽｊＡ， い ｬ ｩ ｊ って二階 ｉ ｃ 設ける ι と

一 人 Ｎ ｾ採瓦 ｾ ｈｦ 下 ｦ Ｎ ｴｦ ｪ 博 ｴ の傑 ＱＧＱ の一つで ， 大正九年。 ｉｃ 竣 ｉ したル不 が ， 乙のｾ物のｻ白川 一 ｌＺＮ JI: 'i oi C-{J 利であると判断しまして，到散とも，¥!J わ

ｹ サンス ｉ｜ の見。 ｊ￭ な Ｑ＼ 闘行のｾ築史的外設をもっｾ物でありました 。 当時 れる 平而計酬を進三したのでありますが. c. の 号え方を伏く保JIJ して干 さ

の上方久徴総I占や長野間上が . il 不明1ｩｾ 且 ｈｩ の将米のた務の ｬＧ ド肢を号 ＱＮＡＡＺ ｉｃ った川 ｊｴ 頭取はじめ役 ｮ その 他 の Ｉｪ 々の己 ￯ｾｾ ｊｦ ｬ｣ Ｎ 私どもは ｊｉＧ Ｇｩ ｩ｜ ￯ ζ 敬服

入れて ，l.:Z.t1されたものであったに相迎ありませんが，現在では ，わが l司の し，かつ感謝 IC糊えません。

経済 Ｉｊも吋 ｈ ， ｴｪ とは比較にならぬほとに ｦｾｴ 大な発 ｊ 民を見せ ， また Ｇｊ￭ 務のｗＺ ｐ ｬｬ 乙の二1:'Ji においては Ｎ ＮｩＡￏ隣とのｼ則係その 他 で ， 主 ＱｾＺ ｟ｌｯ ｊｩ はもちろん ， ｊｴ

ｉ ｃ 機 ｊ［Ｇｩ Ｉｊ を府 ｉ ｊｬ ｊ するなどと ， 当 ｮＡｩ ，ｾ ， ｬ ｬ 世もおよぱぬほどの虫，日 ｪ の進歩 ， 文化 伽 ｾ Ｚ Ｇｊｩ なとも ， その進行 ｉ ｃ は品 ｩ 雑賀 ｕＮ 指で ＮＱＨ Ｑ｝伊Ａな ｉＺＺｊ 胞がｩｦＡ ｩｬｬ ありました

の発展をみるようになり ，また日立 TJ J の利川』なとという ，大変な ι 必 が . Iili くζ れらを必Ilfl して立派 IC J ' .'Jiを:，，'e. i 差せられた大林組を始め， その

が なんでもな く 人 の口に 上るような時 ｉｾ と なっては ， 今までの規模や施設 他 の工事 ｅ の Ｉｪ たちのご制進とど努 Ｉ ｊ と ｬ ム ｬ 没 ｊｉｾｩ 且 ｬ ｊｪとして深く感謝す

の姥物では . IIJ を担! じにくくなりましたのも ，己むを仰ないことでありま るものであります。

しょう 。 ｉ ｬ￭ｬｦｦｩ￯Ｗ ーケード五関脇 ｉｃ Ｎ 以前のｾ物 ｩζ 使われたコリンゾアンパ村淵が

己のような。 ｊ￮ ｴｎで ， 新 ｉｃ 大阪 ｊ ｏｴ ｬ ｩ の ｨ Ｑ ｩｍ￬ をｾ築せられようとする ＱＱ ＱＧＡｴ ＧＱ 耐えられましたが. ｣Ｎれは ， 後 ＱＱ ト Ｎ ｾ寝史教 ｦｩ の上 ｉｃ 大にお役 ｉｃ 立つであ

吃銀行と ， 乙の敷地の利川 ｉ ｣ ，，ＧｬＧ ｦｬ 限せられたＡｉＧＡｦ ｾ Ｑ 不動 ｩｉｬｬ 軟式 会 判 とが協 Ｉ ｊ し ろうという乙とを ｊｾ ｊ￭ Ａｩ して おります。

て. ｣Ｎ ζ ｬｃＺｬｊ ｩ しい ｾ物を ［ｴｉＧ ｕ 由 ｬ せ られ ， その， Ｑｬ ｵ ｬｲ ｪ の 只 ｬ ＭｴＺ化を払に 委 嘱 されま

したのが， 己Cl cmf りなく竣成しました ζ とは . ，1J t J t 者として誠 IC !f 悦 IC ( 竣エパンフレッ! より)
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玄 関
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エレベータホール
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丸 善 石 油 本 社 ビ ル 段E十監理 K K石本迎築事務所 施 工 鹿島建段株式会社
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玄 関 ホ ー ル

B 階 役 員 会 議 室

日 じゅう たん! 政

日号 ゾ マ ν オベニヤ

制! j .t 。 クリヤラ

ッカー

天 JI"" : "(Ii 貼

設備施工 K K 目 立 製 作 所 丸 善 石 油 本 社 ピ ル

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111I111111111111111111111111111111111111111111111111I111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 
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1:  : 社 長 室 ( 8 陪)

11、 じゅうたん敷

i費 ウオ - ) レ ト制:1、t

タリヤ ラ ':/ j ) -

7() 1'  :  (1; W; 

ート 副 社 長 室 ( 8 階 )

l年 じゅうたん政

明 くす依 11ベニ ヤ料l 付

クリヤ ラッ カ-

Y、) 1 クロ ース IL'j

38 

W ;'z 1立ii/，t

" ( J 也 Itl i W

他 棋 1( 1] 111 

大 阪 市南1 . &: 長 JIH 陥 筋 l 丁 113

3，548.320m"  

祈 雫 1. 747. 533m"  

既 存 1. 566. 086m"  

日十 3，313.61日mピ

他棋笹山h ' ! 10，857.  123m日

新 築 地 下 3 附 3，763. 442m"  

j 也上 9 附 15，345. ti26m" 

ｮｾ 回 Ｓ 附 Ｗ Ｔ Ｘ Ｎ 355m"  

ｬｾ ｛＠ ({.  ｊ 也 ｉ ｾＧｩ J也1-.7階 民2隅 1I ，506. 053m"  

W物 件却の川さ ｊ ，ｾ 礎応 部 G.  L  12 ω Om 

事l' /Jj G.  L  " 31. ∞001 

不オ ン ｪｾ 屋尖端 G .  L  56.  150 m 

Jijl .'1 1:  III{ 111  3  4 壬l' 8  !J 2  6  11 

竣 1・ II ({ R136i !， 6月21日 新 弔 問i分岐 l

t  1.1.  I，Y/ 必 lt 1' 1 鉄 筋 コ ン ク リ ー 1. )U  

丸 善 石 油 本 社 ピ ル の 設 計 に つ い て

E のピ J レはもと百貨Jl 1i として W築 された ， 地

下 1階， 地上 7陪 の 鉄筋コンクリー 卜造 ， 延

11，印6m" の 既 If W物に接して， 鉄什鉄筋コン

クリ ート 造，地下 3 flI'i ，地 上 9 陪 ，延 19，857m日

の ピJ レを増築して，両丹を一つのW物として全

fti' rhil 一会判 で使 JII するものである 。

現在完成した のは乙 の地築部分であ って，脱

( m物の 改後は rJ I続 いて: 1:' 1¥が li なわれ てい

る。完 成の晩は既aw築を通 じーっの まとま っ

たピルと しての外観を持 つように 設 庁l したも の

で，既 ff ml は地上 7Wr ，W/ 築部は 9 隣な ので，

E れ IC統 一 ある外t J l を与えるため，E i lii は それ ぞ

れ縦 J レーパーをだし ， c . れに H J ! 組の 1)( '1'.) レー

パーを配した 。 ルーパーはいずれも 7 ルミニュ

ーム拠である 。 己れはまた州側i I ミ而の 1'1m.)のu'(

引を防 いで冷IiHiJ*をイ! 利にすると| 口H!i l C ，九

E 石油とl ! e 御する米 国 L os Ang eles の

U nion  Oi l  C o  の 本社ピルとも側通ずるテ

ーマを保川 した もので ある 。

設計 ｉｃｾ り と くに 号 ｬ ，ｬＡしたなは ， 既 Ｈｭ 物は

鉄筋コンクリ ート 造で ｊ ，ｾ礎は ， ｊ ，ｾ使スラプをも

たない 51t ¥'L).¥礎で， ｊｈ 世紫 ｾ ｾは外 ｉ ＮＧｩｪ にあるだけ

で ， c. れ Ic tをして地下 3 慨を造るため地下 2 ，

3階は既 ( m物か ら約 9m離し，既作用L丘陵ft

下 1ζ は 政 官i主総1: 11，による特殊I也11 > を保111 し

た。 また既 (1 却 とl 1' 1築 部 とは h骨造 ItjlC 完全 iζ 遊

縦 し，.::1 2∞m mの常隙を残し . それ ぞれ別例

IC振動 して も'!i:. 全 なように号峨 した。

( K K:ri本 W築 'If務所)
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標 準 階 平 面 図

丸 善石油本企 ｉｾ ビ ノレ平 面図 ・ 断面図
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器 と 中 味

荘、の会下ｼでの ｊｦｬｾＧ 0  1  i ドIi ¥J K 2011 のイj 給休IIIUがある と

ζ ろがその il'i 化本が大へん低い。t l l cQはレジ ャーのν

ーズ> ' ，だがみんななかなか休まなし〉。そ ζ でジj 働組介

がし 3 ろいろ調べたと乙ろ ，JH! 下がみzいのでi佐びにゆけな

いらしい。' ぷで ζ ろとろしているくらいなら冷レ; のある

下務所へきたプj がまし 。 とりわけj I I : ，: 日付ちにと っては ，

以後強くな ったのは靴卜と( r r J とかで，ただ' ぷにいたので

は nll/!! 大工が部ち ，それくらいなら ー…・ というようなこ

とが4つか ったω

最近はレジャ Ｍ ｾＺｬＺ￟がさかん 。 しかし乙んな収集をみ

ていると ，どんな人が* " ' 1 1乙たのしんで、いるのかと一寸

54になる 。奈良のドリ ームラ γ ドは ，なかなか向くつく

らしい すイフの '1'1味を% にしながらではパパも% が弔

いだろう どうも述築家はいつまでた っても生川の術を

つくるだけ κ 終りそうだ 。 しかし ，ｾ 築家がその ＧＱ Ｇ Ｑ は

それを不11川する人々の 乙とについて汚えをめくらし ，発

己してゆくとき ，その下! 会fドJJ 也村もましてゆきそうな%

がする ( H  A)  

新 鮮

ヴb

ニE

=-
ヌL

空気調和と称されているの野の rl' で，空気の i，'dJI 肢が

空気調不11設 (Iiil を生かすか殺すかの鎚を有してはいないだ

ろうか。人数の不当に多い宅にいる重くるしさ ，(，t:五!ニの

成 ったJWJ 場 ，食' ・，' . ・の淀令された必凡なと， 119' ) 経験をお

持ちであろう 東京部，大|奴 dJ などにあ っては換気設備

の'1
'
で新鮮常気i収入 l止を IYJ i J 、はされている しかしなが

ら地方自15di ， ＱＱＱＱ 必地，Ａ日を除いて自 ｩ ｪ［ ､ｊ および工業 ｪ 也， ｩｩｊ のｾ

物で取り入れられている外i取引% が烈してミ ，i ' MHミでし

ょうか。)]11 うるに乙の空会Lをi也階などの機械宅l乙. i 2i 人す

るため lζ 屋断から地階 lζ 外勺! な人れν ャフトと称して ，;1

IIJli LWi .iu i".icJ! !¥J'Hをしている場作が多いと思う やがて

ＧＩＺｾｾＨもタンク ＧｉＨ で作ｒｊＡ［物 Ｚ｣ ｬＧｩｃｾ去されたり， /K;U .  ) j ス ・

活気のように 1' 1 分の近辺で処. f ' 1! せずに法プj より送られて

111壬150， 200 極ぐらいで引込めば O K とはならないだ

ろうか 。 ただし ｾＱｴ 占官業はま っ ぴらとめんだ 。 Ｈ ｎａ Ｉ

木 造 も ま た 良 し

;[ U 弔ねられたコ γ ク3 ート アノ号 ート や小J J HMJ コシク

リー ト什' むなどの以の日くるしさ，心、ぐるしさ ，}J ぐる

しさはま っ たくやり切れない 。 ｊｪｬｾＮ 似は ｊｌ ・ ＭＱＧＱＺは ｪ 会 ・ 附 ｦ

にI:!:jl ' という木造 ( 1'七lζ いては処l(象もできない不快さで

ある 。，+: の熱l ' t iJIt ヰt がO. 15ならばコンクリ ー トは0. 95と

6  ｻｾ｜からの熱の μ 人を受けるのだからたまらない 。 五 ｛ の

伐の- '1，1 ¥の風という炎りと l味は l味えなし、。iUいた然し〉卵焼

は11}II:il [ 2 の場さえM' iUさせる思いだ。

ｬ 政 ｪ ＡｬＺｴ｜Ｚ ， Ｇ ｪＧ の Ｑ 反ｾＱＮＡ Ｑζ も鉄筋コ γ クリ ート によるものが多

い 内応よく竣 ー にしたｾを 凡てたよくできているまるで

木造のようだミという ) :j" も1Ji¥く 。何となく奇妙なヤ年だ。

鉄筋コシク 3 ート iiJJ がIllHi込 ・Ilu.! 火 ・IIIH久勺々に J I"l in乙

仮れた点のあるのは衆 ＿ｾ ｉ のとおりである 。 しかしながら

乙のklvr があまりにも必) J なためそれだけがむきだしで

以われ過ぎる似|川がありはしないか。泊料を適所にもとう

というととからもまＮｴ築 ｾ［Ｑ 料をも っ とＧ｜ｬｩ， ｜広 く検 ｪＧ ｬ してみた

いものだ (Y  A)  

Ｈ ＴＧ η と次りは上 ｊ ￨ の 執栴丹 ｉ ｃ ｾＧ Ｎ 当してもらいます 。 Ｑ

女 体

fLU庄のピ/ レラ ッジ L て‘ a心( 乙立ちなら ぶ ヒソレを眺める

のは本当に心梨しい ちょうど夫人コンテストのよ弓

に，あでやかな姿休が続し 、今う 。お色44た っぷりなセ ッ

クス ｩｬｾ ， 一 分の隙もない綬勺生々ｾ ， t'.[亦(ζ91を染めた

カピリースタイル IIH々ボリ ュームを誇る肉体 il Fl ，つん

とすました火 ｦ Ｇ 下ｾ｜ ｾ Ｚ ｉｾ Ｇ｣＠ Ｉ ｾ Ｍｬ ｊ Ｂ＠ ，もの欲しそうなミ ーハー肱

との火十1: もi I 1) J があり ，3J 心をゆさぶるツボは心似て

いる 似り k り1Mり泌り品、いて jl l:' るのだが ，さてどのムー

f'¥:. ! こも恋f，' ; ' がつの らない みんななんだかよく似てい

て，イ Y スタントラ ーメンの l沫がしてくる 。

そしてはなはだ失礼な似像になるのだが，乙の . {' ipJ (

f'l がおばあさんにな った時どんなI'1'JI になるだろうかと与

える | 時々 ヒソレの谷川でよLかける ，治に ('j' んでいる|リj約

六， ｕｉｾ ｩＧ ｦ｜［ のおばあさんのような ， 人生の深さを刻み込ん

だ， 見飽きない災しい顔になるだろうか II({: 々閃業な il'.

よりにならなければいいが。 ( No)



リクリエーションと建築
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生 活 に お け る レ ク リ ェ シ ョ ン

. 6.  

-， 和

生活は住宅という図いの中だけでは順当なバ ランスが

とりがた くなった。住居の外 l乙はみだして営まれるレク

リェー ション生活までを含めないと，生活とはいえなく

なった。生活学は，家政学のわ くだけでは始末でき なく

なって， 観光学その他とl l i { 手しなければな らな くなった

のである。ちょうどその乙 とは，一軒の家計だけで，そ

のや りくりだけで くら しの乙 とが考えられな くなって，

国の経済や社会保障制度などと見合わせてでなければな

らな くなったと同じようにである。 観光とはなにか とい

えば，旅行を伴うレクリェー ションであると定義されて

いるが，われわれは，職場の労働生活か ら解放 されて，

住居[ζ かえって心身の疲労をときほぐす，その重要な役

割lを荷ってくれているのは，もちろん家庭であるけれ

ど， 365 日，それだけのくりかえしでは，とうてい働く

人の心身が活発に動いて くれるものとは恩えない。ウィ

ークエンドや，休暇をねらって，潤滑油の役をする観光

的行為をやるのでなければ，生々とした迩転ができない

よう な時代と なったのだ。

いぜんには，観光といえば，生活運営とは直接関係の

ない，物見遊山の乙ととばかり軽く考えていたのだけれ

ど，その乙とについて，こんにちでは，その乙とをもっ

と精密に検討しなければな らな くなったのである。政治

のあり方，生産過程のありかたなどが， 大きく生活のあ

りかぜこにひびいて， 新しい課題として， 生活におけるレ

クリェー ションについて着服 しなければならな くなった

のである。

レジャ ーとは，もともと余暇ー労働，休養，余暇と区

見リされているその余暇ーに当るわけであるが，こんに

ちでは，余暇といったのでは余りに漠然としている。分

析がなさすぎる。余暇というものの内容は不明確だか

ら，労働とそ して静的レク リェーシ ョンとしての休養，

動的レク リェー ションとしての， 乙乙でいうレクリェ ー

シ ョンとし，その動的レク リェーシ ョンをレジャーの内

;欠
!l s  

容と見立でなければ適 切でな い。乙 うい うふうに， 認識

の変更がうながさるべ きである。 レジャ ーを単に蝦とい

ったのでは， 乙んに ちの言葉であるレジャ ーは生 きてい

tJ し、。

どうしてレジャ ーブームが若目 されるようにな ったの

か といえば，時代の思想、や社会事前. 労働事情な どが変

ったからであるが，な おそれは，住宅の現実の状況など

ともからみあっ て，そ うなったのだとみなければなるま

戦前と戦後とは住宅事情ががらりと変 った。坪数が縮

少された。アパート式になった。アパート団地も通念化

されるに至った。そ乙で，家庭生活の様態も当然変貌 し

た。鍵のかかるドア，能率的な合理的な設備だが，それ

からいえば狭い空間の中で型lζ はめ られた動線の中に，

人間行為が納め乙まれた乙とになる。そ乙でいわゆるプ

ライパ・ン ー，自然に対しでも，近隣 {ζ 対しでも プライパ

シーが発揮されるものとなった0 ，そしてそうあること乙

そ近代生活だと理論ずけ られでもいるのであるが，それ

で，ひとりでに，黒髪を茶色に化学処理をしてみた くな

ったりするような，いよいよ人工的な方向へいく傾向が

みられたりしているしまたまるっきり反対 lr. ，スキー

とか山登りとかの，自然の素肌に触れたく なる心理をも

生んでいると推理できるのである。しかも，給料のベー

スアップなどという民主々義の成熟もみられる l時代だか

ら，そういう風潮がE 的に現象して くるのも当然だとい

わな くてはなるまい。そ乙で，レジ ャーをどのよう にく

らすか，という乙とが生活の中のひとつの主要な問題と

な り，一周行動的なレクリ ェー ション乙そ着目の重点と

されるに至ったといえるのである。

では，そういうすべり方をしているレジャ ーブーム，

つまり行動的レクリェ ーションを求める，そ ζ での対象

の問題はどうか，というと ，たとえば，インテリが讃美

している経離宮の建築などは，乙んにちのそそっか しい
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レジャ ーブ ームの主体者たちへのものとしてはあまりに

数的だから不向きであろう。あの建築や庭は s それを造

った当時の賞族たちの，たっぷりしたレジャ ーの中( ( 生

活した，その立場で求めたレクリェ ーション果実なのだ

から ，ζ んにちのいわゆるブ ームに追われるなみのサ ラ

リー 7 ンなどはその境地までは行けるはずのものではな

い。明日の労働におわれている立甥の人々のレジャ ーは

時間の限定がある。ウィ ークエンドの土曜，日曜の与 え

られた レジャーデーだけがレク リェー ションへ解放され

ているだけで，そ の他の曜日は 2 職場で働き，また家庭

で休むだけの くらしをしているのだから ，そういう人達

!こは望み えまい。しか し，家庭の婦人. 妻であり，ある

l 、l二母である彼女たちなら ，乙 の頃の電気機具やイン ス

タント食物で，たっぷりレジャ ーがあるのだから， 子供

のな い妻の場合な らば，もっと 静的レク リェーションの

線を深く掘 り下げていり る可能性があるのだとも考えら

れるが， しかし現象 してる様相でみる と，そう好意的に

は考えられない節がある。残念なことだが萎は旦那様に

ひかれてしまうものらしい。しかし，乙の問題はもっと

精論しな ければな るない事項7こから ，宿題としておきた

いのだが。そういうレジャ ーに恵まれたる婦人たちにこ

そ，変化だけを求める単なるレクリェ ーションに務ち乙

む乙とから飛躍 して，もっと奥行きのある教養獲得とい

う趣味を築 いてもらう乙とを期待したいのであるが，な

かなか理屈通りに直線的にし、 かないで，あやしげな曲線

を画 くのが実際のようだ。

で，乙乙では平俗な場合を主! こ考えておきたくなる

が，たとえば ，アパー トあるいはアパー ト式の部屋で，図

式的な生物学的な幸福にひたりうるならば，恵、まれたる

ものは女性たちだとい えるのであろうけれど，そういう

現実はかりで， 365 日めんめんとくら せるものではある

まい。もしもそれで ，何等の不平 も不満もないとすると，

生活の中に完全lζ 消化し切った特例としてのリ クリェ ー

ゾョンのケ ースだとい えるのだが。かつ て私はそういう

特例的状態を讃美する心で，新居浜の四坂島の工員たち

の生活を， i 愛は長上のレクリェ ーション / J という小

文をかいて，大方の共鳴をいただいたことがあるが。

しか し，特例でな い限り，夫と妻とがそのような見事

な安定した共感の座にある乙とはありえない。夫も妻

も，環境を変えて，新しい刺激を求め. 新しい活気を得

るためのレクリ ェーションを求めようとすることは一般

であろうし，そう あるのが当然な乙と，自然なこととし

なければなるまし 、。 つい，街にでる，デパー トにい く，

それ らに あえて功利的な目的があるわけでなくて，住居

の中 の生活とのコント ラストを求めて，いささ かの レク

リェーションに役立てようとする場景である。そういう

行動者たちのため K ，街κ 喫茶庖もならんでいる。また

街には自動車の流れもあるし，いろいろ建物 も建っ てい
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る。それらはすべて， 平穏な，あまりに平穏なアパート

の室内とはちがった感覚を与えるものであるという点

で，それら lι 接する乙とは， レクリェーションになるの

である。詳しくいえば，いつも自分がたて乙もっている

城である家庭と ，感覚上のコントラスト，そのコ ント 弓

ストの度合いのちがいが大きい程， レクリェーションと

しての効果が大きいのが，素朴な心情の人々の場合なの

である。

ζ ういう点で，わが家を，ぐっとモダン l乙建てて，室

内万般，器物もすべて桂離宮式原理lζ 精侃i したような住

宅lζ 生活している人は，街にでると不幸の連続であろ

う。至ると乙ろに淡視しなければならない対象がみちて

いるだろう からだ。それは悲劇であるが，乙んにち選ば

れたるデザイナーともなれば， ζ のような悲痛な生活感

情の持主でなければなるまいと思うのである。しかし，

その中! こま た，特例もでてくる。建物環境が不快を与え

ることを，見IJ の方面でまぎらす部類の人々である。人間

関係のヴァライテーを求めて，たわいのないレクリエ ー

ションを，たとえば安直なと乙ろでキャバレーとか，パ

ーのごときで求めている人々である。あるいはまた，も

っと不倫の道でレクェーションを求めたりしよう。乙う

かけば，それは論理の曲芸だよ，とやっつけられるかも

知れないが。乙ういう点でー庖安全な道は，コツレフと

か，乙の節ではヨッ トとかに夢中になるととだ といっ て

いいかもしれない。

しかし，何といっても， レク リェーションの大物は，

旅行をや1，うレクリェ ーション ，すなわち観光だ。若い人

たちならば，海に，スキ ーに，山獄lζ ，日常の圧気を吹

き飛ばすだろ うし，中年以上の人となれば，瓶泉場行

き，避暑地，避寒地行きだ。別荘というものの芯味も ζ

れらに添えて考えられる。そして，そういう環境に求め

られる建築すなわち造形は . 当然日常生活のそれとはら

がった感覚i満足が求められるものでなければならないこ

ともあきらかだ。

そこで 理性をパックボーンとしたモタン感覚の造形

と， Ｇｴｾ［ 絡 をノ、 γ クボーンとしたロ Ｗ ンチックな造形とが，

どういう勝負になるかが問題になろう。前者は ，すべて

モダーン一色で，後者は社寺あり，郷土館あり，ヘルス

センターあり，となるわけだが， 観光地としての性格と

していずれが本来か，などという乙とは ，それは需要者

主体によっ てきまる乙となのだから，いちがいにき める

わけにいくものであるまい。まるで純文学というもの

と，大衆文学というものについての論議に似た論議にな

るからだ。建築の社会美学的錯雑さと，やや乙しさが恩

われるばかりだ。レク リェ ーションを求める人々へ，理

想、を与えるか，現実を与えるか。学問の立場もしたがっ

て. おのずから乙乙で二つの流派に分れるといえる。

Ｈ ｾ 在者一 早大名誉教授)



リ ク リ ェ ー シ ョ ン 開 発 の マ ス タ ー プ ラ ン

ヰサ

「ある家族がしゃれた色の冷暖房装置っきの自動車で

ピック ニック K ゆく としよう 。かれら が通る都会は舗装

がわるく ，どみく ずや朽ちた建物 や広告や，とっ くに地

下 lζ 移される べきはずの電信柱などで目もあて られぬ状

態である。

かれ らはきたな い小}II のほとりできれいに包装された

食事をポータフ勺レの冷蔵庫から とりだす。

g;-: l立公図で泊ることにするが，その公園たるや公衆衛

生や公衆道徳をおびやかすようなしろものである。くさ

った廃物と悪臭のなかでナイロンの天王手を張り，空気ブ

トンを敷いてねようとするときに. かれらはかれらに与

えられているものが奇妙にもちぐはぐである乙とを漠然

とながら考え るか も知れなし 、。 一体 ζ れがアメリカの特

質なのだろう かJ ( カツレプ レイ ス著z ゆたかな社会〉

5 万円消1.' .i .革命といわれる耐久消費財ブームから，レ

ジャ ーブームへの移行は，アメリ力的生活様式の零細化

された日本版と いえる。冷暖房っきの自動車やポータブ

ル冷蔵庫を別K すれば，冒頭の レジ ャー風景はわが国の

それにあまりによくあてはまり，われわれもまた 「一体

ζ れが日本の特質なのだろうか」 と考えざるをえな くな

ってきたようである。

そ乙，c共通にみ られるものは， 余暇活動をふく むわれ

われの生活・の全域にわたるおびただしい個人相手の消費

財供給と公共的な施設やサービス のそれとのアンバラン

スである。国立公園の整備にわが国の 140 倍もの公共投

資を行なっている ようなアメリカのこの小景は，予想さ

れるわが国のレジャーの将来にとっての哲鐙を意味する

ものであろう。

リクリェーションの発展構造

リク リェー ショは有閑階級の占有から，有閑大衆のも

のへと移ったと いわれる。

有聞大衆の意味するもの， その一つは「ピープル」の

労働形態と生活様式の変貌であり，もうーつの而は「マ

スJ が生みだす累積された巨大なレジャ ー市湯である。

1  .  労働と生活様式の変貌

2仕エ

，ロ 史

生産技術の発展と，労働者の生活権の拡大強化によっ

て. 労働の形態は低賃金長時間の肉体労働から . 労働時

間の短縮，労働の軽減へと進んできた。そこ から は単な

る生存からよりよい生活への希望が生まれた。

しか しながら，一方では労働形態の単能化，規格化は

労働における人間疎外を押し進める。これに加えて，都

市生活での住宅難，生活環境設備の不足，騒音と喧喋，

大気の汚染，適切j 地獄などが生理的休息、のみでは回復さ

れない疲労を倍増し，気晴し的リクリエ ーションを生活

必需品化した。

原子力の平和利用やオ ー トメーションで代表される飛

限的な生産技術の発展は，人間の労力を軽減するが，一

方では計器の番人として精神的緊張を高める。

もし生産性の向上が失業という強制 された余暇でなく

て，拘束的労働の減少と賃金の向上をもたらすならば，

乙乙から新しいリクリ ェー ションのための基礎条件一余

暇活動のための「時間J ， ["金J ， [ " エネルギー」が発

展する。

2.  新し い余暇観の成長

労働，休息，余暇という明確に分離された現代生活の

時間割は 「仕事は仕事，アソビはアソピ」という割り切

った考えかたを一般化する。

このよう な余暇観は家庭でも展開されつつある。家事

労働の合理化，商品化によっ て女性，とくに家庭の主婦

のもつ余暇は急速に増加しつつある。二宮金次郎!C象徴

される節倹，勤勉といった| 郎、禁欲的な倫理は次第に後

退 し，乙れにかわって，近代的な小家族を中心とした新

しいリクリェーション倫理が生まれようとしている。

乙のような余暇時閣の増加，それを裏づける家計，さ

らに新しい余暇観の成長によって， リクリェー ションの

様相は大きく変ってゆ乙うとする。余暇利用のための条

件が満たされてゆくにつれて， リクリェーションの要求

はl時間，消費とも零細で散発的なものから，計画的で安

定したものへと進む。より高度の知見，技術を必要とす

るよう な創造的リ クリェ ーシヨンは，余暇のもう一つの

産物ともいえる教育，文化水準の向上と表哀一体をなし

て，加速度的に増加するであろう。スポ ーツ，文化的倉j
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図 1

労働者の生活時

間の発展方向
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作活動な ど， 1' 1ら行なう乙とで楽しみながら，自己発展

f [ _ 役立ててゆくような新しい リクリェーションは，拘束

的労働が次第 lζ 減退し，創造的な余11院利用と創造的な労

働との有機的統ーが成立するまでの過渡的段階であると

いう乙とができる。

1  レジャー・ブームの夢と現実

1.  大都市ーマスリクリェ ーシ ョン市場

リクリェーションを中核とする新しい生活様式の展開

は全体として巨大なリクリェーション市場をつ くりだ

す。

予恕される生産年令人口の増加 2 次 3 次産業人口

の膨ｽｊｬ ｾ Ｎ 乙れらの大都 市 流入は ，大都 市を中 心 とす るマ

スリクリェーション需要の仲びを加速するのに役立って

いる。

テツマートのシ ョーウインドーにはモ ーター ボー トや自

動車がならび，繁華街にはトルコ風呂から大衆食堂，キ

ャバレーをおさめた立体的娯楽の殿堂ができる。 じゅう

たんを敷きつめたノマチンコ屋もあるという。屋内スケー

トリン クやスキ ー場，ボー リング， 郊外の遊留地やコツレ

フ場などにも巨大な投資が続けられている。ラジオ，テ

レビ，週刊誌などのマス メディア は，乙れらのきらびや

かな豊富さのムードを大衆に呼びかけてゆく。 そ乙{ζ は

観光娯楽業者が驚 くほど大量の顧客が押寄せて くる。乙

れらの事実は大衆のもつ余暇エネ J レギーが日増しに大き

くなりつつあることともに，その零細ではあるが巨大な
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リクリェー ション消費を相手にする余暇産業の急辿な成

長を示すものである。

人口の43 .7% が国土のわずか 196に密集しているわが

国では，大都市を中心とする観光娯楽企業の立地はすべ

て乙れ らの有利な状況を背景にしているといえる。

2.  低いリクリヱーションの水準

王綴lζ まつりあげられた消費者は果して王にふさわし

く. ゆったりとバランスのとれた生活を楽しんでいるだ

ろうか。

わが国では余暇利用をうながす所得と時閣の余裕およ

びその利用形態がまだまだで低い段階にとどまってい

る。国際的にみても，拘束労働時間は，アメ リカ ー力十

ターなどの週401時聞にくるべて， わが国の労働時間は 50時

聞にも及んでいる。しかも好況になるにつれて，逆に労

働時聞には微増の傾向がみら れる。また 1 1:1の余暇時間

では ，昭和35年 8 月経済企画庁の調査によれば，平均余

暇時間は世帯主 3.08 1時間，主婦 3. 38 1時間であり . .，止帯

主の 1 月の i木U 数は 2 .5 日にすぎない。しかもこの余! i jx

所有では，大企業と零細企業の格差が大きくみられる。

昭和34年 7 月の東大新聞研の調査でみても，週日平均労

働時間は大企業従業者の 9. 2 時間 lこくらべて，中小商業

主は 10時間である。また労働省の統計ーでみると，休日で

は年間 10日以上の休日践をもつものが 1，000 人以上の企業

では 77 .296であるのにくるべて 100 人未満ではわずか

37，696にとどまっている。

余暇のすどしかたについてみても . 古iJa己経済企画庁の

調査は ， i ラジオ，テレビ s 新聞 J ， i ごろむな どの休

息」と答えたものが大多数を占める状況である。乙れを

所得別に みると，大企業従事者 などの 高所得Ｉｾでは「読

書J ， i スポーツ J ， i 旅行」などが比較的多く みら れ

るが，余暇i時間，経済に曹、まれない低所得屈などでは

「休息J ， i 雑談」 などですごしている者が多く な って

し、る。

乙のようにわが国の労働者はまだまだ余暇を砧極的に

利用する条件を もっていない乙と がわかる。とくに低所

得者屈においては，失業と いう 強制的余暇からよう やく

抜けだそうとしている段階であるといえる。

余暇のすごしかたて‘ も ，住居内でのラジオ T V ，週刊

誌などの 7 スメティアと の接触， ゴロ Q ，街頭でのパチ

ンコ，競輪競馬などのかけごと，プロ野球やボクシング

などのみるスポ ーツ 2 本立映画など，観光旅行といっ

ても満員電車での日侃・りレクリ ェー ションや，職域，地

域団体などの貸切ノ叫スを利用した大ＺＡ￯Ｑ ｅｲｾ 仰な「包装 され

た旅行」を楽しんでいる設階であっ て. i少ない金でた

のしめる」という条件が中心になっている。

次第 lζ 変貌する労働条件，居住条件，さらにマスコミ

のあやつる新しい生活様式のムードで刺激されつつリク

リェーショに対する要求は いちじるしく強まりつつあ
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る。にもかかわらず，現在の余暇利用をささえる時間，

金ーエネ J レギーの状況下で乙の要求を十分受けいれ，生

活全域lζ バランスのとれた発展をうながす準備はなされ

ていない。ここに余暇利用の零細化，街頭化の原因があ

り. それにふさわしい零細レジャー 7 ーケットを受け入

る素地があるといえる。

目 リクリ ェーシ ョン空間 の 展 望

リクリェーションが拘束的労働，生理休息I乙必要な部

分以外のすべての生活を意味するとすれば， リクリ ゴー

ションのひろがりは，われわれの生存するすべての空間

をつつむものであるといえる。

リクリエーション空間の建築，都市計画的な配置は，

われわれの生活のリズムが生みだす多様な余暇存在の形

態に対応するものである。

家庭，学校，職湯などでの毎日の余限，週末や季節，

年次的な休暇など，それぞれに適当なリ クリェ ーション

施設やサーヴィスが必要である。

1  コミ ュニティ ・リクリェーシ ョン

個人や，家族，近隣，学校 職域から都市にわたる多

様な集団は 臼常生活圏での複雑なリクリェーション活

動の才、ット ・ワークを要求している。乙れらのなかで，

近隣および都市コミュニティでのリクリェーションはそ

の中核となるものである。

a.  近隣リクリェ ーシ ョン

近隣コミュニティでのリクリェーション計画はすべて

の社会階層. 年令クツレープ の た め に なされねばならな

近隣リクリェ ーションは，住居空間の社会的な延長と

して. 居住者に心理的な親近感. 空間的な近接感を与え

るものでなければならなL、。近隣リクリェーションは人

間的なコミニケーション一利用者がみずから参加し体験

するーを得ることができる最大の機会である。近隣コミ

ュニティの大小の緑地，公園，運動施設，集会場( 大人

と子供それぞれの) の規模と配置について，最近の公共

団地などは窓識的にとりあげているとはいうものの. 一

般的にはきわめて低い水準にある。またそれらのリク リ

ェーション施設を管理し. 住民の利用をヘルプしてゆく

組織に欠院がある。とくに. 将来のリクリェ ーションの

発展を予恕すれば，戸外スポーツ施設の絶対E の不足が

問題となると考えられる。これら の抱設は装備の整った

専門家級のものでなくても . 住民がみずから「する」ス

ポーツとして，利用が容易で. 自由度の高いものでな

ければならない。乙のようなスペーシャスな空間は，都

市における住宅規模の狭少さと そこ からはみだした部分

の社会化一共通の庭と居間を前提とするものであるけれ

ども，フラット 1 戸当り 30坪といった現在の設計条件で

リ クリ エ Ｍｾヨ ン 空間

@ 制

置 近 憐

.  壇更を都市，

.  o . た差主主

図 2 リヲリエーシヨン空間の配位

は困難である。限られた土地を有効にリクリェーション

に利用するには，現在の平板的な都市を高密度立体的住

居空間と低密度のリクリェーション空間の組合せをも っ

都市へと発展させる必要がある。

h  都市リクリェ ーショ ン

都市コミュニティにおけるリクリェーションは. 近隣

やその他の小集団では供給でき ない専門化され，集中化

されたリク リェ ーション施設とサ ーヴィスをEE求する。

空間利用の コンパクト なショッピングや娯楽場，興行

的な映画，演劇1]. 音楽，ショウ，さらにボクシングやプ

ロレス，プロ野球などのみるスポ ーツなどの都市におけ

る商業的リクリェーション施設，美術館，博物館，音楽

堂，図書館などの公共的文化施設，スペーシャスな空間

を要求する競技場や球場，動植物園や遊図地，大規模な

公国や緑地などは，都市圏内においていくつかのセンタ

ーを形成する。また公共的な中央施設は都市住民に直接

サービスするばかりか，近隣， その他の集団におけるリ

クリェーション活動を積極的に援助する役割が与えられ

ている。近隣リクリェ ーション施設にくらべて住民 l 人

あたりの利用率は低いが，都市全体として大臣: の昨衆の

参加する都市 リクリェーション施設は利用時のピークに

耐える規模，すぐれた交通上の立地を必要とする。現代

の大都市では，大きな スペースを必要とするもの. 企業

性の薄いものは， しばしば地価の高い都市内部から追い

だされる結果 lζ なっているが s これは住民の利用要求と

は基本的に逆行しているものといえる。

都市およひF 近隣リクリェーション施設の乙んにちの問

題点は個人相手の商業的なリクリェーション施設の繁栄

にくらべて，公共的なリクリェーション施設の貧困にあ

るといえる。

公園法によると，住民 l 人あたりの公園 l郎郁は 3 平方

米を最小限にするとあっても，大阪市1. 69，京都市 1.20

神戸市 2 .7 平方米にすぎず， ワシントンの 42. 0， パリ

45 



表 1 空 間 ・時 間 ・リ ク リ ヱ ー シ ョ ン の 具 体 例

空 間

ク エ ー シ ヨ
ン

主 な 機 能

消 極 的 休 養 的 ← 一 一 一 一 → 積 極 的 創 造 的

コ 住 居 日

T  V  

新週団 刊ら 聞誌ん

趣続 味m 
個人 ・家銀全貝の日常リ空リェー

、、
ラジオ シヨン

、

ユ ゲ ー ム

ー

ア

イ
近 隣 日

.  

R  

散 歩

ショッピング

大 集 誤 楽

都 市 日 ・週 パ 輪チ ン コ

競プ ロ 税野球局

ポヲシン 劇グ

映{み画・演

る・きく)

観光

広 域 週 ・季
社都名 勝市寺遊見物贈観

.  
年

R  

fiad  泉泊

5 . 02などとく らべてその貧弱さ がう かがわれる。

妥2 1 人 当 う 公 図 面 積 { 昭34)

公園法最低 基m

r.u .s;l 

大 仮

名 古 展

示 都

ニューヨーク

ワν ントン

ロンドン

3. 00m
2  

0. 64 

1. 69 

1. 98 

1. 20 

10.00 

42. 00  

10.00 

5.02  

談

1 人あたり 3 平方米という段階は，密集した市街地内

にわずかに「息ずく場所」を与え る程度であって， リク

リェー シ ョン 需要の増大する負荷には とて も耐え られる

とは考えられない。と くlζ リクリェーション の質的な発

展方向を考えると ，みるスポ ー ツや，利用度が高: 収益

性のよい卓球場，屋内ス ケート場， プ ー ルなどを除け

ば，そ の他のスペ ーシャス なス ポーツ空間の見通しは極

めて悲観的である。

近隣リクリェーション施設の大部分も ，大規模開発に

おける開発体の供給による他は，その分布の網の目が荒

く，かつ設備が貧弱であって， とう てい住民へのサービ

スを果しているとはいえない。これらは ，地域社会にお

けるリ ク リェー シ ョンの問題として，その建設，経営，

管理のンステ ムが只剣に検討されねばな らない時代を迎

えているといえる。

わが国のレジャ ー利用の特色とされる街頭性，それは

レジャ ー消1 ' ( の零細さを示しているが，同時に商業的 lζ

供給される 大衆娯楽以外 lζ リク リェーショ ンの機会を与

え得な い公共的リクリェーシヨ ン施設供給の現状に も帰

因しているとい える。

2  観 光 リク リェーシ ョン

日常の定型的生 活をはなれて，気持を開放し，大自然
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庭け あ そ び

L、E とと

簡単な施設を用いてみんながする

括・1担 会 グループ ・サー空J レ リヲリ エーこノヨン

ク ラ ブ の 活 動 学校 ・峨域 ・地成集団

非公式のス ポ_ .:; コーラス

野水

球

美演 術劇

泳

テ ュ ス

卓 球 専門家の演出をみき きする リクリ

エーシヨン

音演 演劇

アマとしてより高度の施殺を用い

るリタリエーシヨン

公式陸のスポーツ

遊展動組覧園物会地闘

上 続 技

サ 1ノカ ー

野 球

ドライプ

ハイキング 見学 ・研修旅行 何人 ・{壬x:t の集聞による 観光 リヲ

海釣 水 浴り
ス キ ー エー ν ヨン

登 山

ポ ー ト ヨ ッ ト

の中で 1 日でも 2 日でも過して健康をとり民し，明日へ

の元気を生みだす，あるいは未知の風土( 乙接して知見を

深める乙とは現代の都市生活者にとって必需品化しつつ

ある。

労働時間の短縮につれて，余暇の存在形態は小きざみ

の余暇からよりまとまった休限へと移行 してゆく。 輸送

技術の革新にょうて，低成，高速，大畳輸送が可能にな

れば， 観 光 リクリ ェー シ ョンの需要も飛躍的に増大する

であろう。

1957年において交通機関を利用したわが国の延観光客

数は約 4 億人と推定されて い るが，そ の消費微において

はきわめて低い。しか し余暇状況の向上によって急速な

発展を予想される乙とは ，ア メ リカの総リク リェー シ ョ

ン消資額の 4 分の 1 までを観光旅行が占めてい る乙とで

も推察できる。

予想される観光リクリ ェー シ ョン の変貌をみると ，ま

ず ，観 光 リクリェーション層の広汎な展開が考え られ，

o  M'!.人 間 10' 10'  Ht  

= コ I マチンコ

= 6央 晶

キ 玄米

.  

I ぐいミッ トソi<ZZZZ3

itt' ーリ 〉 何 回 国

芳 一JLノ

サツカ|ー 岡田園

つりlノア

表 3 同時利用 1 人当 り所裏面積の例



次』ζ 乙れまでの遊楽的，見物的な受動的リクリェーシ ョ

ンから，登山，スキ ー， 海水浴などの戸外スポーツ，あ

るいはその他の文化的な活動など積極的多様なリクリ ェ

ションの組合せへと移ってゆくものと思われる。

行動形態も，遊覧パスによる集団的パッケージツア ー

:から ，家族や小グループの自主的なプログラムによるリ

クリェー ション旅行へと移ってゆくであろう。

また休暇制度の確立，ユースホテルや国民宿舎など社

会福祉的な国民観光制度の発展によって，現在は大半が

日帰りまたは 1 泊程度，半径 150 キロ程度のものが回数

行動半径とも次第K 拡大されてゆくものと考えられる。

乙れに対応する観光施設計画はスポットから J レート

ヘ，単能的なものから多目的なリクリェーション活動へ

と発展しなければならない。観光供給を成立させるもの

は広義的にいって，資源と施設である。

観光 リクリ ェー ション立地の特色はその位置の絶対性

にある。山岳，雪面，水面，海岸線，原始林，温泉など

の自然的資源，古社寺，祭礼，伝統産業，民俗，古蹟等

の歴史的で社会的な資源，乙れらは一般的にいってコミ

ュニティリクリェーションのもつ人工的均質性とは異な

り，任意の立地を許さないし，ー度破壊されれば再び回

復する乙とが困難である。

わが国の国立公園，国定公園は国土面積の Ｑ Ｐ Ｎ Ｘ ｾ ぎを占

めている。しかしその大部分は民有地であって，計画的

な管理，資源の保護は極めて低い段階にある。年々その

刑用者は上昇しつつあるにもかかわらず，観光資源の有

効 な利用と十分な保訟を可能にするような計画および施

設整備がはかられていなし、。

将来における，乙れら観光 リクリェー ショの激増を考

えれば，空間的iζ みて，全国土的見地から，広域観光圏

および圏内主観光J レー ト，さらに観光圏内においては，

観光都市， 観光基地などの集団施設地区と乙れらを結ぶ

局地観光 J レー トの整備が必要である。

観光地域におけるパラン スのとれた開発を進めるため

κ は，大量，高速交通を要求される観光 J レート，宿泊そ

の他の都市的観光施設の集中する集団施設地区，さらに

自然と人間との対話を可能にするような低密度のリレク

リェーション地の三つの空間的要素を分離する必要があ

る。

原始林』ζ 開発されたドライヴウエ ーは 1 キロ米の奥ま

で自然環境を変えるといわれる。観光地における局地的

な交通勤線，人と事の分離，自然地区の保護などは極め

てill 2 f ーであるといえる。

地域開発と) 体化した広域の観光 リクリェー ション開

発は，大資本の進出を可能にするよう な恵まれた立地条

件をもっ地点を除けば，地元の資本力では不可能であ

る。単独では企業性の乏しい施設，人工皮の低い自然潔

境，専用歩道，広場，苑地，道路など乙れらは観光地 lζ

おける公共施設として考えられねばならない。

W マスタープラン実現のために

多角的な発展を予想される 7 スリクリェ ーションを，

われわれの生活の重要な部分としてとらえ，乙れにあら

ゆる空間的なバランスを与えながら展開してゆくために

は，建築家，プラン+ ー，企業者および公共機関の協力

がな K よりも大切である。

国土，地方，都市などにおける総合計画はわれわれの

生活の 4 つの要素，生産ー労働，居住ー休息， リクリ ェ

ーションー余暇利用および乙れらの諸機能を結ぶ交通 J レ

ート K よって組織される。現在の計画体制における住居

およびリクリ ェー ション計画の貧困は，生活環境の低水

準に鳴きながらも，あるいはそれゆえに，スシ詰めのス

.キ ー列車に， あるいは海岸線延長 1mあたり 25 人という

ような苧ノ子海水欲場にあふれる民衆の発散するリクリ

ェーションエネルギーを無視したものといわねばならな

い。たとえば大都市を中心とする海岸線は臨海工業水質

汚染地帯の進出によって次第に失なわれてゆく。市町村

の財政は黒字になっても，住民は失なわれゆくリクリェ

ーション地の代償! こ何を得たかは疑問であり，わずかに

プール建設の妥望書をだすといった程度にとどまってい

る。また観光地におけるドライヴ ・ウエーと観光センタ

ーの建設が盛んである。乙乙では風致の破壊はともかく

日限ともなればノ《ス や自家用車の列が騒音と排気をまき

ちらす。これは マスリ クリェ ーショ ン供給にとって必然

的形態かもしれない。しかし，乙れまでの歩行受山者の

権利は無視されている。開発と保護，乙の矛盾する現実

を解決するためには，バランスのとれた土地利用計画が

なによりも必要であり ，都市および観光空聞における厳

密な用途地域のコントコ ール トと，乙れを裏づける公共

的な施設の整備一公共投資によるものと ，企業的開発者

への義務ずけによるものが必要であ る。

今日の余暇をめぐる社会大衆状況は大きな変革j切に当

面しているけれども. それが中間層ム ー ドにのった消費

財産業の宣伝におわることなく ，; 0 ; にわれわれの生活を

豊かにするのであるためには，余暇利用活動ー リクリェ

ーシ ョンを社会的問題としてとり あげる必要がある。

社会計画や経済計画に呼応したフィジカノレな空間計画

とそれらへのフィードパックが建築家や都市計画家lζ 諜

せられた役割とするなる，われわれはリクリェーション

発展の方向とその条件を空間的なイメージを通じてみき

わめ，総合的な計画のなかに反映させてゆく立任があ

る。それはリクリエ 一シ ヨを国民の生活村梅宣利として『確正;

しい，福祉国家主刻建tt 設のプコクグザラムのなか』にζ 組み乙んでゆく

努力でもある。

( 筆者大阪府技師)
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国 民 休 H隈

糸 賀

1  .  盛んなレジャー論と10年 後 の 国 民 生 活

経済企画庁のご 10年後の国民生活ミによると消費性旅

行とレクリェ ーショ ンについて次のよう な予測がされて

いる。( レクリェ ーション などと関係の深い旅行を消費

性旅行と称すると，登山， スキ ー，温泉に行く人，ある

いは夏休みで知名する学生や新婚旅行などが乙の中に

いれ られる。) これによると全国民を平均すると旅行回

数は 昭和32年には 1人が 1 年間に約 4 回位消 'l'l 性旅行を

していたのが 10年後! こは平均 13回位旅行する ζ とにな

ると恩われる。( 第 1 図参照〉また自動車旅行について

は貸切パスによる国民 1 人当り年間旅行回数は昭和32年

lこ1. 02回であるが単純に個人消費支出との関係から 10年

後の旅行回数を推計するとおおむね 8 - 1 0 倍にふえると

思われる。

経済企画庁の予測を基にして現在の国立公園利用者数

の増加を惟定すると ，10年後には少な くともその数は 2

位を炎破するものと予想される。

このようにレジャ ー旅行が盛んに なったことについて

フランスのジ ークフ リー ドは‘ その著書「現代」の中で

現代のもっとも典型的な相のひとつとして， r計画され

た画一的な遊覧旅行」をとりあげ r新しい遊覧旅行は

組織され，ほとんど機械化され. 集団的でなによりも民

主的である」と述べている。

わが悶においても最近マスコミが盛んにレジャ ーを宣

伝 し レジャー調査が実施され，一部にはレジャーの主主

キす の キ着 想、

繋

2  余暇利用 調 査に現われた旅行の現実

去年11 月実施された総理府の「国民の旅行l乙関する世:

論調査」によると次のよう な結果が報告 されている。

( 1  )  全国民について，旅行の年間平均回数を推計する

と 1. 1 回( 旅行をしたもののみについては 2. 4 回) に

すぎない。乙の 1年聞に泊りがけの旅行を 1 1支もしな

かったという回答が ＵＴ ｾ ちにおよんでいる。

(2)  目的を慰安観光などのレ クリ ェー ションに限定す

ると旅行者7596 ( 調査対象者の3496) である。全国民

について慰安観光旅行の年間平均回数を推計すると ，

0. 7 回( 慰安観光旅行をしたもののみについては 2 . u' 

回) にすぎない。

(3)  家族ずれ旅行の有無については，乙の 1年聞に家

族ずれ旅行の経験のあるものは慰安観光旅行をしたも

のの 3 分の 1 ( 全対象者の 11 96) にすぎず，大半は聡

域地域の団体旅行である。

μ 3 円.

t  ｾＱｬ＠
圃

易

会

圃

1  

"  

論化さえ試みられるようになっ てきた。またマスコミの 1也

宣伝に対応して民間企業による観光施設への投資も ，昭

和33年の;it 気を境として最近ウナギ上りに上只ーしつつあ

り，ー見供給が観光需要に追いつけない感さえする。

最近週刊紙をにぎわしているレジ ー論からみると近い

将来にはレクリ ェー シ ョン旅行について多くの甘い茅〈を

抱かせるものがある。しかしレジャ ーブーム という表面

的なムードの底に一般国民の余暇利用の実態はどうなっ

ているであろうか。
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茸1 1 表

社 会 周 別 の 余 駁 消 ' l ' ! タ イ プ

社 会 同 |  旅 行 11 : 関 す る 項

上 流 庖 I ! 族ずれで阻舎の議僅かゴルフ場のあるホテル( 1

|  泊 l 万円以上) ，飛行機旅行，海外旅行

限 貝 周 | 社 内 慰 安 旅 行 家 族 と は 年 I 問 l 附

小 企 梁 商 叫 鮒 業 界 間 行 家 族 鯨 肘 れ の 旅 行

問畑吋者 ｾ ｉμ 会帥加日立金釦都叫 ＿κ叫 ｅはよる附ス ｍ川ピ白空 ＧＮｬ =-.:;ニ山ツ

d小、企企業 労鋤者 1 従祭貝慰安旅行，仲問で日帰りぜクニ. ツy 世久' 知郷

ｊｾ＠ 民| ヘルス ・センタへ婦人会でパス旅行，j' I年団のサ

|  イクリング

( 朝日ジャー + ，レ編集部調査による社会届別の余暇消

ｾＱ タ イプをみ ても，家族ずれの旅行の可能なものは 上

流層，企業商庖主あるいは一部の職員厨に限られ，国

民の大部分をしめる労働者. 農民lζ およんでいない。

(第 1表参照)

( 4)  全対象者の大半が旅行できないという実状に対し

て，彼等の旅行意欲を調査すると少なくとも年 1 四

位は旅行したい という希望が全対象者の759ぢにおよん

でいる。旅行のできない理由としてと経済的な理由ミ

ミ留守番がないミ ミ家事で忙しいミ ミ休暇がとれな

いミと述べている。

以上総理府調査に現われた観光旅行lこ関する諸相はレ

ジャーブームに反して大多数の国民の生活水準はヒマも

カネもと lましい現実を反映するものである。松下圭一氏

によれば i ( 1  ) 休日は月平均 2 .5 日であり ，明日の勤

労意欲を導 くレク リェーションと

してのレジャーを追及する気持に

はなれな い。 ( 2 ) 勤労者の場合

実質的に余暇が減ってきている。

情

円

10 

骨

相

予0

Z Q  

，。

ゆる階層 lζ 行きわたっていないきびしい現実がかくされ

ているのである。

3. 高 級 化 す る 観 光 施 設 と お く れ る 公 共 施 設

の整備

たしかに観光旅行者は増大しつつあり，乙 れを受け入

れるためにレジャー産業は好況を呈する。資本主義社会

では余畷利用すら企業体にとって第三次産業として利潤

を生む対象となる。観光地にはホテルや旅館などの宿泊

施設がたえず競って新築，造改築を行ない設備を新しく

高級化 して行く。しかし，乙のようなデラックス化 しつ

つある観光旅館の料金は，一般国民の生活水準に比して

極めて高いものになりつつある。東京や大阪から q 自の

レクリェ ーション旅行をする場合，その 1 人当りの経費

は少なくとも 2，500- 3，000円となり，その内訳は宿泊料

と交通費が大部分をしめるものと思われる。乙のような

出資は，一般大衆が旅行を楽しむためには決して緩い負

担額ではない。今日室長族ずれで 1 泊の観光旅行を楽しむ

乙とは容易な乙とではないのである。

わが国における国立公園施設製備の現況を例にとっ て

観光地と施設の現況を分析すると， 第 2図のとおりでち

る。乙の図表からわかることは

( 1)  民間企業による観光施設への投資は，昭和33年の

好氏気を起点として急激な上昇カ ーブをえがきつつあ

る。乙れはロープウェイ，民間の有料道路，有料レス

トハウス ，ホテル，水族館などの憶の事業費を単位と

する膨大な投資が盛んになってきた乙とを示すもので

ある。民間企業のうちホテル，旅館などの宿泊施設だ

けを取っ てみても，その{ 申ぴは国立公園利用者数の増

， 
.  

/  

/  

p  

( 3 ) 所得格差は減ったというが

日本の余暇追及は個人の経済的余

裕 lζ とぽ しく，恩恵ないし積み立

てに よら な くては出資のかかる余

暇追及が不可能である J ( 朝日ジ

ャーナ ル3 巻 市 号) と指摘され

る。したがって家族ずれの個人は

t困難であり ，また休日のすごし方

としてごろ寝などの休息が非常に

多いことになるのである。現在の

レジャ ーブームが観光客の飛躍的

増大をもたらしたという事実の反

面，所得と余暇の社会届および地

域格差がいちじるしく国民のあら

引 a "  N  "  ｾ＠ "  
相 耳昆

第 2 図 国立公園における観光施設役資の現況と予測
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加に比例する投資が続けられている。これは宿泊施設

が需要K 対応す る収容力を増大させているとともに，

建築や設備の更新を行ない，施設を高級化して行く傾

向を示すものである。その反面前述のとお り国立公園

4ま一般大衆のレクリ ェーションの場であるという本来

の性格を失っ て行く 6

さらに箱根のような観光地にみられるとおり，自然

公園としての自然環境は施設の乱設のため失なわれ，

国立公園は都市化あるいは遊園地化する。現実に民間

企業により行なわれている公函施設の方向は，必ずし

も自然公園として理想的な姿ではない。

く2) 民間の投資が乙のように伸びている一方，国立公

園の公共施設はどうであろう か。国立公園内において

道路公団の執行する有料道路は，確かに利用者の増加

に対応する伸びをしめしている。しかし 乙れとても採

算性を重んじて利用者から料金を徴する施設である。

国によって行なわれるべき公園道路，駐車場，園地，

給排水施設，便所などの基本的公共施設( 無料施設〕

への投資は 3 1年以来全く横ばいの状態を示し，利用者

と民閣の有料施設の伸びlζ 対応していない実情であ

る。またその投資額の絶対値も他の事業K. 比べて極め

て少ない。

以上の結果は，公園と称すべき地域lζ 公共性を与える

べき基本的な公共施設が，量的にも質的にも極めて不十

分である。たとえば箱根へ行けば交通運輸施設は有料道

路であるかまたはロ ープウェ イ，遊覧船であり，無料で

通れる施設は国道 1 ; 本あるのみである。このよう な金を

とる路線が四通八通し，人々がゆっくり自然長観を楽し

むことのできる人の歩ける遊歩道や，野外で人々が休息

できる園地はどこにあるであろうか。その他各地の国立

公園 iζ おいて駐車場の不足のために道路が車の駐車で-

4まいに なる過剰利用の現象，便所，給排水施設の不足の

ため部境衛生の悪化する現象，避難小屋の不足のための

遭難刻策に万全を期し得ない事態が起りつつあるのであ

る。また公共施設と有料施設が量的にアンバランスであ

り総合的な計画性が保持され難い。国立公園とその他旅

設整備の現況は増大する近代的な大衆旅行を受け入れる

に適切なものとはいい得ない。もし国立公園に金をとる

施設がはんらんし，公共性を持った無料公共施設の整備

がおくれるとすれば，国立公園から公園という名がとり

さられ，それは郊外の遊園地か部会の歓楽地と化するで

あろう。

4. 国立公園はどこへ行く

最近制i;怯佐美太郎氏は国立公閣の乙のような現況K 対

して次のような興味ある評論をされている。 I 国立公園

のなかに私鉄会社の金もうけのための有料道路が走っ て

50 

いる などという コッケイな ことはあるまい。国立公園 と

いう看板を潔くはずして しまい，私鉄公園とした方がど

れだけすっきりするかもしれない。 J ( 厚生第 16巻第 7

号) I 日本では国立公園という名称だけは存在している

が，国立公園そのものは存在していない。非国立公園的

な営利業者まかせである。も し日本に国立公園の問題が

ありとすれば，それはすでに指定した国立公園をいかに

したら公園化できる かとい う問題であると思う。 J (雑

誌国立公園 138 号) 。国立公園は乙れからど乙へ行く の

カ， ?。

5.  問題解決へのアプローチ

国立公園を本来の意味の公園化するにはどうしたらよ

いのか。以上述べた観光旅行と観光自立設の現況から 問題

点を整理する乙とにより，ひとつのアプローチが生まれ

るのではなかろうか。そのひとつは基本的な公共施設の

整備である。まず量的な問題として現在の利用者の需要

に見合うだけのE を早急lζ 整備す るとともに，予想され

る今後 10ヶ年の利用者の急激な伸びに対処しうるような

公共投資 (少な くとも現在の 5 - 7 倍) が必要とされ

る。乙れによって公共施設と有料施設のアンバランスが

解消されるであろう。施設整備の目標としてい) ー般

大衆によるオ ーバーユー ス( 利用過剰) 対策 ( 2 ) 観光

地の綴境衛生対策 ( 3  ) 教化施設の整備などの教化対策

(  4  ) 山岳地や海浜地における避難対策 ( 5 ) 年々増大

しつつある国際観光客のための国際観光対策( 即オリン

ピック対策) などの重点的な対策が必要である。また公

共施設の質も公園の名lζ 値するような立派なものでなけ

ればならない。

次に一般大衆{ζ 対して家族的Iζ 気軽に， しかもで きる

だけ多くその機会をもっ可能性を与えるために交通貨 と

宿泊釣の低減をはかる方向である。欧州におけるソシヤ

ル ・ツーリズムの思想も乙のような方向を目指すもので

ある。 ヒマもカネもない低香買所f等居， ヒマは ある がカネ

がない一般階層 lζ も旅行の機会を与える政策が要求され

るようになってきた。わが国 lζ おいてもすでに青少年の

ためのユース ・ホテル z 家族ずれの一般国民のための国

民宿会の諸;:il J度が始められたのは， 観光旅行に おける宿

泊費の低減をはかる ひとつの試みである。

後者の国民宿舎とは，自然、公園や保養温泉地において

厚生省が厚生年金保険および園長年金の積立金の地方公

共団体への還元融資により建設する宿舎で，一般国民の

家族単位旅行[ こ供するものである。宿泊料金は 1 人 1 泊

2 食付で木造 500 円，耐火構造 600 円の基準料金が定め

られている。現在建設中のものを含めると公営のものは

51 ケ所あり，こ んごさらに 100 ケ所の計画が持たれてい

る。宿泊施設の質も他の一般旅館に比べて決して低いも



①国民宿舎 ②迎動広島 ③温泉プール @ 園地 ⑤ 休憩所 @ 野営場 ⑦得物館 @ダイ ニン グ ・ロアジ

①舟滋施設 ⑮ロープウェイ ⑪スキーリフト ⑫駐III 場

m 3 図 国 民 休 蔵 村 椛 組 図

のでなく ，最近建設されるものの中にはレゾート ・ホテ

ルに匹敵するものもでてきた。宿泊利用率も昭和34年度

の28. 35ちから現在は約459ぢに伸び，その利用者数も全国

で昭和34年30万人から本年度は50万人に増加する乙とが

予想される。

6.  レ ク リ ェ ー シ ョ ン 地 域 に お け る 新 し い コ ミ

ュニティの造成一 国 民 休 暇 村 の 構 想

以上休限村が生まれるに至った背呆をえsべてきました

が，その論点のとおりレジャーを生む国民の社会的，経

済的生活の現状と，国立公園などの観光地の歓楽地化あ

るいは高級化しつつある盗から， レクリェーションのた

めの新しいコミュニティとしての国民体暇村の造成が要

請されるように なってき た理由も明らかと なろう。さら

に休暇村の建設に希望と確信を与えたものは前記の公団

国民宿舎の意外なほどの好評と成功であった。既存国民

宿舎の経営実績を分析する乙とにより，厚生省当局は休

暇村建設に対する明るい確信を持つに至った。休畷村の

思想は必ずしもオ リジナ ルなものでな く，諸外国の実例

』ζ 徴するとすでにイギリス，西ドイツ ，スェ ーデン，ベ

J レギーな どにおいて，国民生活の内容充実を呂的とする

国の重要な社会政策のー環として，ソーシャル ・ツーリ

ズムの立場から Hol idoy  Cent er  Vocot  i on Cent er などの名

称をもって低れんな利用施設の整備が強力に実施されて

い る 。 ( 第 2表参照)

従来の国民宿舎が低れんで清潔な宿泊の場を整備する

ものであったのに対して，国民休暇村は乙れら国民宿舎

を中心として，さらに その他の保健休怒施設が総合的に

整備された休養地である。とくに大衆的レゾー トとして

長期の滞在利用をも増進させようとする考慮がはらわれ

る。

( 1)  基本的公共施設( 無料施設)

道路( 車道，歩道) 駐車場，園地，広場，休憩所. 公

衆使所，給排水胞設，運動施設，博物展示施設休暇村

のひとつの特色は，乙れら公共施設が宿舎など有料施

設と質，盃ともにバランスを保って総合的な計画が保

持されると乙ろにある。

(2)  有料施設

国民宿舎 200- 300 人収容のもの 2 ，3椋

(  1泊 2 食付 500 - 600 円)

51 



第 2  表 ベルギーにおける 休暇J l l 施設の鞄備状況

( 1)  休暇用施設

区 分 | 即 時 | 防 2年 | 即 年 I 1矧 年 I 195昨

休 眼 用 施 設 数 1 29 1 28 1 30 1
30

1  26 

休 暇 利 用 者 数

宿 泊 者 数

50. 901 

342. 640 

ベ ッ ド 数 I 3. 694 4. 223 6. 782 

( 2)  休暇センター

区 分 I 1951年 | … ふT I 95:J fF- 1 1矧 年 い9畔

6  

3.818 

24.239 

186.965 

休駿センタ ー数 I 2  3  

ベ ッ ド 数 I 892 1. 180 

休 限 利 用 者数 I 7. 362 8. 071 

在i r自 者 数 I 44. 362
1  58. 989 

( 注) 1. ζ れは国の被助金( 交通省の勤労者休暇振興'I.'l 予Z"):) IC よ

り艶備されたも ので. 1954年 ICは2. 000万フラン (14.4∞万円)

1955年 2. 400 )5フラン (17. 300万円) .  1956年 3. 000万フラン

(21. 600万円) が支出 きれている。

1 “ L E  T OURI S ME  S OCI AL  E N  BE L GI QUE"  (1956 

年 ブルユツセル市「美術と旅行出版社」 刊) および「観 光」

( 観光事業 i!J 門視察団報告恕，日本生産性本部発行) によった。

ダイ ニングロッジ Ｑ ＰＰ 人 ｾ 150 人収容

ケビン Ｔ 人 ｾ Ｘ 人収 容のもの ＲＰ ｾ＠ 30 棟

30人収容のもの 15棟

(  1  i内150 ｾ＠ 300 円)

ノ〈ースハウス，人工プーノレ

セントラ ノレロ y ジ，ケビンなど

スキーロッジ，ス キーリ 7 ト

海水浴場

野営場

スキー場

ロープウェイ

水族館，博物館. 舟遊施設( ボ ート ‘ ヨッ ト)

休暇村 l ケ所当りの規模は

A  面積 5 0 - 2 0 0陪

B  事業政 3 - 5 信、( 全体計画)

( うち公共施設の整備費が 10- 2096を

しめる 。)

C  収容力 1 日 800 - 3. 000 人

D  年間利用者数 20万- 50万人

休暇村はレクリ ェー ション地域における新しい コミュ

ニティの造成を目指すものであり，従来の観光のよ うに

単にそ乙で宿泊を中心とした消費的な慰楽地ではない。

ひとつの地域社会として民主的で，自由な また自発的な

レクリ ェーションが強調される。利用者はその好むと乙

ろにより休息やI昆泉利用がとられ，あるいは海水浴. 運

動，野外の 自然観察，登山ーキャンプ，スキーなどが組

織的に実行される村である。村自体の内部で，あるいは

村を基地として周聞の大自然の中で野外活動が営なまれ

ると乙ろにその特色があ る。とくに教化施設に重点がお

かれ，乙のためには自 然観察路や博物展示施設などの無

料公共施設，さら に収益は低いが博物館，水族館も計画

される。乙 れらの各種利用施設が一貫した設計，定、匠の

もとに計画的 i乙配置されて，自然公園としてふさわしい

コミュニティが造成される。

このよう な休暇村の構想からすれば，その位置の選定

についても，設置場所の具備すべき条件は 白から定まっ

て くる。すなわちわが国 39ケ所の国立，国定公園の区域

内において次のような条件が満たされると乙ろが選定さ

れるであろう。

( 1)  付近一帯の自 然長観がすぐれており，地況が多衆

を収容する施設に適している乙と。

( 2)  数10ヘクター ノレの土地が休暇村の地域と して自由

に使用できるためのぞ01主権を設定する乙とができる乙

と。

( 3)  交通が便利で，大都市または地方基幹都市からの

到達性が良好な乙と。とくに大都市から 3 - 5 時間が

到達できる週末旅行に適当な場所がのぞましい。また

今後発展が予想 される地方工業都市との関連も考慮さ

れるであろう。

ド

同
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弐

九

恥
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喝

勺
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止
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輪
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鴫
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-

Z

任

宇部スレート工業株式会社

本社 ・宇 都 大 阪 営 業 所 大 阪 市 南 区 鰻 谷 西之町25川西 ヒソレ 2階

出張所 ・ 名 古屋 ・ 新居供 ・ 附 山 ・ 広 Ｑｾ ・ 下松 ・ 小禽・福間
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(4)  登山，キャンプ，温泉，スキ ー雫舟遊， 海水浴な

どの多様な利用がある乙と。

(5)  施設の計画的な製備が可能である乙と。理惣的な

計画の実現のためにはサラ地である乙とも要件と な

る。

昭和36年を初年度とする 10ヶ年計画において，企図的

な視野にたっ て 約 40 ケ所( 前J l J J 5 ヶ年において約22ケ

所) が造成される予定であ る。

7  国民休暇村の運営

休暇村に計画された施設のす←業および巡' 自について

は，従来のように民間企業の設置，運営 lζ まかせる形式

では，計画の: 怠図通りの完全な実施は囚郊である。休暇

村のような低れんでしかも全国にわたっ て 適 正 lζ 配置

い 総合的に整備する乙とは，単に営利を追及する民間

企業では困難であり ，また閏，地方公共団体が直接経営

することも能率，機構上の諸点から適当でない。そ乙で

公共性の高い休暇村の施設を効果的に運営するため，国

の監督が充分に行ななわれる財団法人国民休暇村協会を

設立し事業を行なう 予定である。

休暇村の設備投資々金については基木的な公共胞設は

国の直結訟をもって国立公園純設整備事業として，無料

で開放する乙とと なる。休暇村は全くの処女地に造られ

る場合が多いので，道路などの公共施設に多Ui の投資を

要するので，乙れらの公共純設は国で51任をもって製備

する方針である。次lζ 有料施設については乙んど年々増

加のー途をたどる国民年金積立金および厚生年金保険私

立金の環元融資による低利長期の資金が予定されてい

る。ー般大衆のため国民休暇村の造成乙そ国民年金積立

金の使用方法としてもっと も意義ある乙とである。

8. 保 健 休養施設の社会的ニード

乙れからの経済の発展に即応して所得の増加. 労働時

間の短縮，乙れにともなう主婦の家庭行理の合理化など

により利用されるべき余暇時間は増大するであろう。乙

のよう な生活時間の社会的，経済的変化 lζ 対処して. 余

暇をいかに効果あ らしめるかと いう乙とが重要な問題と

なってきた。 余畷の消' l ' i が健全であり，盟宮であるかど

うかという乙とはその国の教育と文化の品と質とを規定

する大きな要素である。われわれは生活構造全体の中で

余暇利用施設の全般的問題を再検討すべき i時期が到来し

たのではなかろうか。レジャーEE業としてパチンコ や競

輪，競馬などのギャン プ リングな ものから ，国民宿舎，

ユースホテルのよう な多種多様な施設が現われてきた。

乙れらすべてのものが社会的に必要なものであ るかどう

か，あるいは社会的に要求されているものであるカーた

とえばパチンコや競輪，競馬といえども一般庶民の気晴

らしとして明 日の生産lζ 役立っているという意見もある

がー検討を要する問題である。

乙んにち入閣の生活環境のなかで適宜に配置されー適

宜lζ 構成された保健休養施設が社会的に妥求されるよう

になってき た。住居や職域などの身近かな場所から初ま

って，者s市， 1込村の地域社会，あるいは観光地から国立

公園のような原始的地域に至るまで，入閣の生活空間全

域にわた り， ど乙 fC，どれだけの，どのようなー保他休

養器設が社会的に喜E求されているが，保健休養施設の社

会的ニードの問題を解決する必要ーがある。乙んにちの建

築家はとくに乙のような新しい需要を満たすため保健休

養施設の計画，デザイン，建設について大きな立任を持

つものである。新しいコミュニティとして国民休暇村の

建設も乙のような社会的ニー ドIC合致しては じめて成功

するものである。 (1n者 厚 生 省 国 立 公 園 部計画探)

N E C  水銀ランプは 特殊蛍光体とプレス方

式電極K より独特のやわらかい光と明るさ

を生み出しました。乙のランプを使用した

N E C  水銀灯は用途K 応じたモタンなデザイ

ンで好評をいただいております。
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国 民 宿 舎 の 設 計 に つ い て

力く

最近における国民生活の安定と保健休養思想の普及 lζ

十1'. っていわゆるレジャ ーブームを現山している。いまや

観光や保健休養のための旅行は，広く庶民の日常生活に

とけ乙んできている。と乙ろが旅行のため旅館の申込み

は 3 - 4 週間も以前に申込まないと{ 満員というのが現況

である。乙の極端な利用客に対して旅館は高級な旅館，

ホテルが着々整備されているが，庶民が安心して利用で

きる，清潔で低廉な宿 泊 施 設 は 足 り ないのが現状であ

る。

乙れに応ずるため厚生年金保険私ー立金の辺元ゅう資の

粋を保健厚生自主設におよ ぼし，地方公共団体にゅう資し

て昭和31 年から建設されてきているのが国民宿舎である

( 別表参照) 。

なお，既存の施設に対して国民宿舎として指定 して，

釘を冠しているものもあるが，乙乙では ζ れは省略す

る。

砂国民宿舎の建設地は自然公園内，厚生省指定保養温泉

地およびその他の温泉地である。

ーそのためには自然景観一風致ーに調和していなくて

はならない。自然を破壊するよう な強調的なものではな

く. 調和的な色彩 ・形態を考厳し，風長の中の添呆とし

て好ましいものであってほしい。施設の性質ーからして耐

火性のある永久構造物としたい( 利用率が低い場合は木

造または木造防火構造による 注1) 。しかし一般の旅館の

こ. とく商業建築という観念から離れて， レクリ ェー シ ョ

ン施設として建物の楽しいものでなければならない。

注l. 収容定員は原則として 100 人以上とし ， 利 用 季 型 が 3 寧型以下

で ， 年 ｦｭ 平均 宿 泊朝ｉｪｊｦｬ率が Ｓ Ｕ ｾ 匹以 下 の場合は木造 ， または木造的

火構造にしたい。

砂被保険者 とその家族および一般国民の健全なレクリェ

ーシ ョンと健康の増進に資するものである。

一家族および小団体客の同時利用に対しでも，互いに

さまたげあわないよう な計画が望ましいものである。

洋服を着て玄関から入 って くる客と浴衣の客 とが玄関ロ

ビーで交叉する気まずさと ，女中が食胞を持 ってその間
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向島 正 信

を縫ってゆくなと、の動総もそれぞれわけで計画する乙と

が大切である。

最近は，会社が社員のための休養施設を次第に整備し

つつあるが，まだごく一部の会社 (ζ 限られているよ うで

ある。

炉建物は清潔で生理的に満足する寝室，食堂，便所など

である乙とが望ましいと同時に，限定された枠内での起

債であるから，資金の効率的な設計をとくに要望され

る。

一建物の虚飾はさけて風致的に調和す るデザインとす

る乙とは前述のと おりである。す っきり としたまとまり

海浜の国民宿舎( 伊勢菅原因立公園)



高 原 の 国 民 情 舎 ( 大 山 国 立 公 園 )

がほしいものである。

利用客の数は家族ずれ，小団体が多 く 3 - 5 人で構成

されている のが多 く 1人当り 2 ｾ占あての計算であるか

ら， 6 - 1 0帖が一番多 くなって くるが，場合によってそ

れ以上のフレキシビリティをもち， しかもプ ライパシイ

をもたす乙とも必要となって くる。

利用料金は 1泊 2 食付 500 円- 6 00 円程度で，安くして

大衆的に快的な旅行を試みるようにするためにも，低廉

な利用料金 と見合う採算を考えることが必要と なってく

る。これはあえて安宿というものではな く，たとえば食

事は食堂で行なうととを原則として人件目の節約をはか

る。延面積 lζ 対する収容定員の増加をはかる乙とが必要

である。

国 民 宿 舎 一 般 旅 館

ｾ＠ 40%  I  6哨 ( 普 通 ト4附

パ ブ リ ツ ク |

ス ペ ー ス
45%  

Z3N似 内l 附大広間)

ス ペ ー ス
15%  

国民宿舎のパブリックス ペースが多い乙とは，比較的

広い食堂が計算に入っ ている ためでもある。

休憩利用の多い地区などについては多少の移動があり，

特色をもたせる乙とも大切である。

1 ' 1 数の方向については，間仕切によって宿泊客の利用に

供する場合もあるが，乙の場合には宿泊部分とみる乙と

ができ る。

衛生的な自炊施設も場所によっては必要ではなかろう

か。

ー特に客聞 について

建坪l乙対して少しでも収容人員を増加させる乙とが要求

される国民宿舎にあっ ては，あまり不必要な広い踏込み

は省略した り，効率的な造作にすることも必要となろ

つ。

一般の旅館で もか くべつ客の荷物置拐を考慮、してないの

で. どうしても床の間におくようになるのが踏の山であ

る。床の間を作っても荷物の置場程度にしか使われない

のでは，むしろ床の間をやめて，最初から飾初lなどによ

って1閣を与え，荷物の置場として洋服ダンスの下または

迷いダナの下を利用するように設計し，実質的な効果を

もたらすように考慮する乙とが望ましい。

ベッド式の場合には，見知らぬ人の前で着換えなどしな

ければならないような乙とになるので，間仕切など今後

の問題となると思われる。

各室の施錠も必ずつけるよう IC. すべきで，ベッド式の認

屋 ( 2 段ベッドなどで多数を 1 室! こいれる場合) は，各

人専用の戸棚を造りつけ，それぞれ各人で施錠する考慮

をはらいたい。

なお，客室から戸外に直接でる ζ とのできるようにし，

陽光と緑蔭を容易に享受し，静かな環境で精神の緊張緩

和をはかるように健康的な配慮が必要で，たんに宿泊し

うればよいという従来一般の旅館とは白から性格を異に

している。

ーパブリックスペース

宿泊客，食事客の別な く自由に共用できる部分であっ

て，ロビー，食堂，化粧室，便所，浴室，広間，客用廊

下などであるが，乙れらは国民宿舎のみならず一般の旅

館でもとくに大切であ るが，必要最小限度であ ってしか

も充足度の高いものにしたい。

玄関ロビーは関口部を主要景観方向に向うようにし，

地方の特殊性を生かし， しかもよい印象を与えるように

したいと乙ろである。

ホール，主食堂，広間，集会室は，宿泊客も一時利用客

も同時に使用するものであるから，乙れらが混乱しない

ように考慮する。宿泊客も食事は原則として食堂でとる

という乙とにしてあるので，主食堂は 1 人当り 1. 0 平方

米- 1 . 5 平方米程度を計画し，乙れに対してなお増加す

る場合を考慮して，広間あるいは集会室を隣接して食堂

として使用するなど，ずい時，間仕切などによってフレ

キシフ勺レな内容K するなど，採算を考えるなど合理的な

計画が強く要求される。

また戸外室を設けて，食事をする場所，喫茶，ビールな

どを飲む場所があったほうが，客』ζ 対して明るい印象を

与え，健康的で経済的な利用方法であるという乙とがで

きる。集会室は必ずしも設ける乙ともなく，広間，食堂

でもかねられるが，会議場，スライド映画のi決写場とし

て付近の観光案内，自然科学の解説，スキー，ス ケート

技術の習得に便利である。

ホー J レ，ロビーの一隅Iζ は土地の土産物を陳列，販売す

るζ とはこれらの改良，品質の向上に資し，地元観光事

業の進展の一助にも寄与する乙とにもなる。

共同便所，洗面所は各室どとに設けることはやめて，各

階ごとに 1 ケ所か 2 ケ所の共同式にし，各階とも同じ場
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新に位置 したほうが 管 理も 容易であ

る。階段蒙，ホ ーJ レに近接するのが一

般 的である 。

7. 1<洗式K . して入口から男女別に区分す

る乙と に し，洗面所を通 りぬけて便所

4ζ はいる構造はなるべ くさけたいが，

もしその ような場合は男女の洗面所は

入口から わける ことがよい。

また，とくに男子用の場合，洗而所と

便所を区分する乙と に留意する。

ーサービス・ス ペース

人件費を節約するため従業員を制限す

る乙とが多いので とく K 無駄な く計画

しなければならない。厨房関係 と食堂

広間の距離があま り陥っ てい るのは好

ましく な く，必要に応じてとの閣には

リフ トな どの設備も設け，食膳運搬を

迅速に楽にするように したい。

百E膳室も収容定員と合わせて充分とる

ようにしたい。従業員関係の部屋は支

配人，板前，男子，女子の従業員はそ

れぞれ一関づつわけでとり，一般の客

室， 広間とは離 した位置にとる乙とが

必要である 。

なお従来の設計の中には物品庫，食品

憧 などがな く，あとから つぎたしの醜

さがある が， 最初から充分に とり たい

ものである 。

ゆ 敷地には計画性を持つことが必要で

ある。

ζ れは一番あとの項目になっ たが， む

しろ一番先に考慮する問題である。し

か し 建物の付属施設についてである

ので後に したのである。

敷地を選定 したな らば展望方向，恒風

の方向， 地形などの自然環境を計画に

取りいれると とは常識的であるが，将

来の増築につ い て のスペースととも

に，あとに述べる魅力と なるべき施設

を落 さないように設計に盛り乙むべき

である。

たとえばベビ ーコツレフ場，テ ニスコー

ト，プール( 遊 泳 用または温泉プー

J レ，屋外縁蔭食堂，散歩道，広芝生，

庭園などを計画的 lζ 設けたいものであ

る。

身心の疲労を回復し，休養もし くは保

義 をはかるための 施 設 としての もの
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国民宿舎 (厚生年金保険積立金還元融資による) 一覧表
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0 国民宿舎 鳩山荘

南房総国定公闘内館山市

悶和34年度肱殺 ・収容定員80名 木造防火精進

Jil' 294坪 (970 m2) 2階i I !
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( 鳩 山 荘 )
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地 階 ( ぬ 山 荘 )
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0 国民宿舎 賢 島 ロッジ

伊勢志勝悶立公闘内阿児町

昭和35年度施般 ・収容定員70名 鉄筋コン ヲリ ート造

斑275呼 (907m
2
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地 階 平 面 図

10 m 

〈ごト

賢& b 賢ロ ッ ジ 一 階 平 面 図 ( 二 階 平 面 省 略 )
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で，あくまで一般の旅館とは異なるものである。

乙んどは 1 軒づつのいわゆる点の国民宿舎の利用から，

広がりのあ る総合施設として国民休暇村( レジャーセン

ター) へと発展して，総合的な利用がなされる窃所がし

だいに多くなってゆく乙とと思われるのである。
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実例について

別表による一覧表の中から手近かな賢烏ロッジと鳩山荘

についてその概要を記す。必ずしも設計が良好だとは限

らないが参考までに記す。

( 常者厚生省国立公闘部計画課 ・厚生筏官)



日 本 ユの

林

ソーシヤル・ツーリズム

ソーシヤ J レ・ツーリズムの概念は，ある時聞において

は 「労働者に対する休暇」と同意語であって，労働者が

観光往来を始め る乙とによって起る 問題を扱 うものと考

えられたとともあった。しかし，現在ではその概念は拡

大され，低喜郎町得者が観光旅行の目的で移動する乙とに

伴う 現象のすべてを含むものと考え られている。すなわ

ちその目標は，旅行資金 lζ 乏 しいか，または旅行になじ

んでいないか，または旅行事情 lζ うといなどのために，

乙んにちまで観光旅行のらち外にあった国民庖を観光往

来に参加させる乙 とにある。乙の 長からみて， ソーシャ

J レ・ツーリズ ムは重要な観光政策ではあるが，一方，国

民大衆が余暇を有効に使 って，精神的，肉体的疲労から

の回復をはかるという面からは，社会政策であるともい

えるし，また労働者の活力の回復K よって，産業の生産

性の向上がはかられるという点からは， 生産性向上運動

にもつなが ったものである。最近青少年の教化，厚生の

見地から，その重要性を認識されてい るユー ス ・トラベ

ル( 背少年旅行) も， 広義においては，ソーシヤル ・ツ

ーリ ズムのひ とつの分野を形成す るものという乙とがで

きょう 。

欧米各国において展開しつつあるソーシャル ・ツーリ

ズムは，国々によって規模も内容も多少異なってはいる

が，その基織とな ると乙ろは有給休暇11;11度であ り，乙の

休暇施設としてはホ リデー センタ ーや休暇キャン プと同

時にユー スホステルが多数利用されている。

ユー スホステルは，国籍と境遇を異にする青少年が友

好的雰囲気の中で会合し，憩いのできる場所であり，民

族，人種，宗教，階級，性別の区別な く， 誰でも自由に

利用できる宿泊施設なのである。

ユ ー ス ホ ス テ ル

欧州のユースホステルは，いまから約50年前 lζ ドイツ

lζ 始まったもので， ワンダーフォーケツレ と呼ばれてい る

青年たちの旅行運動をする人々のために，清潔で安く，

しかも環境のよい宿泊施設をつくったのが初まりであ

ス ホ ルアス

幸 郎

り，乙の気速がドイツからヨーロッパ各国lζ ひろがっ て

いき， 国際的な組織にまでなって，い まはユー スホステ

ルの数も 3 ，000 を乙え，年内利用者は 1，200 万人の多き

に達している。

ユースホステ J レは観光地のみならず，大都市周辺や，

大都市内 lζ も設けられる1[. 至 った。施設としては寝室，

広間，自炊用厨房，食堂，浴室，便所，洗面所など一定

の基準が設けられ，官 ｾｪ 索ではあるが極めて衛生的かつ快

適に生活できるように整備されてい る。管理のためK ペ

アレントと呼ばれる管理人がおかれて，その指導のもと

に規律正しく門限や利用時間などが定められ，寝室その

他交歓場以外は男 女別がは っき りされており，しかも

1 泊 100 円前後 2 食付でもだいたい 1 ドル内外で使用

できる低成 さを保っている o 極めて安い会費を納入して

各国のユースホステル協会 lζ 会員として入会すれば，会

員証を持参する 乙とによ って，世界中 ど乙の国のユース

ホステルでも利用する乙とができる。

ユースホ ステノレはfこんなる柄泊施設ではな く，青少年

Ie対するひとつの教育の場として考えられており，また

各国の人々が泊り合わせ互いに交歓する乙 とによ り，相

互理解と国際親善の増進 lζ 大きな役割lを果している。各

国政府はユー スホテ J レの重要性を認識し， ユースホステ

ル協会，その他のユ ースホステ J レを 経 営 する団体に対

し，その建 設費の Ｕｾ Ｘ 割 ｬ ζ およぶ補 助金 を支出し て 本

運動を援助してい る。

日本のユースホステル

アメリカのユースホ ステル運動の影響をうけて，昭和

26年1[. ，わが国にもユースホステル協会が設立され，昭

和29年に，国際ユースホステル述盟の会員 iζ 日本の参加

も認められ，各国共通の会員証を発行できるようになっ

た。発足以来 10年を迎え，ょう やく ユースホ ステル巡勤

も盛んになってきたが，発足当初はもちろん専用のユー

スホステルを建設する資金もなく，また専用のユー スホ

ステノレとして使用で きる建物も簡単に入手する乙ともで

きなかったので，やむをえず過渡的の手段として， 簡素

な旅館，山小屋，社寺などと低料金で宿泊できるような
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契約を結び，乙れをわが国では契約ホステ J レと呼んで，

会員が使用できる乙ととした。乙の契約ホステ J レは年と

ともに数も犠f え， ζ んにちでは 300 K なんなんとするに

いたった。しかし， ζ れらはその立地条件においても，

また，施設的 lζ も欠陥があるし，ホステ J レの管理者，す

なわちペアレントについても，ホステラーと一般宿泊者

との接客: を岡崎 lζ 行なわなければならない場合があり，

なかなか困難が多い。

運輸行はつとに乙のユースホステルの必ｾ性を痛感し

ていたが， 11/1和31年閣議決定の「観光事業板興基本要

領」に基ずく「観光事業振興 5 カ年計画」のなかで，ユ

ースホステル 100 カ所建設の計画がたてられ，昭和33年

度にはじめて，地方公共団体の建設にかかるユースホテ

ノレ整備のための補助金が，運輸省 lζ 予算化された。乙れ

によって建設されたユースホステルを一般に公営ユース

ホステ J レと呼んでいるが，昭和 35 年度末で全国 lζ 26 カ

所，さらに来春には乙れが35カ所になる予定である。

公 営 ユー ス ホ ス テ ル

乙の公営ユースホステ J レはその建設地の選定基準とし

て，

( 1  )  内外の青少年の利用度の高い観光地および観光基

地である乙と。

(2)  環境が良好であって，とくに思想、，術生，風紀な

どについて青少年の心身に悪影響をおよぼす事物の

なし、乙と。

( 3)  土地，気象，欽料水などの保健的条件が良好であ

るとともに，風水害その他の災害lζ 対して安全であ

るζ と。

( 4)  交通および物資供給 lζ 便である乙と。

( 5)  各種の野外活動の綴拠地として好適である ζ と。

などをあげていて，運輸省観光局ではその基本方針をつ

ぎのようにうたっ てい る。

ユースホステノレは，その性質上， 相互の五li 繋的利用を

可能ならしめるよう設置するものとする。乙れがため，

もっとも利用度の高いホステ J レ網を形成し，爾後逐次ホ

ステ J レ網の拡充強化をはかる。

乙の基木方剣にしたがって，昭和33年度は関東から近

畿の間に 8 カ所， 34年度は本州の北と西へのばして 10カ

所，35年度はさらに北海道と九州にまでのばして 8 カ所

が建設された。乙れK よって一応表日本沿いに北海道か

ら九州までのメインルートが一応形成された状態で，今

後は裏白木や四国にひろげて行く計画である。

公営ユースホステノレの建物や設備は運輸行の告示で示

された「ユースホステル建築基準J ，ζ 明記されている諸

基準によっているが，大略はつぎのとおりである。

1. 主要構造部は，耐火構造またはは不燃構造とすると

と。
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2 .  受付室および適当 な広さの玄関，広間を設ける乙

と。

3 .  4 台以上 8 台以下の寝台を備えつける寝室は総寝室

数の半数以上とし 1 室の寝台は 20 台を乙えないこ

と。

4  寝室はつぎの条件をみたす乙と。

イ 入口 から男子用および女子用 le 区分できるよう に

する乙と。

ロ 寝台式とする乙と。

5 .  ) 収容人員 1 人につき床面積 0. 8 平方メー トノレ以上の

集会室を設ける乙と。

6 .  収容人員 1 人につき床面積 0. 5 平方メートノレ以上の

食堂を設ける乙と。ただし，集会室と兼用する湯合の

床面積は，収容人員 1 人!ι っき 1. 2 平方メートル以上

とする乙と。

7. 利用者が自炊するために適当な広さの調理室を設け

る乙と。

8 .  シャワ一室，浴室，便所および洗面所は，その入口

から男子用および女子用 K 区分して設けること。

9.  便所は水洗式とし，各便所には 1個以上の座使式便

器を設ける乙と。

主要な点は乙のようなものであり，相当程度の高いもの

を要求している。

現在26ケ所の公営ユースホステ J レがすでJ ζ 開設されて

いるが，建築設計事務所や各都道府県の建築課などで設

計され，それぞれ立地条件や地方の特色を生かしたデザ

インは若い青少年の間でもあ乙がれの対象と なってき て

いるし，また建築としてもユ ースホステルというひとつ

の新らしい建築スタイルが発生し，乙んどその発展が楽

しまれるものである。

IIH和3 4年の 6 月lζ 公営ユースホステ J レの第 1 号が生れ

て以来，いまだ口も浅い関係、もあって，その利用状況や

運営状態はあまりかんばしくはないが，それでも 35年度

中の利用者は前年K くらべ8096も抱えており，金利用者

は 12 万名を乙えている。 また， 宿泊者の男女比1 t3は男

56. 596女43. 596となっており，女子の利用がますます増

加しつつある ととは注目すべき現象であろう。

乙の公営ユースホステノレのほかに，前 lζ 述べた契約ホ

ステ J レも乙んにちでは約 300 麗あり ，さらにユースホス

テル協会専用のユースホステルも持つにいたった。 日本

のユースホステ J レはその歴史も浅く ， しかも欧州のごと

く下から燃え上って発生したものでないだけに，今後い

ろいろの問題をはらんでいるが，国際観光からみても，

またソーシャ J レツーリズムの面からみても，大いに発展

するべきものであり， かつ発展させねばならないもので

あると確信している。

Ｈｾ居者運輸省観光局盤 側 源Ｉ
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び わ 湖 観 光 計発開 画

京 大 西 山 研 究 室

I  レ ク リ エ イ シ ヨ ン 生 活 の 発 展 と 観 光 計 画

ぴ わ 湖 の 全 体 計 画

最近観光事業が< レジャー ・ブーム> のムードの中で

花形産業としてたい頭してきた。北は北海道から ，南は

沖縄にいたるまで，全国土的な範囲で観光資源は注目を

あびている。そして各地域で観光開発の「計画」をつく

ろうとする機運が急速に高まっている。観光事業が開発

計画という形で進められるようになった乙とは大きな進

歩である。しかし乙れらの計画がたてられるようになっ

てきたのは， レジャー産業好況化の中で観光事業が企業

牲を高めてきた乙とに基ずいている。したがって計画は

なK より観光客を一人でも多く誘致できればよいという

乙とが当面の目標となりがちであり，せまい視野と利害

にとらわれた開発の競合は，観光客には疲労と，現地に

は塵挨しか残さないという乙とに なり かねない。

国土全体fr _ 対して，またすぐれた観光資源，自然景観

をもっ広域圏のそれぞれ，および一定の観光地に対して

側発のマスタ ープランを早急にっ くりあげる乙とが目下

の急務である。乙れによって全体を乙ろす誤まった開発

や，無駄な投資をふせぎ，効果的な開発が行なわれるよ

うに目標を与える乙とが必要である。むろんそれが効果

的 lζ 進められるためには，それについての法的な装ヅケ

コが必要であり，その実現が望まれるが，いっぽう試案的

マスタ ープランの作成も，現在可能かつ有効な作業とい

いうるであろう。われわれは滋賀県の要請に基ずいて，

乙のよう なマスタ ープランの作成を如何に進めるべきか

という態度でひとつの試案的な作業を試みた。

こんにち，観光開発を手がける場合， 計画の前提とし

てもっとも考慮しなければならないことは， レクリ ェー

ション生活の発展変貌に対する正しい把握である。 i 消

費革命」 という言葉で指摘されはじめているように，生

活構造は大きく社会的に変化しつつあり ，その中で余暇

消ｾは盆的にも質的』 ζ も変換しようとしている。観光を

たんなる慰楽とか気階らしというっかみかたでなく，レ

クリェーションのー部としてはっきり把握する乙とが必

要である。レクリ ェーション生活の発展の見通しと，そ

の空間的な展開に対する明確で豊富なヴィジョンを培う

なかで，生活の変貌K 対応する計画を創出していく乙と

に務めなければならなし、。

計画の客観条件として，人口集中圏の変化と交通技術

の発展とが重要な問題となる。大都市を中心とした人口

配分が，将来，東海，瀬戸内のベルトへ発展していくす

う勢にある。レクリェーション地域が，従来人口集中地

域 IL対しでも っていた立地位向が乙んど変ってくる乙と

が予測される。また交通条件の改善は レク リェー ション

地域の圏域を拡大し，日帰り休養圏の拡大と広減旅行の

普及をもたらす。その意味で，観光流動のルート の整備

と資源、の適切な配置が重要な問題となってくる。

乙れからの観光計画の立案については，乙れらの点に

ついての考慮が是非とも必要である。 われわれはレク リ

ェーショ ンの展望と観光開発の基本的な問題点について

研究を進めてきたが， びわ湖計 画においてもまず観光概

念の基本的な検討に力をいれ，びわ湖のレクリェーショ

ン需要がどう変るかという乙とに重点をおき，その上に

たって各地域のフィジカ J レな計画を進めた。以下びわ湖

の新しい位置ずけと全地域の計画の方向ずけに主眼点を

おいて， 観光開発計画のー試論をのべてみたい。

1  .  観 光の将 来 像

観光とは「気晴らしのための旅行」というような考え

かたは，乙 んにちの余暇消費が社会的な変化をみせつつ

ある段階では極めて表面的な観方である乙とに気ずく。
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び わ 湖 の 観 光 地 分 布

レジャ ーブー ムの根底には消費革命による生活構造の変

化が強く働いており，レクリェーション生活の形態も大

きく変ろ うとしている。まずは っきりと指摘できる乙と

は，最近の観光需要の年々の増加であり，さらに将来は

燥発的な需要に膨張するものと考えられる。乙れは生産

の機械化，自動化1[. 代表され る技術革新の進展 と労働条

件の近代化によって余暇時聞が増大する乙と，消費革命

の家計への惨透による消費水準の上昇のため生活享楽傾

向が増大する乙とに基因する。また人口の大都市集中の

激化による大都市および周辺の市街地化のため，平均的

画一的な市街地環境からの脱出意欲が，労働環境の機械

化，オートメ化による人間性抑圧化の反動と相まって，

白然的開放空間への指向増大となってあ らわれる。 さら

に交通機関の発達は観光行動圏を一層拡大し，観光資本

の競争的開発とマス コミの P R は，観光人口の盃的増大

を促進せしめる下地をつ くる乙とになる。

このよ うな観光需要の増加は， 観光の大衆化，集団化
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となってあらわれ，それは必然的に観光そのものを質的

lζ 変えていく。観光大衆化は従来の静養的観先を後退せ

しめ，多人数が同時に「楽しめる」観光へと発展してい

くであろう。 拘束時間 ( 労働) の縮少と自由時間( 休

養) の増大は，休養の再生産としての芯義を高め，それ

は積極的な形態のレクリェーションとなってあ らわれ，

観光においても 「みる J 観光から「する」観光へ と変っ

てい くであろう。

したがって観光の形成においても顕著な変化があらわ

れて くる 乙とが想定される。 観光の大衆化は長期間の速

続した観光滞在客の比率を相対的に減少さ せ，都市周辺、

の日 帰 り型 17自型観光の巨大化をおしすすめる。そして

日帰り 1 泊の観光ノレー トをもとに観光地の正常的な分布。

が成立するであろう。さらに観光の団体化は貸切観光パ

スを利用した広範囲の回遊観光を激増さ せており，回遊

観光は一連の観光地域のノレートを育成さ せ，中抜として

の観光センターの形成化をおしすすめるであろう。



乙のような観光 J レー トの形成を促進するものとして交

通事情の変化が考えられる。都市閥幹線をはじめ. 観光

道路， ドライヴウェイの整備が進められ，観光地問，都

市閣の J レート網が結束されている。また東海道新幹線の

設置によって，大都市圏閣の時間的距離は縮少されるで

あろう。観光客輸送において自動車の占める比率が年々

急激に上昇している乙とは注目すべきである。とくに観

光パスによる流動はめざましく増大している。将来さま

ざまな観光ルートが設け られるならば，乙の自由な行動

性をもった「大型観光パス 」があらゆる観光流動の基本

的な足となるであろう。

観光対象は，自然公園や古社寺などの自然的歴史的条

件への依存度の大きいものから，スポーツ施設，滋園地

などの新しく開発され創りだされるものまで極めて巾広

い。将来観光のタイプの豊富化とあいまって，乙れらの

資源は多綴な組み合わせをみせるであろう。せまいわが

国土では，各段階の資源、がたがい! こいりくみからみあっ

ている。積極的な開発を行なう場合は，乙れらの各資源

の適正なノイランスを保持することが極めてむずかしく ，

その意味で開発の原則確立が望まれる。とくに自然公園

や古社寺などの観光資源の保持は産業開発ともからみあ

って，早急に保護整備の体制Iをうちたてねば将来とり か

えしのつかぬ乙とになる。

したがって観光開発における最大の問題点の第一は，

自然条件をいかに保殺しつつ開発するかということであ

り，第二は，爆発的な伸びをみせる観光需要に対して，

それをいかにさばく形を創りだすかというマス ・レクリ

ェーションの計画である。そして 7 ス ・レクリェ ーショ

ンの新しい型の創造と 7 ス ・ルー トの整備についての考

察が計画の基本的な問題になってくる。

2. びわ湖観光の新 しい位置 ず け

乙のような展望にたって，びわ湖の観光の将来をみる

とき，国土的なレクリェ ーション地域の配置からひ' わ湖

をどのように位置ずけ，どのような形の開発をとるべき

であろうか。まず，ぴわ湖の観光利用の現況についてそ

の問題点を明らかにしよう。

びわ湖は而積約694km
2
，滋賀県の 6 分の 1 の面積を占

めている。湖周は約 235km， 南北両端は直線距離にして

61km'ζ およぶ。船 で浜大津から竹生島を往復するのに

1 日かかる大きさである。ー回の観光では，とてもその

全貌をつかめぬ広域を占め，観光資源は各所l乙いろいろ

な形のも のが点在している。いま乙れを地域別 lζ グルー

ピングすると 表ー 1 のようである。

現在観光の対象と なっているのは，近江舞子一大津一

彦綬間の馬断状の地域であり，とりわけ浜大津を中心 と

する湖南地域に観光流入が集中しており，北部へいくほ

表ー1 ｾ出光資源の地域分け

| セン P 一 | 観 光 資 源 性 格

湖 雨付 ｼ 浜大刈涼ｼ同奇競銚詰私弘 ｾ ｉ岬 ｬ

湖 丙|近江湖舞子!近江鐸子 墾回 比良叫山 |水浴 登削山

槻北 ｼ 議ノ需 ｉｾ 九戸芸員話 Ｚ 悶マキノ ｼ 自然蜘

戸干彦板| 若宮多賀抑制山怨| 行制

郎 副 近 山 | 鰐 争 長 命 寺 安 土 ぴ わLI 水泳

豪州永源寺 |開票旅鈴鹿山系日野水| 間払笠

と、誘致力は激減している。びわ湖利用の現況について，

その安点を記せばつぎのどとくである。

i )  観光客の居住地分布流 入客を居住地別lζ ，近

畿，中部，その他とわけると，昭和33年の年間統計では

それぞれ4796，4596， 8 9ちである。乙のうち，京阪神，

中京両図からの流入は 67 % におよぶ。 8 月についてみ

ると近畿とくに京阪神からの疏入が51労に達する。

ii)  観光客の地域流動 大津地区の利用比率が ＲＷ ｾ ぢと

高く，比叡山，瀬田石山と合わせた湖南地域への流入は

5896に達する。湖西 1696，湖東，八幡地区は両者ほぼ 10

Ｙ ちである。湖北，ｾ江州地域は Ｑ ｾ Ｒ ＹＶ の利用にすぎ

ず，観光の地域絡差をあらわしている。

i ii)  観光のタイプ ぴわ湖の観光をみるときとくに重

要な水泳，登山，スキ ーをとりあげ，乙の三つの型以外

をまとめて慰安行楽とすれば， 33年の年間総利用者数の

タイプ別比率は30: 3:  2  :  65となる。水泳の占める比率

が高い。

iv) 季節変動 びわ湖利用の月別変動は 8 月2396， 4  

月169ぢ， 10月10% であとの月はいずれもそれを下回り，

8 月にピークのある春秋ー夏型である。しかし，各地域

別にみる と少しづっ巡った カーヴと なり，大津，彦綴は

春秋型，近江舞子は典型的な夏型である。

v)  日帰りと宿泊 昭和33年の総利用者に対する宿泊

客:の比率は約 7 96であり ，宿泊客は少ないとみられる。

乙れは，現在ぴわ湖地域に宿泊施設が充実していない乙

と，また利用者が京阪神，中京圏からの日帰りの客の多

いためであろう。

総じて，びわ湖観光の現段階は日帰りの行楽客，水泳

客を主とした春秋- u型の観光客であり ，流入客は京阪

神，中京がその主庖をな しているといえよう。

観光資源、を個別的 lζ みると，超ド級の比叡があるとし

ても，だいたいは B， C 級のものが主体であり 、誘致力

からみていま一歩の迫力を欠いている。自然依存の観光

資源、は豊富であるが，観光施設の整備という点からみ

れば貧弱さはまぬがれない。観光資源への依存の度合か

らg 自然型= 歴史人文型，投資型というわけかたをすれ
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ば，現段階では前二者 lζ 属するものがほとんどである。

しかし，乙れらの観光が， 1 " みる」観光から「する」観

光へ発展していくことを考えるとき ，行楽的スポーツ的

レクリェー ションに適 した投資型の立地性向の高い未開

発の地域が豊富に存在している。誘致カを高めていくた

めには現在の観光資源に新しい大量の施設を導入すると

ともに，新しい積極開発によっ て観光地を創りだす乙と

が必要である。 比叡山にしても ドラ イヴウェイの整備に

よっ て，爆発的な需要を誘発したのである。関発はたん

に大規模に進めればよいというものでは無論ない。どの

ような規模でどの方向に進めるべきかは観光地の立地条

件を正しく見極める乙とにな らねばならないが，巨視的

にみて， びわ? 切には積極的な観光投資によって流動の拠

点となるようなと乙ろを数ケ所必要である乙とを強調し

ておきたい。

しかし，また一方では誘致カの高い資源は少なくても

びわ湖全体として観光地の数の多い乙とも重要視すべき

である。すなわち各地域のセンタ ーを結節点として， 観

光地を J レートとして連鎖していくべきである。陸上J レー

トではほとんどが湖南区域内に限 られている。 ノレート 網

が小さく全域からみて偏在化の傾向が大きい。たんなる

点や線としての観光地でなく，びわ湖を点や線でかこま

れた函としての特質をだしていくべきである。つまり乙

のことは，乙れからの観光においてますます高まってい

くであろう回遊型観光K 対応するものである。さまざま

な観光資源を巾広 く組み合わせ， しかも種々 なノレートを

容易に選択できるような J レート構造を確立すべきであ

る。

びわ湖の観光では，湖上遊覧がとくによくしられてい

る。その代表的なものは竹生島めぐりであるが，これを

利用者統計から年次別にみると年 々減少の傾向を示して

いる。水面観光全般について需要は伸ひ' 悩みであり ，全

利用 lζ 対して水面観光客の比率は相対的に低下してい

る。乙の理由として考えられるのは近年の観光型式の変

化である。竹生島めぐりなどでは， 景観はすばらしい

が，往復に 1 日かかり， しかも船の中で風景をみている

だけで終ってしまう。つまり静的で単調な観光がだんだ

ん観光客にうけいれられなくなっているからである。し

たがって将来K おいては湖上位という乙とより臨湖性を

もっと強調し，たんなる水上ノレー トではな く，水と陛を

結び，しかもみるだけでなく水に手をつけ，砂を素足で

ふむような，景観lζ 積極的に溶け乙ませる方向へもって

いくべきである。7 . 1 < をモチーフとした能動的なレクリェ

ーションの場への発展がのぞまれる。現在においても水

浴利用が大きな特色となっているが，将来水浴客はさら

にいちじるしい増加をみるであろう。大都市圏の臨海部

は重化学工業化が急ピッチで進行しており，中心部の海

岸線は港湾，埋立地が占拠し，周辺においては，海面が
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工場排液によっ て汚染の度を加えるため，水泳場として

の立地は極めてむずかし くなっ て くる乙とが予想され

る。大阪湾，伊勢湾沿岸の海浜にかわって，の乙された

広大な水面としてのびわ湖の利用価値がいちじるし く高

まっ ていくものと考えられる。乙の意味からもびわ湖の

観光産業の将来性は極めて大きく，開発もスポ ーツ型を

主 とし，行楽型を従とし， 7J くの利用を中心とした施設導

入を積極化すべきであろう。

ついで，びわ湖を巨視的な観点からみてみよう。観光

コ ー スはピストン型と回遊型 ｛ζ 大別されるが，日帰り ｾｉ

を主に考えた行動範囲は電車利用 lζ よる ピス トン型では

約 50km図，観光パス利用による回遊型の場合は約 100km

圏とみるのが妥当であろう。びわ湖は大阪を中心とする

と50km圏から 100km圏にまたがる地域にあって，だいた

いのと ζ ろ日帰り図に属するとみてよい。どうように中

京圏からの距縦をみると，やはりちょうど 50- 100km凶

に位置している。

大阪からはピストン型の日帰り観光圏にはいっている

が，びわ湖周遊というコ ースになると日: 帰りでむずかし

くなる。名古屋からにしてもせいぜい彦綬どまりであ

る。大阪，名古屋いずれからも彦綴一大津閣の地域が利

用図に入るのみで，新しい観光資源を内包する湖北地方

はどうしてもとりの乙されることになる。びわ湖をー周

するドラ イヴウ ェイが整備され，それへのアプロ ーチと

して名神高速道路が利用できると京阪神宮中京からの所

要時間は短縮し，大阪，名古屋からのひF わ湖一周は走行

時間5時間 - 5時間半が可能となり ，日帰り悶にはいって

しまう。乙のようにみるとき，びわ湖周遊の道路網整備

は，びわ湖の観光開発の大きな条件となるであろう。

名古屋周辺の観光資源は総体に誘致力の大きいものが

少なく，愛知県全域をみても，流入より流出が大きいの

が特質である。日帰りの範囲では彦板方面への流出が近

年伸びてきているが， 将来ますます高まってくることが

予想される。大津がびわI舗の西の基地であるのに対し

て，彦根を東の観光基地として整備していく乙とによっ

て，中京方面からの誘致力を高めていくことが，びわ湖

の開発のポイントとなるであろう。

将来 ， 国鉄新幹線 ， 国土縦貫ハイウェイを主 ｾｾｨ として

京浜，中京，阪神，北九州の各大都市圏は，東海，瀬戸

内地域の発展K よって緊密に結びつけられ，わが国を縦

に貫ぬく巨大な帯状都市圏( ベルト地域) が出現し，ま

た，それと同時に地方的副次的な都市圏とベ J レトが国土

をおおう乙とになろう。近畿においては淀川沿岸， びわ

湖東辺の帯状地域IC都市化，工業化が進むものと考えら

れる。北陸においては福井一金沢一宮山間が地方開発の

要点としてクローズアップされよう。そして北陵と東海

道は，北陸線複線化，国道 8 号線の整備によっ て緊密に

結ばれ，とくに京阪神との連絡は湖西パイパスの整備でー



その距離を短縮しよう。乙のようにみるとき，びわ湖は

東海道のベ J レト ・サイドのレクリェ ーション地域と な

り，さらに北陸との交差点に位置して，三辺を交通幹線

!こか乙まれる乙とに なる。ベル ト後背の広域緑地として

日帰り客を主とした大E のレクリェーション需要を収容

し，加えて有利 な交通立地により圏内各地からの立寄り

客の増加をみる乙とになろう。

3. 観 光 需 要 の 伸 び

計画にあたっ て利用者のE を算定する 乙とが，開発の

規桜を決定するためK 重要である。とくに将来観光人 口

が激増しようとしており，その意味からも需要構造の変

化(C対する把握が必要である。われわれは計画のチェッ

タ年次を 10年後の 1970年におき，その年次の需要推定を

行な った。従来とられてきた推定の方法は，利用客の年

次別変化から伸び率を決定し. 所要年次の量を算定する

やり かた( 統計的推定) である。しかし，乙の方法は過

去の需要構造が変化せず持続的 l乙膨張していくという考

えかたが前提となるところに弱点がある。

前節にのべたどとく，将来の観光は大きく変ろうとし

ている。生活構造の変化に対応して観光については，観

光回数，観光型式などの変化となっ てあらわれて くるも

のであり，需要変動要因をたんに伸び率の概念κ 抽象す

る方法とは巡った別の面からの推定ー すなわち生活条

件，空間条件からの構造的把握( 構造的推定) が必要明

ある。

乙乙ではこの方法による推定を試みるが，将来の需要

が必ずその通りになるというものでな く，あくまで計画

のひとつの目安である乙とを留意しておきたい。そして

計画の各段階において，新しL、需要要因をもとに推定を

修正し，計画を合理的に実現するようにしなければなら

し、。

まず統計的推計によって需要の伸びをみよう。滋賀県

では昭和 ＳＱ 年 ｾ ＳＳ 年の観光流入品を次のように推定し て

L、る。 (表-2)

表-2 年 次 jjrj ぴ わ朔観光; ! i ] ;

年 次 総 儒 要 岳 干 人| 対 前 年 比

昭 和 31 年 6，700 

32 年 7，200 l. 10 

33 年 8，ω o  l. 12  

昭和32，33年は対前年比にしておおよそ 109ぢ前後の増

加率である。乙の伸びが将来においても一定であると仮

定 して ， Ｘ ｾＱ Ｐ ＹＶ の範囲で，昭和 ＴＵ 年の需要を推定する

と， max2 ， 690万人，mi n2 ，160万人の値と なる。

構造的推定をいかなる形で行なうか，まず需要成長の

要因として次の乙とが考えられねばなるまい。

i )  経済の成長 l乙十ドって国民生活の消費水準がどのよ

うに変っていくか。

ii )  地妓閣の人口流動によって人 口配置が都市生活圏

をどう変え，それが観光誘致図にどのよう な影響を

与えるか。

i) は 1 人あたりの観光回数の上昇という形となっ てあ

らわれ，ii ) についてみると全国の地域別の主要人口集中

恩の変化，交通 J レートの発達が必然的! 乙びわ湖への流入

人口の居住地分布の形態を変える。したがって推定には

乙の要因がおり乙まれたものに なって くる。

算出はまずびわ湖を中心に全国を 4 ブロックにわけ，

乙の地域別に人口の自然、増と，とくに地域間流動から都

市圏の配置がどう なるかを考慮し， 1970年の総人口を求

める。そして各地域別に居住者の年間観光回数をきめ，

びわ湖への誘致率を仮定して総人口に観光回数と誘致率

をかける乙とによって需要誌が求まる。乙乙 lζ 誘致率と

はある地域の年間延観光者数 ( C対するびわ湖観光者数の

比であり，各地域からどれくらいの割合でびわ湖へくる

かを示す値である。観光回数に誘致力をかけたものをび

わ湖利用率と呼ぶとすれば，観光需要: G l は各地域別の総

人口 × びわ湖利用率とも考一えらる。

乙のようにして，1970年のびわ湖の観光需要量を求め

ると ! o! al約 2 ，000万人となる( 表-3) 。統計的推定から

表-3

近 畿 滋 賀 854 5.4 0. 20 922 4. 6 

京 都 2，015 8. 5 0. 08 1，370  6. 9 

大 阪 6，560 9. 0 0.09 5，313 26. 7  

兵日l 4，170 7. 7 0.06 1，918 9. 6 

奈 良 799 6.2  005 248 l. 2  

和歌山 1，031 6. 1 0.04 247 l. 2  

中 部 中 京 8，440 7.4  0.10 6，246 3l. 5  

北 陸 754 5.6  0. 06 256 l. 3  

その他 10，4∞ 5. 8 O. ∞5  301  l. 5  

大吋九:l t::: 121::;9112|;;

その{也 中 国 7，390 5.8  0. 0ω 340 l. 7  

四 国 4. 430 5. 4 。∞7 l 臼 0. 8 

九 州 9. 680 5. 6 。∞4 213  l. 1  

関 東 10. 200 5. 8 0. 006 357  l. 8  

9. 940 5. 3 0. 002 99 0. 5 

北海道 5，670 6. 1 0. 001 34 0. 2 

|… 1  - 1  - 1  19細 1

1
∞o

( 注) 中京は愛知，岐阜，三mの三県，北陸は福井のみ，京浜は束

五( . 神奈川，北九州は福岡と する。

65 



は約 2. 100万 - 2 ，700 万人と なるが， ζ ζ で採用する値

としては安全側にみた 2 .000 万人をと る。 近滋，中部，

京浜お よび北九州，その他の比は5096. 34%.  1096.  6  

%くらいと 払っている。 近議圏全体からの誘致がちょう

ど半分と なり， 京阪神，中京圏からの流入は 75 96 とな

る。大ざっぱにみて近畿，中京，北陸を回帰り圏とみな

せば約83% がそれにある。

つぎに 10年後における総需要誌がびわ湖の地域別! C.

また観光のタ イプ別にどのよう な需要分布を示すかを推

定する。推定の方法は，総需要 2. 000 万人を各地域別の

現在の流入比率，観光のタイプ別利用比率を 10 年 後 の

変動を考慮して比率を修正し，総需要量にかけて算出す

る。

乙乙で，びわ湖の地域内の需要量は，同一人が 2 ケ所

以上回遊する乙とを考えれば，流入した観光客数より多

くなるはずである。したがって総話要E から地域別の需

要量を配分する場合，流入した観光客が何ケ所ぐらいの

観光地を回るかを考えなければならない。乙乙 f(Jレー ト

観光すなわち地域内の観光流動を示す指標として 「流動

係数J を次のように定義する。

_ 1: 目的地点観光主

流動係数 一一

Z 流入地点観光臣

乙のよう な点を考慮して， 延 観 光 数 を 求 め る と 約

空.600 万人くらいとみられる。地域別には今後湖東，湖

表-4 :y イ プ 別 砥 観 光 術袈l . iJ

タイプE'J I ｾイプ製ｼ流 入 組殺 ｼ 宿 泊比事ｼ流動率 ｼ 剛警交 ｼ 同比率

行 楽 1 65 1  1. 300 1  Ｖｾ＠ 8%1 1. 4  1  1. 820  1 俗 5

水 泳 1 ｾ ｏ＠ 1  600 1  ＱＵｾ Ｒ Ｐ＠ 1  1. 2  1  720 27.0 

登 山 1 3  1  60 1  Ｑ ＵｾＲＰ＠ 1  1. 2  1  72 1  

2  1  40 1  Ｑ ＵｾＲＰ＠ 1  1. 2  I  48 1  1. 8  
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表-5 地 域 別 タ イ プ 別 観 光 術 要 沼 ( 単 位 : 万人)

地 域 別 |慰安行指|水 泳 | 笠 山 | スキー | 計

比 叡 山 310 I  310 I  11. 7  

瀬田石山| 8. 2 

湖 商 1 324 I  9. 6 1 叫 6 I  16.6 

籾 36  I  7.2 1  19.2 1 四 4 5. 8 

湖 東 | 3ω |  
72 1  46.8 1  19. 2 1  502 I  18.9 

安 土 八 幡 | 271 I  10.2 

N  iT. 州 2.7  

水面ル ー ト 3.3  

計 I 1. 820 1  48 1  2.660 1  100. 0 
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北， 八幡地区の需要が絶対量において増加し， 大津，瀬

田石山が相対比率の上では利用が低下するとみた。この

よう な方法で地域別タ イプ別 lζ 需要誌を求めた ものが表

-4. 表-5である。

以上のよう な推定をもとにピーク時 1 日の観光客数を

求め，その数をもとに，交通機関別流入量から，道路

網，駐車施設などの容量をきめ，さらに宿泊施設をはじ

めとする各種施設の適正規模を算出した。

4.  計画の方向と原則

以上のような需要の想定のもとに各地区の計画を進め

たが，それ らの計画をたてるについて力点をどこにお

き，原則をどのように設定したかについてのべてみた

し、。

将来のびわ湖の観光地としての基本的な性格は，京阪

神一中京聞のベルトサイドの広域レクリェ ーション緑地

であると規定した。乙んにちまて‘ のびわ湖観光は風光め

い美な景観や史郎を看板とし，乙れらをみせる乙とを観

光のテ ーマとしてきた。しかし 乙れからはマス ・レクリ

ェー ショの時代であり，観光の形式も 景観を貸し，ネ上寺

を詣でるといったものからくする> 観光へ変りつつあ

る。びわ湖の観光立地は人口集中地域への近接性，緑地

性，水面利用性というレクリ ェー シ ョの場と しての性向

に富み，観光の発展 l乙即応していく可能性を充分にもっ

ている。びわ湖を広大な遊び場とし. 7 ] ( に親しみ，湖畔

に くつろぐことに開発の目擦をおき，水泳，登山，スキ

ーなどのスポ ーツレクリ ェーショを積極的におし進めよ

うとするものである。ある観光地が伸びるか否かは，社

会の動きの中における諸条件で決定される乙とで，その

制約をはずれて しまった計画は夢想に終るにすぎない

し，過去からのたんなる持続政策は観光地を衰退せしめ

る。びわ湖が変革期 lζ のぞんでい る乙とをよく認識し，

新しい観光立地性向をみきわめた計画立案でなければな

らなし、。われわれは乙のような観方にたって計画の力点

を次のようなと乙ろにおいた。

( 1  )  観光基地の設定と観光 J レー ト網の形成

大津 ・彦根に観光総合墓地を設け，観光流入の拠点と

し 観光資源をグルーピングしてそれぞれの地区別にセ

ンタ ーを設け，集団施設を導入する。そして乙れらの基

地とセンタ ーを結ぶ J レー ト網の形成をはかり，びわ湖周

遊道路をその幹線とする乙とによって流動のー居の促進

をはかる。

(2)  新しい資源の開発と新しい施設の導入

湖西，湖北. l &江州の自 然資源の開発をすすめる。湖

東とくに彦根を中心に観光施設の導入を積極化する。施

設では乙んにち不足している遊び施設，宿泊施設に重点

をおく 。
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( 3)  新しい観光のタイプの発見

ぴわ湖を広域レク リェーションの場として，積極的に

くする> 観光の新しい裂を考え，新しいアイデアを生か

した遊びゃ，そのための施設を設ける。

びわ湖周辺には，歴史性，民俗性に宮んだ自然人文資

源が多いが，乙れ らは 7 ス観光の J レー トか らはずれがち

になる。探索型の特殊な観光客に対する観光モチ ーフの

豊庫としてスペシャル ・ツー リズム網を確立する。

観光の大衆化に呼応して経済的なる観光を容易とする

ため，ソ ーシヤ J レ・ツーリ ズム網の一環としてユー スホ

ステル，国民宿舎，老人ホステルなどの設置をはかる。

またとれらの規模の大きいものとして休暇村，大衆別荘

村の開発を行なう。

リツトウ

栗東，守山，八日市を中心に内陸工業地帯の整備が急

速に進みつつあるが，乙れらの近代工業をはじめ醒ケ井

裳鱒場，信楽焼などの民俗産業をぴわ湖観光の対象にと

りあげ，テクニカ J レ・ツー リズム網を整備する。

(4)  緑地の系統的確保と法的規制の徹底

びわ湖国定公園の緑地，大津，彦根などの都市計画区

域の都市公園，風致地区など日 常生活圏の小緑地から観

光対象となる広域緑地までを系統的に確保する。 湖畔の

グリーンベルト網，湖西，とくに湖北の現状の自然景観

はそれを尊重し，自然の保護と開発の進展とがマッチす

るようにする。乱脈な開発を規制するため，緑地の地域

指定を徹底する。

(5)  新しい観光宣伝とサ ービス機関の確立

近江八景が古くなって，新びわ湖八景の宣伝にきりか

えられたが，乙れも荒れる一方で事実 lζ 適さなくなって

いる。踏襲的な観光宣伝を近代観光宣伝にきりかえるべ

きである。そして宣伝啓蒙，観光客の案内サービスの機

関を大津中心に設置し，その確立をはかる。

(6)  他の地方開発計画との関連重視

滋賀県においては，県内経済振興の諸計画がたてられ

ている。また地方計画の立場からびわ湖の水利用計画が

いろいろ立案されている。観光計画についても県内市町

村において種々の計画がある。 乙れ らの諸計画が相互的

に検討調整され，また他の産業振興計画とよく手をたず

さえて述悦して進んでいくようにすべきである。

乙のような原則に基ずいて各地区の計画を進めた。対

象地区は 6 観光地区すなわち湖南，湖西，湖北，湖東，

八幡，; m江州』ζ わけ， 2 基地( 大津，彦狼) および 17の

観光センタ ーの計 19の集団施設地区を設定して，マス観

光J レートを確立させる拠点としての役割lをはたさ せる。

そして観光施設，交通施設などの利用の集約化，高度化

をはかった。

各地区の計画は， 観光開発が地区の生活闘を混乱させ

ないような形をとり， しかも地域の発展 lζ プラスするよ

うなものでなければなるい。その意味で観光開発のフィ

ジカルプランは都市計画と密接に結びついたものでなけ

ればならない。

( 京節大学建築学教室 住田昌二)

67 



E  都 市 発 展 の 中 に お け る 観 光 開 発 計 画

大 津 地 区 観 光 開 発 計 画

く問 題 の 背 景>

舗装のない凹凸の地方道を，砂EEをまきあげて観光パ

スが速なっ て突進する。沿道の人々 ，観光地の地元の大

多数の人々にとって，最近の観光ブームは，挨と騒々し

さをもたらすにすぎない場合が多い。

いまはやりの地方自治体の工場誘致，観光開発政策

は， 形式的には，ある程度の独立を地方自治体に与え，

実質的には，中央集権されている戦後の国の財政のうん

だ悲喜劇があるといわれているが，地元住民の立場が往

々にして無視される結果となる。すなわち ，上記の一例

のどとし関連施設の不十分さによるもののみならず，

地価の値上り，教育環境，自然環境の悪化，観光資源の

商業化による質的変化等々によって，地元民への圧迫が

行なわれる場合がある。

現在の観光開発とは，資本が当観光資源を商業ベース

にのせる乙とによって，手I j 潤をあげんとする乙とであ

り，主として，大都会を中心とする大量の観光人口を当

該地域lζ 誘致することで，その目的を達しようとする。

したがって，大資本による開発の場合においても，観光

人口の動員のための交通手段の改良，遊戯，宿泊，商業

施設の設置に力が注がれるが，当該地域の健全な発展，

地元民の福祉対策等々は，政治的取引の対象とされるに

す ぎない場合が多い。しかし， 木来，観光開発とは，そ

の地域の観光資源、の保存をはかると同時に，それを広く

公開し，その利用を高めることにより，広く国民の余暇

生活に寄与し，あわせて，地域の発展をはかるものでな

ければならない。すなわち，地域住民の立場と利用者の

立場とが統ーされる乙とにその目的がおかれるべきもの

である。

この問題を具体的に考察するためョびわ湖観光開発計

画の中で，小生の分担した大津地区の開発計画を例 lζ と

り，話を進めたい。

く 大津をどのように考えるか〉

大津は，びわ湖観光の基地であると同時に，滋賀県の

行政，産業，文化の中心であった。しかし，いまや京阪

神地方圏のひろがりの中で，大津は大きく変化する可能

性をはらんでいる。すで1乙国鉄の電化以来，京都，大阪

への通勤者は増加しつつあり，風光明加な地形条件，北

部の22かな住宅用地などは，交地条件の改良により，念、
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速に京阪神の住宅地となる乙とが予想される。また名神

高速道路の開通は，強烈な車IJ 戟を与え，京阪神および東

海地方よりの日帰り観光圏の最重要芯地として， 急速な

観光投資が行なわれるだろう。また乙の道路に刺激され

た，工業地域の東漸により，既存人口を利用しての中小

工業の進出も起りうる。

大津のよさをいかに保存するか，大津市民の環境をい

かに保全し，いかに改良するかという対策が不十分な場

合，上記の傾向は，大津をさらに混乱におとしいれるだ

ろう。 ζ れらの傾向は，どれもが必然性のあるものであ

り，また相互に影響し，ある場合には矛盾するものであ

るゆえに，乙れらをいかに統一するかという乙とが，も

っとも真剣に考えられねばならない。

さて，大津市の面積 ・人口は昭和30年国勢調査時にお

いて，面積 152. 94方粁，人口 107 .498人，人口密度702 .9

人/ 方粁であった。浜大津より石山に至る既成市街地の

人口密度はきわめて高く，国鉄の電化以来，京阪神との

交通条件が改良され，一部K.存在した宅地はぞくぞくと

うめられ，飽和状態に達するのも近い状態である。か

つ，道路条件がきわめて悪いにもかかわらず，向動車の

通過交通品は急激に増大しつつあり， 市内交通の混乱を

まねき，市内の居住環境を悪化せしめている。乙の原因

のひとつに，地方よりの観光パスの増加があげられる

が，乙うした自動車用に，湖辺のドライヴウェイが計画

され. なかば実現 している。湖辺を公共用地として確保

する乙とは，必要であり，従来のどとき無統制な湖辺利

用にくらべれば，乙 のドライヴウェイは数等賢明な解決

策とはいえるが，自動車交通量の飛躍的増大が予恕され

る現在， ドライヴウェイのみをもって湖辺の公共性の確

保ができるかどうか疑問とされる。なおかつ，乙れに至

るアプローチの解決が不十分なる乙とは，混乱を生ずる

恐れが十分にあり，もはや大津中心部は，小手先の改良

では現在の発展のすう勢にはとうていおいつけぬものを

もっているといえるだろう。

しかし，浜大津以北の地区は，地理的条件がきわめて

良好なるにもかかわらず， 未だ市街地化は進行していな

い。すなわち，大津市 自身の経済力が市内従業人口をさ

らに要求する乙とが少なかった乙と，京阪神地方への交

通条件が惑い乙となどが原因しているのであるが，大津

の次期発展段階においては，きわめて重要な地区となる

乙とが予想せられる。
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すなわち，観光施設集中地区 とな るとと， 住宅地化が

進行する乙とである。しかしながら，乙の地区には，三

井寺はじめ多く の文化財を残し，唐崎，柳ケ崎等々の湖

辺， 皇子山およびそれに速なる丘陵などは，自然との接

触点として重要なものである。すなわち，乙の地区は大

津発展のかけがえのない用地であるとともに，びわ湖風

物保存の上からも充分な配慮がなされるべきと乙ろであ

る。

南部の石山，瀬団地区では湖岸沿には，すでに飽和の

状態にあるが，後背地たる丘陵部に十分な用地をもっ。

しかしながら，乙の地区も，石山寺などの観光資源、を有

し，いたずらな開発は許しえない。また，乙の後背地は

:名神高速道路，国道ー号線，東海道線などで市の中心部

と分断される地区であり ，大津の一体性をl i {f保しうる充

分な計画がのぞまれる地区である。また乙の南部には，

従前より ，東洋レーヨン，新日本電気などの工場を有し

ているが，乙うしたものを，いかに計画の中にとり くん

でゆくか，十分に考えるべき地区でもある。

く 計画の原員IJ >

以上のようにみて くる とき，大津については，次のご

ときふたつの大きい問題が存在すると とがわかる。すな

わち， A 大津市周辺部，とくに浜大津北部の地域をいか

に開発するかという問題。 一一 乙の場合，山 および湖辺

の観光資源をいかに保存し，いかに利用するか ? 乙の地

域の開発を旧市街の整備および再開発のためにいかK 役

主てるか ? 等々が問題にされる。

IB 大津市中心部の整備をいかなる形，いかなる順序で

進めるかという問題。 一一 乙の場合，地域住民の立場を

いかκ してまもり，いかにして 改良すかという乙とか

ら，既存工場，業務街，商庖街をいかに扱うかという乙

とが問題にされる。

そのため次のどとき計画の原則j をたてた。

計 画 の 原 則

s  .  大津市の発展を規制し，市街地の混乱が乙れ以上激

化する乙とをふせぎ，周辺部への無統制な膨張をふせ

ぐために，周辺部の計画的開発が，ただちに実施され

ね ば な ら な い 。 < 周 辺 部 の 計 画 と 開 発 >

ｾ Ｎ＠ ζ の場合，住宅地を含む市街地と観光資源が両立

し，それらが相おぎなって，各々をさらに充実させる

よう な計画パタ ーンが作成せられねばならない。

< 市街地と観光資源の両立するパターンの作成>

3 .  市街地の発展は，必然的K 交通量の増大を伴う。と

くに最近の自動車交通の増大ぶりにかんがみ，爆発的

な交通i立の増大K 対処しうるプランが必要とされる。

乙のさい，とくに留意すべきは，観光地としての大津

へ流入する交通と，通過交通，一般市内交通を処理し
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うる交通路線網が必要とされる。< 交通勤線の分離>

4 .  とくに京阪神，東海地 方と の交通量の増大 lζ そな

え，名神高速道路，国道一号線よ りの流入幹線，およ

び市内通過幹線の設置は急を要する。

< 流入および通過幹線の至急設置>

5 .  外部よりの観光交通勤線は，地域居住者の日常生活

1OJ線をよ乙ぎらぬ乙と。く地域日常生活動線の 尊 重 >

6.  とんどの交通量の増加に対しては，自動車交通だけ

にたよらず，むしろ，その弊をふせぐべき，高速鉄道

の整備を必要とする乙と。そして，乙れは既存の都市

間交通網を有機的に結びつける役目をはたすべき乙

と。 < 有機的高速鉄道 網 >

7.  市内交通の飽和，湖岸および周辺部の開発に応じた

市内交通の更なる激化，市街地発展に伴う業務商業施

設の再整備，住民の福祉のための市街地再開発が必要

である。 < 市街地の再開発 >

8. 既存の大工場は，施設の近代化をはかり . テクニカ

ルツ ー リズムの対象とする。新設工場については，上

記の目的にそうもののみ許可するものとし，観光の近

代化，総合化! と一役になわせるもとする。

< テクニカル ・ツーリズム>

9.  乙んどの大量観光需要K ともなう施設と して，近代

的観光施設 ( ショ ー的なも の，教養的なもの，教育的

なもの) を設ける。すなわち水上大小舞台，水族館，

博物館，大植物園等々。< 大量観光施設の設置>

10 . 観光および業務の交通の結節点! と近 く，かつ自然環

墳の十分なと乙ろに，宿泊施設を集中して設ける。

< 宿泊施設の集中 化 >

< 計画 のパ ターン >

以上のどとき原則にもとずさ ，図-1に示すごとき土地

利用計画案を作成した。乙の案は次のごと き方針で組立

て られている。

1  居住者の日常生活は住区集団 (C C) ー ( 2 - 4 近隣

住区で成立〕を単位として成立する もの とし，乙の内部

には，通過および観光幹線道路を設置しないものとす

る。

2 .  C C の公共施設は，幼児用 および教育施設を除い

た他のものは，高速鉄道の駅をも含め C C の中心部に設

けるのを原則とする。

3 .  C C の外周部はグリーンをともなった幹線交通路

で区別されるものとし，乙れには， パークウェ イを付設

するものとす。乙の場合， 山側の南北幹線道路は通過準

幹線および丘陵地よりの見晴し用ドライヴウェイの役割

をはたし，湖辺の幹線道路は，ぴわ湖周辺連絡の通過幹

線および湖辺ドライヴウェイの役割をはたす。

4 .  C C 郡の中央部 l ζ ( 南北通過幹線 と国道 l 号線お
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よび鉄道航路交通の結節点付近に) ビジ ネ スセンタ ー

(  B  C  ) を設ける ( 現在の中心地) 。と くに京都，大津

駅 ， B  C ，浜大津総合駅を連絡する鉄道は将来モノレ-

J レ化する。

5 .  C C 郡南部地区に観光的工場地区を設け，通勤用

としては高速鉄道を利用し，物資輸送，観光用としては

幹線道路を利用する。したがって， 乙の位置は観光施設

郡の連絡幹線に沿うものとする。

6.  観光地区として山側および湖辺にそれぞれ適当な

間隔をもって施設集中地区を設ける。すなわち，幹線の

交叉点付近にその地区をとり， 山側の観光地区，湖仮IJ の

観光地区が一対と なって生かされるように配慮する。乙

うする乙とにより，山と湖を結ぶ， C C 外周部の連絡道

路に付設されたパークウェイが生かされ，各々徒歩連絡

をもって利用されうる。

7  乙れらの観光地区の中央部かっ B C IC接してレジ

+ ーセンター (LC) を設ける。

以上をノ f ターにして図示すれば図 2- 1 ( 日常生活動

線) ，図2- 2  ( レクリェ ーション動線〉のどとくになる

( 名ずけてレク リェ ーション時代の新線状都市構造) 。

すなわち，業務用，産業用動線，日常生活動線が適当に

分離され， しかも各施設，各観光地区はパークウェイを

含むグ リーンベノレト をも っ幹線道路でつながれる。

したがって，観光用交通は C C 内部を通過せずに，も

っとも適当 な組合わせで各施設聞の連絡ができると同時

に， C C の居住者が，山や湖を愛するためにパークウェ

イを利用して散歩する 乙とが可能となる。 とにかく，外

来の観光客も，地域の居住者も任意の組合わせによる各

観光施設の利用が合理的に行なえると乙ろに，計画の重

点がおかれている。

通勤および施設問，C C 聞の連絡には， C C 中央部 l乙駅

をもっ高速鉄道でもって解決されるようにしたが，各施

設の利用度を高め， C C 中心を合理的ならしめるための

考慮も含まれる。

第 1 次 計 画

メインアプロ ーチの解決: 大 津 にと って当 面の急務

は，増大する自動車交通をいかに さば くか ? であり，交

通 量の激化による市内部への慈影響を除去する 乙とであ

る。すなわち，幹線道路の設置が急務とされる。 当面の

問題は，国道 1号線より浜大津にいたるアプローチと 湖

西へのバイパスが確保せ られる乙とである。しかるに現

在の国道 1 号線よ りのメインアプロ ーチは，路面電車と

混用されており ，かつ至ると乙ろで細街路が交叉 してお

り，たとえ拡張を行なったとしても，その交通処理能力

は限られたものになる乙とは明らかである。

< 計 画 の 段 階 的 実 施>

A. 
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レ ク リ エ ー シ ョ ン 動 線図 2-2



場; : ; ，

現 邑

一方乙の道路は京都側より峠を登 って きて， 浜大津似11

lこかなりの勾配で下っ てゆく道路になっている。この点

よりも，浜大津側で高架にして，び わ 湖 を |ι めおろし

ながら ，アプロ ーチできるようにしたほうがいいといえ

る。ただ，路面電車が急速に撤去しえない事情をあわせ

考慮して，乙の道路を図- 31( 示す段階計画で設けること

とした。

湖西通過幹線の設置 : 浜大津まで高架できた道路をさ

らに湖上 l ( 延長し，柳ケ崎 l乙連絡し，浜大津，柳ケ崎間

を観光施設集中施設地区とする。乙の湖上道路は，湖西

ノ《イパスと水上ドライヴウェイの両方を兼ねる。乙れ l乙

」 ー_ j L 二お よっ て内湖ができるが，乙の内湖を最大限 lζ 利用すべ

ーで= ' 1 料 開 く，湖上テレスともいうべき人工島を設ける。乙の人工、て寸一一一--， r一一- - ， n 一

E 幽温1.] _陸

現 在

階

図-3 ;兵大津メ インア プローチ開発段階計画図

_ _ _ . .  ｴ ・ＭｴＮ ｾ ｾＭ .... 

. . - ー・ 1・4・a

図 4-1 湖面バイパス施設配置説明図
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l与の外湖側 l乙は，テレス，花J f l をもっ休息空間とし，そ

の中心施設として，展望タワ ー，レストラン，浴場をも

っ水上 レストハウスを設け，内湖仮IJ は内湖を利用した水

上各種競技および水上ショーのための観覧施設を置き .

また一部lζ ボート センターを設ける。この人工島へのア

プロ ーチは ，湖西パイパス上にパスストップを設けると

ともに浜大津および柳ケ崎よりの専用歩道をド ライヴウ

ェイに沿ってつくる。このパイ，マスは人工島レベ ルより

+  7mの高架とし， 乙の人工島レベルl乙は自動車は入 ら

ぬものとする。高架道路下は各種施設空間，クラブ ギ

ャラリ ーなどとして利用する。( 図4および5)

また現在の湖西道路，浜大津一柳ケ崎聞は，内湖仮IJ に

臨湖研究所，共済組合旅館志賀荘，旅館紅葉館，ボート

レース観覧席があるが，今後もそれら旅館を活用し( 一

部建て変え〕てゆくものとする。また柳ケ崎の湖上バイ

パスとの交叉点付近は，ヨットセンター，ボー トセンタ

ーを設け，湖上運動競技の中心とする。湖西道路の山側

には. びわ湖博物館，研究所，植物園などを設ける。こ

れによって，新旧湖西道路を利用しての循環散歩コース

が完成する。

その他 : 在日米軍より返却された皇子山キャンプ場付

近は宿泊施設群として整備する。また皇子山運動場の盤

備，浜大津南方のすでに埋立てられた地区の公共文化施

設地区としての整備も乙の段階において行なう。

B  第 2 次 計 画

市内高速鉄道の整備 : 現在大津市内外の述絡鉄道とし

て国鉄の他に，京都ー浜大津聞の京阪電鉄京津線，坂本

石山を結ぶ京阪電鉄石坂線，膳所一近江今津を結ぶ江若

欽道があるが，京阪神地方図の拡大による圏内流動人 口

の増大に対し，これらの鉄道はその十分な役割を発揮し

えない。むしろ現状のどとき有線は，自動車へのの負担

を増大せしめ，結局自動車におしまくられた計画とな

り，都市の混乱をまねくことになろう。そのため第 2 段

階として，これらの鉄道網の整備を必ず行な う必要があ

る。京津線は勾配も急であり ，また路面軌道の率も高い
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図 4-2 湖 西 バ イ パ ス 附 近 計 画 図
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図-5 湖 西 バ イ パ ス 附 近 鳥 殴 図

ので， このさ いモノレ ーノレ化し，現路線を廃止し，京都

一大津駅一大津ビジネスセンタ一一浜大津総合釈を結ぶ

もの とする。また石坂線と江若鉄道とは市内部分では一

体化 し( 江若は全線に狭軌であるが，乙の部分の当分の

広軌併用を可能な らしめる) ，市街地北部の都市発展を

前述の線状構造で行なえる ようlこするとともに，湖西へ

の観光需要に応える。モノレーJ レ化によって不要となっ

た高架下の旧京津線路線敷は駐車場として利用する。乙

れ らの装備に より ，浜大津総合駅を完成し，同時に業務

中心の大津釈とを一体化しうる交通系統をつ くる。

その他: 地区中心施設と湖岸一山{1l I ] の連絡幹線の建設

による観光道路網を完成し，新往宅地の環境を保全す

る。また山側ドライヴウ ェイ， レジャ ーセ ンターの整備

も着手する。
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C.  . 第 3 次 計 画

第一次，第二次開発により市街地の幹線道路，鉄道およ

び周辺部の整備がなされる。これが終るころは大津は，

すでに現在とは異質な街! こ発展 している乙とであろう。

いまや旧市街地の再開発が行なわれるべきときだと いえ

よう。乙の場合，と くに，市役所の前に市民広場を，そ

して商底街，レジャ ーセ ンタ 一等lζ も多数の広場を設

け，それが各々特徴をもった買物広場，憩いの広場，交

際の広場として発展するようにつと め，市民相互の交流

のみな らず，市民と観光客の交流の場になり，大津があ

りきたりの観光都市，住宅都市にとどまる乙とな く，日

本の中の大津，世界の大津として，国民全体，あるいは

世界の市民とつながるようのぞむ。 図 6は乙うした広場

についての らく がきである。

( 大阪市立大学家政学部住居学教室 絹谷祐規〉
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大 久 保

開発のあらましを紹介するまえに， レジャーとか，観

光 とかいった乙とについて少々考えてみたい。

1  .  レジャ ーとは

労働も享楽も芸術も儀式も ，すべてが一体となっ てい

た古代社会から，現代のようになにから なにまで，分化

し専門化 している社会に至る間には，その中間的な形態

が無数に発見できるだろうが，私の回舎の場合をひとつ

のサンプルとして引例してお乙う。

太平洋戦争が始ったのは，私の中学 2 年のときであっ

すこ と思う が，都会では想像も つかぬ滑稽な戦時体制化が

進められていった。労働一筋肉労働ーの神霊視が強調さ

れ，京都ー灯国の西国天香氏を招いて山地の開墾や，ｾ ｊ＠

k よっての便所掃除などの日課がつづいた乙とがあっ

た。漁業を主要生業とする 乙の地方一奥熊野ーでは，外

見的には知性よりも肉体的適性が尊重されていたとはい

え，生活の目的は労働そのものにあったというよりはむ

しろ，労働過程の戯画化，生活の ドラ 7 化にあった乙 と

は事実である。そ して南国の倦怠と早熟の情緒が，ニュ

アンスの多様性lζ 対応して豊富なボキャブ ラリーを生ん

できたようである。乙 乙では現象や事実の直接的表現は

下等な， ものわか りの悪さを示すにすぎなかった。簡単

にいえば，皮肉や諮諮によって味つけ された 腕 曲 叙 法

が，日 常会話のボイスであった。小学生の作文にはまま

傑作が含まれていても，中学生とな るとすべて彼等の作

文は不毛化するど とく，都会化の教育は会話のニュ アン

スとボキャ プラリーの多様性をあえな く澗渇させてしま

うのだが。

乙んな中学生のある日 ，彼等の目 的は，中学生共通の

反抗意識に多I}( とも支え られていた とはいえ，天香氏の

主唱し体現する労働の神聖視という課題に対する反対物

を創り だすことであった。すべての労働は生産に結びつ

いて始めて意味があるし，また結びつかぬ行ないを労働

と はいわ な いのであろうが ， 生真面目 な 修ｾ的訓練は 未

分化な労働ー漁をする乙 とーと享楽の分化を前提として
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昌

行なわれるものであって，乙 ζ では労働そのものを傷つ

ける行為に外ならなかった。平たくいえば，労働とは本

来つらいもので，そのつらさを克服するのが修廷である

という見方ー乙れがそもそも ナンセンスだというのであ

る。そんなわけで， 山地の開墾は作付可能にするためで

はな くて， 天香氏や彼lζ したがう教師連の姿を戯画化し

たり ，皮肉ったりするためのある穫のリズムを会話K 与

える 乙とであったし，京都言(t りを会話のイン卜ーネ ーシ

ョンにとりいれ，大真面白な「ヨイトマケ」の叔父さん

K 挑戦し， 11を沢は敵だJ といえば，すかさず，敵の前

に素敵の索を挿入する乙とが彼等の技術でなければなら

なかっ Tこ。

いまにして恩えば，彼の悪童達』ζ イギリス的教義を与

えしならば，彼等の中から幾人のバーナー ドショ ーが育

っていった乙とであろう。悲しいかな都会化の教育は，

乙うしたユニ ークなローカリティ ーを稀釈し佐藤春夫

的素地の上にザラ ついたモ J レタ J レを塗り乙めてしまった

のである。さて労働を神重視する百万言は， 手奇麗に忘れ

さり ，教師のなかの一人の異端者が話した「労働罪悪

論」 が，悪童逮の共感をえたのは，乙んな シチュエーシ

ョンであったからである。

機械化と都会化は無限の加速度にしたがっている とい

う迷信は，もはや信じないわけにゆかぬほどであり ，そ

のための lei sure ではあるのだが，田舎育ちのわれわれに

とって， 子供時代の未分化な時間は無限の郷愁を感ずじ

させるわけである。

と乙 ろで，魚釣り とか狩りとか太古では主要産業であ

ったものを，暇にあかしてやる分!ζ は，いまのわれわれ

にとって，乙れほど楽しいものはないであろうし，スポ

ーツや絵画な ど，それ自体生産的ではないものでも，プ

ロとなればしんどい話ではある。

「ある行為を楽しむためにのみある時間」を le isure と

い うのであろうが， Vebl en ( Thorstei  n) のような文面 白

な社会主義の研究家は，もっ と別な見方をしていたよ う

である。 つまり「時間と労力の非生産的ないしは街示的

な消費 (conspi cuous  consumpt  i  ｯｮ Ｉ もしくは浪 ｾｾ ｊ を ｬ･ｩｳｵｲ･



を意味する乙とになるようだ。彼の「有閑階級の理論」

(The Theory  01  Leisur e  C loss) によれば， r有閑階級」と

いうのは生産的労働から免除されて，もっぱら政治，軍

事，宗教，スポーツ，学問などに徒事する階級の調で，

いわゆる「街示的消白」一美術，建築，庭園，衣裳，愛

玩動物， スポーツ， lI i' FJI ，飲食，社交，古典な どの金銭

的基準にもとず く「高い趣味」の瓶事主と享楽が，有関階

級の生活の表徴となる。

先に「ある行為を楽しむ」といった楽しむ乙との合意

は別な表現をとると， r人聞の質的向上に寄与する」 と

いう乙とにもいいかえられるだろう。 Muml ord f乙よれば

「資本主義と共産主義の津のような迷信の多くが廃棄さ

れて， good life が，工業における原動力として good;

li le にとってかわる」ーなかなか酒落た表現だが一方向

では lei 剖聞 がますます増大の傾向をたどるであろうし，

そうしたオ ープンな世界では，歴史の進展は， r人間の

発展 という概念で捉えられねばならないし，そのための

実用主義と利益主義の新しい規準が生れねばならない」

という乙とになる。したがって leisure は人間的発展にっ

かえる時間という定義を与えられる乙とが望ましい。 な

るほど未来の社会における考え- post -histori c monの考え

ーは，大地主，商人，不動産業者，金融業者などによる

土地の貿占めや投機のために，移民や貧肢はなかなか土

地を手lζ いれる乙とができ なかったような，当時のアメ

リカ東部の社会を背景として育った Vebl en の考えかたは

迷うのも道理であろう。以上のよう な社会に住む現在の

われわれの考えかたも leisure を否定的K みかねないのも

道理というものであ る。

Muml ord は「人閣が芸術と遊戯，儀式と宗教，哲学と

科学に，簡単にいって存在の中心的ドラマに与える乙と

ができた時間と注意の抵は，人聞がその前の経済的過程

に捧げるべく強制されたもののどくわずかな部分にす手ぎ

なかった」乙とを憤 り，いまや新しい価値転換の JUl 到来

せりと楽観する。 rもはや労働lによる生活の支配はなく

やがて自動的機械の領域外にある労働が，昔の職人が行

使していた自 由を，機械的機能の中にとりもどす乙とが

できるようになるだろう」。つまり「生活それ自体の質

を高めるためには，向{ 言と満足をもって，いままで主役

をな してきた機械的能移を，乙んどはよろ乙んで犠牲に

するであろう」と予見している。

われわれも未来を信ずるとして，かくかくしかじかで

莫大なエネルギーを支配できるようになれば，労働時聞

は限 りなく短くなりーだからといって 1 日の時間は天変

のない限り変りょうがないから一残りの時間がますます

増えてゆき ，もはやあまりの時間，つまり余暇などでは

な くて，その時聞が時間の主役に なるζ とになる。そ乙

で先述のように品的にも ，そして「人聞の発展に寄与す

る」という質的な窓味でも， 何とか乙の時聞に対する適

当なボキャプラリ ーを与えねばなるまい。余暇などとい

う訳語は空虚であり ，だから乙そ誤解をまねくというも

のである。そ乙で leisure 理論の展開は，まず，乙の新

語創造から始める乙とが望ましいという乙とになる。

元来 lei sur e という諮は，ギリシャ認で「人間性を解放

する」 ζ とであるらしい。 leis- はラテン認の l ic ( 許す)

の変形で， - ure はたんに納象名詞をつくる頃合の接尾砕

であるから，かんぐれば， r祈lが人間 lζ 対して，人間木

来の諸行為を許す」乙とを意味するのかもしれない。な

にはともあれ，対応する日本語を用: なする乙とからかか

らねばな らない。

と乙ろで，日本の現状はといえば，池閉さんの所得倍

増ムードと，商業マスコミ lζ よっ てで っちあげられたー

穫の作意されたレジャームードによって，外形的lこは余

暇活動として受けとれる諸活動によって. くたくたにな

って，あるいはくた くたにさ れているといったあんぱい

である。生活の実質的要求にささえられるのではなく

て，ガ J レフe レイス流にいえば，広告7 スコミ lζ のせられ

た民衆の見栄と欲望が作りだした消費以気- Vebl en 流lζ

いえば街示的消投ーの毒気 lζ 白からあてられている乙と

になる。

lei sure の利用方法も各人各様でありたいものだが，休

日どろ寝のテレビでよく みる光景は，潮のどと く特定の

場所になだれ乙み，くりこんで くる群衆のひしめく様で

ある。ど苦労さまといいたいような乙の光景は，まさに

一種の驚きであるが，家でごろ寝の組が実は最高数にの

ぼる乙とを生活白書は告げている。 目吉正と鼻糞というと

乙ろか。パチンコ台が全国で 100 万台，その年閥水上げ

高が Ｒ ， ＰＰＰ 億円にもなるという話は，目糞 ￧ｾ 焚のもうひ

とつの側面という乙とになるらしい。パチンコはまだし

も結構な乙とだが， r小人関屑」のたとえのどとく，

leisur e をとおしてますます自己疎外に陥る乙とは木末願

到というべきか。労働を 「自己発現の否定的形態J ( <  

J レクス) というなら， leisure 乙そ「自己発現の l時」とい

わねばな るまい。

2.  観 光とリ ゾー卜

そんなときのために，実はそんなときをまてない商業

主義の性急さのために，日本のレジャー産業は，生活の

実質的要求とは無関係に，急速の付1展を示している。

互の乙と ゆえ， しきり とモーターボートの喧伝がとど

ろいている。アメ リカでは自動車 7 台に 1 台のわりで売

れており， 1959年の売り上げが24億7，500万ドル ( 9 ，000

億円) ， 10年後の 1969年K は 5 倍の 120 億ドル lζ ふくれ

あがるみこみだとか。

観光開発もなかなか盛んとみえて，国際観光を主とす

べきか，国民相手の観光かという論議を耳にする乙とが

77 
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ある。将来外国からのoccess も現在と は比較にならぬほど

容易になることだから，やりようによっては国際観光も

ドル儲さのよい手段になる( ( 外国客消費額/ 輸出額 X 100

= 2 .696 (33年) ) であろうが，ー方国民の recreot i on syst em 

も大巾(C 変革されるであろうから，乙っちの方をもっと

大切にしたい気がしないでもない。いずれにしても観光

開発によって，その土地の個性を喪失する乙とは厳 ( C戒

めねばなるまい。地方都市l C 必ずといってよいほど閉じ

よう な銀座があったり ，都会と変らぬデザインが巾を き

かせたりで. rもはや地方文化というものはない」とか

「標準化現象」とか. r都会化の嵐」とかいわれている

ように. 乙れには必然的で，抗 し難い力を見てとるので

はあるが，先述したように 「機械化と都会化は無限の加

速度にしたがっている 」というのは，あ くまでも機械を

彼等の神とした者達によ って押つけられた迷信であっ

て，乙んなときに乙そ，乙の力 lζ 対して結束して低抗し

なければなら ないのではないか。乙¢抵抗力乙そp ; の文

化をささえ るものとなるのだと信じたい。

したがって観光開発とは，自然が木来持っていた個性

を，人工によってさらにその魅力を発現する乙とにほか

ならない。 r木来 自然によって作り ださ れ，人fikJ の歴史

的努力の大部分によって倍加された有機的多核性とは対

際的l C . 環境全体は，人間的単位を構成する一定の大衆

の一定の機能を助けるために，コンクリートの高速度道

路のように均一的で変化のないものとなって くる。乙ん

にちにおいてすらも，速度が早いほど，その巡! J l iJ I乙機械

的にともなう若者境は均一的となり，また目的地について

も変化のないものである J ( Mumf ord) 環境が monotone-

ous である乙とは， ひとつの個性であるが，人工K よっ

て monot oneous になる乙とは厳 ( C避けねばならない。

なるほど，その気になり さえすれば. tliJ lや海11-'を埋め

たて， ついには丸い地球全体がー水平線にまで平たくさ

れてしま し、かねないのである。ときには Paul o Sol eri の
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Mesa  Ci t y ( Forum;  March， 1961 ) のごとく ，巨大なレリ

ーフや壁画のある人工の Gr and Canyon をひと つやふた

つ作る乙とも確かに面白く て， 景気のよい乙とかもしれ

ないが，それにしても人工の優位に関する仁l己主張にと

どまるならば， しょ せんイカルガスの失墜はまぬがれぬ

であろう。要するにある自然的環境を開発する場合，人

工によって自然を傷つける乙とをおそれで，その人工を

最少限度に止めることも ，保守的な開発として肯定する

乙とができる一方，その環境内 における人工の総担の多

寡 lζ 関係な く，結 果 と し て人工と 自然との対比におい

て，自然のもつ個性をより強烈に主張しうるような開発

をも肯定しなければなるまい。開発の目的 (C よって開発

の方式が異なるのが当然である。

と乙ろが観光地と Res。け との基木的な相違は，前者が

あ くまでも客観化された環境であり，後者は主客融合を

前提と する環境である。つまり象徴的にいってみるため

にのみある環境と，生活する環境の迷いがそ乙にある。

たとえば観光地にある環境は勝手にしゃべりま くり，人

々も得手勝手 lζ しゃべ っている。だから そこには人と自

然との対立があるだけで，対等の会話が な い。 他方

Resor t では人と自然の対話が条件とな る。したが ってそ

れ らの開発方式には自ら大きな差異がな くてはならな

大ダムの建設はその人工の総置が大きければ大きいほ

ど自然の偉大さを結果として強調する乙とになり，大ダ

ムはそのまま観光の対象と なり うる乙とになる。つまり

そ乙での開発は自然との対立の方向をとりうる。 しかし

Resoけにおいては，すべての人工は自然κ 吸収さ れる方

向をと らざるをえなし、。田畑がJ2民との生命のつながり

をもっているよう lζ Resoけ の自然はある腐の人工によ

って人間とのつながりがも てるようになされねばならな

い。したがって，その開発の手段は Landscape desi gn (ζ  

圧縮される乙とになる。人間の優位があ ってはならない
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し，自然の優位があってもな らない。

立 地 の 概 要

K 地区開発の目的を簡単に述べると. Resort pl ace とし

て開発する乙とである。たとえば軽井沢がIYJ 東における

避暑地としてあるどとく K 地区をいかlとすれば，より

近代的な魅力を備えた Resort となしうるかということ

が，乙の開発の主要テーマとなっている。

との開発はもちろん commer c iol な ba悼の上で行なわれ

るので，開発の諸方法は経済的な bal anc e にかけられて

採用されてゆく乙とを付言してお乙う。

まず K 地区の立地 lζ ついて略述してお乙う。関西から

のア プロ ーチは中央線松本駅から大糸線に乗換え信濃

0 - 駅からはいる乙 とになる から ，大阪から の所要時間

は 81時間ほ どと なる。新宿からのアクセスともつはもっ

と短時間ですむ。 0 - 市から自動車で 10分ほどすれば，

目的地であ る K 地区に到着す る。

K- 地区はちょうど中部山岳国立公園への base c amp と

いったと乙ろで，日本三大霊絡のひとつである H- 岳

にi J j j ¥をもっ K- 川をはさむ約 200haの地域で，標高は 800

- 950mである。南端は K- 川が T- 川lζ 合流するところで

終り，東西は K- 川 両岸の 山で限 られた 山すそおよび山

麓の小丘である。河原といったと乙ろは，高低差 1 - 2 m

の K- }I¥ Ir . 沿った帯状のテラスになっており，赤松，黒

松，唐松. 7 . 1 < 槍，コナラ，棒，それK 白樺がところど乙

ろに散見するといったぐあいの，そして荒川放の花岡岩

の石乙ろが，と乙ろど乙ろに露出した表土の浅い河原

が，大部分といったと乙ろである。南方 lζ 1，623mの

Kuwa 峯 の山脈をへだてて， 逃 か に 2 ，763mの燕獄，

3 ，179mの 給 獄 ， 穂 高 の 速山をのぞみ，東 lζ 2 ，820mの

H- 岳， 北 lζ 2 ，889 の鹿島絵を遠望する乙とができる。

第 1図 (r . 示す ドットをうったのが K- 地区である。図

でわかるように，乙の地区は 890mの0 - 台地と K- 川に沿

ホ テ J レ

う850 のテラスと 972 を山頂とする N- 丘の三つからな

っている。

先述したように中部山岳国立公園への base c amp とし

ての立地と展望のよさは，乙の地区の利点ではあるが，

resort としての方位は一部西が閉されている関係上やや

不利となる。さて. Resort  pl aceをまったく新規 Ir . 開発す

る乙とは，立地の優秀さにもかかわらず，まったく難し

い乙とだと恩われる。軽井沢の ζ とく ，東京からのアプ

ローチが容易であり，長年にわたる名声は動かし難いも

のとなっていると乙ろとは比較にならぬ handi cop をかか

えて出発せねばな らない。したがって，その hondi cap を

節 1図 地 形
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乙え ξ ためには総合的な計画の妙味を， ζ の地区lζ 与え

ねばならない乙とになり，それが乙の開発の 大げさに

いえば生き死にの一決め手となるであろう。

軽井沢は 1910 年頃から国際的な避暑地として開発さ

れ，夏季の冷涼，雄大な景観，清潔な環境などから内外

名士の別荘が集中しており Resort として歴史的な名声

を保持している。しかし昨今都会化の嵐が乙の地域にも

吹き荒れて，旧軽井沢の環境は漸H寺破壊されていくよう

である。そしてその地域も沓掛から追分へと膨張し，古

くから乙の地を愛好して きた諸氏を歎かせてい る。した

がって，歴史的な nome value や東京からのア プローチの

容易さ等々多 くの hondi c叩 はあ るものの，処女地として

の魅力があろうというものであ る。 K- 地区の利点をあ

げれば，軽井沢lζ 比して，①戸外利用 l乙適する j切聞が長

い。①晴天の日が多 L、。①暴風がほとんどない。@温度

が極めて低い。①スケートのほかにスキーができる。①

長勝の背後地lζ 恵まれており， 11] 部山岳に近 く観光登山
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の基地となる。⑦世界第 2 位を誇 るKL- domへの観光J レ

ートとなる。

A) 気 候 要 素

a)  天気 ( weot her )

i)  快11白日数( 日平均雲: @が0 . 25未満の日数〉快晴日

数は軽井沢年間36 日， K- 地区は54 日，とくに立季7，8月

は犠井沢各 1 IJ であるに比し ト地区は 4 日， 3  IJ であり

好天の口が多い。( 大阪の年間快晴日数47 日) (第 2図)

ii )  公天 n数( 日平均安置が0 . 75以上の U数)

軽井沢が年I i 日 179 口， K- 地区は 103 日であり，と くに

7， 8 月は軽井沢が 23 日であ るに比し， K 地区は各 8 日

であって，曇天日数が極めて少ない。 (大阪年間曇問日

数 137 日) (第 3図)

i  i  i)  暴風口数 ( 10分間の風速が 10m/ sec 以上の日数)

軽井沢が年間40 日， K- 地区はわずか 1 日で，極めて少

ない。 ζ れは K- 地区のもっ とも大きな特色のひとつで

あろう。( 大阪の年間暴風雨数40 日) (第 4図〉

以上の ごとく，天気に関する要素はいずれも K- 地 区

が勝ってい る。

b)  気温 ( te mperotur e)

軽井沢は 7，8 月の平均気祖が20

0

C _20 .3

0

C で，口最

高気温の月平均が 26

0

C 以下であり，避暑地としては絶

好な気温を示している。しか し冬季は 12 月 から 3 月ま

で，月平均気Iffi" が OOC 以下となり，暖房を必要とする

から冬季の居住条件は悪 くなる。最近隣寒と降雪白の少

ない気候特性を生か して，スケートセンターを造って.

青少年を誘致していることは賢明な策といえ るだろう。

乙れlこ比して K- 地 |又は夏季 7 ， 8 月の平均気温が

23 .1

0

C ， 2 4て であって. 軽井沢より3

0

C 高 く，日最高

気温の平均は 7 ， 8 月とも 26

0

C を乙え るので， やや暑

く，避暑地としての条件は軽井沢に劣 るが，冬季の平均

気視は 1 月のみ OOC 以下( ー 1 . 8

0

C) で，軽井沢より l援

か し 初春，腕春の戸外利用期間が約 l ケ凡半長 く，年

閥利用の点からはるかに有利であ る。( 大阪に比し年平

均気温で 4 . 1

0

C ，7， 8 月間では 3. 6

0

C ，3 .7

0

C それぞれ

低い) (第 5，6， 7図)

c)  降水量 ( T he recor d  of  pr eci pi t oti on)  

年間降水位 2 ，OOOmm以上の地区を多降水量. l 1 ! ! . 域，

l ，5 0 0 mm以下の地域を小降水量地域とされているが，軽

井沢は し3 6 4 mmで小降水量地域 k- 地区は l ，589mmで小

降水位地域の範簡をわずかにオーバーするが，全国的に

みて，降水晶は少ないほうである。とくに 6 月の悔雨が

少ない ( 7 7 mm，軽井沢19 1mm) 乙とが特徴であ る。

冬季の積雪はK一地区が多く，根雪j羽聞は軽井沢が 1月

中旬から 2 月下旬まででdうるに比し， K- 地区は 12月下旬

から 3 月初旬( 最高平均46cm) までである。( 大阪年間

l ，27 4 mm)  ( 第 8図)
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d)  湿度 ( humi di t y)

il 蚤j j : 沢は夏季冷涼であるが，湿度の高い点が難点とさ

れており ，年間平均は829ぢである。乙れに比 しK-地区は

il'.lii J平均6496であって，とくに; u 季の経).1' 沢より 20% 以

上湿度が低く ， したがって気温は軽 ) 1沢に比 し3

0

C くら

い高くとも，実感祖度 ( eff ec tive t emperat ure) はさ して

変らない乙とになる。湿度の低い乙とも乙の地区のもっ

とも大きな特色のひとつである。( 全国測候所の相対湿

度観測値のうち，最低は富士山頂，前橋 ，神戸の各699ぢ

であるので， K一地区の相対湿度 64 96は全国でもまれに

みる湿度という乙とができる。 なお大阪は年平均7396)

( 第 9図)

8) 気 候 因 子

a)  緯度 ( lati tude)  

K- 地区は 46
0

32' ，il 霊井沢は 36
0

20' で K- 地区のほうが

わずかに北によっている。 なお両地区間の直距離は約77

kmである。( 大阪34
0

42')

b)  海陸分布

K-地区，軽井沢ととも K 中部内陸に所在する。

c)  地形標高，環境

(第 1 図) に示すドットを打った地区で， K- } II が南流し

て T- 川に合流す る直前 K一川左岸の東南に綬傾斜した

テラス( 標高 850 内外) と N- 丘陵 ( 標高 975 ) の東お

よび南傾面，および合流地点北例の 0 - 台地 ( 桜高890)

からなる閑静な小別天地をなしている。

軽井沢は，浅間山の東南館 5km四方の高原であって，

四周は浅間山の他は比較的低い上信国墳の述山K よって

図まれ，校高は 950m- 1  .050m，その環境は浅山と落葉

松林によって特徴ずけ られている。( 第 1表) (第10図)

C) 地区へのアクセス

国主止を利用する場合( 第 2 表略)

自動車による場合，軽井沢は東京か ら舗装された国道

148 .7k， 4 1時間あまりで到達できるが K- 地区は軽井沢

から最短路をとっても 97k ， 21時間] 30 分( 長野市経由

132k，松本市経由 109k) を要する。したがって将来は上

回~ο 市閣の shor t cut ，松本- 0市，長野- 0 市悶の路

線改良と舗装が変ー望される。もっと先の乙とをいえば 0

市近傍に hel i -port をもっ乙とがアク セスを容易K する点

で，望ましい乙とであろう。利用交通機関が将来大 巾に

変革される ζ とを予怨すれば，現在のアクセス上の不利

はさして気にかけぬでもよいであろう。

。) 付近の観光地と近傍の観光開発

K- 地区を基地とした場合の付近の観光地は，黒部峡

谷と |比界第 2 位を誇る KL- dam， 立山，上高地， 内馬八

万尾椴，鹿島給， ｾＫ Ｊ 岳，蓮華岳な どの 山 岳およびそれ

らに点在する温泉地，長野市善光寺 ，松本市松本城，浅
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第 9 図 相 対 湿 度

間温泉，美ケ原，木崎湖等々であろう。ｾ到十沢を中心と

した場合鬼押出，浅間山，布11律牧場，妙義山などを数え

る乙とができょう。 base camp としての窓義は K- 地区が

巡かに勝っているといえる。また，近傍の観光開発が計

爾されており， N 丘陵の南西麓の温泉街および O台地慾

の economi st 村などがある。

4. ランドスケープ・デザイン

はじめにも n己したどとく， 開発とは人工を意味するわ

けだが，乙の人工が人工の主張 lζ 終ったのではぶちこわ

しであり，人工が自然に吸収され，自然のもつ個性を強

調するものでなければならない乙とはいうまでもない。

と乙ろが Resort 開発という乙とに なると，前述のどとく

大きな damが峡谷の深さと自然の雄大さを強調する乙と

によって，観光資源となるのとは対際的 tc ，そこにかけ

られた人工の総和が，大きければ大きいほど，自然を疎

外し傷つける乙とに なりかねないのである。それゆえ乙

乙では，いわゆる造成工事は mi ni mumtC抑え，車道はで

きる 限 り短かく なるよう な道路システムを採用した。そ

して残りの人工はすべて l and scape conservat i on K 注が

れるよう配慮した。

l andscap desi gn の広い意味の目的と立任は「①あらゆ

る実践的で機能的な諸問題の解決。①積極的な作業やプ

レーおよび消極的な休息のための快適な環. I 1 l を用意する

乙と。①大建築物または大自然の美に匹敵する，そして

両者を結合する空関係J な経験において， 上記のもの以上

のものを用芯する乙と。④乙の経験の限界を鉱張するた

めに秘極的な探求と実験をi遂行する乙と。」であると

Gar r etl Eckbo は述べている。 乙れは当然の乙とだが，

r  l andscape  de内 nは， ①人間によって開発整形され，①

建物や道協や諸胞設を乙えて野生の自然にいたるまで，

①人間生活の空間一位業や林業などの空間ではなくーと

してまず自然を de吋 n する乙とである。 J ともいってい



る。要するに landscape desi gnの役割は「人と自然の述続

的結合を果す乙とである」と理解すればよいであろう。

和辻哲郎はその著「風土」の中で， i 風土もまた人間の

肉体であったのである。しかるにそれは，個人の肉体が

7こんなる物体とみられたように，たんなる自然E2境とし

て客観的にのみみられるにいたった。そこで肉体の主体

性が恢復されるべきである と同じ意味で風土の主体性が

恢復されな くてはな らぬ」といってい るが， Resorl とし

ての自然は，たんにみるためのみのでは な く，そ乙で人

悩jの生活が営まれるための環境，一人間存在が己れを客

体化する契機ともなるーすなわち人間との会話を条件と

してあるべき自然であるという点が，たんなる観光開発

の場合とは異なるわけである。それゆえにこの計画では

散策路をできるかきり縦横に巡ら す乙とにした。また宅

地 と宅地との境界には塀などを巡らす乙とを禁じ，境界

を示す簡単な，背丈の低い 木 冊 程度とする乙とによっ

て，人家と自然とが，連続的に結合する乙とを怠図し

た。乙 れらが乙の計画の技法上の大きな特色といえるで

あろう。
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地形』ζ 応 じてだいたい三つの block にわける乙とがで

きるので，それぞれ造成を ml nl mumにおきうるように道

路システムを与え，乙 れらを中心の C∞。mml刷3礼山u川r

もいうべき地点lに乙結ぴつけ た。
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a)  土地利用計画 (第11図)

三つの block とは中央の H- 平と N- 丘斜面および O 台

地の乙とで，中央 H- 平は主として 1. 000坪内外の 10l s か

らなる対法人分譲宅地および公園，遊戯場などの胞設用

地とし，北部の狭く なったと乙ろを 300 坪内外の対個人

分譲地とする。また Nー丘斜面は赤松の樹林がきれいで

展望もよく ，乙乙には山頂近 く holel 用地を設け展望台

を設備する乙ととした。 holel は N- 丘南麓の j昆泉街苦¥'j 函

にあわせて T- 川の上流にある K- 温泉から 引揚する乙

とは，経済的な線にのるのであればぜひ実施したい乙と

である。 i 皮I向感党のレジ ャーJ といわれるように， 日

本における Resorl 地域として温泉があると ないとでは，

気分的に大き な差異を生ずる乙とは事実で，温泉療法が

どれだけの医学的効果があるかは温泉の種類にもよるで

あろうし，ー律にはいえないけれど，生理的なものよ り

もむしろ精神的というか，多く気分的なものであり，そ

れが 白木人の生活の中でな くてはならない要素と な って

いる。それゆえK-地区においても他からの引揚の経済性

を check すると同時に，地区内 K 自身の源泉を開発する

乙とも考えなくては ならないであろう。乙の blo: kは500

坪程度の lol s をもっ高級別荘用地とする。乙の計画全域

についていえる ζ とだが， lols は整形切先りとす るので
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N  

白 川 _':;

m公園

図 コミュニティーセン タ-

o 対法人分: m地

匡雪 対個人分沼 地

ｬｉｉｬｉ 高級別ｾｩＧ担 ｢

回 ゴルフコース

包ヨ ホテル ，国民! a舎

aw自然緑地

第 11 図 土 地 利 用 計 画 図

はなく，下草や雑木はある程度整理するが，立木はその

まま保存し，分議後も風致地区指定によって自然の景観

を保護するか，あるいは建築協定によって，環境の犯さ

れる乙とを防ぐ乙とを考慮しなければな らない。

0 台地はこれ らの blo: k とK- 川によって分離されてし

まうため，独立した gol l course ( 9  hol es) とするかまた

は， K- 川沿の gol l course (9  hol es) と橋によって結びつ

けて 18 hol es の gol l cωr se とす るかとい った利用が考え

られ るが N- 丘 のど とく別荘用地として開発す るかは

慎重K 決定せねばならぬが course としての魅力か らい

えば 18 hol es としたいと乙ろである。しかし利周期間が

降 雪 ｊｾｉ を除 く と約 Ｘ ヶ月となるのはいたしかたなかろ

う。問題は 18 holes の C山 内e が温泉同様乙の Resorl の魅

力をいかほど増大する乙とができるかにかかっている。

土地利用計画図は第 11図に示したごとくであり，中央

H- 平のホテル用地および国民宿舎用地は既存胞設によ

って限定されたわけだが，全体的にみて，支障がないよ

うである。 Communi l y cenl er は例によって購売施設と医

療胞設，郵便胞設，駐在所，集会所，娯楽室などを持つ

乙とになるが，乙れらは地区の成熟 lζ 応じて哨築できる

よう な形態とし，集会室などは管理方式をあ らかじめ考

慮しておく乙とが賢明であろう。商業胞設に付属させる

か，あるいは公共団体へ移譲してしまうブJ 法も考えられ

る。乙 れからの建物は共同建築として集約配置 される乙

とが， J1観，管理，サービスなどの函か ら望まれるであ

ろう。また centre としてのぷ義をより多く負わせるた

め，乙乙 には幼児や少年連のためのpl oy lol sやpl oy l ield 

84 

を変化』ζ 富んだやりかたで( それぞれ個性をもたせて)

設けたし、。

中央公閣は面積的 lζ は 2，000 坪程度の小公閣にすぎ な

いが，草花を主とした庭園式の desi gn とし， 他方北部の

H- 公 園 は 低 湿地であるため誘水池を数ケ所設けて，虹

鱒を泳がせ回遊式の公園とする。池は冬季スケートがで

きるようにしておく。

スポーツ用地にはテニスコート，ノミレーコートのほ

か，草野球ができる程度のフ ィールドを用怠す る。 用地

利用については，だいたい乙れくらいだから，高i J (ζ もち

ょっと述べたように，地区内に温泉を開発できれば，北

のホテノレ用地に速な ってホテ J レ用と一般用の温泉プー ノレ

を作る乙とが必須となろう。

次に供給胞設であるが， 第 11 閣の⑪および⑥の位置

にレザーパーおよび LP Gos のプラン トを設けて供給す

る。乙 れ らは公共団体な どによる 近傍地の開発計画とも

述絡をと って，より経済的に セ ットする乙とを心がけて

おく。下水処理施設または共同浄化檎などはぜひ設備し

たいけれど，乙 れ らは用地の分譲代価 lζ 大 きく影響する

ので，期待はかけられないであろう。地方公共団体の開

青|発函とタイアッ プして負担金による建設を考えれば，

あるいは実現可能となるかもしれないが。当然の乙とだ

が電気は なるべく幹線をはずして配線する。街路灯や公

悶な どの夜間照明も必要となって くるであろう が，設置

位置とコストを予め check し， TI- l ' J l 方式も決定してお

く。乙 れ らの都市施設については開発の経済性と，分，必

10l Sの商品価値などを bolonce ( Cかけて，ど乙まで設備す
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ればよいかを慎重に検討せねばならぬ一一例えば乙の外

に温泉付宅地分譲を考える乙とができるーー であろう。

b)  道路システム

第 12図 の太線で表現したのが， 既存の貫通道路( 巾

員10m) で 0 - 市 と KL- dom を結ぶ J レー トである。 乙の

道路が地区内を貫通しているので将来交通品が増大すれ

ば( 観光J レー トと なるから) di sl urb される恐れがあるの

で， N- 丘の東裾にね りつけるか， あるいは川沿の go11

c ωr s eと宅地との境を迂廻させるか，乙の2つが考えられ

るが，新 J レー トを設定すると なると，道路のための工事

費をまるまる食う乙とになる。現在の路線は， Kしdom建

設のためつくられたのであるが，資材迩搬のため重詰 ト

ラック などにより路盤が非常κ よく緊まり ，優秀な道路

となっているので，乙れを一概に棄て去る乙とはおし

い。そ乙で乙の貫通路によって地区が di sl urb されないよ

うな手当を考えてみると。先ず路線沿の green bel l があ

げられる。景観を保護し排気ガス及びいくらかの騒音を

排除しようというわけである。と乙ろが乙の bell も経済

的IC許される ならば巾が広いほど効果が上 るわけだが，

両サイドκ 6 m巾 のものをとって，機または唐松( いず

れも落葉樹であるため冬季の防御効果は少ないけれど)

が長観的にも風土的にも ， しっくりするので，乙れらを

植樹し， 6 m巾の中で適当にくねらせた 1m 巾のプロムナ

ードをとる乙とにした。( 経済効果についてはさ らに検

討したい) また宅地へのアプローチは直接乙の道路から

とらないで，すべて地区内道路よりアクセス させる方式

をとった。地区内道路は 0 - 台地に至る K- 川に架けられ

た橋を通る路線を主幹部品として貫通路から最初の交叉点

までを車道 3 m，3 m，中央に 2 mの植樹平誌をとり両サイド

IC同じ く2 mのク、、 リーンベ J レトを設ける ζ ととし，その他

の幹線は車道 6 m，グリー ンベル ト2 mとし，その他は 4 m

道路とした。前述のように道路の総延長を可能な限り短

かくする乙とがねらいであるので( 経済効果と造成によ

る景観の損傷を恐れる故) ，そうする乙とに よってセッ

トした道路はなるべ く舗装をして完全なものとす る乙と

を意図した。従って ζ れらの道路とは反対に，田舎道の

持っている野趣や土の感触を味うために散策路を縦横 lζ

通ずる乙とにして， r自然との会話」を可能にした。特

に Nー丘東裾i沿の水路沿に H- 公 園 l乙至る聞には春秋

の景観を考慮、して花をつける木を植えたいと思う。

6.  建設と分譲の方式

建設の段階をどのように分け，分譲の段階をどんなふ

うに調整すればよいかという ζ とが分譲 lol s の商品価値

とに らみ合せて慎重に考えねばな らない。例えば最初か

ら communi l y 施設をある程度充実させて l ol s に魅力をも

たせるととが，その立場だけでは有利な乙とであるが，

初回の売出価格に大きく 関係するので一概にはいえな

い。ど乙で bol once させるかが問題である。供給施設に

ついても同犠であるし， gol l  course の建設κ ついても 同

じ乙とがいえる。乙のためには相手のフトコロ具合をか

んぐってかからねばならぬい相手の欲する商品価値に

ついても考察をめぐらさねばならぬ。しかも環境の品位

を保持するためには特定の階屈をねらわねばならない乙

とはいうまでもない。

何はともあれ 「白然との会話」がどんなふうに進めら

れるか，気がかりである。

本稿作製に当って， K 地区開発委員会の諸氏iζ お礼を

申上げるとともに，本稿の拙さを詫びねばなるまい。

( J ul y， 1961 )  
( 筆者 日本住宅公団大阪支所企画課)

建築思待料品紘一- f 〈GIl Al)

剖1. . =1. - D.，9  

日 本 住 宅 公 団 ・ 公 営 住 宅 御 指 定

む を 山 製 作 所

対車市東淀川区三津屋北通四丁目 電話(37)3117.  5871 .  7724 
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立 山 観

宇

1  . は じ め に

Z山観光開発計画一正確には立山黒部有的地帯観光開

発計画一の説明K 入るに先立って，簡単に今日の宮山県

の姿について述べておきたい。富山県は本州のほぼ中央

部日本海岸にあって，面積約4，260平方粁，人口103万人

のどちらかといえば全国でも小さいほうの部に服する。

宮山といえば「くすり J と述恕されるわけであるが，実

際県のもっとも大きい産業は工業で，宮山， 高岡両市を

中心とする宮山湾沿岸の工業地帯は日本海岸ではほとん

どI l f E ーの工業地帯であるばかりでなく，昭和34年度の生

産額は 1，396億円で全圏第7位にある。乙れは 200 億円を

わずかに上回る程度の段業生産に較べて 7倍 Ir . 近い数字

であって，富山県が工業県( 米についても移出県ではあ

るが) である乙とを示すものである。

乙れだけの生産高を上げる工場の立地は，以前lは豊富

廉価な包カが原因であるといわれてきた。しかし最近で

は大火力発電の進歩で乙の条件は薄れているが，工業用

水と工場敷地の面で乙んどの発展が期待されている。乙

れに軌をあわせて，富山，高岡両市の中聞に新港を建設

中で完成すれば 4 7i  5，000 トン級のタンカ ーが接岸でき

るようになるはずである。

乙のような条件のもと K 計画された観光開発であり，

県の3分の 1を占める山岳地帯( その中心部は中部山岳国

立公園 K 指定されているが) をもっとも有効に開発利用

しようというわけである。

2  立山黒部有峰地帯のあらまし

富山県の東南部を占める 山岳地帯をその代表的地名を

とって立山黒部有陣地帯と呼んでいる。狭い窓味の立山

辿昨，標高3，015米を最高腕とす る大汝怖，雄山などと，

その西空Ul r . 拡がる校高1，000- 2 ，000，* の弥陀が原，それ

に剣岳 ( 3，003 米) なと付近の山岳，峡谷，高原などを

加えて立山地域と呼んでいる。乙の地域のなかには，高

さ400 米におよぶ称i " ，の滝，ブナ，ス ギの原始林，お花

畠，大雪渓，剣岳の岩壁などが含まれ，また標高 2，400

米付近には噴気現象と温泉の i!l J出がある。中心立山には

江戸j羽にすでに年々 1 万人近い人が登山して おり，第 2

次大戦後はケーフツレカー( 校高500から 1，000米まで) ， 

臼動車道路 ( 際高 1，000 から 2，000米までパス， 2，000か

り 2，450 米まで小型車) ができて以来年々登山者がWI }J n

し， I作昭和35年度は約137J 人が盛山 している。なお，弥

陀が原から頂上近くまで，豊富な残雪があり， 3 月から
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5 月頃にかけて豪快な春山スキ ーが楽しめる。施設とし

ては旅館，山小屋などとりまぜて 1，500 人位の収容カが

あるが，夏季の最盛時には 3，000- 4，000人が 1 日Ir . 殺到

し，非常な混雑をきたすことがある。

黒部地域はほぼ黒部川の流域を指す。宮山， 長野，岐

阜 3 県の墳をなす三俣蓮華岳の付近 Ir. il! jl を発し，延長約

90粁で日 本海に注ぐ黒部川は，屈指の急流であり， 3，000

米級の山脚を縫 って北流する間には，上の廊下，下の廊

下と呼ばれる地域をは じめ，函状の峡谷を作り ，そのた

めに近年まで近ずさ難かった。今では下流宇奈月温泉か

ら軌道が通じており，約20粁上流までは車窓から探勝す

る乙とができる。それから上流K も高差 200 米のエレベ

ーター，全トンネ J レ式の軌道が通じており，乙の軌道の

一部には高熱隠道と呼ぶ高熱蒸気の噴出地帯がある。さ

らに最近有名な黒部川第四発電所， いわゆる黒 四 (くろ

よん) といわれるダム，および発電所の建設工事が進行中

で，乙のため長野県大町市から，県境をなす後立山述飾

の直下にトンネ J レが貫通され，黒部峡谷の中流に直接自

動車を釆入れる乙とができるようになった。乙れが大町

ノレートあるいは企|の木 トンネルと呼ばれる交通路で，さ

らに前記の宇奈月方面からくる軌道とは，約 10粁の黒部

J レートトンネルおよび地下式インクラインに よって結ば

れている。したがって，高さ 186 米，世界第 2 といわれ

るアーチ式ダムがII I:l和381r lζ 完成したあかつきには，乙

のダムを中心として，秘境といわれた黒部峡谷を， 上流

へは湖上を遊覧船で，下流へはトンネ ノレ内を自 動車，電

車などによって自由κ 交通する乙とができるようになる

ものと期待される。

最後』ζ 有的地域は，常願寺川の支流和田川の奥の金地

で，大正末 ｊｾ ｉ まで ＱＰ 判あ ま りの隔絶 さ れた小さな衆落が

ヨ ｾ￟ｩｬｩｬ 岳燃の原始林の中 ｬ 乙眠っていたが，その後乙乙でも

水力発電の開発が行なわれ，設近高さ 140 米のダムが完

成した。乙乙は標高約 1，000 米の高原状盆地で，広さ約

5 平方粁の人造湖の周聞は比較的平坦な地形の森林に被

われている。交通は宮山方面と岐阜県方面からの 2 方向

から車道が通じているので，避暑地的 レゾートとしての

発展に期待がもたれる。

乙れらの 3 地域を総括して乙の地祐の外延交通をみる

と，阪神方面を結ぶ北陸線が近い将来復総包化される予

定で工" J cが進行中で，その完成時には大阪富山聞は 5 時

間以内で結ばれる。名古屋方面とはすでに高山線経由で
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気動車が 5 1侍|剖で運転されている。残る京浜方面とは ，途

中に隊答が多 くて簡単ではないが，上越線の後部品化，信越

総怪)1: 沢仙川mJCアブト式区間) の改良などによって現行

9 11寺I/J J半を 7 11寺fm程度 まで短縮可能であり，とくに大III}

方面の入口をJ5えた場合は中央線の強化によって 5 1時間

程度に短縮はできそうである。したがって 3 大人口集中

地帯j- か りいずれも 5 1時間程度の距離凶内，すなわち週末

旅行| 剖内のギリギリのと乙ろに入る乙とが可能である。

自動車交通でも道路盤附 5 ヶ年計画の江主主j主によって国

道が改良，舗装されればどうようの乙とがいえる。最後

に現在宮山飛行場の建設がi並行中であり，早ければ附和

ＳＷ ＱＮ Ｑｾ 秋から使用可能である乙とは近 ｈ 与の航空機輸送の 併 Ｑ

びかたからみて極めて有利な条件であると考えられる。

3.  開発計画のあらまし

前置 きが長く なっ たので乙のへんで実際の131'1発計画の

説明に移ろう。まず，乙の観光開発計画を宜ぬく中心的

課題はつぎの 3 点である。

A.  3 地岐を貫ぬく交通施設の整備，中でも富山市と

大町市と を直線的に結ぶ J レートの設定

日 大畠の観光客を収容しうる観光胞設の秩序ある整

iilli 

C .  すぐれた自然景観の保護，保存

乙れを少しふえんすると，乙の山岳地帯，大 きくわけ

で立山，黒部，有降の 3 地域をみるとそれぞれにすぐれ

た観光的魅力をもっており，しかもその魅力の性格，いい

かえれば観光価値を形成する要業がそれぞれ異なっ てい

る。そ乙で途った観光要素をもっ 3 地域を総合的に利用

できる途を聞いて観光価値の相乗的効果をねらうために

は 3 地域を述絡す る交通手段を整備する必要がある。そ

の具体的方法はのちに詳しく述べるが，富山方面からの

立山登 山のための交通施設と大町方市からの包似|摘発用

輸送路との直結に求めている。次lζ 観光施設の秩序ある

盤備とは，大誌の観光客の誘致を ｪｾＱ 待し，また予怨して

いる以上，乙れに応じうるだけの宿泊胞設その他の受入

施設を整備しなければならないが，多くの既成観光地に

みら れるような臼然発生的な混乱状態を避けるためにし

っかりした計画を作って秩序だった整備を段階的lζ 進め

てい乙うというものである。自然景観の保護，保存とは

いうまでもなく，乙の地指の大部分が悶立公閣に指定さ

れている訟JI 毒のj也であり，またそうでなくても，乙の観

光開発を可能ならしめている岐本的要因は，とりもなお

さず，そのすくれた LI 然公観そのものであるので，乙 れ

を1}I ;1先によって鮫損しないよう Iζ しなければならないと

いう乙とで，そのためには開允地点( 胞; 没地区) と保設

地区とを :' cl'TI!fi的 lζ 厳正に区分している。

i欠に H体的な内容 I C入ろう。

ＮＨｻｾｬｾ は何といっても富 山市 と大 ｉｉｉｓ 市を結ぶ交通路Ｈ自

動車道路) の整備である。このうち笛山市かり立山山 稔
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の藤橋( 包車では千点ーが原) まではノ《スの迎行・ができる

程度の道路ができている。乙れから先は普通はケープノレ

で 500 米の際高差を登るわけであるが，乙の11: 1] を自動車

道路( 有料道路) でつなぐ。当初約 8.6 粁の道路が計画

されたが，その後調企の結果一部は朕紛から称 名T''fW::' い

たる県道を利JTJ して経貨の節減をはかる案が生まれ，ほ

ぼそれに決定している。県道部分 3. 9 粁，走行設部分 5. 9

粁はとも lζ rl1員 7 m， 2 車線で建設され， ζ の工 'l'1は6億

8 ，000 ) J 円，工JUI は今年か ら3 年間と見政られている。

ついで日本道路公団立山道路13. 8粁は改良を期待する

乙ととし. それか ら室堂にいたる 9. 9 粁は 2 車 線 巾で新

設( 工t'1約 2 依 7 ，000 7j 円) する。立 山地区と尽郎地区

とのえli 繋は，乙の道路の終点近くか ら トンネルを掘削し

て黒部側標高約 2，300 米の地点に出， さらに黒凶ダム地

点まで道路を築造する案が計画されている。乙のトン ネ

ノレは，際高の非常lζ 高い地点にあること，営業用の自動

車トンネノレとしては恐らく有数の延長をもっ乙と，近く

に噴気活動を続ける地帯がある乙となど技術的な種々の

問題点があって，慎重な現地調査，ポーリング，測量と検

討がかlえられた結果，技術的にはほぼ日間1]1ζ 問題点はな

いとの結論をえている。現在 3 つの方線が予怨されてお

り，乙れは 2 粁案， 4 粁案という長短 2 案にわけられる。

乙のことは 2 粁案では( 長所) トンネノレ自体の掘削

K 技術的にも . 経済的にも問題点が少なし将来交通並

が増大して人工換気を行なう場合も容盃が少なくてすむ

反面， ( 短所) 標高の高いところに作るため， 1収付道路

に除雪の問題があり，乙れを解決するためには収付道路

自体 lζ 小トンネ J レを 10ケ所位作らなければならないとい

う点があり，逆』ζ 4 粁案では( 長所) 際高の低いと乙ろ

にできるので工 ・JJ拠点を作る K 便であり，取付道路が短

い反面， C短所) 換気装置の容誌を大にする必裂があり，

またあらかじめトンネ ｊ レ断商を大にする必ｾがあり，ま

た届削 ctlζ 不dllJ のj也下構造』ζ 出会ったような場合の処理

に不火が多いなとの点が考えられる。したがって，どの

案を採るかは，今WI支さらに継続中の調査を終えて比較

検討の上決定する乙とになっている。いずれにしても，

相当失大な経貨を裂する乙とは明らかで， 2 車線トンネ

ｊ レで ＲＳｾＲＸ 億円 ｬ 乙見積られている。

トンネノレ来日か らダムまでは標高差が約 800 米あり，

乙の間の臼動車道路延長は ＱＱｾＱＳ 粁で約 ＱＰ 億円とみられ

る。なおとの区 ｉ ＱＺ｜ ｊ は主ｾｾ，省内 ｉｊ のも っとも瞥戒をｾする

地域であり， II!I 11: 利用を考慮して全地下式銅銭鉄道のf J !

設も 研究を進めている。

一-応乙れによって白山~大111] 悶j の LI 動車交通が可能と

なるわ けであるが，現状主| の木トンネル( 大 IIIJJ レート)

は l 車線であるので，この改良も研究している。

その他の系統，すなわち黒部峡谷i沿い. および立山と

有降雨地域の接続について次のよう κ 計画している。; 黒
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剖l峡谷沿いは字奈月からの軌道を改良して大訟の旅客輸

送に耐えられるものとし，途中ネ y クになりそうなエレ

ベータ一部分も容E を増加するか. 地上lζ ロープウェー

を新設する。黒部トンネ J レ郎分は 1 車線の軌道もしくは

J l I 道として換気に心配あるときはトロリーパスを巡行

する。地下インクラインは客用車両lζ 改造する。乙れに

よって黒四ダム~字奈月温泉聞が全通する。また立山~

有腕| 却は車道の延長およびロープウェーの併用によって

解決する。

次に道路および交通施設の整備によって誘致される大

量の観光客に対する宿泊等の飽設については，次のよう

に考慮する。

まず 3 地域を結ぶメイン J レー トの重要拠点を集団施設

地灰として，施設の集中的整備をはかる。われわれが試

算したと乙ろによる と，富山~大町聞が全通した場合

κ ，乙の地帯に入 り乙む人員は宮山口， 宇奈月 口，大11町

口がおのおの36万， 20万， 53万と予想される。乙の数字

は多少の見方の差はあっても ，合計数においては国鉄な

どm 3者の行なった試t ; [ と大差はない。したがって約 100

万人が入り乙む乙とになり，乙れに対処する施設も相当

のものを計画しなければなら ない。例えば乙の場合の

室堂平( 立山登山の中心的位置) に到達する人員は年間

約60万人，その場合到達人員は最高 13 ，000 人/ 日，宿泊

は5 ，500人/ 日と予想している。

室堂平地区以外でも 当然どうようの比率に近い割合で

観光客が増加するであろうから，それに応じうるだけの

施設を獲備しなければならなし、。乙乙で当然問題になる

のは，乙の地帯の核心的な地区は国立公園 lζ 指定されて

いて，法律によって厳重な規制lをうけているわけである

から ，乙のような大き な琵の施設の新設が許されるかど

うかという問題であり ，また許されたとしても，デザイン

配置その他の函で，どのように規制して行くか，また果

してその規制がうま く行くかどうかという乙とである。

施設の新設の可否については，まだいろいろと反対も

あるかもしれないが，われわれの立場としては，乙の地

帯の観光価値がすぐれていて，多くの観光客を誘致す る

魅力に官んでいる以上， 多くの観光客を誘致しようとす

る策は妥当なものであり，技術的な努力に よっ て，少な

くともその卸光価値の損壊をきたさ ないよ うに施設の整

備を進めるべき であ ると考えてい る。 したが っ て 施 設

は中途半端な状態を避け，近代技術の粋をつ くすべきで

ある。外側のデザインの問題については. 現在の; 去観に

マッチ させるように 努力す るならば. 鉄，コンクリ-

h ガラス . その他近代的な材料の使用も当然肯定すべ

きであろう。内部設備についても，あらゆるクラスのも

のを準備するたてまえで， しかも衛生面には恩いきった

投資をすべきであると考えている。

もちろん乙の地帯全域をどうように開発する乙とは考

えてもいないし. ま た 不可能である。当然積極的に保

護，保存をはかり，いつまでも原始の姿をとどめるよう

に努力しなければならない地域もある。剣岳周辺. 黒郎

源流地域などを差当り予定しており，乙の地1実では. 自

動車道路，ケーブル，ロ ープウェーなどの交通施設はも

ちろん考えていないし， 山小屋などの宿泊施設もで きる

だけプリミティブな姿で建設していきたいと考えてい

る。そういう地域を別K もっていて，はじめてj J i j述した

ような交通施設や立山室堂平のような徹底した開発が肯

定されるものであり，乙れが木当の意味の近代的観光開

発といえるものであると確信している。

4.  開発の具体的方法

計画を進行させ， しかもその進行に秩序を持たせるに

は強力な機関が必要である。宮山県をはじめ，乙の言| 匝i

k 深い関心をもっ関西電力，北陸屯力の両屯力会社およ

び立 山地区ですでに観光開発を手がけてい る立 山開発鉄

道の 4 者は，そのために共同出資して， J L山録制1有111革開

発株式会社を設立した。乙の会社は創立以来j ' jiJ J己4 者か

らそれぞれ職員の派遣をえて，主として富山~大町間 J レ

ー トの研究，調査，狽.I J盈，設計という具体的目標をまず

第ーにとりあげて作業を行なってきた。その結果 ，すで

に藤僑~美女平間および弥陀が原~室堂問の自動車道路

の新設については成案をえて，宮庁手続きもほぼ終了し

て着工を待つばかりとなっている。また立山 トンネ J レを

含む残余の計ー函についても今年中に設計を完了する予定

である。残る点は莫大な資金の調達であるが，これにつ

いても近 く手が打たれるはずである。自動車道路以外の

主として宿泊施設についてはすでに別個の申請が数件だ

されている状態からみて， 遅くも| 昭和40年前後には乙の

立山黒部有隣地帯は新たな近代的山岳観光地として大き

く デビューできそうである。Ｈ唱者 Ｇｩ ［ｲ ｾＱ Ｑ tr. t 貿易観光線長}
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大 阪 城 公 園 の 計 画 に つ い て

田

(  1  ) 大阪城公園の変遷

1. 大正 13年 7 月 1 日 大手前公園として発足。

:.J，.. 

'口

( 2 . 3 ヘクタール陸軍用地借用)

2 .  I昭和 3 年 5 月29 日 大阪者s市計 i商会図に決定。

Ｈ本丸，大手前より玉造 ｉｾ 通ずるＩ
沼路 12. 32 ヘヲタール

1  自昭和 4 年 8 月 1 日 至昭和 6 年 2 月 2 日

御大典記念事業執行。

( 天守閣の醐 およぴ公岡政側面)

積 7. 3 ヘクタール

1  昭和 6 年 11 月 5 日 大阪城公園と改称。

1. 自11l:l和20年 8 月18 日 至 昭 和23年 3 月 9 日

進駐軍uζ 接収。

(同23年 3 月10日接収解除)

1. 昭和22年 1 月14 日 特別都市計画公園として内閣

l己認可。 064. 32ヘヲタづけ

1 .  昭和27年 1 月30 日 計画変更。 0 02.32ヘクタール)

1. 昭和28年 6 月13 日 重要文化財に指定さる。

( .)_帥 ， 焔 肝 玉 造 凡 肌 金 明 水 井 戸 ， 銭 蹴 )

大手門，ー 櫓， 六前櫓，多門相，千質事自他計13観1

1 .  昭和301，手6 月24 日 特別史跡、』ζ 指定さる。

( 1 " 大阪滅跡J 73. 9ヘヲタール}

1. 昭和34年 9 月16 日 都市計画会図計画変更。

( 2) 設 計 方 針

木公園は大略

1. 大阪城内地区

2 .  杉 山地区

3.  馬場町地区

002. 32ヘヲタール)

54ヘクターノレ

45 

3 .3  11 

にわけられ，大阪城内地区は，ほとんど大阪の ＢｈｾＭ の

観光資源であり，他の二地区は，市民のレクリェーシ

ョンに最適の位置にある。

したがって，前者 l ζl i ，史跡と重要文化財の保存と顕

彰とに重点をおき，後者lζ は迩勤施設を多く設ける。

全体としては，大きな森，広場，芝生を設けて，新旧

景観の調和をはかり，さらに快適な図路を通して利用

の便lζ 供する。

( 3  ) 工 事 の 概 要

1  . 城 内 地 区

公 園 の 整 備

戦中戦後を返しての荒廃はいちじるしいものがあり，

年々復旧整備に努力中であるが，まだ充分でない。

いっぽう大阪府経察部，近畿管区の答察学校などの移

転にともない，乙の用地の造園化が可能となり，工事
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はお々進行中である。乙の区の一部に今年度武道会館

が建設される ζ とになっている。

史 績 の 修 復

戦争中，爆撃などlζ より石垣の破壊されたものが多か

ったが， 111:3和2 8年度から国庫補助をえて，修復工事を

行なっているが，完成までにはなお数ヶ年を要する見

込み。

重要文化財の修復

戦災によって多数の重要建造物が失なわれたが，残存

したものの一部については，昭和28 与に大阪城修復委

員会の手によって応急修理が行なわれ，続いて3 1年度

から 341，手皮にわたって，文化財保護委員会の直営で乾

棋の修復が行なわれ， 34年から国庫補助事業として千

官級，銭] 鼓，焔m磁などの修復を実施中で，_ ，j ¥: 年 9 月

IC . 完了の予定である。

そ の 他

天守閣は戦前Iから郷土博物館的な利用が行なわれてお

り，旧経察本部の建物は，博物館として今春から一部

開館している。

盤国神社は二の丸の一部l乙遜座，木工事を実施中で

38年 IC . 完成の予定。

2. 杉 山 地 区

陸軍造兵廠跡で一部を除いた約40ヘクターノレを第一期

工事の対照とし，昭和28年度 lζ 着工， 33年lζ 一部を完

成，引続き工事を行なっており， 3 8年度で一応の工事

を終了する予定である。

本地区は，明治の初年以来幾度か改造された造兵廠跡

地であるがため，幾重にもある蕊礎の除去に多大の困

難があり，所要工費のほとんど 3 分の 2 をこれに投じ

た。

3  馬 場 町 地 区

旧兵舎の敷地で，独立した馬場町公園であったもの

を，昭和34年に大阪城公園 l乙合制したもので，同年市

立体育館が建設された。

なお，計画区域内には未着手の部分として

府轡の使用地

図の出先機関の使用地

市立東市民病院用地

u_ ，j ¥: 鉄線株式会社用地

自衛隊射撃協用地

その他
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事 業 年 度

過 年 度 工 事 費 は 別 表 の 通 り で あ る 。 ( た だ し27- 29年度は

紙数の都合上省略一編w-) ( :医者 大阪市公国部長)

円 ) た だ し 文化 財， 石 軍 修 復 費 お よ び公 園

管理y ! ( を除く。

自 昭 和27年 度 一至 昭 和38年 度

が あ る が ， 乙 れ ら は 将 来 の 問 題 と し て ， 現 在 着 手 し て

い る 区 域に ついては， 38年 中 に ー 応 完 成 す る 予 定 で あ

る。

4 工 事

総 工 費

• 
5 億 円 ( 杉山地 区 4 {窓 円 ， 城 内 地 区 1 億

どで。| 特 失
ｾ、ｾ

共 単 独 計 主 要 工 事

30 11. 185. 4幻円I舗抑装獄廊お跡よFび在基備礎，植取栽り他ζ わし 4.1ω 坪，外周石積 320m

31  30 . 4 ∞脚 I  政出地6舗9装.8∞取m' . u(f水，池給水，組袖殺石垣61排7 木水製1石.01敷Om並， 瓦日礎知

， りζ わし 7. 868m'. ii'l1a! 2.6  ベ

|  剛棚舗装. 取す32いり，卿れ出んEし8排F1! f∞mm，2煉m瓦関塀知1石4m積，1 mm 町 』t l ，11 897m 藤32 26. 262. 495 坪池， 玉石土 5Om.  

|  事舗拠叫給制B憾蜘裁装蜘俳取水I4りμ山p E凶叫わ札し一 門瓦珊瑚叫住礎糊蜘，般馴袖出石2垣ω，川 踊記叩一土此叫止山1. 3ω伽 m 

33 
56. 5∞，ぽ治 1樹723本68m. 噴水，

34 42ぷl O.α lO l路組舗地主装主取6lO2り.1と7∞6わ5m本しh 幻給，誹19水1 m管:3. 瓦63探5 m知，出a3! 所8，6，∞交m番8所，

35 

舗装および基礎取り ζ わし17:ii i5;;; 3瓦際級11126. 740m
3
.

60.7∞，α氾 排盤地水 1. 7 ωm. 裁玉石此 2. 405m. 保安照明，陸上競技場，

，似所，拙
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ト ー タ ル ・ レ ク リ ェ ー シ ョ ン ・ ゾ ー ン

小 島 将 志 - 太 田 隆 信 ・ 沖 田 裕 生

1  . は じ め に

レジャー， レクリ ェー ション， レジャー， レクリ ェー

ション， レジャ ー， レクリェーション，日本全国に混乱

と集中をもた らしているのは一一 埋め立て一一工場誘致

一一人口集中一一混乱ーーの繰 り返しによるものだけで

はない。乙の国の清く美しい自然は，今や急速に犯さ れ

つつある。無秩序なレ クリェーシ ョン開発は，ま さに エ

スパニア風的なスピー ドで拡がっている。しかしレジャ

ーもレクリ ェー ションも流行性感冒ではない。乙れは明

日の時代をつくるべき重要な生活の要紫である。われわ

れは多 くの知識をレクリェーションやレジャ ーに関して

もっ ている。こんにちの都市の混乱を，都市以外の部分

!Cおよぼし， われわれの生活をおびやかす乙とのないよ

うレクリェーションの場は計画され，管理さ れなければ

ならない。啓蒙と呼びかけを始めよう。乙の国の美しい

国土のために，われわれの明日の生活を確保するために，

乙れは建築家のために，乙れは建築家の義務である。

建築家として啓蒙的な仕事の進めかたはいかにあるべ

きだろうか，重大な問題である。どく気穏に考えれば，

データーを十分に集め，理論的』ζ 推理していく方法が，

まず考えられる計 画原論的な方法である。次にまず形を

つ くり，その形の内』ζ ，かたるべき多 くの問題を，表現

する方法がある。しかし乙のふたつの方法は相容れない

ものではなし、。ちょうど， ミ数学の世紀ミといわれた 19

世紀tι ，力。ウス，ツワイエ J レストラス， リーマ ンといっ

た人 々の系列と， コー シー，ガロア，カ ン トゥ ノレといっ

た人々の系列とが， 交互に セオリーの花を咲かせたよ う

lζ ，両者はともに併行して進められるべきものである。

はじめに，われわれの断片的な知識の整理をしよう。

20世紀は管理などとともに遊覧旅行の時代であるときめ

つける，アンドレ ・シーグフリ ードの言をまつまでもな

く，今世紀は，いや今後の時代は，遊覧旅行で代表 され

るレクリ ェーション時代である。レジャー，レクリェー

ションはたんなる流行病ではない。レジャ ーは技術革新
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とともに，生産性の向上とともに生まれ る。レクリェー

ションはレジャーの積極的な消費である乙とはもちろん

である。 ミ山がそこ にあるから登るのだミと いわれて以

来，産業革命が進行し，都市が乙んにちの混乱と集中の

様相をていして以来，レ クリ ェーションは従来の労働K

つづく休息，慰楽の意味から質をかえ始めた。さらにレ

ジャ ー，レクリ ェー ショは，大衆化，マス化し始めた。

もはや，有産階級の独占物ではな くなった。レクリェ ー

ションは 7 ス化し，大衆の蓄積されたエネルギーの発散

形態となってあ らわれている。と くに自然に直接触れ る

種類のレ クリェー シ ョンは，都市生活lζ 対 し，われわれ

の文明に対する批判の機会を与えて くれる。まさにオノレ

テガ ・イ ・ガセットのいう ように，文明の形態は，自然

に対する人類の態度のあらわれであ るのである。人類と

自然との接触は実際，多くの文明の形態を臨みだしてき

た。自然観の変化は文明の変化を意味する。直接自然に

触れる乙とは，きたるべき i時代の都市を，文明の方向を

決定するための重要な役割!を果すのである。乙の意味か

らも 国土の，自然の無秩序な開発は許さ れない。

わが国の現状をみてみよう。レクリェーション開発，

あるいは観光開発はかなりの混乱様相をてい している。

レジャーブーム，レクリェー ションブームが予i J l IJ されな

がらも ，乙の問題lζ 較極的に参加す る余裕がなか った 乙

とも ，わが国の建築界の現実であろう。しかし，玉ねぎ

のj支をむ く よ う に ひ とつの問題の解決の手がかりがみ

つけだされると次の問題が控えているのが，社会の一般

である。都市開発の問題とともに，レジャー施設の開発

は，建築界の社会のもっとも重要な問題の ひとつであ

る。乙まぎれ開発は，自然、を混乱に おとしいれている。

観光 日本の看板を掲げながら，現状は混乱と無秩序があ

るだけであ る。 レクリェー ション を楽しむためには，レ

ジャーの多くの部分を無意味な労働にけずりとられてし

まう Tこ。

流行病のように俊延した乙の混乱の治療法は，レクリ

ェー シ ョン 閣の適切な配分と適切な施設の確立につきる
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ロ ケ ー シ ヨ ン

であろう。人口が極度に集中し，人間が手を加えた自然

しか存在しない都市の形態は，レクリェーション図の形

態を暗示する。大衆化，マス化したレクリェーションに

対応するレクリェーション闘は，種々の機能を集中し，

7 ス化したレクリェーション施設として反映するであろ

う。乙のようなレクリェーション図は，日常生活闘の一

部として都市生活には不可欠の部分となるであろう。と

同H寺lζ ，自然本来の姿を保存する乙とにもなる。大挙し

てやっ て くる外国観光国を巧みに処理す る必要があ る。

避暑，避皇室などの消極的なレクリェーションは，都市内

の消極的，受動的なレクリェーションの増大とともに少

な くなった。暑い l如乙炎天の海にでかけ，寒い時には，

寒地で，スキー，スケートといった，活動的なレクリェ

ーションを楽 しむ。乙れらの活動的なレクリェーション

を処理しなければならない。岡崎 lζ 受動的なレクリェー

ションも。

自然に接して行なわれるレクリェーションは，その場

所によっ て制約をうけ，特徴ずけ られる。海の場合はど

うか。

2.  家島群島一 一 トータル・レクリェーション

の概念

j停はJ!iiHζ よって荒れる。陸を浸蝕する。しかし，7 ] < の

動きは，風の強いエネルギーを吸収し，規則的な波の運

動となり，熱エネ J レギーにかえつつ平穏に. 平裕にと向

う。海はまた，物質を熔かす。溶解された物はふたたび

海底に凝縮する。溶解する乙と， !段収する乙と，規則的

な乙と，乙れが海の特徴である。 しかし，規則的で，包

み乙むよ うな海は，無限の未知lの世界がある。海のレク

リェーショ ンには乙の規則性と未知の世界にある。溶解

させるよう なもの， その後lζ つづ く充実感，乙れが海の

レクリェーション施設のテーマとなる。

多くの機能を集中し，あらゆる種類の生活が可能な様

相を示している，現在の都市に対応して，時間的にも，

規模の上からも ，また変化の点からも ，あ らゆる種類の

悔のレク リェ ーションが可能な胞設が考えられた。集中

的な凝縮したレクリェーション施設が考えられた。

家島群島は，瀬戸内海国立公園の東の入口に近く，関

西地方の莫大な人口を後にひかえ，一臼単位の地域社会

的なレクリェーションから可能であり，また，国際的な

観光基点と Cても，他の無数の品々の開発とともに，重

要e な役割lを果しうる地点に存在するの大きくいえば，あ

らゆる種類の人種が， 1 日から数年聞におよぶレク リェ

ーションが，地域社会的なものから ，国際的な レク リェ

ーシ ョン が可能であり，乙れを処理する必要がある。ま

たこ乙では，こまぎれ開発が，人工的な，箱庭的な遊園

地でどまかしていたのに対し，乙乙ではファミリーなも

のが，自然な形で与えられる。島々の自然、を残し，その

自然に対立する形の人工的なものである。

a.  マリン・プロムナード

直径11. 3kmの円状の 7 リン・プロム ナードは，内部を

外海から保護し，海の未知の恐↑ rti 感から人々を守る。

水上をあるいは水中にもぐり， リングの内外を自由に

走るメビウス環状のマリンコースターは，子供述をタカ

ラ島，ガリバーの島々，竜宮城，鬼ケ烏，ロビンソンクルー

ソの島々へと導き，大人速を 7 リンソゥサーへと導く。
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2. マリン ・ソウサー
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マ リ ン ・ス テ ー ショ ン

1. マリンステ ーシヨン プ

リツジ

2. マリンブラッ y ア( 海の

広場)

3. マリンスコ ープ ( 海のの

j  ぞきからく り)

4. マリンステーシヨンプラ

ツツア

5. 柱 閲 ( パイブ)

6  マリン ・プラツツア ( 船

で 泳 い で いく プラツ Y
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¥ 

7  マリンシアター( 泌を背

1  最にした泊劇)

8. マリンステ ーシヨン

¥ 10 

9  マリンセ ンター ( 砧の コ

E ユユテイセ ーノター)

川 ¥
11. マリンステ ーンヨンへの

遊歩道

12. マリンスコ ープ
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14. マ リンステ ーシヨンプリ
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15. 海のコ ミュニテイ
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16. 海のコミ ュニテイ
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17. 断而と立面

o  ｾ ｍ＠
F  



ド』z一一==， ｾ一 ］ｬ f = " 一τdff 凹

- I = = = : d  

マリン・ソゥサー I  ホテル 2  マリンバルコエー 3  マリンスコー プ 4. 水族館 5  マリンスコ ープ

6. 海 7.  プロムナ {ド 8.  競技場 9. マリン ν アタ ー 10. マリンオ ーデイトリアム 11. .  セ世 ν ヨン

乙乙は大き な海の広場である。

h  マリン・ソ ゥサー

外人観光客が数11olL¥J 滞在し， 瀬戸内観光の基地とする

ことができるよう なホ テル，モナコ ，ラ スヴェガ スのよ

うなカケ場， しかし，泳いでノゼスタオ J レで体を拭きカジ

/ へ行け る気安さ，フレ キシビリティがあ る。魚が人聞

をみるよう な水中水族館，海上音楽堂， I決函館， ヨッテ

J レ・・ ・ー・ ・などが海上lζ 。

c. マリン・ステーシ ョン

国際的 な7 リンソ ゥサーに対し，とれは地域社会的な

施設である。多くのプラッ ツアーー伝統的な広場は， い

まや レクリ ェー ション閣にその存在をみだしている。

一一裸の人々が，直接触れあう空間が，放射状K ひろが

る。ｾの リ ングはモニユマンに な るだろ う。 巨大なブ リ

ッジ状のプラッツア からは ，7 リンガロー とでもいうべ

き宿泊施設が陸に，海上にあるいは水中lζ 群をなし，あ

るいは点在する。ブ リッ ジの下からは，ヨッ ト， ボー ト

が発省する。

d 海 水 浴 場

家島 と西島の聞には，海水海i易がくる。宝島 …・ー とと
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もに子供述のためのスペ ースである。乙乙は安心して泳

げる と乙ろでもある。 水 中 に も ぐったり浮上 した りす

る。マ リンゴーラ ウン ドもある。アク アラングを使って

魚をとる乙ともできる。

E  マリン・アカデミー

マ リン ・ソゥサ ー， 7 リン ・ステ ーシ ョンの軸線上の

両島の将μζ ，7J<. !ill 研究所，水産大学があ る。 画期的な研

究成果，新発見が， マ リンソゥサーの水族 館に展示さ

れ， レク リェー ションに教育的姿5憶を加え る。

1 . 家 島 港

国際的な観光団を受けいたるべく 40. 00010n 級の客

船が碇泊できる。 上陸 した人 々は，マリン ・ステーショ

ンへ，マリ ン ・コースターでマ リン ・ソゥサーへと溶解

するように散り，ふたたひー港へ帰る ときには，何か充実

したものをえているであろ う。

g.  そ の 他ーー ボー い レース場，ヨッ ト・レース

場，モーターボート ・レー ス場，マ リン ・スコープ，空

港。

(  小 川 阪 市 大 家 政 学 部 住 居 学 教 室

筆 者 太 田 . . 妓倉耳目三建築研究所大阪出張所

沖問 : 円蛍正E築殺計事務所
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田辺工業株式会社

電話土佐郷@ 7437- 9
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株 式 会 社 武 智 工 務 所

取締役社長 福 留 並 喜
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雑 誌 材 料 と 設 計

建設文化社

毎月 1 日 発 行

B 5 ￥150〒共

全国 45庖で発売
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玉 野 荘

国 民 宿 舎 「玉 野 荏」の 段 計 に つ い て

棚 橋 銭

U' frl i i! '，川の梅山は IC，砂山市，: Imfil 1以下のみな

らず，瀬J ・1勾i l ihl imのいい梅本浴場であ って，

ｊ［ｬの海水 ｭ 主［の ｍ ｾ る ことは阪神地 ｊｊ でいえ ば刻

If! にも劣らない。 E の地 11 : 先年水Jrntrl: がm築せ

られたが，それいらい主野市とど訴ができて gl {

川海li 1
1ζ mてられる困民宿舎の l没;) 1のご依頼を

J i l1frfi から受けたのである 。健l担保険の保長所

といい，国民的17といい厚生省が同氏全体の健

版のl 1' l 巡のため主主多く の施設を門 られる己とは

ま乙とに結情な E とである。

乙の渋川の海4 l から味野町にか けての海li ‘ 11:

は ＢＢＮＩ ｴＭ［￤給所の渋川ｾｩＺＮ倉敷レーヨン のＧＨ［ ｾ ， ;日

々公社や郵政省の野など，大企業の社日さ ん} j

IC対する立派なr/. 生胞設はありなが ら一般大衆

のために府| 似をf ) ¥してくれる宿泊施 l没はなかっ

たのである 。乙の施設はしかし 11¥1 1 : 宿泊客を対

匁としたわけではなく ，三つの大きな対象を号

えて 1' 1 られたものでああ。第 l は日帰りの海水

rc; 存，買12 は昼食の場所を必要とするパス旅行

の問 14' 旅行者と ，首13は四撃を通じてのレクリ

ェーションのための宿泊客である。

m物のー隣は厨房と機械室の他はI起点浴客の

ためにあてられている。一半は海水浴客の初物

の一時あづかりと 9J 女のゾヤワ 一室で占めら

れ， もう一平はふきはなしの海水浴客の休けい

J9iである 。E れらの海水浴客は別陪段を通って

こ何時の l< i 合の食常をも浴室をも利mでき ，さら

に三附の大広n¥l を家旗グル ープごとに分けて休

けいのため市l川する乙ともできるようにした 。

買 ＱＲ の ｉ ｾｉ 体旅行の昼食害: のためには 三階の人ー

jム11111)<艇供される 。 乙ζ で各自のおベんとうを

食べてもよく ，iN弁から提供される食・JI をと っ

てもよい。

百13の街泊:ι のため le は二階三附の全施ぷが

払! 供されている。

上 海 面 よ り の 全 景 下 客 室
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客 室 の 一 部

3 階 大 広 間

玄 関 ホ ー ル ( 2 踏)
男 子 浴 室 ( 2 階)
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国民宿舎は簡紫 なも のであっ てできるだけ低

成な料金で一般大衆が利用できなければならな

い。しかし能率的合盟 Ｈｉｾ で筒井Ｚであるといって

も乙れは禅堂の骨i?? のように1 i をし IC くる 人必

を伺干にするのでなく，レクリェーション ，保

安容を相手なのである 。彼等1:l 1' 'l'Ur; l c 主[ 務は

気分をエンジョイしたい のである。そ乙 に金の

かからないという E とと ， レクリェーションと

の函のt 盾があるのである 。 そういう点では ，

ユ ースホステルは内年にある限度の訓練をあ た

える乙と を も広い 1'1的の範凹)1ζ 包合するであろ

うから . Tf i 泊客 一一 E 乙では: 存で なくて1i ' i i 1' 1円

であろう 一一 ｉｃ 多く のことをその立場で ｾｭ す

ることができょう 。 しかし問民制作の対下とす

るのは 「客J なのである。 r客」といつも のは

もてなしを /;i] うから要請するものである 。 だか

らいかK 国民宿舎はかくあるべきものであると

いう理念をうちたててみても ，同氏大衆がたの

しくそれを利月1できるのでなければ， そのPI! 念:

は何もならない。

必ずしも弘の設 ＮＱＱ がそれらの ｾＧｊ ｩＧ｝ をときほぐ

したわけではないし ， 乙のｾＧ ｊ￭Ｇｩ は￭ＮｬＡ物で解決で

きるものでもない。弘としてで きf ( } た政大の己

とはともかく当時としても低 成なi . l ! 2匹を完了せ

しめ lf ，たととであった 。

もっとも E れには j也x の山防止s，l'l: 1: ｩｾ 昧式会

判. の儀相 的な工ポによる収も多々あ ったので払

は 1，; ) 会制にせ: 謝している 。

国民 ＱＱ ｾ Ｑ 合

玉 野 荘

段 Z十 財 団法人 建 築 研 究 協 会

(J;( XU 大' 下内)

捌綿 綿 ・ 刈Ｑｊｩｾ道火

Ji I U  I?，ニ . 11;)" JEI.ム

;1 鋭敏P . j l

管 理 主 野 市 役 所 土 木 製

近 藤 ｧｾ＠ . 怖と 11m) . ;

施 工 山 陽 建 段 工 業 株 式 会 社

Ｈｨｙ ， ｪ ｊｩ ｉ 以 ｝ｩｾｈｬｩ 築港Ｉ

中 国 電 気 工 事 株 式 会 社

朝 日 管 工 株 式 会 社

位 置 | 柑山県玉野 jli 渋 川 296 t量j也

建物の概要 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 治 3 断 絶

: 11' ( 地面的 1.  6  5  0  、lりi 米

延 lili 摘 1， 5  4  O. 6 ドJj 米

l 階 5 4  6.  1 手J j%:・

2 附 5 8  5.  3 、I'.Jj )j'， 

3 附 4 0  9.  2  '1' .J j米

工 期 門1I(l白133{1' 9) J  iillll 向134i l' 3)J

工 費

iti 曲j 寸 'Ji 3  3  7. 0  0  0  

主体工。) ¥ 1  8. 7  5  1， 2  8  6. -

;rr気ユ ')i 1， 9  2  4. 4  9  8. 一

衛生工事 3.  6  3  5， 9  7  O. 一

合 J f 2  4. 6  4  8. 7  5  4. ー
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小 豆 島 ユ ー ス ホ ス テ ル

1立 ，1，' 1'i IIIVよ上山町池川町( 小烹砧)

蚊地，filfll *'-) 1. 650 m2  

構造脱税 R C  2防 組 延 438.951m"  

段 計 連 合 役 計 社 市 谷 建 築 事 務 所

成 J11; 師fj J!i ..1、，:; ，:， 1，'111火

山 川 村 ニ 8111 芳雄

構 造 0'  'Ii ，，ｾ＠ ).、

，Ｚｾ制 止 ｾ 築，［Ｚｴ倒研究所

監 理 迎 合 段 計 社 市 谷建築事務所

香川県計画課 金 本 芳 治

香川県建築課 山 本 忠 司

施 工 建 築 工 事 寒 川 工 務 庖

担 当 松 永 英 治

1日主¥ｾ ｌ＠ 'JI rl' 国沼気工 'JIK K

給 排 水 暖 房 大 阪 峻 防 閥 会

主 主 共 工 冒 ] l 桜 製 作 所

むかし ，小豆 J; bを訪れる容といえば，八一，.八カ所の〉L・4易をめぐる i'i {l'

|日l じいでたちの遍路姿が懐かしか った。i郁子高の家並のなかに ，杉のがL似

lζ 1' 1いペジキで大きくミへんろミと 止i いたk iがあ った。そのしるしさえ

なければ ， 、 ｬｦ ｩＮびの ＱＨＧ ぷとどことい っ て変わらないたたずまい ， ただ￁ｉｊＡｩｾｩＱ

のヂ: 仰になると， ':iJ lタの悦ただしさがわずかに汁i らしい阪わいを見せて

いた Ｍ Ｇ ｉｬ の道のりのあとさきに ， そ乙では食・ｪￇの支度も ｩ 似毛のわ ｴｦｬ ｬ［￭ｾも

みな， Ｎｩｬｊｩ￭ｾ誌の人たちの仕・ ｊｩ であ っ た ･ タベ ， ほうろくでI!:l る立の匂い

が ， 作れなずむ入江の ｾｩＱＱｃ ｩ［ｾｪ よい ， ｔＵ Ｑ 仰になると子どもたちは ￭ｬ Ｎ 米で仇ー

ち憐えては耐の' 引ι 豆おくれ， とい ったものだった。遍怖の通る辺杭IIζ

，i{，: かれた干若干" の簡は，ツEになると代わるだけの小銭が人 っていた 。村の

人たちは ミおへんろさんミと呼んで，迎えながらも何 ひとつ大仰なそぶ

りのない ，，'1!'かな比、妓が思いだされる 。

i以後，品を訪れる観光存がしだいに j竹えた 。港 ICは- ' ' . 産物の J，Ji が立ち

悦び，旅館はつぎつぎと池てWi しをする 。山めぐりの観光ノ4スは数をA

ねて，炊い道路 {ζ ひしめき代うようだ。小豆 jsb も観光地とグI がつけば，

つきもののような iJt 慨した級制に近く ，そろそろ 1111 り灼にきていた 。

" ν 1 "7 v .t- ウ

ｊｅ｢ の ，Ｇ ， 火を見ｾｦＡ Ｔｉｃ 横たわる ￭Ｇｔ 付の卜 ｬζ ， 新しい観光辺協が ｕ ｌｬ ｉｉｊ ー 凶プ ｪ
sν f， ｾ＠ h ヤ f ク "

ｊ 行 Ｍ Ｉ Ｉ ｾｐ，［ｬ ｩ 突を結んで ｩｾｪ 旦Ｐｬ設され ， 乙の辺路はさらに先 ， 内向 ｉ ｉｉ ｊｬ ＰＱ び

ようとしている

小sJ.，1ゐユ ースホステノレは ， 乙の ￭Ｇ ｾＧｉＧｪ Ｎ のｪｊＧｩ， Ｇ Ｎ ｜， 新しい観光ノレ ート の ， Ｇ ，心

ともいうべき凶プ ｊ 桁 ， ＺＧｾＩＩ［ｩｬ｣ ， Ｓ Ｔ ｻ Ｑ ｾｻ お Ｂｉ ｉ ， ｪ され ， 35i l ‘ 10) J 竣工し た。

附近の樹林は ，:f;'fI(riを吹きあげる強風 IC f i ; J i むきながらおH)¥I 乙かき分け

られている 。 風の ｪ 辺り ｾｩＱ である ｩ 燥された Ｑ Ｑ iJ ULー折、に主主物の拠長を定め，

起 伏 が滑り落ちてつくる内向的とその周辺の衆子 高 ， その Ｑ Ｑ Ｇ｝ うにｾく ＧＡ む戸
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海峡を( J {f観して，開I l をひろげたい。問問のねから '1' 火れ

によるからかさ機造への凝縮は ， Ｑ 眺望への ｊｊｉｾｊｩ えを栄しなが

ら， Ｑ 市 ｉｾｦ に傾斜而 ｬ ζ 対して住腕｝の航行深さ ｬζ ｉ Ｇ ｉ ｉｉｊＦ が ｊ ｊ え

られ， Ｒ ，ｾ慌を必 要 ＺＱ ＱＺ ｻζ おさえねて いる ｯ ￁Ｉ ｨ Ｚ Ｇｾ を集 会主 Ｉｾｉ

分で大きく ，他の部分でおさえようという芯以| も，スキ プ

プフロア ーによ って， l! l j 北から jkl 十一11ζ 下る u自勾配への作

ｭｬ 分の床の ＱＱｾ ｪｊ，むをたすけながら解決された 。 代 ｽＱ ＱＨ人主 ， 機

械室，浴室，便所などの15室を 11'火ml分に誌がJ し， ζ のコ

アが仕 ｛ Ｑ 白部分と共同 Ｉｾｉ 分相互のプライパ ν イを日めなが

ら，その峨はスキップフロア ーによる! 木内の変化にも対応

している 。さらに ζ のコアは両翼に 1 8 mずつの H . P ν ェ

ノレ尾tJ i を文持する椛iti コアである 。ν エノレ1(li はi，gく11111( li を

なすから水、V) J はr!. j ら周辺の水、ドビ ームスラブによ ってコ

アl ζ{ム迷される o '1' 火机と H. P，i /エ ノレh-5. tHは，コ ンク リ

ー ト ｬ 立を 節減し ， 別枠 Ｉｪ 在 工を 平 Ｚｾ ｊＮＩ ｽ， ｣ している 。 そのか た ち

は品名リ，現地の) 1水;ii 不足を，総川 /J，¥は l十lノドのイ'IIJIJ でhli な

うと いう条 ｾｉ ニ ｊ ζ ｌＡ ｉｊ し て Ｑ ［ :v ，とれによる集水というぷ| 文|もあ

ったのだが， ν エノレスラブの! l : i ( 紛 fむ裂の|リJ 水とイン ν A レ

- ν ヲンを j 長ねた解決として" 巾F

を豆重; ねる乙 とが，維持の lーからも 1::] 泌を少なくすると判断
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された 。

観光はい っときの11' i t ' { でなく，生日のなかの ν ク 3 ェー

ν ョンとして，いま| 司民全体のものという JI寺代を目指して

いる 。労働と再生産は ，JI寺間的なくり返し刀・も空間的なひ

ろがり方も ， 乙れからますます大きくなるだろう 。

道路とパス ，港と定期船，漁船，ｗｾ 読のひろがり ， 役場

と学校，醤a.l.l工場，オリ ーグや果樹凶 ，均lトー・ ユースホス

テノレからの眺望は ，風土』ζ 定者した人間生前の日 常そのも

のである 。乙こを訪れて，眺める日常と ，ふり返る[ I 'lj: ; と

のm，かな比、接は ，相互の生活への限りない共感と 愛;nを生

むだろう 。 眺望のなか ｋ Ｎ 遍路の辿 っ た ｾ￥ ， ｾ ｉｾ［Ｚ 所や祈 ｩ のあ

るあたりをさがすととができる 。ユースホステノレは ，::{ '
i
し〉

1" 代の ， ｉｌＴ ＱＺＮＨ全件、の ， 新しい本丘 Ｑ ￭ ｾ ｩ であると以う 。 多勢で

ＡｉＡｾｾな ｩｬ Ｇｊ貨をしない旅行をする 。 安い ｲￎＧ ｩｬＨＱＱＧｬ で，利Ｉ， ｉ ｊ Ｎ おは

労働 lζ も参加 l し，そ 乙からまた協剥が生れる 。

む日行も新しく ，パスも通いだした小豆 j;bユースホステノレ

は，まず)61辺の人々が 11分たちの村を新しく| 眺めl I 'j すと 乙

ろとな っている 。:i'r:し 3人たちが週木の伎をj的どしながら ，

わが家の灯をさがす乙ともあるようだ。新しい遍路悩，新

しい Xi 衆rdは，..I' i く; ，gましい R. C. j告の木11街である 。
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(1目 築〉

所 ( 0血 三 ，ｾＺ ｉｉ ，ｾ＠ .J;: '?! I耶削児! 日J 1"( ＮｉＺｾ＠

，;'! ，:1 付 ｾＡｦ Ｇ • t家 主II 祭 '11 筒 19;

ｉ， Ｚｾ￭＠ Jll( 近畿 11 4 = 鉄辺除式会制 技術 ｊＢｪｾＧ 荘 ｦｍ

胞 1: J，i4' 1: 'li)1給t J ! ./j ( 給; 卦 L'li 大体制l

百;j Il 12J ，刀換'，(，i'!例 L'li -' 熊 l 世(持、〕

'011 主( ，i! ij， L  'Ii 車1: b1 尚 会

エ レ ベ ー タ パ ilii 1:'1' 三 笹氾限( 円、)

Ht;泊縦模 鉄筋コンクリート. t a. j也下 2 1li'; ，

ｪ 也 Ｑ Ｚ Ｕ ｾ ［ Ｎ J汚/，{ 3 1li' i  
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北 よ り の 遠 景

志摩観光ホテル ( 楢築) 言十函について 村 野 ・森 建 築 事 務 所

ヰ、 ｉＧ ＩＧ ￨ 観光 ホ テ ノ レは ， 戦 時 ｬ い わ れ わ れの Ｚ｛ ｊｾ 務 所 の設計 により鈴 鹿 ＱＱ ＱＧ Ｑ ＧＱ ζ 建築され

た本 ｩ ｩｩ の ＱＱＱ 陶工Ａｉの将校 ク ラブを Ｑ Ｐ イ ＱＧＮ ｦｪ￭ ｪ ｬｃ解 体し ， イ Ｉｴ グ ｾｬ ，ω苧|可j ; 公 |誕の '1-'心 ，"!s:.成

問 Ａ ｩ 三 ， ｉ ［ ｾ ｉζ 一郎移築したものである 。 移築 ｬ 乙際して Ｍｬ ｾ ｉ ｊ 決 ＱｊＧｊ ｪ コシクリ ー ト 部が 付 け

JJII えられた Pl1 lti iを点 j 米{ t 11自のいかだの浮ぶ主主的かに して変化 に山む入江に 図 ま

れ， Ｉｩｌｪ苧を ｩ 並じ ， 自ｾ［座を ｊｩ 主けてｻ本 ｉｉｗ をた のしむ ζ と の で きる リ ゾ ー トホテノ レ とし

てi ミく利川されてきたが， ＱＱＧＱ ・ｻｾ ， ' 法慢により千1ーな1 &のW:J JII とそ れ lζ 十ドう作胞設を

介めてj竹築，i!' 1I 1りがたてられ， さる 3 ) j ;;k峻工をみたものである 。

得シ ［ ｻ｟からの ｍ Ｂｉ ＡＮ ， その仙の Ｂ行 条 件 から ， Ｚｾｉ 円の ｊ ｛［ を 係ｊｉｬするが ｩ ［ｊ とにな っ たが ， 外

側は 川 in'( との調 布lはもとより ， リヤ ス式向irょの系利なAえも代表的な 日本的風景を

もっ乙の|件、〉 公 !';; i :ζ 必つホテノレとして，付近 刊。の風致を 卜分に考慮 したもので

ある また ， i" i" ｬｾ Ｎ 叶 ｼｩｦｊ は ， そのが ｪＱＡ Ｇ Ｎ の伊勢的 介 風の 被 Ｇ ［ＱＮ［Ｇ が 付 近にも ｾだそこ乙乙

にみられたが，入江とはいえ， ひとたび外向へでれば木、Ji-ii'司 の強}! U¥があり ，特 lζ

， ＺＧＺｪｬｲｾ の ｨｦｩ 築 ｭｶ ，［ にはＱＧＱ Ｑ 、引乙烈しい ｉＡｅ｜ｉＺｉＺｩ が予処 ｬ さ れ た 。 外峻仏師寺 ｉ ｃ 設 けられた仰

は， ζ の f1t¥I: j: i および以下における I I!1i Hc 対する防護として 〆切畠さ れた ものであ

る 外窓は ，J- L て| 分なるエヤ ータイトとすべく1 ' 1 引 きとし ，.  .} j はガラス婦除

のために泊りだしとした u



西 立 面

平 面 計 画

旧館地 1 階および l 階K 辿続する部分をパブリックスペ ースとし，玄関ホ ーノレ

を地 1 階Ir . 新たに設け ，乙れより III 館 1 階のメイシロビ ーへ階段により導くとと

もに ，また泊築部分 2 階以上の客室K 歪るエレベ ータロビ ーへ連絡する 。食堂は

旧大食1止を一部拡張 し，新たに} [ 会場，スキヤキノレ ーム (%11室) を設け，これら

の諸室の '1'1切に厨房を配置した 。

2 階は羽 l風客室10室とし 3 階以上 5 階までは洋風格: 室として ，i / : / グノレベ ッ

トノレ ーム， トクイ ジベ ットノレ ーム，スィ ー トルームを合めて31室，計41宅の客室

地加を得た ( 1口館は衣l風客室 8 室，洋風客室26室，，ij- 34室) 。

管理関係部分および機械設備関係 ｬｾｬ 分の諸宝は ， 主として地 Ｑ Ｑ 併と ｩ 也 Ｒ 附に設

けた。

増築部分の上下交通は客用エレベ ー タ ｵ ム従業員 ｪ 刊エレベ ー タ ｕ ，ｾ および階

段によるものとし ， 客用エレベ ー タを柄 ｨ として ， 以ｾ室 ， 食堂 ， ロビー ， パ ー な

どと客室を述絡し ，従業員用エレベ ータは，客室名l併のボ ーイステー ν ョγ ，厨

房，事務室，ラジド リー などの管理関係部分を述給している 。

冷暖房設備は 1 階以下のパブリック スペースに対しては ，J也下 2 附より送気

還気を行ない 2 階以上客室に対しては ，塔屋空調機械室より南北 2 ゾージによ

り供給するものとして計画実施された。

外 装 屋根及各階J!i l 銅叡瓦F普賢き。屋階・

アスフアルト防水の上 ν ンダ コンク

リー ト1'1'え， クリンカータイル貼り ，

Fi1土 砂 利 政 き ，外壁 ・軒袈 リソイ

ド撮き出し ， 一部 コンクリー ト打 放

し。 2 階外壁一部桧板竪羽田波りス

テイン f十J: o 1 階外壁. 自然石摘み。
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大 食 堂

ス キ ヤ キ ルー ム ( 和 室) の一 部
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( 増 築 )

11若ロビー ; 11，紙ffUf( き内情 プ ラ ス タ ー 木

綬! J 上の上ゾラコート' ! l ; j.J ' o ，t : 内 地PP. 松 特 戦

ベニヤＧｊＡｾりよ地 Ｈｉ Ｚｊ 。 天 ＩＱ 粁 I.{ 鉄什ラスポー

ドートj 也プラスタ - it. ペンキ ( U 。

大 食 堂 ; 11ト 桝 フ ロ ー リ ン グ。 IIJ 本 I内，11

j 由仕上 。 !並 リソイド慢さ前し 。 tl' :  1勾J也n. 桧

特 製 ベ ニ ヤ 妓 り 京 地 (1:_I : o :A: )I 桧 小 節 阪 1'1' 械

I.t 打 上 げ 京 地 (1 上 。 栄司' ! 快iζ I. ;j じ。

和 風 客 室 ; 11、 踏 込 ゴ ム タ イ ル . 11町市 ， ｦｩｾ ベ

ニヤ i也飯及タタミ ， 客 室， タタミ 。μ、信 桧H

ｉ ｪｉ ， ｦｬ､ｬ ｾｯ＠ [直 じゅら く晴 天 ;1 杉柾 竿 ほ J 、

t" .  ，jir 玄 ) t J よ村杉 bEベニヤuHIIVi o t1， :  Wnt  f'  

i面皮位 。 内 法 材 杉hE。

浴 室 ; 1ド モ ザ イ ク タ イ ル 貼 り ， 一 時; 桧

ＡＱＮｩｩＧ￨ノ｛Ｍ 。 腰 ＲＵ ＱＧＱ タイル貼 。 ｉ ｟ ｜ｾＩｾ 天川 桧 小

節板張り 3

洋 風 客 室 ; 11、 続 慌 'JJ( き。 IIJ "j< 附ぷ I出(1

上 。 壁 、/ ラコ ト( スィートノレームのみタロ

スi l I iり) 。天 )1 プラスターボードの 1...I lil 也貼

り 。 ワ ー ドローフ Ｇｾｮ 写本部はすべて州特別ベ

ニ ヤ ボ j 也日 l 。

洋 風 客 室



同+ 制

地 2 階

。

ぷ 陪 観 光 ホ テ ノ レ ムド 而 凶
民.. -+ー- .. .

:  1 階

用 途 別 面 積 表 ( m")

1

/，川高 泊|制改|附|パブリックlml吋
分 人u ス ペ ー ス 部 分 市i 分 部 分

10. 8  

89. 3 89.3  

78. 3 60.6  17. 7 

495. 2 469.6 10 25.6 

10 18 3 階 ( 4 . 5 階 も ほ 1; 乙れと I，;J じ)

3  師寺 11 20 

2  
断。

1. 690. 0 1. 504. 4 33 76 123.4  62.2  

Ili' i  2. 163. 3 415.2  11 23 1. 536.0  67. 4  144. 7 

l也 l 附 1. 131. 0  4ω o  388. 3 150. 9  123.8  

j也 2 Ili' i  681. 8  332. 8 349.0 

75 155 2. 188.0'  927.5  29国.6 5卯 . 6

%  
l∞.0 45. 4 29.9'  12. 6 4. 0 '  8. 1  

1，在宝当 り延面指 "" 68m
2
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ホ テ ル パ シ フ ィ ッ ク に つ い て

ロケーシ ョン ニ， ｬ ｾ 判 Ｑ Ｑ で ｉ ｬｬｩｪ された敷地は 北 下りの ［ｈ ｉ Ｈ ｬ ｩ

かねて，illllij されていた i制じ観光開発 で ，/(1.1は北 国lにある乙と ，および南は

の争時として ， ｲＧ Ｑ 浜 κ ホ テルをｾてる ドライブクエーを扶んでゴルフ場に黙

という胞主の考えが決り ，現地を比 Ir. る乙と 。

1  ｪ っ たのはね工の Ｑ Ｐ Ｉ ，刀れ ｬ￬￭ｩ だ った。ｉＧ ｬｩＡｾ Ｑｉりからホテノレｾ川ドライブクエ

現地の、! " ' ，'<:}J;i の- 'Wi Hま，まことにぷ IIN ーをl I il li j'i' で ζ れに令せる乙と 。

しい眺めを判つ場所で，また外部から 際政 (1 浜ゴノレブ場との諸政なi 1銀，

のS;Uo: ! も大 ιj ｾであ っ た 。 Ｇ，Ｇ，Ｇ［� ｪ のＨｉＮｉｾ々 勺々である 。

ｩＡｾ からの法的 ， 今後のドライブクエ ー 内 容

や， コソレフ弱からの姿を氾l倣してみ l且際観光ホテノレ鐙uiliiμζJzE くホテノレ

fこ。 とすること ，およびJ:¥L地の立地条引を

ただ室内からの眺望は大変 大与なと 光分生かす。

となのだが，タk 念ながら現地に立 って 規肢は室数 100 室伏としたいが，T  

の危! 倣は，敷地が水笠i也であり ，1V1".j、 1，1，1く701立とする 。

が! f 1¥1泣して，とく』ζ 刊さの| 対係はこれ 外人存続致が現災的 lζ 却しい( ! ' 1  ｩＡｾ＠

乙そ文字通り似像であ った ｾ ＨｪＧＮ ｲｆ ｜ｊ観光客の内 ， 外人存は数 ＹＰ もなしの

ロケ ーν ョソの条1 ' 1 としては ， ので，経営プj 量! としても 日本人存が: 1=.

ｾ物ｾ［ｴｉＡ ｌｪ Ｉｪから眺められる乙と ， ま 休となる 。

た ｉ ［ｉｾ 1:¥Sからは東北阿の三プj の;;L惚がよ 答川は観光tち( 家Jb.: i1れおよび小人

い乙と ，できればノ号ノラミ ックにみる 数の|寸1休) およびコソレフ容となる 。

ζ とができれば素IINしい。 温泉地であるから jlil泉大浴場はぜひ

illi およびl有は道路で ，HLおよび北は 欲しい 。

渡 辺 建 築 事 務 所

五会場，娯楽場 もかなりないと以上

の点から l週る 。

プランニング

以上の点から次のプj 主| とした。

T 型ブロックおとし ，1I'1!t 1関係ブロ

ック，;J UT] プロ ックおよび去'会場，グ

リノレブロッ ク，という' ，1;1] である 。 との

交 j、Uι 主師寺段，エレベータ ー ( 将来設

;，"' ，') フロア ーステ 一志ノコシその{也サ ー

ヒ' ス|共H系のものを i泣く 。 (区11)  

乙れは主に動総の出乱をさけ る乙

と，宿 ifl 部分を他よりの騒音から離す

という乙との他1 ( ， ｉ ｾ もま Ｑ および凶周か

らみられるという乙とによった。つま

り:)f 表のない建物とする乙とで，マッ

スのnるプ ロ ァクの車Il f ' ; - せκ よるスカ

イヲイ γ も考えた。また」じ! 侃の 1'1然の

{J? 畏 lζ 対し ，南| 師は巡凶してできる だ

けグ リ - : . ' でゴルフ 場 と繋がる こと，

そのためにも来側活路とほを遮断する

ブロックを j1l くという考えもあ った。

縦割としては ，宿斤IfflS分 4 階，共用
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ホ テ ル ・ パ シ フ ィ ッ ク

階

4 階

1. 談 訓 3 {

2. 食 立

3.  ' マ ン ト リ ー

4. マ ネ ジ ャ ー

5.  'lr 務 当J

6. 3ど | 世 主

7. ゴルファ一人円

8. ロ γ カ- J レーム

9. It l 部 京

10. 合 川t

11. グ リ ル ル ー ム

12.  9) 下 浴 車

13. 93 J 脱? - { ｾｻ＠

14. 女 r- rct 弔

15. 女 子 脱 衣 室

16. ラ イ ト コ ー ト

17. 配 l鴎 宝

18. 大 ホ ー ル



部分を地下 1 階，地上 2 階，宴会場，

グリルブロ ックも同織としたが，階高

の差の利用と ，宿泊部分が 4 併もあっ

て，エレベ ーターを設置しなくても似

えるという乙と，および計IUI! 道路の関

係で玄関の{立川および高さがiJ とってく

るので， これ』乙は大分難儀させられ

た。 (も っとも一部道路は変更しても

らった。) すなわち玄関ホ ールから名

階客室/C至る，また客室からパブリ ッ

クスペ ース』己主る高低差をなるべく少

くしようというのである( 関 2 ) 。水

平距離はかなりあ っても ， 観光容に

は，場合によ ってはかえ って業しいも

のであるが，階段の上下は閑るのであ

るο いまひとつの理由は一般ホテルに

はない大温泉浴場と ，和室のJ土いであ

る。大体施主側 lζ も考えが } つに: 切れ

ていた 。

あくまで一流国際観光ホテルとして

品絡を保つ上からは浴衣がけで歩くの

は，もってのほか。

現実的に温泉地旅航の ｴｊｉｾＩＮＦ 的な浴衣

がけで，臨fJ!<で‘ 飯をf I 食い，温泉にっか

り，プラプラ土産ものでものぞく乙と

もできなくては客が寄りつきにくし ' 0

二つを一つに盛 るのは如しいが，何

とか大したM乱なく纏める築として，

f1J洋室を階別に置く 。これはす ーピ

スがちがうから当然かも匁 lれないが， グリル の一 部

1， 2 階を洋室 として， 乙れとロビ ー，

食堂が黙る 。 2 ，3  s告を; f -n室として， あるので ，'1' 一杯にじゅうた んのラン はパネノレ式とな っている 。

ζ れに大浴場，娯楽室が繋る o 1l _:会場 ナーを敷いた。 ロク Y デは庖!いの場であり ，特に リ

は大浴場，娯楽室のフロア ーに繋る 。 またパイプスペースを総てJI!1iTflllJIζ ゾー トホテノレではかなりのス ペースを

( 当初， 34会場は畳敷の予定であ っ とり ，パイフ'の点検r[ X 併ができるよう さきたか ったが，当初より は大分圧縮

た。) 各々を階段で遮断しながら 連絡 にした 。 これは ＷｍＵｾ ＱＧ 也の水道はやはり されたものとな った。また現地は一泊

する 。というととになり ，始めは一階 スク ーノレがJE くこと ，また給協の場介 紅伎の容が多く ，大阪方rrii からの急行

lこ置いた大浴場を 2 階lζ 持ち上げて所 は，適当な 11寺j切に配竹林をする以外い が1: 11ζ 数本F副文で， ( 将来は増える)

謂スカイパスとした ζ とである 。 まのところ方法がない，という結論で 客が間断なくくるとか，また帰るとい

各 室 あ っ たためである 。 Ｈ￬ｾｬ 泉はアルカリ うととがない。 この怠 l床では|時間待ち

客室については階別 l a日洋室をおい 泉である 。) 乙のた めU!li 下の壁の大半 にも利用されるという乙とも考慮し

たため， 間口寸法，柱問の決定 1(，弱 っ

た。すなわち和室K は小さく ，洋室に

は広すぎるという乙とである 。また荊 l

室の場合の次の間の利用法も何とかち

が った方法を考えたかったが，スペー

スの余裕がなか った。

客室廊下の敏いは， もっと変化をつ

けたかったが，管理面からの強い要望

で直線とし，内法も最小限の l m80 で

4

E

・
・

4

・
・
・
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・
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た。

食 堂 は ｾＱｄＧＱ させたか っ たが ， スペ ー

スとして絵師H法ぎりぎりの! ムさなの

で， ロクンダと - ( ) "とし ，./E1i でfJ 切

る程度のものとし ，中11万j ζ 融通をつけ

るとし〉うとと 1(. しfこ。

との点はいささか心配であったが，

現A・は大して支附なさそうである 。

グリノレは雌をかえて， すし ， ) ( ぷ

ら，利食一品 という乙とになり ， また
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客 室

大 浴 t畠

Ij l庭 l ζ! 日して気易く入れるようにし ，

すきやきの小' . 0 . : 会場も附した。 (j ' iい

将来 '1'庇にプーノレを設けプーノレサイド

で飲みものなどをす ー ピスする f'J t )

友 会 場 は 当 初 口 数 の 予 定 を 変 .f)i し

て，附了式とし たため多少不L f ? な1(11

もできたが，158 ;y， 仰 の 集 会 は で き

る。

大浴場は ltえも特徴あると乙ろで， ロ

ビー，食' なの上の 2 階にあり ， ｉ Ｍ Ｇ ｊ Ｉｾ ［ｬ ｪ＠

ラス張 りとし ，田辺湾を見下せる 位

ｩ 置にある 。 ｼりｾＯ ｊ＼ ｉζ はとく ｋ￬ ｴ［芯 ｩ し ，

すべて鉛板防水とした。

娯五日宝， パ ー な ど は 大 浴 場 に 按

し，70衣がけでも元支えないよ うに

した。

設 備 関 係

レゾー トホテル としてはかなり賛

れな設備 をもち ，各本室は クラ イメ

ータ ーによる空気調 位を している。

大浴場および 6 カ所の家政風呂に は

Hil lH4をポ ソプアップ しで あり ， また

大 1¥15分の容室はパス十lで， もっ と も

ζ のプJ は給湯している 。

J:J. I房設備 も一般ホテルに比し 随分

! ムい |百i.t.ifを とってある 。すな わち荊1

ii'二iITl j j支を給す る乙とで! ! ! ¥駄な耐 もあ

る。

その他洗濯設備l も高LEボイラ ーを

設但し ， 門家発屯設備 など一応完備

している 。

そ の 他

現地は ， とくに宇節 iζ より風、『りの強いと乙

ろで， 海li ‘ 近くは緑風の状態でも 111のよはかな

り以がある 。工事1 ¥' も大分焼i指した 。 乙とに外

部 の 吹 付 け 11:)1' なとは千がつけられないイj 掠

で，!im 1"./; の 苫 労 は な み な み な ら ぬ も の だ っ

た。サッゾュ ，附子なとは一応肌i1! 60m と予定

したが，併存宅のテラス Icii
t

，: く尚子が11) ; 飛んで

附「をＧ，Ｂ， ｉｽ る乙とがないようにと色 々 ｾｉｩ を悩まし

た。紡よμ.j ... バ守イプ5烈1の什iにζ サランの

Iに己するという乙と IC した 。 また主: 安からの眺望

でTJ It ; j 什線 IC 吋る処 IC テラスの仰みのある手

l刊が邪魔して小 J を喰ったが ，) 1 ，、可りも強いし

JII 心 iι 越した ζ とはないと思っている 。 もっと

も下附jjillζIE台をしつらえてあるが ， jE鉢 の 数

だけでも大変で， とても維持' i f Jlll できないとの

乙とで恐縮している 。 さらにサービス関係の動

総の .U. I ，; Iι の辿絡がなくて ，1)正i Hl の臨憾の

やりくりの時 IC困るという乙とや，詰: の動線を

いささか IYJ 織にやりすぎて ，変化ゃうるおい IC

欠けたと IJ 省させられる点もある 。 ソロパン! ?

乎の経常告と話合っている巾 IC ，すぐ而 fli とか

金書 ｮ の却に引 ｩｈｾ られそうで ， ある兄 Ｍ［ＺＺｲ｣ li った

ホテルのマネージャーのどときは ， i 五| 聞なん

てどっち ri' IJ いでたってかまわんです。 lぜは食物

とサービスですよ J と恒治するイl 傑でま ζ とに

般かわしい乙とであ ったが， y _ : ぃ竣功してから

感. A l されたのは l明係月 一1，; 1の符ひである 。

終りに作1115分の i'i 分比 は大休次の

とおりとな っている 。

千 ￧ 可 ｻＱｾＵ 分 ＵＰ ｾ ぢ

;! U1J 部分 26必

ずi'j-
1

1! 部分 2476 

( 従軍u廿i 介は且'111I! となっていて介ま江い。)



観 潮 荘

鳴 門 逓 信 保 養 所

短針 ・施工監 理 松 山 郵 政 局 建 築 部

施工 ・建 築 株 式 会 社 岡 田 組

路工 ・ ｮＱＵｾｊ ＺＮｴ備 三 官1m気土木徳山 1I 1'J! i所

胞 -1: ・lfi 生設備 株式会副徳み工ＭＧ ｾ

fiL ii! l  鳴 門 Tfi 1川 崎 i11i /. i‘  

J.ll 品1 敷 地 5. 8  1  2. 8  1  m"  

処築延 ]， 0 0  4. 2 6 m
2  

1民 J白 鉄筋コン クリー 1地 3防止II

(1持J ，{ f.J )

ｊｾ ｉ＠ ! 別府136 I1二 5 JI 25  11 竣 功

fI. 」二 外部 l f開tL 綴イJ 小III Jft J ニ，外

ｉ ｜ｾ モザイクタイル妓り ， 事 ｦ 天 Ｗ

レキゾプル板ペンキ仕上 . tJi 床

人造{ I 日f山， ピロテイ部分11' .

小砂利 i先山 ， 窓 枠 そ の他 本 jti

( ラワンヰィn オイルステン仕上

ｩＮｬｬ只 ， 桧 ｾｅ 材透明カシュー Ｈｉ ＺｊＺ

附 上 ( 2 ・3 Jli'i . 11¥1il.) n. 外

円買ともにヱマル リシン I!>; f'tけ，

Uι 防ノK モルタ J レ小砂刷f:Ji.<. 基!

仲. i.ll J:¥ともに l 断 "'1降水. i i j

定両ｾｾ吋 ［ Ｂ＾ｾＮＮＮＧＢ、 、ｏＮｊ

ＢＮＮＮＺ Ｎ Ｎｾ Ｍ＼ ｃ ｾ＠ ｾ＠ .'・ーー 一 二- -

1. 左側道路より! 日脳( 枯山水際式の河b ; ( ) と本的を盟む

2. ./y曲I策路よりピロテイな らびにI i il 抵 の一部を型む

内

4

U1

 

4

・・
・



よv ‘あ

山I挺よ り本町! の一部をみる

集会主給食堂宝よりパルコニーならびに前庭の一部をみる

Ｇｉ Ａ 会主 ｊ ｾ 企立 体 ビニー J レ系 タイル，虫 ラワ ン材羽E! ' ) J l ヲリヤラッカ， 天井 銀 も み 貼
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観 潮 荘

( 鳴 門 逓 信 保 養 所)

乙の建物は ，郵政職員やその家紋

の恕の場所として建てられたもの

で， 全国 11: 30 数カ所ある建築のう

ち，唯一の鉄筋構造のものである 。

従来乙うした目的の建物は ，部屋

の構成でもわかるように，大郎分が

宿泊兼休恕室を主体とし たもので あ

り，必然的K 肩の乙らない稿l室が必

要とされているととおよび敷地をあ

る程度自由に取る乙とができるとと

によ って，古くから木造方式が係m

されていた 。

今回乙の型をI放って鉄筋構造を係

JIJ した乙とは，乙の i出が台風コ ース

lζ あたるという立地条件を汚 lぶした

からである 。

乙のような条件ともHIJ 目的とをあ

わせ考えて，で きるだけ鉄筋なるが

，1&の「かたさ」を とる乙とに努める

ととも 11:，五D引における水浴客の手1)

fIJ にも ，ある程度配慮したつもりで

ある 。

特11: ，会: 枠，ｾＮｴｻを木造にしたと

とは， 乙の「かたさ」を考えるとと

もに， ｉ 相 Ｑｭ による金物の ｬ ｩ，ｾ容をＡｖ ｪ く

ことを目的とし， 1 . 庄はできるだけ深

目にして，本部の保護につとめた。

以上のような条件と配慮により総

てられた乙の建物は，白砂75松のロ

γ グピ ーチともいうべき，小鳴門海

峡を経て ， 黒潮う ずまく ｲＡＡｾ 門海 峡を

指呼の間 lζ 展望し件る丘陵の '1')換に

あり， ζ の景観をパック 11 : 持つ建物

のありかたとして，特に拡大なる緋

内の処理! は ，あくまで ['1然とともに

あり たい ものである 。当初j 乙の敷地

は段々畑であ ったが，乙れを 2 段地

lζ 切り持え，芝付けしたスロ ープと

j; HI 水様式による川原の作庇も ，乙

うした考一えの上での也、|送11ζ ほかなら

なｾＩ 。

なお，乙の構内 11:は ，徳山 i lJ を一

望におさめる丘陵があり ，乙の処理

とともに右 Iζ 続く松林もじ ゅうぶん

利用価伯があるので，とれらの言I'j函

は今後に待つ乙と K したい。



観 潮 荘

(鳴 門 逓 信 保 養 所)

裏 庭 の 一 郎

3階階段室より廊下をみる

w  ビニール系タイル

Ｇ｜ ｾ＠ ラワン材 *111恨

タリ 4 ラァカー

ノ、)1 杉It E ( 長 J，もの)

11述悦り

111 i1' 1  虫 ( くろしお〉

ｾＺ＠ ，，" 色じゅらく

天 井 刈 ur 杉 柾

w住 北 山 天 然

配 置 ・ 1 階 平 面

1. 玄 関

2. ホ ー ル

3. 事 務 主

4 ロ ッ カ ー 宝

5. 下 Jl!. 宅

6. :fr r. ド

7. 耕 民 1・I(

8. 使 所

9. 女子' / ; ・ヮ ー 宝

10. JJ 子 ν ャ ワ - 1{ 

11. プ ロ パ ン 瓦 l軒 宝

12. ポ ン プ 3{

13 ピ ロ テ ィ ー

14. 変 Hl 所

15 ポ ン プ 宝

16. i.軒 名 際 識

17. (f， 化 柵

2  階 平 面

1. '1訂正l 宝C l ii 11 ，)  

2. 談 話 3::: 

Ｓ Ｎ 会議室 ｊｾ 立女

4.  1:'¥ 当巴 5， 

5.  iji 1是 室

6. m 務 u 京

7. ｦｾ 飽只室

8.  m /j'j 1日I 五f

9 企
"  w  

10. 脱 -t< '¥1 

11 浴 3， 

12. )Jj 反}

13 但! iji 

14. 洗 lui i珂

15. 物
i!!l. 

16 陪 段 ホ ー ル

17. 廊 干ー

18. 廊 下

19. 階 段 宝

20. ベ ラ ン ダ ー

3  階 平 面

1. 1il i I H，( なぎさ〕

2. I，il ( さざなみ〕

3. I，il ( うずしお)

4. I，il ( くろしお)

5. I，il Ｈｾ ［ｉ＠ 衣)

6. I，il 0 ¥ 松)

7. I，il ({' f 凪)

8. I，il  (IJi: 110 

9. I，il ( 松
"' 0 

10. )Jj liJ n 弔

11 配 l蹄 百f

12. 洗 fl!j J肝

13. 脱 1< 
'.一日p_  

14. m 奇〈

15. 悦

16. 洗 flii T抗

17. 物 ii也." 
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お わ び

116 頁のドリ ームラシドの鳥由意図は

反対に印刷されています。

謹しんでおわび申し上げます。



遊 圏 地 ド リ

奈良 l乙開場したドリ ームラ ンドをみられてまず最初に

気ずく乙とは，その規模がひじように大型化 されたこ

と，それにとも なって悶内の各建造物，遊園施設が数多

く，また美しく豪華K なり ，在来の遊園地と異なって，

遊間そのものがひじようによく企画されてきているとい

う乙ともあげることができょう。それゆえに全休日 I'j 函，

ブロックプラン ，色彩計画なとの上で，いままでに ない

統・がみられるのは，むしろ当然の結果だといってもよ

t. でしょう。

ちなみに概冊1 ¥の規模を記すと，

敷 地 而 積 322.5∞平J j 米

駐 車 場 而 積 35α 渇平Jj 米

磁 築 物 底 面積 18.印加平方米

舗 装 而 積 45.はゆ平β 米

地 容 積 65.α )() 立方氷

外 周 列 車 周 長 2. 0∞米

ｊ ｾ ｊｬｬ ｊ 狩地着 Ｑ て l問看I 35 年 5 月

組! 築物{] I・ 附 荊I 35 主1・l J foJ  

唆 了 間A! 136 町・ 6 月 末 日

すて質 的 40 億円

ただし軒地 . : : 1: 本. i j ! 築T. ｾ ｈ Ｎ＠ 低気，給排4 般側一仁111. ;占

園，照1U! :t¥l:備，家fl . 遊! #' 施設，東tt を合む。

土本i lP置関係者 消 水 辺Ａ ｾ宣 ｋｋ 矢/.正s般K K K Kn1π1 ｲ ＮＧＺＧｾ ｉｊ＠

プルドー サ i.'j>; K K

以上のどと く，その鉱棋¢大き 乙カ%、かに大き くカ・つ

いかに ｾ ｲ ｩＮ ｊ ｾＱ 口 ｬ 乙 造りあげたかをう刀、カ丸、しることができ

ょう。

全体計画の上ではアメリカのディズニーランドにみら

れるのと同じように，プロックをメインストリー卜，未

来の国，お仰! の国，過去¢国そして冒険の国の五つのラ

ンドκ わけた乙と，そしてその五つのラントをスムーズ

に連絡するように圏内のほぼ中央部に l噴水と，その周聞

に食堂を配し，そ乙を中央広場として各ラン ドを紀鐙し

た乙とをまずあげなければならなし 、。

その結果は，各 ラン ドへの道線がひじようにスム ーズ

になり，中央広場で入拡者が各自好みに応じて遊閣の順

序を選択する乙とができ，また中央lζ 帰れは休息するた

めの食堂， r喫茶各庖が周囲をか乙み，そ乙で休憩、しそし

てまた別の ランドへと行 く乙とができる，いわl立中央集

中の企画 ζ そ今回トリームラントの最大の特色だといえ

るでしよう 。

そ乙で，乙のド リームラ ンドを さらκ 詳 しく紹介する

にあたっ て， ζ の企画を建築，遊園械機施設，造園そし

て色彩の四つの観点比大別して，おのおの担当された方

IC. 説明していただき ，乙 の遊園地の構成なり性格なりを

しっていただ乙うと思います。

ム フ ン ド

(1  ) 圏 内 の 建 造 物

正直l入口を入り，ます強い印象を与えるのは外国列車

ステーゾヨンをか乙む駅前広場tζ 怨ち ならんだ建物，そ

して中世紀の城を正面にみなが ら街路を椛成するメ イン

ストリートの建物であろう。これらメインストリ ー トK

ｅ ｅ つ建物は，色 彩を蛍ｴＺｾ Ｎ ，乙して遊閑地とし ての楽しさ を

もっともよく表現できるものとして，アメリ カの19世紀

乙ろのスタイノレを単純化 して採用している。 と くlζ メイ

ンストリートは一線が 2 聞から3 閣の閉口で構成し，そ

の町立止が自然発生的にでき てきたように，どく自然にみ

せるように考慮されている。

メインスト リー トを;:(il こおれると帆船の浮ぶ港町K で

る。そ乙へでると建物の高さも 3 階 建 と 一 段と高 くな

り，またレンガと石とで織成されていてメインスト リー

トとはぜんぜん雰囲気の. i l i った III J. すなわち 18世紀の北

欧¢港 '11] として 服部j に展開昔 る。実際 のものが 5 - 6 階

もあるに対して. 31併でもってしかも階高 も低 くして同

じよう な効果をだすように構成しているので，全休K そ

れそれのプロポ ーションは大部くずしている。効果 を第

lζ ，c(点を置いたために全体としてひじよう κ 乙じんま

りとまとまった|町l己なったように思われ る。

乙れ らの建物はでJ : . として交応，喫茶j苫としてまた その

後方部分は，事務関係の; 治安 lこ使用 されて いる。 また港

町は 1"として外観のみみせるために造られ，いわば書き

割りのようになっている。

りく l乙特筆しなければならないのは， 乃村 工芸社で担当

していただいた過去の困の中にある日本町である。 そ乙

は江戸A: J羽の武家民放，製作J . 二七日丸火の見Hfo，その他

メインス トリート ・パブリツクホール
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の建物で梢成されて l る 。 r れ らの建物も全体 i己実物 よ

り大部縮小 されてい るので視覚的な調子にもっ 1; 1. ' ら重点

がおかれている。

それでもやはり布i/卜さ れて いるために メイ ンス トリー

トにしろ港町にしろ，乙の日本町にしろ セットのような

感 じをいだかせるのはいたしかたないことであろう 。

以上アメリカ ，北欧，そして口本の過去を表現 した乙

とによって，狭いなが らにもー応世界の古い町l乙入国者

を案内して いJ.'， o そ して大人 lζ は古い時代の想い出とし

て， また子供述にはある程度であるにしろ，古い時代の

様式を遊びなが らに. 版げにでも認識させよ うとすると

乙ろ に，乙の ドリー ムランドの企翻上のひと つの目的で

あったように恩われる。

その他おとぎの国にi i J l つ中世紀西洋の城，竜宮城，中

央広場 l乙iiJlつ各食堂，冒険の困にmつ車ft の々建物も ，そ

れぞれに各ランドの完関気をかも しだすのに役立っ てい

る。 ( 村里f森建築( J ! 積所 保 科 幸 一 記)

(2) 遊 園 遊 戯 施 設

間1) '1の数多い機械施設を大)]IJ す 忍と ， ｆ［ｾ＠ 1)" を見物して

回る遊l弱施設と遊戯施設 とにわける乙とができょう。

まずi盈|却施設かみ紹介すると，第一に外周 2 粁を走る

外 周列車である。これはモテ、ノレを ・ 輸入 ｾＱ Ｑ 号ダ ｉ ｝Ａｊ ｉ と Ａ 日｝治

13年北if' ，ifiσ 脱休鉄道を走った弁J t 号とにとった 2 台が

走 ってし〈。いずれも現寸大の大きさでしかも速度が当

時のまま σ 泌! えを採用していると乙ろに興味カ' あ ξ 。当

時をしる人々には大変なつかしし乙とだろう。

i火にメインストリートでは軌道I57札 ダ ブ ル デ ッ カ

ー，ステーゾヲンワゴン ，1門IYj '1' カフ左っている。心ずれ

もふたん采った ζ とのないも ¢はカ りなのも楽しみを約

加して くれ ζ 。とくにダフソレデッカーには拡が 2 併にし

か乗って いないC: { - ' 興味あ t ごと と思う。

過去の同では ｪ 也 ｾ J L唱えす ζ 外がや t I!J!_l (.J} ;l"3 '  J 今 ) L .

おとき の同ではfむ¢子ボートで" 険 ｉｉｾτ ごはジりンク
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¥ l 険 の 問

ノレ巡航船で探険旅行1::' ，それぞれのランドのムードに調

和 した乗物で，閣 内を見物させてくれる。

また未来の同ではモノレールとス カイウェーでいずれ

も上か ら園内を一望にみせてくれます。 ζ のようにほと

んどすべてのランドが乗物で見物して阿れるように企画

されて いて，これ乙そ在来の遊留地に lまなかったひとつ

の大き な特徴といえるでしょう。

次に J!u戯胞設を紹介してみよう。遊戯施設はほとんと

が未来の同とおとぎの国に集っている。

未来の閃には世界最初といわれるホ ーパークラフトを

始めフリーウェイを走る r1  illJ) rp : ，マッターホノレンをモデ

ノレにした ｉｾ［ｬ さ ＴＵ ｾ とのｌｩ｟ｪか らか け降りるボッブスレー，そ

の他アストロジェツト，ノレープザ、 J レーブ. ローター . お

とぎの同にあ る回転木 15，カ γ プランドなどすべてが子

供述を楽しませずにはおかない。 これ ら各障の遊図遊戯

施設の中でとくに記さ な くてはなら ないものと して，ホ

ーノ〈ークラフト，モノレ ーノレ，そ してジャングル地時特

殊装百をあげる乙とができる。

ホーノミークラフトはエアーカーとも日子 ｉ ［［Ｚ ｾｌ る よう ｬζ ，

プロペラによってゆくさ下したエ アーの圧ノ」を利用して空

中に浮上するもので， 目下アメリカ，イギリスなどでは

J' F'i]';mとして使用するために実験中であるが， トリーム

ランドではそれらに先駆けて世界最初の Ｇｊｾ 用車として使

用をJ 1J1aI: し七ものである。ホ ー バークラフトの険椛

は，

民) . ; 1 ' [ 径

ノ、

E  

1主

高

ｴｾ＠

5α) ( ) n、

1. 850m 

6 名

機 関 コ ン テ イ 勾 ン タ ル 0 - 3∞航空 エ J ゴノ

段 六 11¥ 力 145 ' P/ 2.，∞r . p. m 

全 ｦｾｬ 'ffi J，t 690kg 

段々 ; " 1. l占有 O. 25 m 

j!!_: 呪 虫 ' a : 20k mβf  

.. ，ｾ＠ ｾｾ＠ -JJ 1/ 25 

以 l で. ホーバークラフトの彼格上. ｉＧｊ 型 をｾ准と ｌ



未 来 の 国 モ ノ レ ー ル

てと くに軽量である乙とや，水上 lζ 浮 ぶ乙 とを考慮し

て，アルミニウム材を主材と して使用 し，遊園地用とし

て使用するためと くに展望とい うことを重視して床上全

窓とし，窓はすべてアクリライ ト材を使用した。 (製作

大阪アルミ株式会社〉

モノレールはドイツ A LWE G 社の騎乗型モノレールに

範をとり，とれと全く異なった方式によるモノレール

で，すべてが純国産である。騎乗型モノレールとしては

日本ではもちろん最初のもので，世界でも 2 番目のもの

マある。

モノレー J レの機構は，

ｾ＠ 長 31α )() m (3輔永久迎結)

九じ
巾 2. 3∞m 

fで !百 3.4∞m 

71:: 員 88名

氾 圧
D. C. 220V  

以上で，デザインの上ではとくに迩転室を上部に置

き，i弘前端， 最後g;r. jを展望室とし，透明ア タリライトを

使用して展望窓部の範囲を製作可能の最大限まで広め，

前端部，後始i部とともに同ーの流線型rll l線でまとめあげ

た。 外装はステン レス スチーノレを主材と し，窓部はすべ

て透明アタリライトを使用し，空中を走るモノレーノレに

軽快さをもたせた。内装は清潔で爽快な感 じをもたせる

ため，天井部はアルミニウム材を，壁面にはデ コラ材を

張り ，床にはロンリ ウムを使用 した。座席シ ート は住江

織物から特別に織らせたものである。座席の高 さや傾斜

についても留意して実験を行ない，その結果割出したも

のである。( 製作東京芝浦電気株式会社)

ジャングノレ地格は船で世界各地のジャングノレを探険す

るのであるが，襲いかかる数々の猛獣や踊りくるう土人

の部落はすべて模造であ るが，化学的な材料を使って実

物その まま を現わ したものであ り，複雑極まる機械機構

を駆使して，二度三度重量いかかるもの，河の中から浮き

あがるもの，踊りくるう土人の野ーなどの装置を作りだ

し，探険する幾笠 もの船の進行にともなって，出没する

猛獣や土人迷は光屯管装置によってシンクロ ナイズさ

れ，複雑な動作と音符発生装置をー致させ，すべて船の

進行IC タイミングを合わせ るよ うに なっている。

( 株式会社ドリ ーム ランド技術部 関 邦之扶 re)

(製作韓国長時計ンPFEEt52)

( 3) 造 園 計 画

進国工事設計にあたっては場内をメインス トリート 建

物関係および舗装地区，未来の悶，おとぎの同，冒険の

同，過去の国とに区分 し， 場外を正面道路および付近外

周同り ー帯とに区分 してそれぞれ地区 の特徴あ る諸施設

と相まって，ｊｆ さ れ る ｼ浪りの 特異 な ＩｾＨ慨 を現［｟ｵするよう

に努めました。植栽 した樹穫は喬木，亜熱帯樹類合わせ

て約 70 穏余，泌木類45趨，] 主物，地被類 14 : rnとし，喬

木，i l l ! 熱111・樹類約 5，500 本，i桜木類 24，400 本( 株) ，夜

物地被類 12，500 株， {Ilj 入学類 180 木 ( 株) ，その他花丹

お と ぎ の l珂

i欠に各地区ごとにその概要を述べますと，メインスト

リート関係地区は，各特殊建物lζ 対する よr.atn を保つた

め，概して務形的樹木を配摘し，'n¥' に新鮮かっすっきり

とした感 じを保たしめるように，芝生花壇にi Ti 点を毘 く

乙と』口 、たしました。脳波樹木の主なものは. 花アカシ

ヤ，カロ リナ ポプラ ，ヒマラヤ シーダ ー， モクマオ ー，

ユーカリ， 銀杏，楠，枝垂柳，ユ ッカ ， ドラセナ，玉伊

I次，サ ツキ，ツツジ，その他花物を配植，未来の国，お

とぎの国は，モノレ - ) V，フ リ ー ウ ェ イ，スカイライ

ン，ボッブスレー， カップランドその他によって構成さ

れる流線的かつ立体的な景観地帯としての要系を生かす

ために ，ヒ マラヤシ ーダーを主体として，栂，泰山木，

コブシ ，モクレン，メタ セコ イヤ ，ホーキポプラその{也

を植栽し，また蘇鉄単植の中島地帯を作り，フリーウェ

イの コー スを取巻き ，サ ツサ，キリシ 7 ツツジ，ヒラドツ

ツジな どの帯状，ラッ パ状の密植地帯を取設けて，流線

型を表現し，椿，山茶花，山吹，雪柳p ク チ ナ シ ，ボ
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ケ， レン ギ ョウ，アジサイ， コデ 7 リなどの花物を植裁

いたしました。

冒険の国は東南 アジア，中南米， アフ リカな ど各熱帯

地!又の動積物の配置によるジ ヤン クJ レの景観を表現す る

ため，亜熱祁純物 およびそれにかわる純物を主体 と し，

サボテン地区を取設けまた: u i 木と サボテン類の擬木を も

配列して，ジャンクル地帯の椛成l乙努力いた しました。

血熱干11・樹としてワシント ンヤシ ，カナリーヤ シ，ビ ロ

ウヤゾ， ココ スヤシを主体 とし，芭蕉， ドラセナ ，唐綜

*1'¥，和掠招，蘇鉄. ユ ッカ ，デイコ，カミ ヤツデ， モク

7 オー， ダチ ユ ラ，ガ ジュマ ノレ，プーゲンベ リア ，その

他各種類の樹木を集枯し，一部を孟宗竹林 と し 中 南 米

地帯 ｾＺ ! こは柱 サボテ ン類，扇サボ テン類の大小を群植いた

しました。乙のジヤンク J レの構成にあたっ ては動物， 植

物，造園，岩石，人類買を落などの各専門学者の方々より

なる委員会を構成し，充分な調査研究をすtねて完成 した

ものであ ります。

過去の閑は日本と西欧に区分さ れ， 日本町K はアイヌ

部族も含めて黒松，桜，相:t:， シラカ パ，. 楠，椎盤，そ の

他と西欧側l乙ヒマ ラヤシ ーダー，貝塚伊吹， メタセコ イ

ヤ，ユーカリ， アカメ チ ャン チ ン，花 アカ シヤ， コウヨ

ウゲン などを植殺して， 白木町，アイヌ 部落，西欧の械

などに それぞれ適応 させました。

外国回 りー布およびその付近は軌道線を 中心 として，

その外側は周辺の植物景観f C.調和 させて風致地区の生命

をうたなわないようにしました。正面道路は中央l乙グリー

ンベル トを設置，花壌を取設け， フラワーボ ックス を配

置して美観をそえる乙ととし，歩道側はホ ーキ ポプラの

大木並木 とし，庖舗付近は ヒマ ラヤシ ーダ， ドラセー ナ

を] 体とし緑地有j，を取設けるととにしました。

ちなみに本エ事に使用した樹木類その他は前記の巡り

ですが，枢l萩時期! のときに悪い樹木もあり ，造図工事と

しては前例のないほどの突貫工事を強行いた しましたの

で完成後の現在手直しまたは補植を要する箇所 も多く ，

土質改良もまた重大な仕事のひと つであり ，乙んどの活

若生育には一段の努力を要する乙とはもちろん，，i l l i 熱符:

樹サボテン などの越冬問題にもまた研究工夫するべき点

が多いのであります。

( 株式会社 " ') ームランド技術部 木 原 五 郎 記〕

(4) 色 彩 計 画

ドリーム ランドが従来の遊園地と巡う点は，たんに乗

り物や遊戯i基illJJ 具( こ乗って遊ぶだけでな く，同時に目を

楽しませ，2 i = 閤気を味あわせると乙ろにある。 メー ンス

トリ ー卜， 港街，中世の披，おとぎの国，未来の国，過

去の国，冒険の国というように各地域それぞれ独得のム

120 

ー ドを盛り 上 げ，実際 そう いう 固に旅行しているよ うな

実感を与 え ると 同時 に ，全体が ｾｏＺの 国 として ， 現実 の世

界にはない美しいハ ーモニーを創り あげる乙と なので，

それは当然色彩計画の領域に入 るも のである。

当研究所は1959年から継続 して， 欧米 lζ 研究員を派遣

して色彩環境調査を行な っている が， いずれの国のいず

れの都市 もそれぞれ独 自の色彩をもっているのにくらべ

て，わが国の都市がいかに色彩貧困であ るかを焔!感して

し、fこ。

アメリ カのデ ィズニ てランドのごとき色彩の中で遊ぶ

楽しさを日本の子供に も大人にも休験させる施設をもた

さなければ， 日本の都市はいつ まで も美しく ならないと

考えていた。たまたま ディ ズニーラ ンドとどうようの企

画のドリ ームラン ドの発足l乙あい，当所は欣然として参

画し，全機能をあげて色彩設計監1'J ! . を担当した次第であ

る。

乙こでは i:. たる建物はもちろん，看板，天右下， カーテ

ン，街灯，ベン チ，屑館1 ，パ ラソJ レ，各種釆物，遊戯 只

から従業員のＩｊｾ茨にいたるまで ， すべ て の色がこの巨大

な色彩交響楽をかなでる要ー業なのである。すべての色が

調和し，反映して色彩の世界を創りあげるように設J I・を

進めた。

まず最初に使用する色の選定を行 な った。たとえばメ

ーン ・ストリ ー トに使用 する アメ リカ 19世 紀 の *部 のと|乙

和な田舎町を構成する色の種類，北欧の港1 } f の市厚な色

の穏類，おとぎの国に使 うJ j [ 貝の w界の穏矧等々それぞ

れの色彩構成に必要な色彩を集めると 1.000 以七にのぼ

った。その中で共通の色，近似の色手整) ' 1 ' . して約 500 色

をえた。さらに その中から互いに調和する色を選りだし

て最後に 236 色を残した。 乙の 236 色を ドリーム ランド

・カラー と1' ，ず け， 高彩度， 中彩度，低彩&， 1m彩色に

分類し，色相11慣に配列して D . C .  1 から D .C. 236 までの

番号をつけ た。

乙 れ らの ＲＳＶ 色の日本色彩 研 究 所 と ｾｉ ｩＦペイン ト 株式

会社の協力によって ラッカー1次 付 けの色取として調整

し ， 乙れを塗料 メーカー， 施工会社 ， 機ＲＧｾメーカー，現

場監 13員 などに配布し，設計伝達はすべてこの色彩番号

を もっ て した。

個々の建築，機器などの色の記録についてはそれぞれ

記入図面と配色 カー ドとを併用し，将来修. P J l 主主主主なとの

場合， もとの色彩設計がただち lζ わかるように整理保存

する乙とにした。

色彩設計は財団 i. t人 1:1 A，色彩研究所釘二研究部長紺l野

尚志と有限会社t工業デ ザ イン 研究所安 大tR_ I' ，ry.一山11の協力

により ，色彩監i ! J l は佐々 木高昭 ，大生|義ML b，- 村照成，

諸橋利明の諸君が担当した。

( 財団法人 日本色彩研究所 記)
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奈 良 県 庁 本 館 ・ 奈 良 国 立 文 化 財 研 究 所 ・ 奈 良 ホ テ ル

は じ め に

乙乙 ICあげる 三つの建物はが良公園

内，もしくは ζ れに隣按した場所に建

てられたもので，とくに環境との調和 l

を考慮し ，瓦古屋根をあげた日本建築

の外観をよそおったものである 。 もち

ろん乙うした深岐にもかかわらず，奈

良11 ' l 立時物館のように ，純粋K ノレネナ

シス風な建物も造られてはいるが，明

治20年代の後半頃からは欧米への心酔

に対する反動として. 1珂粋的な傾向が

偵まり，日本の肯建築』ζ 対する関心も

高まり l治めるのであるから ，プ民政のよ

うな_ l J 也では ，洋風式K 生活する公共

ｾ築でもＱ］ＱＴＭＺ風な外装をＩｊｬｬｩす風潮が高

まり，ず っと以ili まで公凶内は勿論そ

の隣桜地でもそうした種類のものでな

ければ砧築を許可しない当局のプj 針で

あ った。乙うした考慮は明治初JWHζ は

全く払われなか ったのであ って，明治

8  ｻｉｾｉζ 興福 Ｔｪ 境内食堂跡 ｬζ 建てられた

寧梨学校( r : ，jj 範学校の前身) は区lでみ

ると 2 1続長tt の月二風建築で，パノレコニー

のついたハイカラなものであ った。明

治25{ド起工. 27年K 竣功し た天災良Wj 室

博物館( 現同立博物館本館) も前記の

ように純洋風建築であ ったが. IYJ 治27

壬 ｉｾｉＨＧ 起工 Ｎ 28年 Iζ 唆功した奈良県J-)" は

設計宥長! J l f " - j ': 平治の記した「工事の来

歴 J K よれば. i 奈良公園の夫観を筈

せぎるため可及的日本風の趣味ある建

築を起すの希望 lζ 従わざるべからず」

とあり ，当時の世論のi J ))J きを祭すると

とができる 。明治33年起工. 35年 lζ 竣

功した条良県下生産品陳列所( 現奈良

国立文化財研究所) は設計者が 日本建

築火の権威であっ た当時奈良県古村寺

修理技r : ，1 i 関野貞の設計だけあって，社

寺建築の古典的な細部を至る所 1(，百17か

し，全体の形を平等院鳳凪堂 lζ 悔した

凝 ったものであ った。因みに古社寺保

存法( 現文化財保護法の発端) の施行

されたのは明治30年であるから ，すで

にζ の頃には日本古建築に対する研究

もかなり進められていた頃で，その知

識を大いに活用 した のであ った。

三矢J込ホテノレはず っと下 って! 日] 治42年

Ir 民間の経営で始められたものである

が. Ｈ＼ ＱＧ 途から国鉄』 ζ 身 Ｕ Ｑｾ りしたＩ乙

れも 奈良公園から自に立つ丘上 lζ 建 て

られた関係もあり ，外人観光客に対し

て， 日本風なものを味わせる芯図もあ

って，同様な傾向をたど ったものであ

る 。 しかし細部の日本ｾ築としての洗

練度においてはず っとおとるものであ

る。

以上いずれも日本主 ｴｾ の外観をよそ

おうものではあるが，構造は洋風で，

西洋小屋を用い， 壁も大壁を主体と

し，窓や戸口などの1ill 部K も洋風をと

り入れ，適当に ζ なされている乙とは

もちろんであ って，純粋な日 本建築と

は異なりその点で ＧＱ ［ＱＺ明治ｾ築として，

従来乙乙で取扱われているものと共通

した} ，! ; 般に立つものという乙とができ

る。

:ts; 

71ミ 良 県 斤 本 館

プ 矢 ｊ よ ｴ￱ｦｾ 大路間 ｉ

大和国は最初独立県として設置され

ながら ，間もなく堺県とし て現大阪府

と合併され，再以= 奈良県として独立し

たのは明治20年である 。最初は先lζ 触

れた寧i築学校を改造してJr 合にあてて

いたようであるが，明治27年 Ir 県会で

予算を通し，その年から工事を始め，

ｾ お 年 玉 Ｑ ひと 竣功し たのである 。 幸 ｉｲ 明

治28年12月18日の条良県報に県Jr 合移

転の記事あり . 1日124 日の県報に竣功式

lζ 読み上げられた県庁丹新築工事報告

がでていて ， 建設当初の Ｚｲ ｪ ｾ 怖を知るこ

とができる 。との報告占から摘記する

l 「j L

目L-Ji 出

1 . 泰良県庁旧本館

平 面 図

111線で示したのは

現住する主要な主II

祭。

"8 

寸コ「

L  
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2. 奈良県IT旧本館 イ1端に見えるをは大 d'.p.i 代 IC納得した部分に属する 。

正白尾がみえているので， 入 母屋 々 似

』ζ 終 った ものかと思われる 。車 寄 の

正 而 K 基 股を一 つおき，斗扶 lζ 舟H、I

Ｂｦ￧を用い て いる他は ｾｱ お よび屋綴が

日本建築のプJ 式 を とっており ，盛岡

IC，jt 型を入れて， 日本EJ22誌の感じを

だしているれ皮である 。大 事u端 の 鴎

J E i は唐招提ミij 金堂のものを似したも

ので，こ れらの屋線瓦 は 鈴 木又市( 現

イL も: 文化財建造物の瓦製造に従事し

ている 家) Iζ 前負わしている 。 乙れ

lζ 対し内郎は むしろ洋風であ るが，

なお師寺段などには高欄や擬宝珠のモ

チーフを泌川しているのをみる 。

3.  4  奈 良 県斤旧本館

正 面 大階段全景およ

び詳細

己の附f止の備の引に

主派な. I . ! &市かおかれ

ていたとレーえる 。

5. 奈良県庁旧本館西南の大正 時代の増築部

現在知 'Ji 宝 な と の あ る プ ロァタで， 日本! . I ! 築の細部

がかなり1 : のままf I I l 、ら れている 。
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乙の日本館の lilJ ってイ1の浪から がj

) j l ζ 続け て，本館市j の広場を凶うよ

と， うにだされた ， それ ｉｬｪｾＺ [-1)診をと っ

工* 関係者 たプロ ックは大正木WI のWI Wi である

技r : lij 杉 技r: lli が ， 乙の方は反 って 11 ［ｬｾｒｴ築のモチ

エ Ｇｬ￧ｲｬ￧ｾｾ ＾ ｦ 号者派設 ［ｮ Ｎ 才［ ーフを なまにハ iぃ， 7¥i JH;j 、を J iI い

罷 工 学一lて 長 野 ) .; 、1'.治 て，柱をは っき り 現 わ い た 仰 を 校

放 す 僑ぷVjJ Si;待I したり，虹決，gJ 段などを川いて切

ifl !  lJ. 片! 日j 議 llT 必の ぷ を t!ili り， TjI得 IC) ，I行政服、を川

桜}I:見L一公日 い，そのねJ Cエンタ V スをつけ ，一

小 ， ｾｗ ｉ 治郎 '1'1 棋をのせた りし て いる 。 その{ 出

品目 ｾｬ ￍＧ jl 犯 の l竹築部分は rl¥H泊 と す る に た り な

工ボｾｾ 総額 23，102pj 9銭71'1( ぃ。前記の工中報告占の '!'1C は設 :1.

敷 地 東阿40問 南北 120間 行のな区 ｬ や他 ｴ ｾ を垣間凡させる筒所

約5000t、l' があるので，その「工' 日のス況J ' j '  

本館ｃＧ ｭ 矢部 収税ｬＱＡ ￭ を もｾむＩ から少し IJ IJ i J してお乙う

総 ｾ ｴ 干 352t 、1'. ｾＮ｜Ｉｲ 本町ｩＩＩＮひ ｅ 汲 ｈＺ｟［［Ｇｲｬｩｨ￮ｊ じく本込にして ， Jt  

内 Ｒ 附ｾの ｭｳ 232J:'I' 外観は日本凪を主とし ， Ｑｍ して 情込は判ｾ， の ｬｾ［

、ＱＧＮ米ｍＡの ｬＺｾｓ 1201'1' 

総延坪 584J:、l'

議 ｾ ￇＧｩ ［ ｾＮ 平家R t 1621干

pfJMRt 物 300J 、ド

ｊｊｾｻｅ の庁舎 は乙 の際の本官官を残し

て， 乙れ lζ Tf' l築 またWl 築 を) J nえた も

のであるが ， 最初 ｊｾ っ た 本合 ￎｩ はｽＺｊＡＮ ｻｅ

正門の刀. 的1にみえている南 loi する ' j'

火プロ・ r クと これ よ り 両 側 に で た

W- ， 乙の犯 と jj' (j I J K 交 わ る 慌 に 吋

り ， 全 ｍ 、の配 ［ ￬ｦ Ａｾ は ｈ ｊ 巴になるもので

すべて 一師寺起である 。正而の 11
1
火 プ

ロ γ クは ｬ 引艮入 ｩ リ ｊｾ Ｎｑｪ機瓦 ｦ ｩ で ， :i F. 

l面lζ 千.1. .1{波風をつけて小心f'I:. を IJ え

大 棟 両端 に鴎尾をあげる 。 また: i T. ，f1i

rl '央 に は 入 母 屋 々 似 の 車 得 を つ け

る 。 ｾＮの端 はいま ｗ ｉ 築建物には絞し

て い て， 原 形 を 知り ｩｾｦ いが翼の端 ｬζ

川より成立つ所の内 i'f の J j i }; を主として川い，

Il つ近年本邦 IC於て謎災の) ，験は大に i肝? : のA;

! J よ改良を促したれば，設計 上 . t ! ; を此点に iJ' き，

光分の堅牢を JUIせり ， 以礎は) ，' ，I'i'. 下} ) . ひ li lJ( I: I:IJ

ａｉ ｃ 幅三尺のコン クリート を以てｾ，副 ｉ ｃ 打 ｉｉ ， ｪ め

たると ，地位の旦i 聞なるとを以でしたれば， 品

ｉ ， ｕζｬｾ ふる ζ とは悶より容易にして ， ＡＮｉＡ物 の ι

f: ，; をI t li ! l i t : 書するの到j 益あり ，此のコンクリート

の」二 ICイi l えぴWJ ( を以て礎測を寝き ，以て J U

IC木造の構架をなせり。

本ｩＱ｝の構匁 Ｑ ［ＱＮ ＱＱ 可隙のどとく付制 ｬｾ < 向洋流の

長所を探り ，J l つ耐終の. ，.';. Icfil むし ， 乙れを償

うに 日本副Lの絞飾を以てしたり。 内部は竹* J l 全

く凶作流を以てするに拘はらず，外) f ' は[ 1 本流

の談怖を以て被ふ IC些の不剖i什なきを比る IC) E

らん。 此く の向1きJii1 を以て後米本 j sの!.I!祭 IC

応川するは予鉱止n集家の暗守¥-1 る所にして ，日比

は此! . I ! 物は他日 の一際本とな る ζ と紙きにしも

JI らざる べ し。京より ]".1'1光分ならず，1) めに

外観技飾花火 I C( f 減を加えた るの I1 むをfl} ざる

IC ii らし めしは頗る遺憾の乙と な りと 維とも .

内部 構造は堅牢 IC投討さ れたるは干の 保する liJi

IC して ，彼を以て此1ζ 代う也i た己むを得ざるな

り。



奈 良 国 立 文 化 財 研 究 所

奈良市イ千日 野1I 1J

ζ のｾ物は奈良 ｉｊｾ 立博物館の東南ー

にあり ，公 l必の !1:r1"乙立つものであ

るが， とれは 11i:1和26i l二l乙奈良同立文

化財研究所庁oとして県より同に移

科されたもので，移科部j の用途は奈

良県内工館であ った。最初 K 乙れは

奈良県下生産品隊列場として明治33

年 11月18日起工. J日J35年 3 n  10口lζ

竣功したもので. JnJi r. 9) J  1 口から

ｊｊｉｾ 設した 。 その後 Ｑ Ｑ［Ｑ ｝Ｑ立の改正があ っ

て，宗;1;1、はいろいろ 変 ったが，やは

り物訟を陳列する場所として終始し

たものであ った。従 って，立に匠も多

少人 門を 引くようにされたのであ っ

て，平等院鳳j包'i ;l: をなぞ らえ ，け|ド1予

のイ位立i凶l':dc. r南有桁fffi町した外綴 2 ｾ陪符 ｫ刻池 ｩ主Ｚのプロ

ツクをおき，両7浪qを出し，その先lζ

楼をあげたプロ ックを配し，正面 '1'

ｾ ｬ とと ， 同 ｪ ［ｍ プロ ッ クの安から出入す

るようにされ，内); jl は全休として一

つの大きいホーノレとなり . 'I' vとブロ

ァクでは ぺ附のHd聞K ガラリ ーをま

わして高い吹きぬきにしていた 。現

在 は '!-，央プロ. .， クを二階に改め. 3r

を分J 1i J し. 1ぷを張 ったので内書官の而

目は失われてしま った。

建物の総坪数は 337. 66 伴とある

が ， 乙れはￄＧ ｈＭ の附 ｍｾ 物を 合め た

呼数である 。設 ，rl 者 は当11寺条良県内

社寺 ｦｾ ｊＱ ｕ 技ｦＺ ｬｪｩ で・あ っ た工 学 ｉｾ 関野貞

であるが，すでに 記し たように ，県

Jr 合とj J 1 って口本法築の細部が縦横

にとり入れられ，全体の物好も鳳J望

号; でを絞したほどであるから， 随分入

念なものである 。 しかし使用された

細部のモチ ーフは鳳瓜立のものとは

無! 刻係で ，飛鳥11寺代あり ，奈良時代

あり ，鎌: i i ll 寺代あり ，さらに窓など

にはすラセ γ 風のモチ ーフすらみら

れる 。 ち ょっと日本建築のモチ ーフ

を駆使したパロ ック建築 とい った感、

じである 。

残念ながら本建築については文献

的資料が見出されていないので，建

築当初の詳しい事情を知 る乙とはで

きな いが，主旨におい ては奈良県庁

r T一五三;;11 一一一 一一一一寸

r … - c  「T 1十 一 い ベL

1J !ji山ι 44Jt

6. 奈良国立文化財研究所平面図 巾線で示したものは研究所になってから加えられた II J l 仕切や階段。

7  奈良国立文化財研究所正面東半

8. 奈良国立文化財研究所中央ブ ロ ッウ

9. 奈良国立 文化財研究所中央ブ ロックと隅

ブロ ックの中間

10. 奈良国立文化財研究所西妻入口附近

11 . 奈良国立文化財研究所に改装前の中央ブ

ロッウ内部

12. 奈良国立文化財研究所に改装前翼部内部

中央プロ γ クの周囲 ICはギヤレリーをま

わし ，吹ぬきにされていた 。奥部ではク

ザーヤーストーリーを作っていた 。

123 



13. 奈良ホテル初階平面図

14. 奈良ホテル中央ブロ ック

i I ! 百年を入った所がロビ ーである。

15. 奈良ホテルロビー上の吹きぬき

高綱や ζ れを支えるt o Ti肘木 IC注意，天子1は折上柿天井。

16. 奈良ホテルドローイ ング
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17. 奈良ホテル桃山式の室

ともに 11 斗:陥' ! Y ( のモチーフをとり入

れている 。後丹は i詰も京情な存京の

一部

18. 奈良ホテル屡根小屋組

タイ- ; / ，ポストを} ! ] いている 。

の ａＱＱＲ 誌の発展したもので ， 設 Ｎ ＱｉＧ，ｶ，が Ｑ Ｑ 本ｾ ｾ おの Ｇ Ｇｴ 1';' 

であ っただけに ，制郎のモチ ーフが随分にぎやかな

ものにな ってしま ったのである

奈 良 ホ テ ル

，1，・くか ら当 ホテノレI C. 勤務さ れている ly"ji U I'!j氏の淡

によると !日j 治40年κ 当時京仰の郎ホテノレその他を終

日してい た日 木 ホテル株式会社の西村社長や| 民Ivii 鉄

道株式会ネ ｬ のむ長等が発起して ， 乙のホテルのｾ設

が!;:f iめられ，興福手j 大* 院の庇を合め た版裂の尖し

い丘を民い ， 任上を 接 地して ， いまのｾ物が造られ

たという 。 ｾ築途 Ｇ ＱＧ で 関西鉄道が鉄道院に買収され

たので ，乙のホテノレも; o ; 辺院の日IT干! となり ，fj U! も

|川鉄の財産にな っているが ，経営は，.) ｉ Ｊ［Ｇｾ きホテノレが

ｾ＠ j っている 。かくしてゆj 治42f j'.l On Iζ 開業したので

あ ったが ，1泣初j は利用筈: も少く ，{I 亦々' す:1ζ なやま

されたという 。

場所がこのように I1立つ所であ ったのと . ホテノレ

のf佐賀からしても ，日本建築のモチ ーフを( ，行かした

ものにな ったのは当然といえるかも匁 lれないが . 日TL

Jj こや尚工釘: などと - .i!li の{ ム統の先日王とも見るととが

できる 。

ｾ物はロビ ー やドロ ー イシグ ， スモ ー キシグなど

の室を合んだ l有附する 二師寺桂のメ ーγ プロ ックを H

I¥'H乙配し ， Ｇ ＱＧ 火 ｬζ 車苦手をおく配 ｉｌ ｉ ｾ はが ｪ Ｍ Ｎ ，ｶ， Ｑ 乙似てい

るが ，さらに束の翼から束力へち:宝を延長し . 両方

へは食 Ｇ￬Ｚｾ Ｚ ，大食堂などを配し ，ち:室50を乙えるかな

り ｩｾ 大な椛えとな っ ている 。 外観には ＱＱＱ 陶工館のよ

うな ｉｉ ＢＢ，，ｾ ｾ 誌の入念なモチ ー フは ｭ いられていない

が ，休明をつけ ，j¥J 'IH木をいただき ， ｵ 本ｾＮｊ ｧ 誌の反

りっきの Ｑ 五似をあげ ， お ｕｉ 己 ｬ ｾｾ んにｊ［ｉｪ Ｚｪ ｩｈ ｊｊ 千 Ｇ ｖｲ｜［ の幼 ｊ ｴｩ

をあげている 。

椛ji!J は 州 j下式で ，小屋にもクイ ーンポストが見ら

れたりするが，さらに室内 K はロビ ーの附段やギャ

ラリ ーの尚欄 lζ 止らず，当院造J! I " t ¥の住型や持A ;J Iを

あげ，ｾ制 ｭ ｊ ＭｩＺのｻ也の初 ｬ 部をとりいれてむ匠し ， マ γ

アノレピ ースやν へ・ンデリヤなどにもしl 本風のモチ ー

フを必めて ￬ ， ｾかしている 。 ＺｬｊＲｄｽＨ ま Ｑｊ 止ￌ＼ ｪｊ スト ー ブをｊｬ ｊ

いたため， ｾｾｩ ｉ ｊ｜ し ｪ 亙似を感んにつけて ， ｾＮｾを 導 いて

いたというが， とれはJJ i : t r . は撤去されている 。

ｅ の杭を綴る ， ｃｾ り ， 奈良以似光， Ｑ 県 ，ｾ 築， ｬ Ｇ ｾ Ｎ 文化財 保 ＨｻＺ，Ａ 札 泉

氏川立文化財研究所，ポ良ホテルの各位 iζ 多大のお 11十mになった 。

またボHリA仰に ついては* 潟県政史制第宝の謀本側治nll 氏のご教 'J 、

にあずかった 。 また林野全平氏と大阪m大 1・宇部学' . t TI'//(':J リJ Hの

i山) 1をl!j た。Jじして感謝の立を点したい 。

( 浅野 清記)



伊奈製陶椋式曾胞

本社 ・工 場 愛 知 県 常 滑 i I i 扇 而 新 田 沼 1i( ilt 700 ( 代〕

Jl ! Ji( 事 務 所 東 京 都中央区西八丁刷 2 - 8  lG (551)  6371 ( 代)

大阪事務所大阪市西区新町南通 Ｑ Ｍ ＲＳ 氾 ｾ ＵＴＸＴ Ｈ 代〕

事用の

衛生陶器

の

カタログ送呈



を青ぴない 岩佐のサ・νシ・ドL7ヲー

当社の製品は ボンデライト をして焼付塗装 をして居ます

株式会話岩往鍛工所

木下1: ・本社工場

j己 的 工 場

創 業 大 正 八 年

フパトリーヒンチ

生 弘

ピポットヒンデ

ピポットヒンヂ

ず言語

大 阪 di 1)4 淀 川 区 ごr jiJ 点 2 - 3 1  

1己 的 di ';J: ＱＧｾ Ｑｬ＠ -卜 iuJ JJ;i 1  5  

1U話 代 N @5123 ・3000

1U 話 代 表 @ 6 7 5 1 - 3

ドアーチ ェック

‘  

日本ドFーテヱッO製温株式会ii

取 締 役 社 長 出 向 井 啓 蔵

本 社 工 場 大 阪 市 生 野 区 総 矢 柄 町 2 2 2 電 話 大 阪 ( 716) 2  2  3  I  ( 代)

東 京 支 庖 東 京 都 千 代 田 区神 田 錦 町 1 丁 目 2 3 電 話 東 京 ( 291) 1  9  2  0 ・4 9  2  0  

侃 間 出 強 所 福 岡 市 舟 埠 町 1 番 地 電 話 福 岡 ( 74 ) 2  3  7  2 ・ 3 3 1  2  

名 古l呈出 狼所 名 古 屋 市 中 区 下 園 町 1 丁目 5t住地 電 信 名 古I呈 ( 23) 7  3  6  I  



重D

汁 Ｇｊｉ ンヲ Ｉｾｪ ＧＱ ｊｾ 製造株式会組
本 社 並 工 場 尼崎市 ｫ 拘 ｾｴ n  ;1i: ，活 {縄) 4947- 9  

東 京 支 底 並 工 場 崎玉県棋， ｾ k1.:J;' ( l!.1  I  6  2  0  電 話 棋 3252- 4

名 古 屋 支 底 名 古 屋 市 中 村 区 武 士 illi 8  f n  6  ¥'I! ;活 (お) I  0  2  3  

宜 底 、 出 張 所 八 幡 問 ｩ 山政ｬＧＡ徳川 三 ｦｩｾ Ｎ ｉ ｾ 山延問者回 忌 宇都川崎

h  叱押しｾｾ Ｎ歩む
保科iタ を ァ μ

1. すぺらない

2 摩耗 lζ 強く 、長 もちする

3  他のヒ・ニーノレタイ ノレK 比べ、

庇が目だたない

4. 衛生的且つ経済的である

5. 施工が容易で仕上が美 しい

6. イ中び也縮みがない

ｾ白Ｎ，手ヨ ＭＹτＱＱＱ
世 界 長 ゴ ム 株 式 会 社



ｾ＠ .ー マ ル エ ス ル ー フ イ ン グ 製 造 元

特 絶 対 に 裂 け な い

永 久 に 腐 ら な い

長 冷工法 で施 工 出来る

接 着 剤

ハ イ ダ ックセメント

No. l ジ ョ イ ン ト 用

ハイダイ ン ｎｯＮＲ 貼 ｦ ｾ ｊ 用

眠 ← ー . . .  ー副ゐーー一一-一樹叩

国内の気温較差の 若 しい

所に於ても能くその苛酷な

4  … し て … 特

に寒冷地に於ける技術的困

難 は殆んど解決さ れたと 云

っても過言ではあり ませ ん

i ; 都屋のが1 ) トli

4*オから

母

j惑多 4ヲ仇Lい、色14- ドド

• 

，.6.. .  

コ三
ネ土日 来斤 業 株 式工

本 社 東 京 都足 立 区 千 住 東 町 9 3 T E L 東京 ( 888) 2101- 9

大阪 営 業所 大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 丁目 40 T  E L 大 阪 (53) 5281- 3  

出 張 所 名 古 屋 T E L 名古屋 (54) 9996 ・ 広島 T E L 中 (2) 1019  

九 州、I T E L 福 岡 (5) 0768 ・札 幌 T  E  L  (5)  688S 

Gエ
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評

州

川

書

川

ーアメリカをどらんなさいな」 ーー

とはいっていない。けれども ，そう

かんぐりたく なるような高姿勢であ

る乙とは事実である。レジャ ー論の

展望は，< 労働一休養> の循環の中

で，豊かな生活とはどういうもの

か，という設問が出発点となるべき

であって，それを捨象した経済的ア

プロ ーチは 「持たされるレジ ャー」

のであって，資本主義発! 必の原動力 にならざるをえない。そういう意味

になっていることを説明している。 で，将来のレジャーの生活的社会的

わが国の労働時間と余暇H与閣がまだ 展開について，アメリ カ的形態が当

まだ国際水準におよばず. レジャ ー 然の方向であろうか，考えてみる 必

消費の実態がギャンフツレと性I C . 関述 要がある。所得倍増的な立場ではそ

をもっ消費だとし，絞近')，; 細レジャ うかもしれない。レジャーの生活構

ー産業の増加が目立っているとのべ 造的の変化に対応した把握と ，生活

ている。さらにわが国の 8 都市を産 に密着した新しいレジャ ー ・タイプ

業の性格別にわけ，そこでサ ービス の創出についての考察が経済的解明

などがとのように位置ずけられるか の前後において必要だと思う。

を分析し，最後に，i自白革命は流通 レジャー消 'l.'l のうた態については，

段階 lζ 大なる影響を与えるが，それ 巨視的に所得の傾斜構造と対応した

を生産や消費の段階の変化にできる ｾ 細性が指摘されているが，階層的

限り順応させる流通政策が必要だと にみて生活構造の迷いから ，レ ジャ

いって終っている。 ーがどのように巡っているかをもう

わが国の経済を成長発展させるた 少し詳しく 比較してほしかった。し

めには，消費市場のt ' l極的拡大が必 かし，レジャー論の理論的な解明が

然的に要請される。それには，レジ 少ない おりから，いろん な問題点が

ャー産業を中心とした第三次産業部 示された乙とは喜ばしい。あとがき

門が極めて重要な役割j を果すのだと に今後計画的に第三次産業の分析を

いう考えかたが基本になっている。 進める芯図がのべられているが，そ

「第三次産業が非生徒的だなんてケ の成果を期待したし、。

チをつける乙とはやめ ましょう。第 (五l大西山研究室 住田昌二)

「消 費 革 命 と レ ジ ア 産 業」

( 日本生雌本部生産性研究所お)

Ｎｬ ｬ Ａｬ耳絞 ￬ｴ￭ｾ 行報社刊

レジャ ー ・ブームがi!J j きおこ って

きた。本書はその時流をいち早くキ

ャッチし，積極的にレジャーの観論

化を試みている。したがって終始す

こぶる問題提起的である。

こんにち，わが国は技術革新と j持政

革命の進展によって大衆消 'l.'l 時代に

入った。そしてレジャー消 'l.'l が経済

の! l l 1 J きの中でかつてない霊みを内め

るよ うにな ったという観方にたっ

て，消 ｱｾ 革命とは何かという乙との

解明が狙いになっている。 6 T;I:. から

の構成。別々に舎かれた論文をIJII 乍

修正して 100にしたもの。したがっ

て考えかたは共通している が， ー賞

してつながっていない。

本論はまず，消費革命の歴史的意

義をといて人間社会における最後の

封鎖経済( 家庭) が大巾急、速に解体

してい ってい る乙とを指摘する。そ

してレジャ ーの発生と展開を， _1.::と

してアメリカの場合についてのベ，

レジャ ー消費が途方もな く巨大なも

務総防災シヤ・ッター全般

電 動 式 ~ 箱 型 ・ ウ オ ー ム ・ ス パ ー

手 動 式 ~ 自 動 ・ 鎖 ・ オ ー ト マ チ ノ ク

ス テ ン レ ス ・ ア ル ミ ニ ウ ム ・ シ ャ y ター

Ｍｈｲｦｾｬｾｊ＠ Ｚｾｉ ｊｬ 俣製作所大阪支庖

大 阪 市 北 区 若 総 町 30 電 話 (34) 9004 . 9016 ・4825

本 社 及 ヱ 場 ・ 持者 玉 県 与 野 町

東京事務所及工場・東京都北区田端町
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12日 4 時一- 5 時 於 会 館 会 議 室

出席者 尾崎， 竹中正副会長外 4 理事

井手京都支部長

議 事 ( 1  ) 会館裏防潮堤工事K . 伴う俳水工事貨の件

( 2 ) 夏期会員懇親会開催の件

(  3 ) 高野山納涼懇親会後援の件

( 4 ) 入退会者承認の件

( 5 ) 報告事項

7 日 21時半一一 3 時 於 会 館 集 会 室

出席者 恒問委員長外 ? 委員

議 事 ( 1  ) 委員長選任の件

( 2  ) 違反建築防止巡勤の懇談会に関す る件

打合会 ( 各種説明会)

7 日 正午一一 1 時 半 於 会 館 会 議 室

出席者 ) 1二上主査外 2 委員 説 明 会 社 栗本欽

工所外 2 社

「ζ れからのパーキング施設」説明会の実施について

打合

小委員会 (工場見学会)

10日 正午一一 1 時 半 於 会 館 会 議 室

出 席 者 山本主査外 4 委員

8 月以降の事業企画について協議

報 ( 7 月 分〉

小委員会 (若い会員の集い)

10日 6 時半一一 7 時 半 於 会 館 会 議室

出 席 者 流 本主査外 2 委員

夏の懇親会企画について協議

委 員 会

12日 5 時半一一 7 時 於 会 館 集 会 室

出席者 岩崎，問小; 正副委員長外 13委員

議 事 ( 1  ) 事業報告

( 2 ) 経過報告

( イ) i 乙れからのパーキング施設」説

明会

( ロ) i 団地アパート における家具」展

示会

(  3 )  8 月 9 月の事業企聞について

(  4 )  45周年記念事業実施について

(  5  ) 委員追加委 IUi(; の件

小委員会 (若い会員の集い)

20白 5 時半一一 7 時 半 於 会 館 会 議 室

出 席 者 滝木主査外 4 委員

f _.f'f l 、会員の集い」 の性秘を再検討の上今後の事業に

ついて概要を協議

11 日 3 時半- - 5 時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 伊 藤 委 員 外 8 委員

議 事 ( 1  ) 委員長，副委員長選任の件

( 2 ) 委員会の迩営方法 iζ 関する件

( 3 ) ダイヤ セム，ダイヤローレル審査に関す

る件

日 本 建 築 協 会 優 良 認 定

Ａ隠洞化学工業Ａ除ｾ曾侃
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鉄骨鉄筋コンクリー卜 様造実例集編集委員会

13日 5 時半一一 7 時 於 会 館 会 議 零

出席者 石 崎 主 査 外 7 委員

見 学 会

1 日 1 時半一一 4 時半

出 席 者 海 上委員長外25名

本の定価並に発刊の PR  IL 関 して協議 新築の内外木材工業版本社工場を旧委員も 加えて見学

委 員 会

14日 4 時一- 6 時 半 於会館会議室.

出席者森，上林在副委員長外 6 委員

議 事 ( 1  ) 経過報告

(イ ) 8 月「建築と規格特集」号

(ロ ) 9 月「 リク リェー ション と建築特

集」 号

( 2 )  10月「建設産業構造特集」 守合商務設

け ) 11 月「材料特集」 号の斡事選任

小委員会 ( PR 冊子)

15日 2 時一一 3 時半 於会館会議吉区

出 席 者 木 原 幹事外 2 委員

18日 正午一一 1 時 半 於 会 館 会 議*

出 席 者 木 原幹事外 4 委員小林邦雄氏

PR 冊子の発行企画 lζ 関して協議

| 災 害 委 員 会 |

27日 正午- - 2 時 於 会 館 集会室

出 席 者 越 田 前委員長外 11委員

(  1  ) 委員長選任の件

幹 事 会

( 2 ) 前年度委員会より申し送り事業に ついて

21日 4 時ー一一 7 時 於会館会議宅

出席者上林副委員長外 4 幹事

11 月「材料特集」 号企聞について協議

委 員 会

14日 3 時一- 5 時 於 会 館 集会主

出 席 者 橋本幹事外 7 委員

議 事 1. 設備工事技術者の教育IL関する件

小委員会 (工高生デザイン コンク ールj

14日 正午一一 1 1時 半 於 会 館会議宅

出 席 者 杉本主査，吉田委員

コンクール入選者に対する: D : 牌について協議

| 近 代 建 築 調 査 委 員会 1

27日 3 時半ー- 5 時 於会館会議祭

出席者ー 滝沢委員長外 6 委員

議 事 ( 1  ) 神戸市長宛本L状K 関する件報告

( 2 )  8 月号発表建物の件

( 3 )  9 月号発表建物の件

( 4 )  10月号発表建物の件

( 5 ) 信州開智学校に関す る件紹介

( 6 ) その他

|懇 談会 |

違反建築防止に関する懇談会

7 8  3 時一- 5 時 於 会 館 集 会 室

7 t¥O lv'7 cd Jわk塗 料 /

a 巴ニール・セメシト・-ぺイシト

ヴ〓0 ・、炉、。イト

: 又はス77 r七12; 処惨水谷ペイント
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出席者法規委員，恒問委員長外 10 委口

府下建築団体代表者 9 氏

法規委日会の主催で開催，違反建築の防止運動実施策

について懇談

ｲ ｉｾ 会蚕亙 ｼ
22日 4 時一一 10時 参 加 者50名

銭高組ど提供のパスにより，途中同組施工の京郎市烏

羽下水処理湯を見学した後同じく 同組施工の琶髭湖畔滋

賀県観光文化会館lζ 赴き，会館を見学，湖上の涼風を満

潔 しながらビールパーティーを開催して会員の相互懇親

を深めた。

| 若 い 会 員 の 集 い |

「建設記録映画を見る会」

28日 6 時一一 8 時 於大阪建設会館

「三菱大手町ビルJ r東宮御所J r大阪環状線J の 3

工事記録映画を上映，出席者 ＸＰ ｾ

|午 餐 会 |

「菅建築部長渡欧観送午餐会」

12日 正午一一 2 時 於産経会館パーラ一

大阪府建築士会と共催。出席者40名

|見 学 会 |

「内外木材工業 KK 本社工場見学会」

設 計 施 工 大 林 組

26日 1 時半一- 5 時 参 加 者60*"

同社ど提供のパス 2 台により実施，府建築士会と共催

「日本ビール KK大阪工場見学会」

設 計 施 工 大 成 建 設は

29日 2 時半一一 51時 半 参 加 者90名

大成建設は ど提供のパス 2 台によって実施

両三主出|

京都大学建築学部の講座増設拡充並l乙学生定員の増加

に関して，本会および友好団体 6 会の述署で，文部大臣

外関係当局者! こまt 望書を提出した。

会士築
時

山県・山

日

歌

(

和

日

，
。

l

」

'

1

・

会

部

)

学

支

土

院

見

山

(

乗

親

歌

日

一

懇

和

日

山

寸

|

一

涼

会

月

野

一

会

一

納

本

7

高

一

』』

一

山
山
[

一

パ

一

野

催

さ

ろ

一

L

一

高

乙

一

援

一

「

主

と

と

一

後

一

「毎日建築講座J 196111三度

1  主 催 毎 1: 1新聞社

1. と き 7 Ｉｾ＠ 3 日( 月) 4 日( 火)

1  ととろ毎日国際サロン

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 111111111111111111111111 

編 後

『

H

」

z
=
ロ

集

「レジャー ・ブーム J ICまき E まれたわけ では 1.;. いか，それに l均速ら

たリクリエーユノヨノ をi j ! 築的にとらえる特集としたものが木号である。

企画を考えていくうらに. 1論J 1I昨J 1倒 J と3 つのグループに分

ける E とにな った。「愉」の部では ，梅悼忠夫氏や絞下圭一i五11: 1生活

様式の変紘とレジャーの将来」についてお願いしたが，駄目であった

しかし，今きんから' E 活ーとリヲリェーシヨンについての駅前をいたにい

た。その他， リクリ エー ν ヨン凶発のマスター プラン，閑民休暇村，

闘民街舎，コースホステルK ついてそれぞれ専門の方からの論文をのせ

fニ。

n碍J の部では， ぴわ湖観光凶発計画を中心にとりあげた色のであ

る。 K 地区や立山の観光山売色合わせ紹介した。大台ケ原観光側先計阿

は，結局当局の剖i合でとりやめざるをえなかった。「トータルリ世リェ

ーシヨンゾー ンJ は投稿であるが. 乙の号に入れた 4の。

「個J の部では， リ空リ エーシヨンとしての胞殺. とくに凪外の施設

をとりあげたものである。したがって ，遊戯湯，スポ _ ':J などの展内の

リクリヱーシヨン施扱は一切はぷいた。

国民俗合，コースホステル ，観光ホテル，遊岡地，官公庁厚生胞般な

どのなか で ，丙日木 で もっともユエ｟ ｾ少 なものをとりだしたものであ

る。そのほかに知市会凶も巧えたが， ζ れは災現できなかった。

ζ の企画。E 協力いただいた幹事の万，およぱ厚生省. iill 輪' t ' i の関係者

の方々 ，ならびに執司E者各位K 厚くお礼申しあけ' ます。

特許吹付タイル・内装 ・外装用化粧材

置Z 弓ii : : K唱=2v
C E Rメ泊、s κ I N

関 東 地 区 耳J1t且 J;1=，

小 林 窯 業 株 式 会 社

東 京 都 太 同 区 新 井 街 2 の 1501) T  E  L  i 71- 6347 

山 本 窯 業 研 究 所

大 阪 市 東 淀 川 区 西 淡 路 町 3 丁 目 1 ワ6 番 地

T  E  L  (37) - 9  0  2  5 番
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52tt 大島化学のひふくτっlぎんさ

田中式

カ ラ ー ス タ ン ダ ー ド メ タ ノ レ

大 島 応 用 化 学 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 4 の1 0 4 @3679 ・“ 81 ・8471

支 庖 新 居 浜 ・名 古 屋 ・四 日 市 ・広 島

ヌカイライト・ベンチレーター

ヌテールザ・ν シュ・ドアー

スチールシャ・νター・オペレーター

何回中工業様式会事t大阪出張所

本 社 東 京 第一 工 場

東 京 第 二 工 場

小 倉 工 場

川 崎 エ 渇

札 幌 出 強 所

盛 岡 代 理 唐

名 古 屋 代 理 庖

米 子 代 理 底

長 崎 代 理 底

撤 式

会 jE

東 京 都 畠 田 区 飾 品 町 1 - 25 

東 京 都 ・ 田 区吾 畑 町 東 4 - 122 

福 岡 県 小 倉 市 赤 坂 上 の 術37

神 奈 川 県 川 崎市 東 泊 四 3 - 43 

北 海 道 札 幌 市 北上 過 東 4 丁 目 4

岩 手 県 盛 岡 市 木 伏柑 ・ 3制 E建 段 ( 株 )

愛 知 県 名 古 鹿 市 西 区 西 菊 井 町2- 12 ・岡田嘩材 K K

鳥 取 県 米 子 市 祇 園 町 2 - 93 ・吉 田 工 務 鹿

島 崎 県 長 崎 市 要 町11 ・ 関 西工 覇権( 有 )

T E L 大限切0)6341 (代 表) .  (4鵬 342

T E L 東 京 (623 ) 代 表0106 - 0108 ・(622) 0790

T E L  東 京 (611 ) 2118 - 9

T E L  小 倉伺 53 ・2833

T E L  川 崎 ② 4540

T E L キL・1)1 @  6762 ・0515

T E L 盛 岡 7642

T E L 名 古 属 <<;3 ) 0121 ・2057

T E L 米 子 4683

T E L 島 崎 ② 6046

大阪市北区真砂町 5 番地 電話 大阪 Ｈ ＳＴ Ｉ ＲＰＷ ｾ Ｘ ・ Ｔ Ｎ ＸＳＶ ＭＭ Ｗ
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一 一 特 命 又 は 指 名 の 場 合 は 本 側 を ど 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す一一

暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

三 晃 商 会

大 阪 市 北 区 富 田 町 一 六 @7031@6793

東京都中央区宝町二 ・六{村幸ピル2階 )( 561)弘41

名古屋市中区新栄町二丁目 ー ③1820 

福 井 市 宝 永 上 町 一 O 五 1596 

松 江 市 東 本 町 四 丁 目一四九 5098 

広 島 市 紙 墨 田I 八 ②1938

福 岡 市 養 巴 町 二 二 ④1158

株 式 会 社

本 社

出張所

暖 冷 房 ・ 温 湿 度 調 整

水 道 ・ 衛 生 ・ 環 境 衛 生 装 置

設 計 施 工

山 田 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 西 区 京 町 堀 上 通 1 丁 目 7

電 @ ( 代表) 2  6  1  3 ・( 代 表) 9 4 3  1  

神 戸 市 生 田 区 北 長 狭 通 7 丁 目 1 の 1

電 ④ 1 7 7 8 ・4 3  8  6  

名古屋市中村区牧野町 1 - 6 電 話 @ ω6 6

東 京 都 北 区 上 十 条 1 の10 電 ( 911) 2346 

広 島 市 西 魚 屋 町 3 1 電 ② 1 3 7 5

営業所

所張

H

H

出

電 気 ・ 躍 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

大 阪 電 気 商

大 阪 暖 房 商

ム

一
品

会

A

株 式

会 社

設 計 施 工

22 大 阪 城 口 研 究 所

生

気

水 ・衛

房 ・換

排

冷

給

暖

取 締 役 社 長 菅 谷 三 郎

后 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 一 丁 目 60番 地

電 話 大 阪 @ 大 代 表 8 2 3 1 番

東 京 ・名 古 屋 ・福 岡

京都 ・神戸 ・岡山 ・高松 ・広島 ・熊本

札幌 ・仙台 ・新潟 ・金沢 ・福井

本

平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電話大阪@7575(代表)

京都市東山区大和大路大仏前 ・電話京都⑤4945( 代表)

神戸市生田区下山手通六ノ ー ・電話神戸④5892

庸口城代表取締役

庖

所

支

出 強

大

キL

暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

病 院 諸 機 械 ・ 給 排 水 ・ 衛 生

斎 藤 省 三 商 庖

東 京 眼 前 丸 ピ ノ レ 6 階 6 7 6 区

電 話 東 京 ( 201) 3761 ・3762・3763・3764

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 大 同 ピ ノ レ714号

屯 話 大 阪 @1 5 6 8 ・1569 ・2 5 9 4

札 幌 ・北 四 ・西 四 ( 札 幌 駅 前 )

電 話 札 幌 ② 0 0 1 0 ・0 9 5 6 ③ 4 6 6 1

名 古 屋 市 中 区 南 大 津 通 一 丁 目 千 代

田ピノレ522号 電 話 中 局 @1  7  6 6  

創 業

大正二年

庖

広

Ji5 

名 古 屋 后

阪

幌

株式

会社

東 京

水道 ・衛生 ・暖冷房 ・其他管工事

設 計 並 施 工

特許Y M式ノレ ーフドレイシ製造販売

( 旧斎藤久孝事務所)

斎久工業株式会社大阪支庖

大阪市南区)1頃陵町通一丁目四四番地

電話大阪⑧代表4496- 8 ・4993- 4番

東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 ノ 8 仲 12号館 5 号

1I:i:話 (281) 局 6505- 8番

金 沢 市 高 岡 町 三 五 電 話 金 沢 ②2074

福井市城之橋下町一O 電 話 福 井 2436

高松市二番丁 九 電話高松 ｾ ｀ ＵＱＹＵ

活

所

所

所

業

張

張

営

出

出

沢

井

松

金

福

高

本

暖 房 ・冷 房 ・水 道 ・衛 生 設

霞 E十 施 工

社
. .6.  

コヨE式株業エ賀須

大阪市西区土佐掘通 1 丁目 14番地

電 話 @ 代 表 5 1 7 1 番

東京都港区芝田村町 6 丁目電話情1 ) 代家712

名古屋市中区材木町1 f 1丁目 電話@ 代表 785

京都市下京区烏丸通松原下ノレ電話@1989・225

神戸市生田区北長狭通・2 丁 目 包話③代表 510

福 岡 市 千 代 栄 町 電 話 ⑧ 代 表 473

東 京 支 庖

名古屋支庖

京 都 支 庖

神 戸 支 庖

福 岡 支 庖

媛冷房 ・環境衛生 ・水道 ・電気 ・厨房 ・築炉

銅 製 建 具 ・軽 量 間 仕 切 ・工 事 設 計 施 工

荷 役 機 械 ・製 造 販 売

機 工 業 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 山 田 熊 男

取締役支庖長 池 田 英 太 郎

大 阪 市 東 区 高 風 機 三 丁 目 一 番 地 m結 (202) 代 3 07 1  

本 社 東 京 都 千 代 田 区 荷 袋 町 一 丁 目 十 番 地

支 庖 ・出銃所 名古島 ・福岡 ・札幌・広島・仙台・金沢・富山・高松

工 場 ・鶴 見 ・六 郷 ・高 槻

空 気 調 和 装 置 ・ 熱 風 乾 燥 装 置

設 計 施

給水 ・排水 ・衛生設備 ・暖房 設備

汚水浄化装置 ・都市廃物処理装置 エ

式

社

株

会

ネ土

支 届

材

大

大 阪 市 北 区中ノ島 二丁目( 新朝日ピノレ 5 階)

電話大阪@6041 ( 代)

東京都中央区八重洲三丁目 七

名古屋市中区西万町二丁目

阪

建
西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

大阪市大淀区中津南通4- 44 T E  L ⑬3415(代表)

東京事務所 東京都港区西芝浦3の1電話東京(451) 5281

広島出強所 広 島 市 空 鞘 町 99のl 電話広島③7544

福岡出強所 福岡市下呉服町2の9 電話福岡②5389

祐徳 ヒ・ノレ

株式

会社

本社及東京支庖

営 業 所

2  



一一 特 命 又 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ど 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一 一

空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

暖 ・冷 房 ・空気温湿度調整装置

工施計設

大阪市北区堂島船大工町五三番地( 毎日大阪会館内)

話.大 阪 @ 局 8 3 5  6  ( 代表)

東京都中央区日本橋兜町三丁目 二四番地

東 京 ・名古屋 出 張 所 九 州

東 京 都 足 立 区 下 沼 田 町 3 6 0 番 地

社

脂

場

本

支

工

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

大阪市北区中ノ島 3 丁目 3 番地( 朝日 ピル 8 階)

電 話 大 阪 @ 7 6 4 1 (大 代 )

社東京都千代国区神田駿河台 4 丁目 2 番地

生

置

暖

温

暖 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

栄 輿

本

社株式会社

A

9

2

 
取 締 役 社 長 中 山 敏 正

庖 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 二 丁目 一番地

電 話 大 阪 @ 3 3 9 1 - 5 番

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九番君主

電 話 (351) 2  1  7  7  - 8 番

神戸市生田区下山手通八丁目 三三 電務元町@3035番

京 都 市 中 京 区 高 貴 通三条下ル 電 話 上⑤お69-1骨

青 森 県 三 沢 市 上 久 保 三 一 電 源 大 三沢お番

商株式会社

庖

本

支

神戸出強所

京事事出彊所

三沢出強所

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生段備

設 計 並 施 工

温湿度調整装置、曜 房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 間 町 30 電話大阪@iistJ;?品。

本 社 東 京 都 千 代 間 区 丸 ノ 内 2 - 10 

電 話 (281) 2  6  3  1  - 5  

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

包 話 7 3  3  2  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6

電 話 ③ 2 8  9  3  

日 本 管 工 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 市 川 進 男

⑨ 

京都市中 京 区両替町通 リ!li1i小路上ノレ

電話 @ ( 代表 ) 7975 ・( 夜間専用 ) 5532

大阪市北区天満橋筋1- 37( 天満橋北詰)

電 話 @ 8  8  2  9  

四日市市浜田西末広町 ta話7503・3665

津 市 栄 町 2 ー 111 電 話 3 6 1 0

社本

大阪営事院所
仙 台 支 庖

社

四日市営鎌所

湾 営 難 所

大 事 熱

名古屋出張所

@  問 空 気 調 和 環 境 衛 生 工 事 一 切

設 計 施 工

日 本 熱 学 工 業 株 式 会 社

社 長 牛 田 正 郎

大 阪 市 北 区 万 才 町50 北大阪ピル

電 話 大 阪 ⑧ 代 8675- 9 ・4953- 5

東 京 支 庖 東 京 都 千 代 田 区 神 田 和 泉 町 l

電 話 ( お6) 7  6  8  3・7 7  1  6・2 5  9  4  

名 古 屋 市 中 区 域 代 町 7

電 話 @  4 6 9  0 ・4 3 1 7  

営業所・出強所 下関 ・金沢 ・藤沢 ・新潟 ・八幡 ・京都

大
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朝 日 工 . 業

大阪市北区中之島 4 - 39 電@6 67 1 - 5

東 京 支 広 東京都港区芝浜松町 2- 7 悩 (431) 7  3  4  1  - 5  

北 海 道 支 庖 札 幌 市 北 四 条 西 15丁 目 1tl ②2203・@5374' 5969

仙 台 支 庖 仙台市元寺小路【五城 ピ ル } 電 ② 8061・@. 92 61 

名 古 磁 文 盾 名古鹿市中区東防町 6- 5 電 @1270 ・1484

広 島 支 盾 広 島 市 大 手 町 8 - 155 電 ⑤ 7 9  4  9  

福 岡 支 庖 沼 岡 市 薬 研 町 3 電 @ 0788・@O296
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換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

理 研

大阪営業所

本社・工湯

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 北 通 3 丁 目4 6 番 地

電 話 大 阪 @ ( 代表) 3  8  1  8  

東 京 都 文 京 区 元 町 2 丁 目 1 7 番 地

電 話 ( 921) (代 表) 6  2  9  4  

支庖出張所 名古屋 ・福岡 ・札幌 ・仙台 ・高松 ・広島

ネ土本

本社・分室

所

3  
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一一特 命 叉 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ど 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す一一

社

各 種 電 気 工 事 段 計 施 工

気

取締役社長 浅 海 正 雄

社 大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

電 話 大 阪 @ 5 2 7 3 - 5 ・5 4 5 1 - 2

東 京 都 港 区 赤 坂 溜 池 町 1

電 話 (481) 8  6  2  1  - 4 ・3 5  7 3  

名 古 屋 ・札 幌 ・旭 川 ・ 福 岡

.A..  

ｾ＠株 式浅 海 電

電 気 工 事 設 計 施 工

本

社

大 阪 市 北 区 野 崎 町 八 O

包 話 ・大 阪 ⑧ 2 8 9 1- 5 番

東 京 支 底 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 郷 二 丁 目十二

電 話 (551) 8 3  3  0 ・8 3  0  3  

名 古 屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島 ・福 岡

. .6.  

' ;z:s; 式株

. c:  

ヌL電藤エ

東京支社

営 業 所所業

戸ム，、

品

電 気 工 事 全 般 設 計 施 ・ エ

社

. .6.  

' ;z:s; 

電 気 工 事 設 計 施 工

式株業エ原栗

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

騰村今取締役社長

英

大阪市北区永楽町 8 番地( 日産生命館)

m 話 大 阪 @ 代 表 1 2 3 4 - 9

支 社 東京都港区芝浜松町( 大門 ヒソレ)

出張所 名古屋 ・舞 鶴 ・広 島 ・八 幡

福 岡 ・富 山

イ言原栗取締役社長

本 社 大 阪 市 北 区 梅 ケ枝問I 二五番地

話大阪 代 表 ｾ ＸＱＳＱＭＴ ｾ ＷＲＶＳ ・ ＲＱＴＴ

営 業 所 東 京 ・名 古 屋 ・新 宮 ・御 坊

..0勘

' ;z:s; 

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

商

太

大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 凶 代 3 0 5 6  

東 京 都 中 央 区 銀 座 東 8 丁 目 4 番 地

全国燃料会館 607号室 電話東京(5L(: 1)7464 

大阪南・北海道・名古屋 ・四日市 ・福 山 福 岡

.t::= 
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取締役社長 山 本 博 三

本 社 大 阪 市 北 区 中 之 尚 三 丁 目 三 朝 日 ピ ル 7 階

電 話 大 阪 局 @ 9  5  3  -l ( 大代表)

営業所 大 阪 市 西 区 土 佐 掘 通 リ 四 丁 目 十 一 番 地

明E 館 大 阪 局 ⑬一 5 2  0  1 番( 代表) .- 3  

出頭所 京 都 市 右 京 区 西 院 今 回 町 六 番 地

電 怒 京 都 局 ⑧ 3. 4  8  1 番

電陽朝
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庫
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守一

本
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支

営業所

電気設備工事・設計・施工電 気 工 事 設 計 施 工

社

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 三 7 目 一 五

電 話 @5 1 4 3 ・5 3 7 3 ・95  9  4 ・21 3 4  

大 阪 市 城 東 区 野 江 西 之 町 三 丁 目一 一 三

電 話 @ 2  1  9  3  

. a.  

ｾ＠

明

式

正

株

本

.t:::= 

ヌL

中

電

取締役社長

本

社

中

本

社
. .6.  

コヨE

取締役社長 猪 飼 孝 次 郎

社 大 阪 市 生 野 区 勝 山 通 9 丁目 72

む 話 ( 716) 4  0  3  5  (代) - 8  

東 京‘ 都 新 宿 区 淀 橋 5 3 3

電 話 東 京 (371) 6  2  0  3  

金 沢 ・名 古 屋 ・高 知 ・広 島

式株

. c:  

ヌL電東

社

本

支

j工

後器工場

資材 倉庫

出張所

4  



.. 
椋 式 会 社 鈴 木 シ ヤ タ 商

. o.  

コ玄ア

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 33 電 話 @0098 ・5837 ・8729 ・6810

北陸 営 業 所 金 沢 市 三 構 町 7 - 1  7  電 話 ③ 1 0 8 6  

電 気 工 事 設 計 施 工

メ株 式 会 社 三 興

取締役社長 坪 井 大

本 社 大 阪 市 北 区 絹 笠 町 50 (堂 ヒソレ 7 階)

電 話 ⑧ 2 1  3  8  ( 代) - 9  

支 広 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 3 丁目 2 番地

電 話 @ > 1 4 7 8  ( 代) - 9  

出張所 堺 ・ 下 関

社

膏写真とマイクロフィルム

株式会社
内 外 写 真

製図 ・トレー ス ・複写写真

大阪市北区堂島北町16 T E  L ⑧ 9055 (代表)

リグノイド床・床材料

製造 ・販売 ・施工

福 屋 工 業 株 式 会 社

本 腐 大阪市西区南細江上通一丁目三一

電 話 大 阪 @ 3 4 2 6 - 7

PAI NTI NG CONT RACT OR 

塗 装 工 事 請 負

株式

会社 塗 装 庖林

TEL. 大阪 @ 1758- 7・東京 @1335 

電 気 工 事 股 計 施 工

並 架 線 金 具 製 作 販 売

( 日本工業規格表示工場)

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 縄 本 秀 尾

大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 町

電 話 大 阪 (94) 筋 31 ( 代) - 5  

支 唐 名 古 屋

出事所 東 京 ・ 岡 山 ・ 門 司

エレベ ー ター・コ シベヤ ー・ リプト

エスカレ ーター・ホ イス ト・ ク レー ン

N ・T . E型オ ート パ ー キングステ ー乙ノョン

設 計 ・ 製 作

日本エレベータ工業株式会社
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社
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場

業

工

営

川

京

淀

本

東

東

武 、 商 月 報 無 料 送 呈

令 井 田 商 事 株 式 会p祉

大阪市浪速区西円子町ー0 一七書t色濃町駅貨物久号門前

電 話 (53) 4  8  9 0  (54) Ｐ ＸＭ ＰＸｾＹ＠

諸 官 庁 御 指 定

吹付及び掻落ソリジットスタイン

床材( 合同リグノイド) マグネジート

外壁シリコン防水

製 造 。 販 売。責 任 施 工

合 同 特 許 建 材 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 山 下 謙 治

本 社 大阪市東住吉区図辺東之町 3- 109 電大 阪 @ 9  0  8  6  

営 業 所 大 阪 市 東 住 吉 区 駒 川 町 3 - 5 4 電 大 阪 @4370 ・7筋。

出張 所 広 島 市 比 治 山 本 国J 1 1 8 0 電広島 o 4  9  6  7  

出張所 東 京 都 新 宿 区 花 園 町 46 電東京【351) 5298 ・5お4

5  



東京鋼板工業株式会社

東 京 都 荒 川 区 尾 久 町 5 ノ 1 0 0 0  

笥 話 ( 891) 8  1  3  1  ｾ＠ 8  

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 18 番 地 ( 策 略ピ ノレ 3 階〉

電話 ⑧ ＹＱ ＵＴ ｾ Ｗ

名古屋市東区久屋町5の9 ( 住商 ピノレ) @  ＲＵＷ ＸｾＹ＠

福岡市橋口町15番地の1 ( サジピル3階) QS8825  

本社及工場

名古屋支問

福岡出張所

大 阪 支 庖

カーテンウオール

アルミニウム

ズ

ス テ ン レ ス

ンロプ

白 蟻

奈 良 市 南 城 戸 南 方 町 28

t近日移転先)

奈良市妥大路二番町 ( 博物館前) 電話奈良4ω 8

刷張 所 奈 良市春日町尾 田 組 内 電 話6011 ・6012

本 部 高 知 県 宿 毛 市 宿 毛 町 2 6 3 9  

所防予滅殺

許

式平

特

松

工業用及建築用各種石灰製造販売

セ メ ン ト

小野田 レ ミ コ ン 特 約 販 売底

ブ ロ ッ ク

セ シ トラノレ 硝 子 特 約 販 売 庖

樫 野 石 友 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 底

包括奈良 4 0 9 8

大 阪 市 北 区 曽 綴 崎 新 地 三 丁目 十 四 番 地

( 桜橋電停曾根崎新地西入) 篭話 大阪 ｾｬ 幻 ＴＭＶ

支J 6 ・ 東 京 ・神 戸 ・姫 路 ・徳 島 ・高 松

u . u の 新 建 材

陶筆・錬iff.:t ューム苦

ペンキレ?-.v.シ京寸し

⑩.  

プ リ ン ト 合 組

ピ 弔 オ シ

九 t章 夫 持 弘

美 猿 ， 、 本 "

'1 'Z'  ｊＮ 守吻ｾ

又 Ｍｊ てＭｾョイナー
-
τ

 

ね

商

抗

日

幸

呪

一

一

一

畑

制

書量

量 鉄

計 ・ 施

新 鋼 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 吉 国 債 武

大 阪 市 西 区 新 町 通 2 丁 目 2 5

電 話 @7 4 1 8 ・6 0 9 ・6 5 7 5  

神 戸 市 東 灘 区 本 庄 町 青 木 古 堂町 53

電 話 神 戸 ③ 6 1 6

広 島 県 御 調 郡 向 島 町 立 花 3 0 1 0

電 話 尾 道 2 8  6  8  向 島 西 1 9  

骨

エ

軽

設

社

場

本

工

製 品 製 造 発 売 元

+ム
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目
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ω

合

問

川

速

船

引

浪

⑨ニ葉屋装備工業紹ふ
取 林 伐 社 長' 右 杯 繁 z

大阪市大淀区本庄川崎町 2 の 6

電 ( 天六電停西北 2 了)

話 ・大阪 @ 3321- 3 ・3臼O

6  

FUTABAYA DECORATORS， LTD.  

設 計施 工

事

事

式

エ
エ
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作
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装
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放
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室
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具

物

物

建
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外

建
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内
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耐 鍛 ツ ポ 各 種

天窓瓦信材産地直売

郷数ｾ ｾ
続吉田芳控闘高

官 TfJよ21読点 w- w

大 和 洋 瓦

雨風に 強く綾勾配 iζ 最適

超軽量荷重( 坪当37貫)

和型より安い

姐 大 仏 瓦 各 種 和 洋 瓦

可E 美術タイル・工事情負

京都市東山区今熊野池m町九 ⑥ お55

大 阪 市 東 区内淡路町一丁目 @  975  

名古屋市鴻砲区姻問通一丁目 ⑧ 2703 

発 売 元

大 仏

本 広

大 阪 営 業 所

名古屋官業所

矢 橋 大 理 石 商 庖

株 式

会 社

所

大阪市東区高麗橋二丁 目 九 野村ヒソレJ i . 階

包 話 大 阪 @ 4 2 5 7 - 8 i昇

強出阪大

扇 JI< 漫 λ 剥落防止

耐 震 耐 風

安 定 軽 量

ナニワ緩勾自E罵

ナ

ニ

ワ

瓦

抹

式

会

紅

大

需

浪

謹

一

奇

干

目

七

里

患

吾

六

五

⑪去を 11) 農家業商1&

メ タ ル フ ォ ー ム 用 特 号

関西代理庖 株 式 会 社 金 剛 商 会

大阪市西淀川区野里町1231 阪神国 道 野 星 電 停 前

製造元東京ナンヒ ット商 会 短 大 阪@04I 7・4091

決然えない建築資桜

E直昆盟運置国

凶l佐亙屍窓直

ド

'

L

J

F

矧

~

一

蝕

需

m

k

'
市

Y

A

-

附

~

7

ガ

開

審

月

ず

山

厄

M

R

U
生裂亀

キーンヌセメント

各種焼石膏

告野石膏太阪支庖

d  
タイガーED

吸

音

テ

ッ

ク

ス

本 社 神 戸 市 生 回 区 長 狭 通 凶 ノ - ' ! A和ビル

T E L 神戸 ③ 0 8 8 1 - 3  

支 応 大 阪 市 北 区 制 笠 町 五O 盆ピル 5階

T E L 大阪 (312) 2  0  3  1  - 4  

出 張 尉 岡 山 市 内 岡 京 町 1 5 8  

T E L  岡 山 ② 5  1  8  9  

本

7  

禍岡嘗蟻所



8  

f 一一「

綜合建築設計への道

設計部 1. 各種鉄骨 ・鉄筋 コンク リート 造建築

の設計監理

株式会社

2. ダイヤモンドトラス・ジグザグトラ

ス・ 平行 トラ ス等

各種大張問鉄骨造の設計監理

耐震耐風木材接合金具の製造販売

PAT . Q式 C織本式) ヂベル及クランプ 《

火 、 印 刷

地質郵 ボーリ ング ・建築物基礎工 v '  V  

事の為の土質調査

織 本 建 築 事 務 所 所 長 織 本 道 三 郎

(旧織本建築設計々算事務所 ・絵本特殊構造研究所 ・合体)

東京都中央区日本橋かきがら 町 3 の2 電 話 (671) 臼43 ・7∞7 ・7062

新 日 産 量

パピロ〉聾

I 壁
‘ 一 一 ・ バルプの日本座敷壁材

- 近 代 的 な 趣 味 の 壁 材 一- - J 砂 ω Ｎ，ｾＧ かベＧ
磁ωす'-'力、ぺ

‘ ー ・ 吹 付のできる京砂壁材

- 繊 維 の 色 土 … ・ 一 一 争

夫 事目

製造発売元株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所

本 社 大 阪 市 西 局 区 内 四 ツ 橋 電 話 大 阪 ⑪ 5756- 9  

営 業 所 明 石 市 西王 子 町 1 丁目 3 9  電 話 明 石 5 8  5 2  

営 業 所 福 岡 市 西 白 人 町 1 番 地 電 話 福 岡 ぬ 7 3 7 3  



小野田バーライトの特性を活かした軽量 ・断熱 ・耐火・吸音

防湿の諸点が特に卓れた強化気泡コンクリ ー ト板

塗装によ って人造大理石が簡易にできる特殊着色セメント

炉開国四! ? 究撃の

御 問 合 せ は 量 寄 り 工 場 へ

東 京 工 場 東京都江東区深川豊川 l の!

神 戸 工 場 神 戸 市 灘 区 灘 浜 町 3

名古屋工渇 名 古 屋 市 港 区 丸 池 町 l の l

9  
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ク ス 床 材 の 決 定 版 /

TL軍ザ干グ7日・，) グl

T L軍+1

1

1'1.7

0

目‘ ''1'1

切除フローリング はランパーコア合板式で狂いがなく

簡 単 に 張 る 事 が 出 来 ま す 寸 法 が 一 定 し て い ま す か ら

取 扱 が 便 利 で す そ の 上 値 段 は 寄 木 の Yz{立の格安です

* ブロック は. タイル式でコンクリートや板の上に接

着 剤 で 簡 単 に 安 価 に 豪 華 な 害 木 張 の 床 が 出 来 ま す 。

.( 各々樹種はなら、さくらがござ います )

製 造 疋 天 塩 川 木 材 工 業 株 式 会 社

関西総代理信 太 洋 木 材 工 業 株 式 会 社

大阪市東区繊細 6 丁目2 1 電 話 大 阪 @ 1 0 2 5 ・5 1  2 7  

古きLL!夫と斬新な技術を2をむ大銀製品

スチールサッシユ

スァンレス製品

アルミ山. 守， 一 営 業 品 目
美 術 金 物

シャッター 多3k 裂j官 』

金庫金庫室扉

株 式 @ 曾 絃

大 阪 鉄 z  ーｾ＠
取 締 役 社 長 富 田 豊 松

大 阪 市 西 区 本 凹 町一 丁 目 四 四 番 地 1 ' l i 話大阪⑮ 1254 ・4615 ⑪ 0910 ・0919

津 守 工 場 大 阪 市 西 成 区 千 本 通 七 丁 目 三 四 番 地 電 話 大 阪 ⑮ 1 4  1  8  



@  

Ｑｐｾ アアルト防水事事

防 水 工 事 施 工 に 望 む

防水工事は建築工事の最も枢要な部門の一つでありその

良否は建築物の死命を制すると言っても過言ではない。

外部に見えないと 言 う 理 由 で 或 は 文 そ の 効 果 が 年 月 を 経

てはじめて表われると言う理由で不当な競争の結果粗雑な

工事に趨り援は一部に防水エ事はいくらでも安〈出来ると

云 う概念すらあることは極めて危険であり建築技術の向上

を阻害 すること甚しいものである。

アスフアルト防水工事は今更こと新しく言うまでもなく

適 切 な 材 料 の 選 択 は 勿 論 そ の 施 工 が 最 も 大 切 で あ り 、 し か

もそれは明確な責任を伴うものでなければならない。

建設省阪建22号 惣 可 出 資 金 600万 円

言西日本アスフアルト事業協同組合

ア

叉

m
E

イ

ト

防

水

大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 /  7  4  T E L 似 ) 代 表 5 9  5  1  夜 間 管 理 人 室 用 例) 9910

東 京 連 絡 所 東 京 都 千 代 国 区 神 田 岩 本 町 1 3  ( 田島応 用 内) T  E  L  (866) 代 表 6 1 0 1  

11 



般飾装内室
個 開 田 園 -

エ施計

豊八，

l Vι  

帳具・鍛

船 舶 ・ 車 輔 ・ 航 空 機 内 部 装 備 一 切 ・ベ ネ ッ シ ャ ン ブ ラ イ ン

器明事 ・ 照工作物 ・ 造掛 ・ 敷具 ・ 窓家

阪 市 南 区 難 波 書rr

屯@l 1  1 0 1  

名 古 屋 市 中 村 区笹島町1の221の2

豊田ピノレ2階 電 ⑧2481 - 3

岡 市 上 東 町 1

電 福 岡 ② 5 6 6 2 - 4

小 倉 市 金 田 3 の 1 5 5

FtU 小倉 ⑤ 1 2 9  3  

長 崎 市 台 場 町 3 の 3

長崎県水産会館 2 階 電 長崎②2875

熊 本 市 練 兵 町 9 5  

電 熊 本 ② 3 8 5 4 ・8 0 7 5

島 市 中 町

危 広 島 ② 2 4 1 7 - 8

ド

地大部飾装

名古屋出張所

6  

3  

ゆ

{

園

田

鋼死三

福

広

福岡出ｾ所

長 崎 出 強 所

中園出5 I i 所

角

小倉出ｾ所

熊 本 出 張 所

志島屋

.  

角 形 鋼管 は断面性能 が箸し〈す ぐれておりますので、

形 鋼 を 組み合わせて溶接し た角 形鋼などに 〈らべ ると、

溶接の必要がなく、均質で信頼 度 に富み、 軽量 で 取 扱 い が

たやす くな り、その上経済的である など有利な特徴をも っ

て封り ます 。

+  
住友金属工業株式会社

本 社 大 阪 市 東 区 瓦 町 4 T 目 3 1電笛{ 大代表} 大匝 位田 ) 2201

宜 社 東京観千代田区丸ノ内 1丁目8ノ6( 続住宜ピル} 電話( 大代表) 車京 (211) 2211

福 岡 宮 量所 福 岡 市 天 樽 町 5 8 書 { 天神 ピル 8 陪} 電話毎 回 " 羽 田 35担

広 凪 骨 量所 広 島 市 紙 屋 町 8 暑 地 (広 電ピル 内) 電信広11( 2)7471 • 7596 

名古血世章所 名古屋市東区久屋町59( 1主宜商事名古量ピル) 竃酷名古車開14由 6222

仙 台 宮 量 所 仙 台 市 東 l 番 町 1 1 1匝 l 番丁 ピ ル 内 電 話 仙台 ｾ Ｓ 旧 国 Ｑ ・ ｉ ｓ 抱臼 Ｓ

札 椛 官 量所 札幌市北大通西4丁目6( 1主宜生命札幌ピル 内) 電信 札幌 1410  3  7  8  

12 
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- 新しい建築資材ｾｾ亨最高の品

バ ー j レタイル( アルミ吸音板) ・日及 音 抜

イ ン シ ユ レ ー シ ヨ ン ボ ー ド ・ ス ノ マ ン ド . レ j レ

ハ ー ド オt ー ド ・・ 高 級 化 粧 合 板

J  V ー テ イ ク J レ ボ ー ド ・ コ ぺ ン ハ ー ゲ ン リ ア

フ ロ ー リ ン ク" ・ モ ザ イ り ク ) ¥ " ー ケ v ト

ア ス ハ ル ト タ イ ル ・ 6ノ / り ユ ー ム

ア ラ ス タ ー ボ ー ド ・ 木 毛 セ メ 〉 ト 板

フ レ キ シ プ J レ L ー ト ・ 石 . 稗 板

ヒ 、 ソ タ ー ラ イ ト ・ 〆 ラ ミ ン ・ ピ 二 一 ル 合 板

樹 月旨 ガ ラ ス ・ ヱ ン ピ 1 ) 7 ' ・ ナ ミ 栂

1，) -:;・・ ラ ス ・ラ ス ボ ー ド

L ー ジ ン グ. ボ ー ド ・ ル ー フ イ ン グ

ボ ー ド サ ッ L ュ ー・レ ヂ ス タ ー

/ ン ス リ り つ ・ ・ コ ー ナ ー ピ ー ド

ｅ 雇 ｅ 彊ｾＱｦＺＣＱｉ圃

Ｍｅ ・・Ｎｾｾ・
E孟a・・・・・E 掴

ＭＡｴｪｊ・四・・ｲＮｾヨ Ｎｺ • 
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西 日 本 規 格 サ ッ シ ( 株 )

大阪市北区神山町26 (富国 ヒソレ) @ 6 5 0 1  

朝 日 建 材 工 業 ( 株)

高 松 市 木 太 町 洲 端 2169 高 訟 ③ 3181

旭 サ ッ シ 工 業 ( 株)

大阪市城東区里子江西之町 1 ノ44 ③ 3 5 6  1  

尼 鉄 建 材 ( 株 )

尼 崎 市 西 向 島 町 2 7 0 ｾ＠ 6  3  0  1  

( 株) 岩 住 鉄 工 所

大阪市西淀川区千舟東 2 ノ31 @  5  1  2  3  

栄 進 鋼 業 ( 株)

大阪市城東区野江西之町2- 2 @  8 2 6  1  

( 株) 栄 進 社 大 阪 営 業 所

大 阪 市 大 正 区 南 恩 加 島 l

大 阪 機

大阪市大淀区豊崎西通 1 ノ 4

阪 建 材 エ

堺 市 松 屋 町 1 ノ 6

( 株〉 大 阪 鉄

大 阪 市 西 区 本 回 目IJ 1 ノ 44

@  7  1  7 0  

エ ( 株)

@  0  6  6  4  

業 ( 株)

(022) ②3323 

エ 所

@  1  2 5 4  

大 阪 理 研 工 業 ( 株)

豊 中 市 大 字 洲 到 止 3 5 9 @ 0 6 6 1  

加 地 シ ャ ツ タ ー 工 業 ( 株)

大 阪 市 生 野 区 中 川 IIIJ 3 ノ15 ⑬ 1 0 2  0  

川 鉄 建 材 工 業 ( 株)

神 戸 市 東 灘 区 魚 崎 町 魚 崎 (08) ⑥4343 

( 株) 関 西 鋼 業 製 作 所

大阪市械東区野江中之町 2 ノ 5 @ 5 5 0 8  

1  

昭 和 鋼 機 ( 株 ) 大 阪 支 底

大 阪 市 西 淀 川 区 佃 町 3て 155 @  6  0  5  1  

田 中 工 業 株 式 会 社 大 阪 出 張 所

尼ケ崎市南竹谷町2- 89 電 話 (40) 6  3  4  1  

( 株) 高 橋 サ ッ シ ュ 製 作 所

新 居 浜 市 久 保 田 501- 1 新居浜 4 0 5 3  

大 建 サ ッ シ 工 業 ( 株)

大 阪 市 東 区 野 江 東 l ー 1 2 @ 3 3 5 1  

谷 山 鋼 機 ( 株)

大阪市城東区野江東之町 2 ノ 2 ③ 7  1  2  5  

中 国 理 研 サ ッ シ ユ ( 株)

広 島 市 舟 入 幸 町612ノ 1 広 島 ③ 2 0 8 1  

東 京 鋼 板 工 業 ( 株) 大 阪 支 庖

大阪市北区絹笠町18 ( 衆嬉 ピノレ) @ 9 1 5 4  

( 株) 中 本 鉄 工 所

大 阪 市 福 島 区 海 老 江 下 2 ノ74 @  6 4 6 4  

浪 速 建 材 工 業 ( 株)

大阪市城東区野江中之町 1 ノ 9 ③ 1 1 7  1  

日 本 建 業 ( 株)

大 阪 市 城 東 区 満 生 5 - 39  @  0 0 7  1  

日 本 建 鉄 ( 株) 大 阪 営 業 所

大阪市北区堂島上2ノ36(毎日産業ヒソレ) @6758 

日 本 ス ピ ン ド ル 製 造 ( 株)

大阪市東区備後町( 綿業会館)

( 株) 汎 建 製

ーに阪市此花区恩貴島北之町11 ⑮ 2  9  0  3  

不 ニ サ ッ シ 工 業 ( 株) 大 阪 支 庖

大阪市西淀川区御幣島中 3 ノ 4 @ 7 6 5 1  

( 株) 三 高 製 作 所

大阪市東淀川区西中島町 7 ノ69 (301)  0737 

( 株) 建 鋼

広 島 市 中 広 町 1 0 0 2 広 島 ③ 6 6  1  6  

社 l 理 研 鋼 機 ( 株) 大 阪 営 業 所

大阪市北区宗是町 1 ( 大阪 ピノレ) @ 8 6 2 1  

一 機 工 業 'C株) 大 阪 支 庖 l 六
甲 工 業

大阪市東区高麗橋3- 1(東綿ヒソレ)

f  
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イ 反 梓 工 事 用

パ タ 材 の 決 定 版 /

日本バイヌの角形鋼管

従来の木材・軽量形鋼などのパタ材に比

べると次の利点があります

日本パイプ製造株式舎枇

東 京 ・ 大 阪

! 内 外 式 電 動 .  

ベンチレーター .  

電 気 扇 付 屋 上 強 制 換 気 装 置

内 外 建 材 株 式 会 社

旧 名 ( 株 ) 内 外 土 木 建 材 社

大 阪 市 西 区土佐 堀 船 町23 ( 大 阪 商 工 ピ ル ) T  E  L  (44 )  3983 

工 場 大 阪 市 城 東 区 天 王 田 町 1 の141 T  E  L  ( 98)  1149 

、

建築基準法にフリーパスのガラス屋根

内 外 式 ス カ イ ラ イ ト

工場・プラ ッ トホーム ・

体育館・アーケードに最適

内 外 式

コ ン チ こ ア ス ベ ン チ レ ー タ ー

筒 型 番 種 ベ ン チ レ ー タ ー

設 計 施 工

最 良 の コ ン ク リ ー ト を 保 証 す る ・・・・・ ・・・・

各 地 の エ穆 現 場 で ポ ーゾ リ ス は よ り 良 き

コ ン ク リ ー ト の 為 に 使 用 さ れ て い ま す 。

高 度 の 各 種 製 品 と と も に 、 テ ク ニ カ ル

サ ー ビ ス の 御 用 命 を お 待 ち い た し ま す 。

日曹マスヲーピル告r- : J : 縁式会副

本 社 東京都千代聞区大手町 2 の4 Ｈ 新大寺判官ルＩ電話但 ｮ Ｉ ＲＷＸＱ Ｍｾ

大 阪 出 廻 所 大 阪 市 東 区 北 浜 3 の 7 (広 銀 ピ iJt. ) 電話但02)32制 - 6

名古屋 出強所 名 古 屋 市 中 区 新 栄 町 l の 6 ( 朝日生命館内) 電話 (24) 9  2  7  3  

禍 岡 出 頭 所 福 岡 市 天 神 町 9 (西日本ピル内) 電話 ( 5 ) 7  4  7  1  

仙 台 出 頭 所 仙 古 市 東 一 番 丁 1 1  (東一ピル肉) 電話 ( 3 ) 8  5  1  6  

札 幌 出 張 所 札 幌 市 北 三 条 西 2 丁 目 ( 桑沢高古内) 電話 ( 5 ) 7 1  7 1  

二本木出彊所 新 溺 県 中顕械郡中郷村 ( 日曹二本木工場内) 電話 ( 中郷) 5  1  

高 岡 出 強 所 富 山 県 高 岡 市 向 野 本 町 ( 日曹高岡工場内) 電話t高岡) 2001 

コンクリート表面

耐 磨 耗 剤

マ ス タ ー プ レ ー ト

ンロ

面

剤

表

耗

ク

ド

同

一フ

ク

一

ン

ラ

カ

コ

カ

、.

モノレタノレ

無 収 縮 、 注 入 斉IJ

エ ム ， く コ

コンクリート・モルタル

防 水 携 水 剤l

ス テ ア ロ リ ス

コンクリートゼロ スランフ

ウ オ カ ピ リ チ イ 的 進 剤

ル ブ リ リ ス
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サッシ ＱＮ 阿・Ｎ抑 ｉｾｉｊﾭ

津ｾ 臨』主主沼白血冒

本 社 工 場 大 阪 市 東 淀 川 区 西 中 島 町 7 - 6 9

電 話 大 阪 301- 0 7  3  7  (代 表)

， 

'
♂

J

-

e

H

・
.

 

• 
.. 

・-J

 

‘  

負

付

請

取

工

作

施

造

板

グ

ク

一

削

'

げ

床

床

:

ツ

ユ

一

日

J

ν

ダ

貼

ッ

〆

一

『

フ

:

Z

E

ブ

イ

y

ロ

ャ

ラ

寄

フ

プ

ベ

グ

6 幻
寄 木 商

営 業 所 大 阪 市 東 区 横 堀 6- 49

電 話 @3  7 3 1 ・3 9 6 0

工 場 大 阪 市 浪 速 区 勘 助 町 1

扉 ， 5 5 5  

ン グ で 扇 の 開 閉 が 軽 快 ・

ビ河電吋ト邑: ，司屍

ロ ポ ン デ ラ イ ジ ン グ に 依 る 完 全 防 鍬 加 工 品

徹 ロ回 転 軸 膏11に ナ イ ロ ン ベ ア リ ン グ を 採 用 し た 耐 久 品

三 栄 建 材 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 生 野 区 奨 矢 柄 田T 一 五 一 番 地

大 阪 (74) 4655 ・ 0189 (716) 0188 番

本 社 大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 丁 目 3 番 地

t ( [ 話大阪 67 - 6751  ( 代表) - 4 ・ 1590

堺 工 場 跡 市 浜 寺 石 津 町 中 二 丁 目 二 四 O 番 地

包 括 跡 ① 1 2  1  3 ③ 1 3 2  2  

出 張 所 初 岡 徳 島

..0.. 

:o: 
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超硬骨材に顔料、 薬品等を 配合 した 粉末剤でその健水練り、金銭仕上げの為特に技術を要せず、

色ムラ 、ノ口汚れ等の政点がない耐磨粍性特に強大、表面滑らかで美しく 清潔、耐水性に富み

価格低廉でありま す。 ( 坪当り材料代￥ 950) 仕 上 り厚さ約2 引程度

学校、工場、病院、事務所、商応、ガレーヂ、ガソリンスタンド 、住宅の玄関、流し、浴室等

に最適て' あります。

製 造 発 売 元

ア サ ヒ カ ラ コ ン株 式 会 社

大阪市此花区四貫島旭町1- 3 TEL( 46) l i 94 

工 場 大 阪 市 此 花 区 四 貫 島 旭町 1

、

P  

N. G. C武

内外Z 業株式会結

脇 山 静 夫

本社

工場

ユラ ト断選発局と⑤ 技 術

y. c. コンべス( リ初イド)

大阪= 1 ; 〆べス建材枇

、

， 

じ百貨ミヅシマ|

， 6  1 年 型 ミ ヅ シ マ マ ッ ト

ユ ー ピ マ

ラ イ ン マ

マ ジ ッ ク ラ イ ン

ニ ュ ー ラ イ ン

ヒ ニ ー ル

おそう

ミ勺シママ19l-

T E L (53) 3  5 1 4 ・ 8 2  4  6  

T H E (22) 5 3 6 3 ・ 0 2 1 4  

T  E  L  (3)  2  7  0  6  

T E L 担4) 1 6 9 7  

T E L  (53)  9 3 4 7  

'./7oテ"ザシf ンP

大 阪 市 西 区 北 堀 江 上 通 り 一 丁目

京 都 市 中 京 区蛸 薬 師通 り烏 丸 西 入

福 岡 市 下 村 馬 小 路 一 二 八 の 四

京 都 市 右 京 区 西 院 松 井 田T 八

大 阪 市 西 区 北 堀 江 上 通 り 一 丁 目

大 阪

京 都

福 岡

工 場

展 示 場

キ土
A

E

 

式キ朱

庖商島水
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標準セメント防水材・特許ニッポン

特許ニッポシ防水液・急結液一号( 噴水急止)

二号( 湧水防止) ・姉妹品粉末ニ ッポン

施工指導並ニ責任模範施工

黒 川 化 学 工 業 所

( 国立大阪工業試験所創製) セメント防水材特許権実

施工場

i大 制 緩 所 ) 北 区 芝 田 町 六 八 電 話 大 阪 @ 乃

ヨ本ド主祉士.工-‘ 1) 神戸市滋区住吉町反高林187苅6.

神戸⑨2723

e  

φ
吋

一

邑一

程

随
一

守

A

一
“

H

一
。
一

品

申

一

回

伊
、、

大阪ガス会社指定

ガス風呂

田 中 風 呂 競 低 成

大阪市浪速区元町 Ｑ 丁目 ＷＴＲ 但 ν 娠 橋 電停前 電話 ｾ ＵＳＱＳ ・ ＸＱＲＸ

室 内 装 飾 級 車 、 舗 床 材 一 般

東リ拘ーぺ吋ト発売元

株 式 会 社

窓掛、椴帳、日際、壁紙

東洋リノリユームの

亀 井

大阪市東区南久宝寺町四丁目( 心斎橋筋〉

電 話 大 阪 (25) 1  3  5  3  ( 代)

ｅ ヨヨ ｾｈ ｉｅＺ王司

、.
|大阪工場 大 阪 市 浪 速 区 河 原 町 2 丁 固 定 (64) 5750 ・8444

東 京 工 場 東 京 都 太 田 区 椛 谷 町 4 丁 目 篭 (741) 0160 ・1733

⑩ 
栄 進

鋼

製

製 建

作 ・ 販

具

売

鋼 業 株
ゐ
一
品社式

犬阪市織東区野江西之町2- 2 電 話 減東 @ 8261-3番

支 庖 ・ 福 岡 営業所 ・広 島 ・長 崎
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ｾ田タイル

... 

-

岩 元 式

スカイライト並号明ンチレーダー| ノ

、

サッシュ、ドア一、シャッター

伸縮扉、オベレータ一、門扉鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

カタロ グ進呈

み

ム

占

A

B

A

Q

一

A

州

川

崎

回

i

、
.
.
 

r

u

v

A

U

 

4

Z

E

~

 

朱

駒

山

4

4

区

6

業

献

伽

.

-

司

4

白

E

阪

国
園

大

電

一

冗

柑

岩

党け液製煤号ス

噴霊賞品

大日本硝子工業雲霊

ポリ エステノレ樹脂

硝 子 繊 維 強 化 板

製造元

アスブァノレ ト 防 水 工 事 量

アスファ J レトタイノレ工事室

各 種 床 工 事 量

アスフアルト専門工事

ミ 冷 蔵 庫 防 熱 工 事

ミ

ミ 耐酸モノレタノレ工事

PR， 業z  酸耐阪大

電話大阪@1333番
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r  

‘、

r  

、

-

- 黄綬褒章受賞 ‘

- 御申越次第カタログ進呈

陸屋根防水には

特 許 絶 縁 工 法 を

ＱｉＮｾＯＧ ミ・陪ＮＢ，軍事
コーパータイト

特許奥山式熱工法・冷工法綜合防水層

奥山化工業株式曾施

東 京 都 中 央 区 銀 座 西 8 の 3

T E L 銀 座 (571 ) 2703  - 4 ・2370 ・40ω . 0264

浪建式

アルミサ ' ' J シユ- ド?ー

スチールサ"シュ・ドy-

シヤ''19-. J tベレーター

lトカライジ: 〉? 調涯現繊

一製造販売ー

浪速建枚Z業様式会誌

問 問

全国線代理庖 l  

本社・工場 ・大 阪 市 城 東 区 野 江 中 之 町 一 丁 目 九 番 地 電 話 大 阪 ③1171- 3番

第 二 工 場 ・大 阪 市 械 東 区 茨 田 横 堤 町 四 一 番 地 電 話 大 阪@; l 日・ 6824番

東京営業所 ・東京都中央区銀座東六丁目木俊飽ピル六号館 607号 室 電 話 東 京 (541) 4611番

福 岡 営 業 所 ・ 福 岡 市 天 神 町 三 番 地 ( サ ン ピ ル 肉 ) 電 話 福 岡 ④ 嗣62書

出 強 所 ・ 大 分 市 栄 町 下 市 三 一 七 番 地 電 話 大 分 1 3  6  6番

21 



連築 ｪ 宥の接着争ｾ k  (式

⑭Ｊｾド
木 工 用 ボ ン ド C Ha ハ ー ド ポ ー ド 用 ポ ン ド C V2000

テ ッ ク ス 用
ボ ン ド K イ七 粧 キ反 用 ポ ン ド G s

ボ ー ド

セメ ントモルタル

ボ ン ド C Z

ビ ニ タ イ ル 用

ポ ン ド Gl00
補 強 用 サ ラ ン そ の 他

宕 ク '伝 ト 用 埼玉ンド E 木 材 構 造 用 ボ ン ド K R 1 7 0 種

製 造 元 22 小 西儀 助 商 庖 ボ ン ド工 場

見 本 カ タ ロ グ進 呈

営

業

所

大 阪 市 東 区 道 修 町 2 丁 目 6 番 地 電 話 ( 23 )  2047.  2057 (代表)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 本 町 3 丁 目 1 番 地 電話 (241) 5 5 2 4- 8. 

分室 ・東京都中央区日本橋本町 1 丁目 7 番 地 電 話 (241) 2191- 4.  2541 

名 古 屋 市 西 区 西 菊 井 通 り 8 丁目 2 1 番 地 電話 (53) 7  1  8  3  - 4  

エ 喝 大 阪 ・ 東 京

¥ ， 
、 ， 

， 

.  

［ｾべ建築ド・・・

多るCJ 邑党声b里ョ
住 友 軽 金 属 工 蝶 株 式 会 社 と 提 携

t 、

建の 2重焼付塗装で

⑮ 大 阪 建 材 工 業 株 式 会 社 町材で l 回制で l 回

本 社 工 場 堺 市 松 屋 町 1 の 6 電 堺 ( 2) 3323- 7

大 阪 営 業 所 大 阪 市 南 区 九 郎 右 衛 門 町 2 1  電 (75) 083 6 - 9  

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 東 区 東 新 道 町 2 の 7 電 名 (97) 7264  

22 



B本建築協会優震諸明 セ メ ン ト 漕 強 防 水 剤

バヲ方- f J イ1- 8雪

-寸 劇鋭宇土耳膏主主2ck防整雪機薄原

務 所 大 阪 市 東 区 船 越 町 2- 31 ( 船越ピ，ν) 電 話 ⑧ 2626 ( 直通)

出 張 所 電 お 東 京 (431) 0 8  7 4 ・名古屋⑧ 1 3 3 1  

:>f1' 山 台 ③ 0 7 2 1 ・ 札 幌 ⑤ 7 1 7 1  

4孟 大 三 工 業 高 松 ② 869 7 安 藤 工 事 福 岡 ③

重 量 永 建 材 広 島 ④ 3 5 6 7

仕

様

量

打

型

録

贈

呈

11111111111111111111111111111111111111111，. .1111". ， 

合 格 モ ル タ ル コ ト用

国 盟 団

ン クJ I S  務5t

章

紫

褒

瞳ｾｾ翠週

八幡メタルホーム K K 推奨品 三

抑 制 旨 化 工 社本 社M 東鯨悶一京柑叩叩悶都鮎肺蜘一品副副訓山川川l川唱| 怪区一 1け一寸44“1 電制向…京駅的問(σ何側7河8

取締役社長 矢 中 龍 次 郎 大 阪 嘗 業 所 大 阪 市 東 成 区 西 今 里 凹 町T2 一4ω8 電 話 @476“5'  0鵬0何63弓5  

•• ....... .11111111111111111111111111111111111111111111111111111. -圃 園 田 園 田 園 田 ー ー 一 一 一 ←

E藷翠盟理. .  理署ヨEｅｓ 古車函 ｅ ・］Ｚｉｬ唐子ｾｾ奮 ＱＱＱＱ
責 任 ・ 施 工 ・ 請 負

ノ 〈 ラ ン ス式動手式重力

持軍書喧

E 邑

代 行 販 完 庄

中 博 光 高 直 札 嶋 市 . 1 1 : ' . 通 貨1丁目【繍川温) 竃鉱代賓川0281 ・

理 問 問 銭 樟 式 会 社 小 網 術 色 内 町 . / ・ 5 ・2・竃1. 1<2圃n' 2656' 7523J島

三 l A 控 材 悼 式 会 社 . . . ・'1'9睦U 八 . 酬3 / l ( 広細ピル 2 僧) . &. ¥( 27岡崎- 6 ・

栄 進 帳 工 用 問 . . 市 ' " 同 期 小 林 3 ・00 11 && iD i・ 9 5 5 ・

性 肝 圃 村 崎 式 会 社 嶋 本 市 江 尻 竹 ト ' ) 8 ・ 脇 山 総 沼 “ 15.

石 本 金 属 槽 式 会 社 . 房副階、吉 町 翠 ・ 町 6 2・・・O : 12J 3. 18  1- 5. 

横 田 商 匝富山市. . ・・. 1 1 : 町 8 ・' * 電魁代喪 8 . ・1 市外 9

瞳 間 金 属 工 . 肱 式 会 社 広 ・ 市 側 鹿 町 2 . ・ 1 &1・1・271-".

氷 見 金 属 肱 式 会 社 e公 江 i t i . B 町 駅 陶 口 通 電 1 . ¥3  2  2・ 5・.2骨

三 京 交 易 椎 式 会 社 編 岡 市 下 甑 口 町 2 3 ・地. 1 . 1 問。1“ 出 ω".

• 'J 、 倉 出 彊 同 小 倉 市 御 労 町 7 2 .1 1 ・I I轟 (5) 3  e  1  3 .  

.  G o 蝿 出 唖 用 品 崎 市 千 島 町 . / ・ ・ 路 問 。 . .  0  ・

大 li ! i l . 椎 式 会 社 人 縄 市 過 町 2 0 γ 目 ・ 1 &( 6) 11 (1 5-8.  

中 村 金 抽 惜 式 会 社 . . ! 宅 島 市 銀 町 . 7  0  ・地. 1 . 1 代損 81150-3.

タ 楠 本 支 暗 嶋 本 市 総 鹿 町 1，/ 3  0 ・E 障 問 1231 ・. . . .

田 中 艶 工 植 式 会 社 A ・ 市 線 掛 町 2 ・ 2 ・E 脇 32 ・ . 1221喬

小 川 壇 材 匙 - f- . i ' 射妙見 7 Ii 2・・ JI 11 L¥ {2J 08 (1 7・

植 本 工 作 聞 編 ・ . . 山 市 北 図 町 . . ・I . . . 山 2830・

株式回全! : ."'-......1::7 制 J 仲 買

畜 祉 国φ ン γ ツ) ' 一事選1c PJr

志 社 z ・ 大 匝 市 東 諸 川 区 図 川 通 6 丁目 381骨 地 電 酷{ 大匝) ( 却，) 3656- 9喬

東 京 工 ・ JI[ 崎 市 鰯 丸 子 東 3丁目 1159. 地 ・11 . 1 中顧問{制1) 回 目-7・

九 州 工 喝 副 岡 市 岨 田 町 1 2  6  8  " 地 11 貼 ② . 6 ・ 7 ・

名 古 置 支 館 名 古 蝿 市 中 区 宮 出 町 2 3  Ii 地 電 話 中 @. 81 '" 

高 紐 曾 揖 断 高 居 市 丸 ノ 向 10喬地{ 井筒ピル内} 電 砧 ② 4 0  0  8喬

閏 山 倉 車 問 岡 山 市 内 山 下 3 0 ノ 1 . 地 電 話 ② 7 2  1  9 ・

高 間 宮 寓 附 高 知 市 西 紺 贋 町 1 0 喬 地 電 話 ② 1 ;l .  9 .  

神 戸 週 同 ・ 輔 断 神 戸 市 主 田 区 中 山 τ通 3 丁目 I S . J 1 I 電 話 ② 2  6  5  o.  

( J 量力合ログ ・資料)
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工 場東京. 欄浜、山t ! . 1 ' ，肯同大阪. I湖山、 F‘ I "J . 宮 崎

朝日スレート

21事目目7ロベスト
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株 式 会 社 木 下 謹 三 商

太 田式市内 r>< 江戸I ! t i I+.ii 曲 5 ノ 3 5  

1世話 @  5 4 0 8 ・5 4  8  6  

商 庖

砂 田r 5  

Ｚｬｬｊｾ＠ @  02.07 - 8 ・4836- 7

三 友 工 業 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

λ; 阪 市 西 (2(. Iti J.Ii¥ i J: J.;.辿 l 町 1 9  :.世 話 @ 6161  - 4  

合名会社 利 倉 孝 商 庖

太阪"ir軒区:1金制14筋 2 ノ20W1+li 樹7世停前)

1il J8 ⑮ 似71- 2. 0371 ⑫ 16刷

京都営蟻所 以都市中京 (>( 河原町¥Ai / l ( 1' ル 1世 話 @ 3 2 7 7  

和 泉 産 業 株 式 会 社

大阪，n r軒 区 日 本 偏 筋 2 ノ 3 6  

司1，18 @  0  1  3  7  @  3  2  8  6  

限 会 社

[1] ｾｲ＠ 1  

111お ⑤ 2 6  9  7 ・2 1  4  0  

売

価

広

Ｑｩｬ ｊｾ ⑧ Ｔ＠ 4  6  8  

タ テ パ ヤ シ 商

J;( m; ，Ii F  ，;( ri . 大出i I h 間最ドル

岡 田 建 材 株 式 会

名占I : i ! m i叫区内悩J t - 町 2 ノ 1 2  

，世話 ⑧ o  1  2  1 ・ 2 0  5  1  
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庖

株式会社

大 阪

部

株式会社 名 建 商
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1il JI; ⑩ 1329 .  2](路 ・ 却 11
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7唱J! i ③ 2201 ・23ω

日 東 物 産 株 式 会

本 社 名古川中( ，( ｾＡ＠ li 町 3 9  

岐 車 出 張 所 . . J i 巾，Ii 竹 1'11匝r 2  7  

送

料

共

青 盛 建 材 株 式 会 社

本 社 ・ 1).; ，Ｈｾ＠ ，(i 鉄 他 町 1 0  8  1世 話 ② 2 2 8 1 - 4

岡 山 ・ l叫 山 di ｾ Ａ＠ I日 開r 3  7世 話 ② 1911 ・8169

福 岡 ・ 制 州 市 -Jj it .'f  lii j 町 1 4  ・U話 ③ 1 2 2 5 - 6

関西三星タ イル会員

建 材 有

rl i 兵/ ，j ( (，(. ;n' 

石 井

神 戸

電 館大 阪⑮ 9 6 4 8 ・9 6 4 9 ・9 6 4 0

領 首 口 座 大 阪 3 9  9 7 5 番

御 入 会 の 御 申 込 は ・・ . .. .. .
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